
「箕面市地域公共交通計画（素案）の方向性について」の市民意見募集の状況（結果）

意見募集の状況

（１）募集期間　令和３年４月２８日（水曜日）から令和３年７月２１日（水曜日）

（２）意見数　　２４１人（個人・団体を含む）・５８５件

寄せられたご意見の内訳と主なご意見

件数 主なご意見

① 計画全体 １９件
・箕面市内の東西移動の不便が解消されるような計画としてほしい
・箕面市の発展を見据え、北急の延伸を契機として箕面萱野駅を中心とした人流
　への転換を図ることが必要　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　など

② アンケート等の調査について ８件
・素案のベースとなっているアンケート等の調査が古い
・アンケート結果をきちんとルート案に反映するべき　　　　　　　　　　など

① ルート案全体 ２３件
・ルート案は住民の利便性を第一として検討するべき
・千里中央駅へのバス直通路線を存続してほしい　　　　　　　　　　　　など

② 箕面山麓線 １２９件
・廃止されることに反対
・既存の箕面山麓線をベースとした箕面萱野駅経由箕面駅行き路線を設定してほ
　しい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　など

③ 箕面中央線 ７件 ・箕面萱野駅行きが新設されることに賛成　　　　　　　　　　　　　　　など

④
白島線
（市道箕面今宮線を運行する路線）

２３件
・市道箕面今宮線に今まで以上のバス路線を設定することに反対
・市道箕面今宮線ではなく、北側の府道箕面池田線を走らせるべき　　　　など

⑤ 如意谷線 １７件
・地理的特性等をふまえ、社会実験としてではなく存続するべき
・万が一廃止になる場合は、他の交通手段を確保してほしい　　　　　　　など

⑥ 箕面森町線 ６件
・千里中央駅へのバス直通路線を存続してほしい
・森町区域内の運行ルートの提案　　　　　　　　　　　　　　　　　　　など

⑦ 北大阪ネオポリス線 ７件
・東部地域、彩都地域から箕面駅へ直通するルート案に賛成
・間谷住宅区域内まで延伸してほしい　　　　　　　　　　　　　　　　　など

⑧ 彩都線 １２件
・東部地域、彩都地域から箕面駅へ直通するルート案に賛成
・間谷住宅入口周辺にバス停を新設し、運行ルートを微修正してほしい　　など

⑨ 粟生団地線 １３件

・千里中央駅へ行くルートは不要（又は本数が減ってもいい）なので、箕面萱野
　駅への利便性を向上してほしい
・大阪大学や国立循環器病センターの移転により利用者は減少しているが、引き
　続き北千里駅経由千里中央駅行き路線を存続してほしい　　　　　　　　など

⑩ 小野原東線 １件 ・一部便でもいいので、阪大病院まで路線を延伸できないか

⑪ 石橋線 ８件
・箕面萱野駅へ接続してほしい
・箕面萱野駅へ接続しない場合、上屋設置などのハード整備をしてほしい　など

⑫ 豊中市内線 ０件 （意見なし）

⑬ 阪北線 ０件 （意見なし）

⑭ （仮）粟生・萱野線 １２２件

・箕面駅、箕面萱野駅への速達性が低く運賃も上がることが想定されるため、ル
　ート案に反対
・多額の税金を投入して北急の延伸が実現したのに、今より不便になることは望
　んでいない　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　など

⑮ （仮）箕面小野原線 ４件
・箕面萱野駅行きが新設されることに賛成
・路線名称と路線の内容が一致していない。　　　　　　　　　　　　　　など

⑯ その他 ２３件
・箕面萱野駅行きのルートを新設すべき
・箕面駅や箕面萱野駅から北千里駅行きのルートを新設してほしい　　　　など

２９件
・バスとバス、バスと鉄道の乗り継ぎの発生に伴う運賃負担増加への対策の提案
・ルートが遠回りになり運賃も上がることに反対　　　　　　　　　　　　など

４５件
・バスの本数を増やしてほしい
・ルート案だけでなく、運行頻度やダイヤについての情報がないと評価しにくい
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　など

２３件
・路線バスのルート案だけでなく、オレンジゆずるバスについての情報がないと
　評価しにくい
・路線の廃止後、オレンジゆずるバスで代替されるのか　　　　　　　　　など

６６件
・安全性、周辺環境、渋滞対策などに関する道路担当部局との連携の提案
・パブリックコメントの実施、市民説明会の開催に関する提案　　　　　　など

ご意見者の地域区分

地域

北部

西部

中部

東部

市外

不明

意見分類

（３）運賃

（４）運行頻度・ダイヤ

（５）オレンジゆずるバス

（６）その他

対象住所

上止々呂美、下止々呂美、森町西、森町北、森町中、森町南

箕面、箕面公園、西小路、牧落、新稲、温泉町、桜、百楽荘、桜井、半町、瀬川、桜ヶ丘

如意谷、白島、坊島、萱野、稲、外院、石丸、西宿、今宮、船場東、船場西

粟生間谷、粟生間谷東、粟生間谷西、粟生新家、粟生外院、彩都粟生南、彩都粟生北、小野原東、小野原西

豊中市、茨木市、豊能町

住所地不明

（１）計画全体

（２）ルート案
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「箕面市地域公共交通計画（素案）の方向性について」の

市民意見に対する市・協議会の基本的な考え方

市民意見に対する市・協議会の基本的な考え方

　公共交通、とりわけバス事業を取り巻く社会的現状として、人口減少や少子高齢化の進展等によ
る利用者の減少、また、労働形態等の影響による運転手の不足等により、バス事業の経営環境は一
層厳しくなっており、一部地域では路線撤退が相次いでいます。一方で、高齢者の運転免許の返納
が増加するなど、公共交通が果たす役割は益々重要となり、その持続的な維持・確保・充実が求め
られています。
　箕面市においては、過去約20年の間で、１４，９０２人（約１２％）人口が増加しているにもか
かわらず、公共交通（鉄道・バス）の利用者数は同じ期間で６，４４７人（約９％）減少してお
り、公共交通のサービスレベルのさらなる低下が危惧される状況です。
　北大阪急行線の延伸にあわせて、箕面市内と千里中央や梅田などの都心を結ぶ南北の移動は鉄
道、箕面市内の東西移動はバスという役割分担のもと、公共交通の再編を進めていますが、北大阪
急行線の延伸により、駅までの徒歩圏・自転車圏が増え、当該圏域にお住まいの市民のみなさまの
利便性が向上する反面、バスの利用者は大幅に減少する見込みです。
　そのような社会的現状、箕面市の公共交通の現状や将来展望をふまえ、市民のみなさまにとって
重要な移動手段である公共交通が将来にわたって持続可能なものとなるよう、このたび、「地域公
共交通計画」の根幹となるバス路線の再編ルートについてパブリックコメントを実施しました。
　上述のような非常に厳しい公共交通の状況において、公共交通の維持・確保・充実、また、将来
にわたって持続可能な公共交通とするためには、公共交通を利用していただくなど、市民のみなさ
まのご理解、ご協力が不可欠です。一層のご理解、ご協力をお願い申し上げるとともに、いただき
ましたご意見に対する市・協議会の考えについて、以下のとおり記載いたします。
　なお、本年度中に、いただきました意見をもとに再検討した再編ルート案を含む「地域公共交通
計画」の素案について、再度パブリックコメントを実施する予定です。

（１）千里中央駅へのバス直通路線を存続してほしい

　一般的に、鉄道と並行するバス路線については、速達性に優れる鉄道へ利用者が流れ、バス利用
者が大幅に減少することが見込まれます。箕面市における北大阪急行線の延伸においても同様に、
鉄道と並行するバス路線については、バス利用者の大幅な減少によりバス事業者が採算性を確保す
ることが難しくなると見込まれるため、箕面萱野駅から千里中央駅の鉄道延伸全区間で鉄道と並行
するバス路線は廃止することとしています。
　協議会においても、バスから鉄道へ乗り換えた際の速達性の検討を行っており、箕面市内からバ
スで直接千里中央駅（または、千里中央までバスで行き、千里中央で鉄道に乗り換えて梅田駅）へ
行くよりも、バスで箕面萱野駅へ行き、鉄道に乗り換えて千里中央駅や梅田駅へ行く方が早いとい
う検証結果でした。

（２）素案のベースとなっているアンケート等の調査が不十分である

　素案の検討にあたっては、バス利用者全ての乗降地点等を集計した「ＯＤ調査」、バス利用者全
員に調査票を配布し北大阪急行線延伸後のバス利用の意向等について調査を行った「バス利用者ア
ンケート（配布数：11,512件、回収数：3,141件（回収率：27.3%））」、日常的なバス利用の有無
に関わらない無作為抽出により調査票を配布し北大阪急行線延伸後のバス利用の意向等について調
査を行った「市民アンケート（配布数：5,000件、回収数：2,858件（回収率：57.2%））」の３種
の調査に基づき分析やルート案の作成を行いました。
　なお、これらの調査結果数（サンプル数）は、統計学の観点からも十分な数であると考えていま
す。
　また、３種の調査とも、新型コロナウイルス感染症の感染拡大以前に実施しました。新型コロナ
ウイルス感染症の影響については、現時点で見極めることができないため、今回提示したルート案
は、新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響による利用者数の減少を加味していません。
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（３）アンケート結果をきちんとルート案に反映するべき

　「アンケート集約結果に基づく再編ルート案」と運行事業者である阪急バス（株）が作成した運
行ルート案との相違点等について、採算性や効率性などの観点もふまえ総合的に検討・協議・調整
を行ったものが、今回提示した再編ルート案です。
　なお、再編ルート案では、市内を全１６ゾーンに分けた各ゾーンから「利用者アンケート」にお
いて２５％以上のバス利用者の利用意向がある行き先駅へのアクセスを確保しています。

（４）箕面山麓線の廃止に反対及び（仮）粟生・萱野線案に反対

　箕面山麓線について、バス路線再編の検討当初、阪急バス（株）は、利用者の減少に伴う採算性
確保の観点から廃止も視野に入れサービスレベルを削減する意向がありましたが、沿線住民のアク
セス確保のために、現行の箕面山麓線のまま箕面萱野駅を経由せず箕面駅行とするルート案を設定
していました。
　一方で、市は、「アンケート集約結果に基づく再編ルート案」においては、アンケート結果から
箕面萱野駅への利用意向が高く需要が見込まれるため、既存の箕面山麓線をベースとした、箕面萱
野駅経由箕面駅行のルートを設定していました。
　間谷住宅等の北東部から箕面萱野駅へのアクセスを確保するため、阪急バス（株）と協議を行っ
た結果、箕面萱野駅への利用意向が高い粟生新家付近の需要も合わせて見込めば、運行可能である
との趣旨で、間谷住宅から粟生団地を経由し、粟生新家で国道171号に出て、箕面萱野駅を経由し
て箕面駅へ至るルート案である（仮）粟生・萱野線が阪急バス（株）から示されました。
　また、ご要望いただいている箕面山麓線をベースとした箕面萱野駅経由箕面駅行きの路線につい
ては、現在の山麓線の利用者数が少ないことに加え、北大阪急行線の延伸にあたり、バス利用者の
さらなる大幅な減少を見込んでおり、当該路線を設定した場合、採算性を確保できない試算となっ
ています。今後、今回いただいたご意見を参考にしながら、社会実験としての路線設定の適否など
について協議会で再度協議・検討・調整を図って参りますが、バス路線の再編にあたっては、利便
性の観点に加え、採算性や効率性などの観点もふまえ総合的に検討を進める必要がありますので、
ご理解いただきますようお願いします。また、社会実験で路線が設定された場合でも、継続的な路
線の設定については、市民のみなさまの、これまで以上の公共交通のご利用が必要不可欠となりま
すので、ご理解、ご協力をお願いいたします。

（５）市道箕面今宮線を運行する路線が充実することに反対

　箕面市の公共交通の課題であった東西交通の不便を解消し、東西交通の充実を実現するために、
現行ルートでは白島線の１路線であったことに対し、今回提示しましたルート案では、白島線・彩
都線・北大阪ネオポリス線・（仮）粟生・萱野線の４路線が運行することを示しています。
　各ルートの運行頻度は今後検討することとしていますが、北大阪急行線の延伸により鉄道駅への
アクセス手段の多くは徒歩や自転車に転換し、バスの利用者は大幅に減少する見込みであることか
ら、現在と比べて運行頻度が大幅に増加するとは考えておりません。

（６）如意谷線は、地理的特性等をふまえ、社会実験としてではなく存続するべき

　バス路線再編の検討当初、阪急バス（株）の案では、北大阪急行線の延伸により、如意谷地域が
箕面萱野駅の徒歩圏に入り利用者の大幅な減少が見込まれるという理由から、路線の廃止が示され
ていました。
　一方で、「アンケート集約結果に基づく再編ルート案」においては、アンケート結果から箕面萱
野駅への利用意向が高く需要が見込まれるため、箕面萱野駅行のルートを設定していました。
　如意谷地域から箕面萱野駅へのアクセスを確保するため、阪急バス（株）と協議を行った結果、
一定期間の社会実験を実施した上で、採算性が確保できるだけの需要があれば、運行可能であると
の趣旨で、社会実験路線として設定することが阪急バス（株）から示されました。
　社会実験期間に多くの市民のみなさまにバスをご利用いただくことで路線を存続することができ
るよう利用促進に努めてまいりますので、ご理解、ご協力をお願いいたします。
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（７）バスとバス、バスと鉄道の乗り継ぎの発生に伴う運賃負担増加への対策を実施すべき

　バスとバス、バスと鉄道の乗り継ぎの発生に伴う運賃負担増加への対策については、その財源も
含めて、今後検討を進めてまいります。

（８）バスの運行頻度を増やしてほしい

　バスの運行頻度については、今後、バスの使いやすさといった利便性やバス事業者の採算性・効
率性、公共交通の持続性など総合的な観点から、バス需要に合わせた適切な運行頻度を検討し、設
定してまいります。

（９）ルート案だけでなく、運行頻度や運賃等の情報も合わせて提示すべき

　ルート案に加え運行頻度や運賃等の情報も合わせて検討すると、検討要素が複合的になり、何を
ベースとして判断するかが難しくなるため、ルート案を設定したうえで、運行頻度や運賃等を検討
することとしています。
　なお、今後予定しております２回目のパブリックコメントにおいては、ルート案に加え、運行頻
度や運賃等の総合的な情報も合わせて公表し、再度市民のみなさまのご意見をお聞きすることを予
定しています。

（１０）路線バスのルート案だけでなく、オレンジゆずるバスの再編内容も合わせて提示すべき

　オレンジゆずるバスは、路線バスを補完する役割として運行を行っているため、北大阪急行線の
延伸に伴うバス路線の再編においても、路線バスの再編内容を固めた後に、オレンジゆずるバスの
再編についてその役割も含め検討を進めていく予定です。

4



1 東部
①北大阪急行線が延伸されバス路線が見直しされること
で、現行より利便性の低下や運賃上昇が無いことがサービ
ス向上としては当然であるが、これについて計画の基とな
る認識はどうか。
バスで千里中央に行かれていた人が徒歩で箕面萱野駅や箕
面船場阪大前駅に行けるようになるのは北大阪急行南北線
延伸のメリットと言える。
しかし、バスで千里中央に行かれていた人が、バスで箕面
萱野駅にしか行けないのは運賃上昇と乗り換えの時間ロス
でデメリットしかないのではないか。
例えば、千里中央周辺にバスで通勤や通学をされている人
に対して、箕面萱野駅までバスで行き箕面萱野駅から千里
中央まで北大阪急行に乗ることはデメリットでしかない。

○箕面市内の路線バスについては、これまでも利用者が減
少傾向にあり、北大阪急行線の延伸によってさらなる利用
者の減少が見込まれる中で、持続可能な公共交通とするた
め、採算の確保を見極めつつ最大の利便性をめざすという
観点をふまえ計画策定を進めてまいります。

○「千里中央駅への鉄道と並行する路線の存続」について
は、市民意見に対する市・協議会の基本的な考え方（１）
をご参照ください。

2 東部
⑦箕面駅や北千里駅から梅田に行くことと、箕面萱野駅か
ら梅田に行くことを比較して時間的にメリットがあると
し、バスルートを箕面萱野駅や箕面船場阪大前駅に集約
し、箕面駅や北千里駅に行くバスの本数が減ることや廃止
されることは問題である。
北大阪急行と阪急電車は全く違う使われ方をする。当然
に、阪急電車を利用される方は梅田に行くとは限らず、十
三や淡路で乗り換えて神戸や京都など阪急電車沿線の駅に
行かれる。また、北千里駅からは淡路から地下鉄堺筋線に
乗り入れており、北千里から梅田に行き地下鉄に乗り換え
る必要は全くない。
細かな意見がパブリックコメントでは出されないのが常で
あるが、意見が出なかったことを持って路線変更した後に
大きな反対意見が出ることも予想されるので、路線の変
更・廃止はパブリックコメントだけによらず十分な分析の
もとで慎重にすべきである。

○箕面山麓線を除き、既存の箕面駅や北千里駅行きのルー
トの廃止はありません。箕面山麓線については、彩都線・
北大阪ネオポリス線の箕面駅行直通運行と（仮）粟生・萱
野線の新設により代替して運行します。

○計画策定にあたっては、パブリックコメントによる分析
だけでなく、過去に実施したOD調査やバス利用者アンケー
ト、市民アンケートの結果の分析に基づき、慎重に進めて
います。

○その他いただきましたご意見は今後の検討の参考にさせ
ていただきます。

3 東部
関連計画との関連性について。貴市の『広域的幹線路線』
である北大阪ネオポリス線・東能勢線・箕面森町線は，豊
能町の「豊能町地域公共交通基本構想」で重要な『広域的
幹線路線』として，以前から再編計画が位置づけられてい
る。また，石橋線や忍頂寺線85系統は，茨木市とも運行エ
リアを重複しており，東西をまたぐ貴重な広域的幹線であ
り，鉄道線が不通になったときには最大限にその意義が活
かされる。こうした，他市町とをまたぐ路線について，ど
のように調整が進み，どのように協議がなされているの
か，ホームページ上の会議資料をのぞいても，まったくみ
えてこない。このことについては，豊能町の「豊能町地域
公共交通基本構想」のパブリックコメントでも提案されて
いるようにみえる。他市町とどのように協議がなされてい
るのか，明瞭にしてほしい。

直近では、本パブリックコメントの開始時に、近隣７市町
に対して情報共有を行いました。
今後も引き続き、周辺自治体と情報共有を行いながら計画
策定を進めてまいります。

4 東部
箕面市内のバス路線網が，東西方向と南北方向に形成され
ているので，たとえばJR茨木から石橋線（東西方向）に
乗って「小野原」や「新家」で粟生団地線（南北方向）に
乗り換えるとか，阪急石橋から石橋線（東西方向）に乗っ
て「萱野小学校前」で降り，徒歩乗り換えで「白島」から
北大阪ネオポリス線・箕面森町線（南北方向）に乗り換え
るとか，そういったこともバス利用者はしている。こうし
たバス・バス間の乗り換えがあるということも行政側で認
知していただいたうえで，計画のなかに取り入れていただ
きたい。幸いにも，箕面市内のバスは，お互いに本数も確
保されているので，こうしたバス・バス間の乗り換えが実
現できる。

いただきましたご意見は今後の検討の参考にさせていただ
きます。

「箕面市地域公共交通計画（素案）の方向性について」

市民意見５８５件に対する市・協議会の考え方

※ご意見は原則として原文をそのまま公表しています。ただし、意見を提出した方が特定されると判断した場合や、ご意見の趣旨を
正確に表現するために必要であると判断した場合などには修正を施しています。

※同一の意見であっても、複数の分類に該当する場合は、それぞれで１件ずつの件数として重複して計上しています。なお、記載が
２回目以降の意見については、「市・協議会の考え方」の欄に【再掲】と記載しています。

（１）地域公共交通計画（素案）の方向性に対する市民意見（計画全体）
　　 ①計画全体に関すること　１９件

No. 地域 意見 市・協議会の考え方
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（１）地域公共交通計画（素案）の方向性に対する市民意見（計画全体）
　　 ①計画全体に関すること　１９件

No. 地域 意見 市・協議会の考え方

5 西部
箕面市というまちの長期的な発展も見据えると、千里中央
（市外）ではなく、萱野（市内）に人流を誘導するなど、
きちんと市内で経済が回っていく仕組みを作ることも重
要。箕面市の税金を使って検討、社会実験などもするので
あれば、千里中央でお金を落とす人の利便性より、萱野で
お金を落とす人の利便性を高めるという観点が必要なので
は。

北大阪急行線の延伸を契機として、箕面市内がより魅力的
なまちとなり持続的に発展できるよう、関係部局とも連携
しながら計画策定を進めてまいります。

6 東部
元来より箕面市の課題として市内の東西移動が不便といわ
れていました。それが新駅ができ、バス交通が整備され、
利便性が向上すると誰もが思っていました。ところが昨日
の説明会では粟生間谷は完全に市・阪急バスから見離され
たと感じました。
新駅は使わずに千里中央を使えという事、箕面駅へは遠回
りしろ！という事ですね？何のための新駅か全く判りませ
ん。
公共交通といっても粟生間谷はバスしかないのですから利
用して欲しいとおっしゃってましたが、ならばなおさら利
便性を上げないとみんな益々バスを使わなくなります。車
しかないという事です。
今までも不便な地域は行政からは益々見離され不便になり
ます。どうか行政の皆様には住民目線でバス会社と交渉を
していただきたいと思います。赤字路線を作っているのは
阪急バスです。使えるバスにしたらみんな利用します。利
用できるバスをつくって下さい。それだけです！次から住
民税とか払うのもイヤになりました。

○「（仮）粟生・萱野線の設定」については、市民意見に
対する市・協議会の基本的な考え方（４）をご参照くださ
い。

○箕面市内の路線バスについては、これまでも利用者が減
少傾向にあり、北大阪急行線の延伸によってさらなる利用
者の減少が見込まれる中で、持続可能な公共交通とするた
め、採算の確保を見極めつつ最大の利便性をめざすという
観点をふまえ計画策定を進めてまいります。

○一方で、公共交通の維持存続には、ご利用いただくこと
が重要である点について、ご理解ください。

8 西部
※あれもできない、これもできないと言っていては何もで
きない。チャレンジしてこそ新開発・発見・展開がある。
有能な市民はたくさんいる。それらを利用するのも一
案！！

今後もパブリックコメント等を通じて市民のみなさまから
ご意見をいただき、計画策定を進めてまいります。

7 中部

基本的な考え方ではマスタープランに賛同します。
原則として、南北の移動は鉄道に東西の移動はバス路線と
するハブ＆スポークの考え方でいいとは思うのですが、東
端や西端の住民の移動は例外的にバス路線に担っていただ
くほかないと思います。ただし、営利事業として運行して
いる路線バス事業に対し、自治体が安易な形でコミバス運
行すべきではない。まずは、タクシーなどの補完交通活用
が前提であり、従来のバス事業者に事業委託で延命させる
ぐらいなら、事業者に一定額の営業補助金を出す方がマ
シ。少なくとも補助金内で黒字化を目指すという効果が期
待できる。
コミバスは路線廃止してから必要最低限の運行に留めるべ
き。現在、コミバス事業で成功例はほぼない。いつまでも
武蔵野市の成功例を追うべきではないし、地域が違えば
ニーズの在り方も全く違うはず。何とかの一つ覚えのよう
に、安易なコミバスはかえって地域のためにならない。デ
マンドでも、運転者が必要であれば経費は掛かるし、車両
の変更による経費圧縮効果など微々たるもの。
提案としては、地場の交通事業者に新規路線のプロポーザ
ルの実施。特にCOMARTHILLなど、今回の延伸により存在
理由自体が希薄化する路線バス事業者もあり、貸切事業者
でもこのコロナ禍で路線事業を検討している会社もあるは
ず。少なくとも、スクールバスや企業送迎バスは、路線バ
ス事業に酷似しているし、ルミナスへ運行している日本交
通の乗合もあることから、特段に区域拡張申請しなくても
対応できる事業者はそれなりにあるはず。自治体は要衝地
点に転回場所や車両基地が設置できるような土地の確保
（≒インフラ整備）を行えば、興味を示す事業者はあるの
では？個人的には石橋線は路線長が長いため。萱野中央⇔
JR茨木と萱野中央⇔阪急石橋に分割した方が、定時性も確
保できるしダイヤ編成の自由度も上がると思う。新規路線
になるので、路線許可申請が面倒だし、利用者利便の維持
のため乗り継ぎ割引が必要。あと171ではなく駅舎内に引
き込んでほしい。

○箕面市内を運行しておりますコミュニティバスであるオ
レンジゆずるバスについては、路線バスを補完する役割と
して、運行ルートや運行目的が路線バスと重複しないよう
調整をした上で運行を行っています。

○石橋線の運行ルートについては、現在の利用実態や「萱
野小学校前」バス停での乗り換えによる速達性を検証した
うえで、現行ルートのままのルート案となっています。

○その他いただきましたご意見は今後の検討の参考にさせ
ていただきます。
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（１）地域公共交通計画（素案）の方向性に対する市民意見（計画全体）
　　 ①計画全体に関すること　１９件

No. 地域 意見 市・協議会の考え方

9 東部
最後に箕面市文化事業に対しても長年にわたり参加貢献し
て参りました。箕面市メイプル文化財団各施設と皆様方に
感謝申し上げると共に今後の市の新事業と発展に期待いた
します。長年大阪大学（旧大阪外国語大学）とともに歩み
交流を深めてきた間谷住宅の住民の要望を受け検証し、住
民の立場に立って問題点を検討して下さい。
まだ時間はあるはずですから新代替ルート（案）のような
机上の空論（実際に役に立たない）のような考えではなく
もっと現実をふまえ広い先を考えた視野をもって検証して
下さい。
駅へのアクセスルート、スケジュールが非現実的な場合、
結局はまたバスを利用できず自家用車での駅や施設への送
迎となり今以上の交通渋滞が発生します。明るい未来のた
めに今後のまちづくりに必要な地球環境への配慮と交通安
全に向き合い開発を進めるべきです。
現実の生活を想定し実際に各バス路線ルートのシミュレー
ションを実施しその結果を住民に発表して下さい。バス停
の数、所要時間、交通量、距離を比較し納得のいく説明を
して下さい。
大阪大学が移転した今後も間谷住宅の住民が安心して住
み、生活ができることを願っています。

○今回のパブリックコメントでいただきましたご意見につ
いては、全ての意見を阪急バス（株）を含む協議会委員に
共有のうえ、要望や提案について検討を進めてまいりま
す。

○駅へのアクセスルートなど、バスの運行に係る詳細な事
項については、いただきましたご意見も参考にしながら、
今後検討を進めてまいります。

10 東部

○人口減少、リモートワークの時代、市内で人々が交流で
きるバスにしてほしい
今のダイヤは阪大生に合わせていると思いますが、以外に
学生の利用が少なかったと思います。学生の動きの読み違
いと感じました。このダイヤになって、アサンプションの
子どもが１０人位から２～３人に減りました。１時間に２
本あるバスの乗客も少なかったです。

○箕面市内の路線バスについては、これまでも利用者が減
少傾向にあり、北大阪急行線の延伸によってさらなる利用
者の減少が見込まれる中で、持続可能な公共交通とするた
め、採算の確保を見極めつつ最大の利便性をめざすという
観点をふまえ計画策定を進めてまいります。

○「バスの運行頻度」については、市民意見に対する市・
協議会の基本的な考え方（９）をご参照ください。

11 東部

○素案賛成 今後も引き続き計画の策定に努めてまいります。

12 東部

○箕面市は東西に長い地形で鉄道駅は箕面駅しかなく、交
通の不便（特に東西の交通）な市であることは資料のとお
りである。
○北大阪急行線の延長に伴う２新駅の新設は、箕面市全体
の交通網の改善のみならず、これを起爆剤として大きく発
展する構想が必要であるが市の具体案がない。
○大阪市内と直結する箕面駅、今回の箕面萱野駅を中心に
バスセンターを作りここから箕面市全体にバス網が放射状
に定期的に発着し商業地区を発展させることが必要。また
東の粟生団地は駅ではないがバスセンターとしての機能が
必要。
○箕面市の活性化のためには、箕面萱野駅にバスセンター
を設置しここからバス網を網羅するのが重要である。

○北大阪急行線の延伸を契機として、市内における円滑な
東西移動が実現できるよう、また、箕面市内がより魅力的
なまちとなり持続的に発展できるよう、関係部局とも連携
しながら計画策定を進めてまいります。

○鉄道の開業にあわせて、ターミナル駅である箕面萱野駅
にバスロータリーを整備し、同ロータリーを中心拠点とし
てバス路線網の再構築を検討しています。

13 東部
○ＳＤＧｓの方針に沿って、箕面市は率先して脱炭素社会
を目指してほしい。
交通の面では、小まわりのきく電気バスを有効的に使い、
自家用車ではなく、公共交通により、活発な市民活動が出
来る様に計画してほしい。
☆この様なことで箕面の誇りを増やしてほしいです。

○北大阪急行線の延伸及びそれに伴うバス路線再編によっ
て、自動車分担率の低減を図ります。

○電気バス等の新技術については、積極的に情報を収集
し、引き続き導入を検討してまいります。

14 東部

⑤ただただ、大阪市内への、アクセスを、出来る限り、便
利にして欲しい。

費用対効果や実効性等の観点もふまえて、北大阪急行線の
延伸及びそれに伴うバス路線再編によって、箕面市内から
大阪市内へのアクセスをはじめとする利便性の高い公共交
通をめざし、計画策定を進めてまいります。
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（１）地域公共交通計画（素案）の方向性に対する市民意見（計画全体）
　　 ①計画全体に関すること　１９件

No. 地域 意見 市・協議会の考え方

15 中部
お世話になっております。検討された関係各位に敬意を表
します。
箕面萱野駅の開業に合わせて、都市計画道路として、萱野
東西線、国文都市４号線、芝如意谷線（萱野東西線以南）
も完成しているという時点での計画だと理解しておりま
す。
今後、箕面コミュニティバスについてもパブコメがあると
聞いております。阪急バスとコミュニティバスの役割分担
については、ちょっとだけ記載しました。また、運賃体系
やサービスレベルについては、次のパブコメ時に意見を出
すものだと思っておりますが、やはりちょっとだけ記載し
ています。
以下コメントです。
１） 箕面市の自動車依存率が高いことへの対策は無いので
しょうか。
環境配慮と安心安全、それに公共交通機関の利用促進とい
う点から、例えば、小学校区や自治会、団地等でのカー
シェアや安全対策車の普及のための施策などは考えられな
いでしょうか。

○北大阪急行線の延伸及びそれに伴うバス路線再編によっ
て、自動車分担率の低減を図ります。

○その他いただきましたご意見は今後の検討の参考にさせ
ていただきます。

16 西部
・自宅最寄りと駅との移動しか想定していないように思
え、市内移動には使いづらいままである。これは自動車分
担率が減少しない要因の一つとなっている。大阪市営バス
のように乗り継ぎを無料に（または割引）すること、鉄道
駅以外の結節点での乗り換え時間を短くするなどの工夫で
利用者の利便性を向上させるべきである。

○北大阪急行線の延伸及びそれに伴うバス路線再編によっ
て、乗り換えの利便性向上や自動車分担率の低減を図りま
す。

○「バスの乗り継ぎ割引」については、市民意見に対する
市・協議会の基本的な考え方（７）をご参照ください。

17 北部
⑪新駅建設をきっかけとして、箕面市をますます発展させ
るには、人の流れを作ることだと思う。箕面市南部の居住
誘導区域は、開発できるところは開発され尽くしている感
があり、これ以上人口が増える余裕(場所的キャパシティ）
が少ないので、今後現役世代の人口を増やして活気がある
町作りをするには、まだ大きく開発の余地は（場所）があ
る箕面森町（北部地域）が適していると思う。ただ人口が
減少している中で、人を集めるには（特に現役世代）、あ
る程度の利便性が必要と思う。
隣の池田市で人気の五月ヶ丘や緑丘等でも、バスを使うと
最寄り駅から10～15分かかる。バスで最寄り駅（しかも大
阪の大動脈である御堂筋線につながる始発駅）まで15分圏
内であれば、必ず現役世代の目に止まり、需要が増える。
需要が増えれば街がさらに発展し、箕面市全体が発展す
る。

北大阪急行線の延伸を契機として、箕面市内がより魅力的
なまちとなり持続的に発展できるよう、関係部局とも連携
しながら計画策定を進めてまいります。

18 東部
○東西交通の課題解決には「箕面萱野」への集中だけに限
定せず現在の利用状況、利便性、時間短縮などを総合的に
考えて対処して頂きたい。

本ルート案は、利用者アンケート・市民アンケートの分析
結果や速達性の検証結果などをふまえて、阪急バス（株）
と協議したうえで、総合的に考えて作成したものです。

19 市外 〇箕面市地域公共交通計画（素案）に位置付けて、路線バ
スのルート再編を計画的にすることはいいことだが、ルー
ト再編の後も、ルートや運賃、ダイヤなども含めて実際の
利用実態や利用者・市民の声をしっかり聞きながら柔軟に
対応してほしい。

バス路線の再編後も、利用実態等に応じて柔軟に対応して
いただけるよう運行事業者である阪急バス（株）に働きか
けてまいります。
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1 東部

これまでの「バス利用者へのアンケート調査結果の分析」
では，北部地区で「池田駅」「ときわ台・光風台駅」「JR
茨木駅・阪急茨木駅」という選択肢が無かったと思う。つ
まり，止々呂美地区から東能勢線を利用して阪急池田駅へ
もしくは豊能町リレー便でときわ台駅方面へという行き方
や，粟生団地・奥・山の口地区から忍頂寺線奥系統を利用
して茨木方面へ，石橋線（国道線）を利用して茨木駅へ，
という選択肢が想定されていない。アンケートの選択肢と
して不適切だったのではないか。また，パーソントリップ
の調査で，バス・バスどうしの乗り換え客の想定をどれく
らいしているのか，不明瞭ではないか。

○バス路線再編の検討にあたって、再編の検討対象路線と
して、箕面市域内を主に運行する路線を抽出して分析や調
整を行っており、ご意見のように箕面市域外を主に運行す
る路線については、北大阪急行線の延伸に伴う再編の検討
対象外としています。

○ただし、石橋線については、箕面市内を運行する距離が
長く、大きな影響があると考えられるため、再編の検討対
象としており、バス利用者アンケートの分析においても、
茨木駅への利用意向を想定した分析となっています。

○バス路線再編の検討のベースとしているOD調査の分析に
あたって、バスからバスへの乗り換え客を想定した分析は
実施していません。

2 東部
☆コロナ禍なので乗客が少ない→という現状をちゃんと考
慮して下さい。

「アンケート等の調査の実施時期」については、市民意見
に対する市・協議会の基本的な考え方（２）をご参照くだ
さい。

3 東部

○箕面市が実施したアンケートでは約８割の住民が山麓線
を経由した箕面萱野駅へのアクセスを希望していたと聞い
ているが、その声を軽視している。

○「アンケート等の調査結果のルート案への反映」につい
ては、市民意見に対する市・協議会の基本的な考え方
（３）をご参照ください。

○市民アンケートでは、必要な行き先駅の意向を調査して
おり、その経由ルートまでは調査しておりません。市民ア
ンケートにおける東部地域（ゾーン１２）から箕面萱野駅
への利用意向割合は56.3%であったため、東部地域（ゾーン
１２）から箕面萱野駅へのアクセスを確保するルート案を
作成しました。

○「（仮）粟生・萱野線での箕面山麓線の代替」について
は、市民意見に対する市・協議会の基本的な考え方（４）
をご参照ください。

4 東部

２．箕面市が実施したアンケートで約８割の住民が山麓線
を経由した箕面萱野駅へのアクセスを希望と聞いているが
その声を軽視している。

○「アンケート等の調査結果のルート案への反映」につい
ては、市民意見に対する市・協議会の基本的な考え方
（３）をご参照ください。

○市民アンケートでは、必要な行き先駅の意向を調査して
おり、その経由ルートまでは調査しておりません。市民ア
ンケートにおける東部地域（ゾーン１２）から箕面萱野駅
への利用意向割合は56.3%であったため、東部地域（ゾーン
１２）から箕面萱野駅へのアクセスを確保するルート案を
作成しました。

○「（仮）粟生・萱野線での箕面山麓線の代替」について
は、市民意見に対する市・協議会の基本的な考え方（４）
をご参照ください。

5 東部

○（仮）粟生・萱野線について
・市が実施したアンケート結果では、約８割の地域住民が
山麓線を経由する直通便を希望していたと聞いているが、
再編ルート案に反映されていない。

○「アンケート等の調査結果のルート案への反映」につい
ては、市民意見に対する市・協議会の基本的な考え方
（３）をご参照ください。

○市民アンケートでは、必要な行き先駅の意向を調査して
おり、その経由ルートまでは調査しておりません。市民ア
ンケートにおける東部地域（ゾーン１２）から箕面萱野駅
への利用意向割合は56.3%であったため、東部地域（ゾーン
１２）から箕面萱野駅へのアクセスを確保するルート案を
作成しました。

○「（仮）粟生・萱野線での箕面山麓線の代替」について
は、市民意見に対する市・協議会の基本的な考え方（４）
をご参照ください。

6 中部

３．ＯＤ調査結果（２５頁～３１頁）について
アンケートの調査日は、路線、ダイヤと調査した日を示し
て頂きたい。

OD調査は、平成２７年１０月～１２月の内、１１日間で実
施しており、系統やダイヤによって調査日は異なります。
対象の路線は、パブリックコメントの資料に記載しており
ます再編の検討対象路線のすべてで、調査日に乗車した全
ての乗客を対象に調査を実施しています。

（１）地域公共交通計画（素案）の方向性に対する市民意見（計画全体）
　　 ②アンケート等の調査に関すること　８件

No. 地域 意見 市・協議会の考え方
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（１）地域公共交通計画（素案）の方向性に対する市民意見（計画全体）
　　 ②アンケート等の調査に関すること　８件

No. 地域 意見 市・協議会の考え方

7 東部

①鉄道新設駅周辺の方々にとっては、開発による資産価値
向上や、交通至便となり、主要公共施設も新設され、大き
なメリットを受けますが、外輪部は蚊帳の外です。利益の
再配分はどうあるべきかを俯瞰的に考えて頂きたいと思い
ます。
小野原東はモノレール豊川駅・小野原西は阪急北千里が徒
歩圏内であるにも拘らず、萱野中央と船場阪大前の２駅に
阪急バスが通る予定ですが、粟生新家や粟生外院は徒歩圏
内の駅もなく、船場の公共施設に行くにもバスと電車を乗
り継いでいかなくてはならないとなると、とても不便で
す。今回予定の箕面小野原線に付加して頂きたい。突然廃
止されるようなオレンジゆずるバスで補完することは看過
できません。
今回の公共交通計画の素案はＨ２９年のアンケート結果を
もとに作成ということですが、数少ないアンケートだけで
全体像を推し量ることは拙速なことだと思います。地域に
より人口密度や年齢層も違いますし、時点修正も必要で
す。物言わない有識者も沢山おられると思いますが、多く
の人たちの意見に聞く耳を傾ける事が大切だと思います。
船場付近の整備が進むにつれ、私たちの地域は益々取り残
されていくと、ひしひしと感じる昨今です。不便さを解消
して頂き市民全員が住み良い街にして頂きたいと思いま
す。
②北大阪急行電車の終電時に利用できるバス便を運航して
ほしい。　以上

○「アンケート調査の実施概要」については、市民意見に
対する市・協議会の基本的な考え方（２）をご参照くださ
い。

○「アンケート等の調査結果のルート案への反映」につい
ては、市民意見に対する市・協議会の基本的な考え方
（３）をご参照ください。

○バスの運行ダイヤについては、いただきましたご意見を
阪急バス（株）にお伝えし、今後検討を進めてまいりま
す。

8 中部
・バス利用者へのアンケートについて→バス路線再編後の
利用意向を把握し基礎資料とするとありますが、どんな再
編ルートを示してアンケートを取っているのか・アンケー
ト調査期間も平成29年と古い・アンケート結果も分かりに
くいです。アンケートについて説明会では、再度行うこと
はないと言われてましたが、最近は特に社会状況の変化も
激しく、利用者の考えも変わっていると思いますので、も
う一度アンケートを実施してほしいです。

「アンケート調査の実施概要」については、市民意見に対
する市・協議会の基本的な考え方（２）をご参照くださ
い。
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1 西部
箕面市というまちの長期的な発展も見据えると、千里中央
（市外）ではなく、萱野（市内）に人流を誘導するなど、
きちんと市内で経済が回っていく仕組みを作ることも重
要。箕面市の税金を使って検討、社会実験などもするので
あれば、千里中央でお金を落とす人の利便性より、萱野で
お金を落とす人の利便性を高めるという観点が必要なので
は。

【再掲】
北大阪急行線の延伸を契機として、箕面市内がより魅力的
なまちとなり持続的に発展できるよう、関係部局とも連携
しながら計画策定を進めてまいります。

2 東部
箕面は南北に坂が多く、最寄りのバス停までも時間のかか
ることがあります。箕面市内のどこに居住していても、箕
面駅、箕面萱野駅に短時間でアクセスできることを希望し
ます。
現在のオレンジゆずるバスは公共交通機関というより行き
先までの所要時間が長く「公共施設をめぐる」市内観光の
ように思うことがあります。誰もが公共施設に行けること
は重要ですが、便数と所用時間（ルート）が問題です。高
齢で自家用車を持たない市民も増えています。市民の不便
を便利にするバス、このバスがあるからこそ豊かな市民生
活ができる、そのようなバスを期待しています。

○バス路線再編によって、箕面市内各地域から箕面駅や箕
面萱野駅へアクセスすることができるよう計画策定を進め
てまいります。

○オレンジゆずるバスの役割、ルート、便数等について
は、いただきましたご意見も参考にしながら、今後検討を
進めてまいります。

3 西部
①これまで千里中央でバスから鉄道に乗り換えて利用して
いる。千里中央からは、必ず鉄道で座って通勤できるのが
メリット。それが萱野が始発駅になると千里中央からは座
れない可能性が高いので、必ず鉄道で座って通勤できる萱
野に接続するバスが増えてくれると嬉しい。

バス路線再編によって、箕面市内各地域から箕面駅や箕面
萱野駅へアクセスすることができるよう計画策定を進めて
まいります。

4 西部
④社会実験路線について、どうなったら存続でどうなった
ら廃止となるのか。

社会実験路線の評価指標については、今後検討を進めてま
いります。

5 中部
■青松園自治会としての意見です。
①千里中央方面へのバス便は残してください。
　今までのように、全てを千里中央行にする必要はありま
せんが何便かだけでものこしてください。理由として
・デパートや大型書店など商業施設が千里中央には多数あ
りモノレールの駅もあるので、今後も「千里中央」を利用
する住人は多い。
・萱野中央で乗り換える方が梅田方面に行くには便利かも
しれないが、千里中央に行くには、単に乗り換えが増える
だけで、経済性も悪い

「千里中央駅への鉄道と並行する路線の存続」について
は、市民意見に対する市・協議会の基本的な考え方（１）
をご参照ください。

6 東部
まず阪急バスに伝えて下さい。
間谷住宅は1970～1980年代に阪急電車土地経営部（現、阪
急不動産）が開発した住宅地で、当時箕面市の東西の交通
事情が悪く、間谷住宅に阪急バス（当時デマンドバス）が
住宅内を周遊していましたので、私は入居（1980年）しま
した。阪急バスは阪急電車の関連会社です。阪急バス、箕
面市・交通政策部の方々は1970～1980年代の経過をご存知
でしょうか。住宅開発をした経過を踏まえて路線バスの再
編を検討して下さい。

いただきましたご意見は、阪急バス（株）にお伝えしま
す。

（２）地域公共交通計画（素案）の方向性に対する市民意見（ルート案）
　　 ①ルート案全体に関すること　２３件

No. 地域 意見 市・協議会の考え方
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（２）地域公共交通計画（素案）の方向性に対する市民意見（ルート案）
　　 ①ルート案全体に関すること　２３件

No. 地域 意見 市・協議会の考え方

8 東部
・公共交通機関の計画の調整は、各地域の利害の衝突にな
ることが多いので難しいことは理解できるが、そもそも一
つのルートに多くの要望を取り入れようとすることから、
無理が生じるのであって、この素案はこの典型的な例の一
つである。

「ルート案の作成」については、市民意見に対する市・協
議会の基本的な考え方（３）をご参照ください。

9 不明
○新しい道ができるからといって、必ずしもバスを走らせ
ないといけないわけではないかと。→新しい道を作りたい
がためにバスルートに新しい道を盛り込んでいるように見
える。

アンケート等の調査結果から得られる利用者の行き先意向
や需要予測からルート案を作成しており、新しい道路にバ
スを運行させる目的で設定したルート案はありません。

10 東部
考え方
１．ルート決定は住民性の利便性向上を第一に決定すべ
き。原案は、間谷方面住民に地下鉄延伸メリットが全くな
い。住民にとっては地下鉄延伸、新道建設は税金の無駄使
いにしかならない。

箕面市内の路線バスについては、これまでも利用者が減少
傾向にあり、北大阪急行線の延伸によってさらなる利用者
の減少が見込まれる中で、持続可能な公共交通とするた
め、採算の確保を見極めつつ最大の利便性をめざすという
観点をふまえ計画策定を進めてまいります。

11 東部
◎新駅を皆が利用しようと思わなければ箕面の将来の展
望、活性化がみえてこない。その意味でも萱野新駅へのア
クセスは重要な事です。

北大阪急行線の延伸を契機として、箕面市内がより魅力的
なまちとなり持続的に発展できるよう、関係部局とも連携
しながら計画策定を進めてまいります。

12 東部

・現在の変更後ルートでは、千里中央行きと箕面駅行きの
ルートにかなりの重複が見られ路線網として適切でない。

○千里中央行き路線については、現行路線の多くが国道423
号を南北に運行するルートで重複しておりますが、再編案
では、鉄道と並行する路線の多くは廃止することとしてい
ます。

○「箕面駅行きの（市道箕面今宮線を運行する）ルートが
重複していること」については、市民意見に対する市・協
議会の基本的な考え方（５）をご参照ください。

7 中部

北大阪急行の延伸に伴い、今後、より一層、箕面市内の東
西方向（阪急箕面線、北大阪急行線、大阪モノレール彩都
線を結ぶ動線）の公共交通バス体系網が重要となってく
る。現在、箕面市民にとっては千里中央駅を起点とした南
北方向のバス体系がほぼメインとなっている。千里中央駅
を起点とした千里ニュータウン内のバス路線はそのまま維
持されると思われるが、箕面市内のバス体系については箕
面萱野駅を拠点とする東西方向のバス体系にシフトすべき
と考える。
箕面萱野駅隣接のバスターミナルの整備と南北方向（千里
中央駅－箕面萱野駅間）のバス削減により捻出された余剰
バスを東西方向のバス体系の整備に投入し、3鉄道路線を結
ぶ東西方向のバス体系の利便性向上（運転本数増便）をお
願いしたい。
ルミナス団地の住民としては、将来の高齢化による運転免
許の返納や坂道の存在などの観点から、高齢者にも優しい
バス体系の維持は必須であり、最寄駅（箕面萱野駅）が近
くなったとの理由でのルミナス路線バスの廃止は受け入れ
られない。
現在、171号線にはJR茨木駅と阪急石橋駅を結ぶ東西方向の
バス路線があるが、それに準ずる形で、現在の千里中央起
点のルミナス方面巡回バスは、阪急箕面駅－箕面萱野駅－
粟生間谷団地－彩都方面間の山麓線の双方向東西路線に変
更、阪急箕面駅－箕面萱野駅間は坊島経由（現状の千里中
央駅－阪急箕面駅間路線）と如意谷住宅前経由（現状の阪
急箕面駅－粟生間谷団地間路線）の2通りに分けて、どちら
の路線も拠点である箕面萱野駅を必ず経由する路線とする
こと、さらに如意谷住宅前経由路線についてはルミナス団
地を経由する路線と経由せずに萱野北小を経由する路線に
分けて需要に合わせて運行すること、等を検討願いたい。
これにより、東西方向の交通網の利便性は飛躍的に向上す
るものと考える。勿論、駅から距離のある市立病院等、市
内の重要拠点を結ぶ南北方向のバス体系の維持が必要であ
ることは念のために申し添えておきたい。

○市内における円滑な東西移動が実現できるよう計画策定
を進めてまいります。

○「運行頻度の増便」については、市民意見に対する市・
協議会の基本的な考え方（８）をご参照ください。

○「如意谷線の存続」については、市民意見に対する市・
協議会の基本的な考え方（６）をご参照ください。

○「既存の箕面山麓線をベースとした箕面萱野駅経由路線
の設定」については、市民意見に対する市・協議会の基本
的な考え方（４）をご参照ください。

○その他いただきましたご意見は今後の検討の参考にさせ
ていただきます。
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（２）地域公共交通計画（素案）の方向性に対する市民意見（ルート案）
　　 ①ルート案全体に関すること　２３件

No. 地域 意見 市・協議会の考え方

13 東部

３．多額の税金を費やして延伸するのだから、どの地域か
らも箕面萱野駅へ直行出来る様全住民に恩恵があたる様に
すべき。

バス路線再編によって、箕面市内各地域から箕面駅や箕面
萱野駅へアクセスすることができるよう計画策定を進めて
まいります。
一方で、箕面市内の路線バスについては、これまでも利用
者が減少傾向にあり、北大阪急行線の延伸によってさらな
る利用者の減少が見込まれる状況ですので、持続可能な公
共交通とするため、採算の確保を見極めつつ最大の利便性
をめざすという観点をふまえ計画策定を進めてまいりま
す。

14 東部

・再編ルート案の作成にあたっては、採算面だけでなく地
域住民の利便性を重視して検討いただきたい。（バスルー
ト上にない地域についても考慮する。）

箕面市内の路線バスについては、これまでも利用者が減少
傾向にあり、北大阪急行線の延伸によってさらなる利用者
の減少が見込まれる中で、持続可能な公共交通とするた
め、採算の確保を見極めつつ最大の利便性をめざすという
観点をふまえ計画策定を進めてまいります。

15 東部

☆市民の生活を守るバス路線を増便して下さい。
阪急バスとゆずるバスは私たちの粟生団地では生活に必要
なバス路線です。箕面山麓線は箕面駅に行くためのバスで
す。廃止にしないで下さい。今でも一時間に一本でゆずる
バスと同じ時間の出発時間です。３０分に１本に増便して
いただきたい。すべての路線を箕面萱野駅に集中するので
はなく箕面市内を循環する、東西をむすび箕面市内での充
実できるバス路線にしていただきたい。

○「運行頻度の増便」については、市民意見に対する市・
協議会の基本的な考え方（８）をご参照ください。

○「箕面山麓線の廃止に反対」については、市民意見に対
する市・協議会の基本的な考え方（４）をご参照くださ
い。

○市内における円滑な東西移動が実現できるよう計画策定
を進めてまいります。

16 東部

☆公共交通の充実、彩都西駅、豊川駅、北千里駅、千里中
央駅、箕面駅、箕面萱野駅、船場駅に往復できるバス路線
充実して下さい。

ご意見も参考にしながら、協議会で再度協議・検討を行い
ますが、北大阪急行線の延伸にあたっては、バス利用者が
大幅に減少することが見込まれており、持続可能な公共交
通の観点やバス事業者の採算性確保の観点から、全ての路
線設定の要望に対応することは難しいと考えています。

17 東部
箕面市が住みたい町１位とか新聞等で報道されるが私には
その実感がない。その最大の原因は交通網の未整備があ
る。大阪中心部へ通勤、通学するのに阪急バスを利用する
他手段はない。特に箕面市東部粟生間谷地区は従来より、
交通網整備延伸新駅２駅設置の工事が進捗しており、それ
に伴ない粟生間谷地区のバス網もより便利になると期待し
ていたが、これでは陸の孤島に逆もどりである。猛省を促
したい。

市内における円滑な東西移動が実現できるよう計画策定を
進めてまいります。
箕面市内の路線バスについては、これまでも利用者が減少
傾向にあり、北大阪急行線の延伸によってさらなる利用者
の減少が見込まれる中で、持続可能な公共交通とするた
め、採算の確保を見極めつつ最大の利便性をめざすという
観点をふまえ計画策定を進めてまいります。

18 中部
箕面市に住んでいます。普段の通勤などには車を使ってお
りバスを使うことはありません。それでも、休日の外出
や、酒を飲む予定のある時はバスを使います。
今後バスの路線が廃止され、それらがタクシーを使うとい
うことになり、けっこうな出費になります。仕事を続けら
れているうちはいいですが…
高齢者の交通事故のニュースなどを目にすると、車の運転
もいつまで続けられるか考えます。
今の家を買った時には、路線や時間の変更はあるにして
も、バスがなくなるとは思ってもなかったので、老後の生
活設計に大きな狂いを感じます。今と違う形であっても、
バスの存続はしていただきたいです。

箕面市内の路線バスについては、その利用者が減少傾向に
あり、北大阪急行線の延伸によってさらなる利用者の減少
が見込まれる状況です。北大阪急行線の延伸にともなうバ
ス路線再編により持続可能な公共交通を目指してまいりま
すが、持続可能な公共交通の実現には、公共交通を利用い
ただくなど、市民のみなさまのご理解、ご協力が不可欠で
す。

19 中部

仕事が市内なので、通勤にバスを使います。バスの路線が
廃止されるなら、不便なので引っ越すと思います。
たくさんの税金を使って、工期も延長して立派な駅ができ
ても、バスがなくなるなら、駅はできない方がよかった。
バス路線の再編をするのであれば、箕面駅にも新駅にも行
きやすい環境ができればいいと思います。

バス路線再編によって、箕面市内各地域から箕面駅や箕面
萱野駅へアクセスすることができるよう計画策定を進めて
まいります。
箕面市内の路線バスについては、これまでも利用者が減少
傾向にあり、北大阪急行線の延伸によってさらなる利用者
の減少が見込まれる中で、持続可能な公共交通とするた
め、採算の確保を見極めつつ最大の利便性をめざすという
観点をふまえ計画策定を進めてまいります。
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（２）地域公共交通計画（素案）の方向性に対する市民意見（ルート案）
　　 ①ルート案全体に関すること　２３件

No. 地域 意見 市・協議会の考え方

20 中部

箕面萱野駅を基点に路線バスの再編を目指すことは理解で
きるが、北急と路線バスではそもそも利用目的が異なりま
す。現在ある路線は絶対に存続してほしいです。通勤、通
学は北急の延伸によって利便性が増し、サービス向上につ
ながるが、そのとぢらにもあてはまらない人達にとって
は、却って不便になるのではと、危惧しています。車がな
い人達にとって、千里まで一本で行ける路線バスは通院や
買物等に必要不可欠な「足」なのです。
引越してきて３０年、免許も返納し、足腰も弱りました。
とても荷物を抱えてこの坂を登り下りすることはできませ
ん。私達の足を奪わないで下さい。バスの赤字が一因であ
るなら税金の投入を検討して公共交通を守っていただきた
いです。これまで日本を支えてきた高齢者達に冷たい政策
ではないでしょうか。ゆずるバスでは、路線バスのカバー
はできないと思います。目的に応じて交通機関を選択でき
ることは住民サービスの向上に役立つことはあっても不利
益にはならないと思います。ぜひ、存続していただきたい
です。

○「千里中央駅への鉄道と並行する路線の存続」について
は、市民意見に対する市・協議会の基本的な考え方（１）
をご参照ください。

○箕面市内の路線バスについては、これまでも利用者が減
少傾向にあり、北大阪急行線の延伸によってさらなる利用
者の減少が見込まれる中で、持続可能な公共交通とするた
め、採算の確保を見極めつつ最大の利便性をめざすという
観点をふまえ計画策定を進めてまいります。

21 東部

①鉄道新設駅周辺の方々にとっては、開発による資産価値
向上や、交通至便となり、主要公共施設も新設され、大き
なメリットを受けますが、外輪部は蚊帳の外です。利益の
再配分はどうあるべきかを俯瞰的に考えて頂きたいと思い
ます。
小野原東はモノレール豊川駅・小野原西は阪急北千里が徒
歩圏内であるにも拘らず、萱野中央と船場阪大前の２駅に
阪急バスが通る予定ですが、粟生新家や粟生外院は徒歩圏
内の駅もなく、船場の公共施設に行くにもバスと電車を乗
り継いでいかなくてはならないとなると、とても不便で
す。今回予定の箕面小野原線に付加して頂きたい。突然廃
止されるようなオレンジゆずるバスで補完することは看過
できません。
今回の公共交通計画の素案はＨ２９年のアンケート結果を
もとに作成ということですが、数少ないアンケートだけで
全体像を推し量ることは拙速なことだと思います。地域に
より人口密度や年齢層も違いますし、時点修正も必要で
す。物言わない有識者も沢山おられると思いますが、多く
の人たちの意見に聞く耳を傾ける事が大切だと思います。
船場付近の整備が進むにつれ、私たちの地域は益々取り残
されていくと、ひしひしと感じる昨今です。不便さを解消
して頂き市民全員が住み良い街にして頂きたいと思いま
す。
②北大阪急行電車の終電時に利用できるバス便を運航して
ほしい。　以上

【再掲】
○「アンケート調査の実施概要」については、市民意見に
対する市・協議会の基本的な考え方（２）をご参照くださ
い。

○「アンケート等の調査結果のルート案への反映」につい
ては、市民意見に対する市・協議会の基本的な考え方
（３）をご参照ください。

○バスの運行ダイヤについては、いただきましたご意見を
阪急バス（株）にお伝えし、今後検討を進めてまいりま
す。
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（２）地域公共交通計画（素案）の方向性に対する市民意見（ルート案）
　　 ①ルート案全体に関すること　２３件

No. 地域 意見 市・協議会の考え方

23 中部

この再編で唯一の箕面駅への路線バス19・20番が千里中央
からかやの中央まで区間廃止となるようです。（市立病院
前・船場北橋バス停利用）
このパブコメでは路線バスのみの検討となっていますの
で、オレンジバス、北急への乗りつぎについてふれられて
いません。バス利用者としては廃止後にオレンジバスの増
便が担保される事、乗りつぎによる料金割引があるのかが
とても気になるところです。他地方ですでにこの計画が実
施されているところもあり、地方自治体が運営するコミュ
ニティーバスの料金から乗り継ぎを引いて支払うとこもあ
るようです。他色々あるようです。それにしましても、阪
急バスとオレンジバスを使った場合440円ですね。北急の運
賃は分かっていませんが、それにしても高くなります。
パブコメ資料のP37に「箕面中央線は朝夕のラッシュ時は箕
面船場阪大前駅での折り返し運行とします。」とありま
す。きっと運賃とのかね合いから千里中央から乗りたい
方、千里中央に用事のある方もおられるはずです。かなり
の人数の方々が乗車されているバス路線です。選択肢をう
ばっていませんか。
確かに経営の事もあるかと思いますよ。それでもこれから
自動車依存率の高い箕面市が低減させていく最善策とは思
えません。又、運転免許返納に際して、交通手段が確保充
実していることが条件となるはずです。私は返納をしばら
く延期します。道路を含めての交通網が開発のみで車に依
存しなくても良い生活が出来る交通手段の整備の不確実さ
があったのではないでしょうか。
再度、市民生活を保証するバス路線を再考し、交通の遮断
なく往来出来る事をのぞみで検討いただけますことを願っ
ています。

○「千里中央駅への鉄道と並行する路線の存続」について
は、市民意見に対する市・協議会の基本的な考え方（１）
をご参照ください。

○「バスと鉄道の乗り継ぎに伴う運賃負担増加への対策」
については、市民意見に対する市・協議会の基本的な考え
方（７）をご参照ください。

○「オレンジゆずるバスの再編」については市民意見に対
する市・協議会の基本的な考え方（１０）をご参照くださ
い。

22 西部

本案（「箕面市地域公共交通計画（素案）の方向性につい
て」）は「OD調査結果の分析」(p. 26)で、「現状の箕面市
内を運行するバス路線において、乗降者数が最も多いのは
千里中央」であることを明らかにしています。また、北大
阪急行に新設予定の「箕面船場阪大前」駅が、阪大外国語
学部と、それに併設される市立図書館、生涯教育セン
ター、文化ホールに加えて、移転予定の市立病院をもその
周辺に集めて、市民生活の全般にわたる一大拠点になるこ
とを想定していることは言うまでもありません。にもかか
わらず「バス路線再編案」では、「白島線・如意谷線・箕
面森町線は、箕面萱野駅止まりの路線とします」(p. 35)とし
て、現在は千里中央まで運行して市民生活にとって欠かせ
ぬ足となっている路線を廃止し、新設予定の「箕面萱野
駅」で必ず北大阪急行線に乗り換えることを強要すること
を計画しています。
これは、(1)千里中央に行くためには必ず「箕面萱野駅」で
乗り換えざるを得ないという煩を市民にかけ、さらに　(2)
「箕面萱野－千里中央」間の運賃を現行に追加して担わせ
るという経済的負担を市民に課するという点で、市民の多
くに負担を押し付けるきわめて弊害の多い案であると言わ
ざるを得ません。
とりわけ、先にも述べたように新設予定の「箕面船場阪大
前」周辺は、吹田市に属する千里中央ではなく、箕面市自
身が建設を計画している一大プロジェクトの中心をなす地
域です。にもかかわらずそこを通過する、現在は存在する
バス路線（現在は「新千里北橋」バス停で利用可能）を廃
止し、「箕面萱野」から「箕面船場阪大前」まで必ず北大
阪急行に乗車せざるを得ない状態を作り出すなど、ハッキ
リ言って「悪質」としか言いようのない案です。
以上の理由によって、この案には絶対に同意することがで
きません。

○「千里中央駅への鉄道と並行する路線の存続」について
は、市民意見に対する市・協議会の基本的な考え方（１）
をご参照ください。

○「バスと鉄道の乗り継ぎに伴う運賃負担増加への対策」
については、市民意見に対する市・協議会の基本的な考え
方（７）をご参照ください。

○市内各地域から公共施設へのアクセスについては、路線
バスの再編の後に検討を進めるオレンジゆずるバスの再編
の中で検討してまいります。
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1 西部

(意見)
１：路線バスの山麓線を白島線と同じ市道箕面今宮線経由
に変更することに反対、及び北大阪ネオポリス線彩都線を
箕面駅始発にし、市道箕面今宮線を経由して箕面萱野駅へ
行くルートを新設することに反対します。いずれも箕面駅
からは山麓線(府道 9 号箕面池田線)を経由することを提案
します。
1-1 そもそも、市道箕面今宮線は二車線道路にしては道路
幅が狭く、片側歩道の確保も出来ず、安全・円滑な交通を
担保出来ない道路であり、車幅２メートル以下の小型自動
車がなんとか通行できるのみで、東西交通の幹線としての
役割は果たし得ない。そこで、東西交通の幹線として府道
9号箕面池田線（1959年府道に認定、1993年主要地方道に
指定された通称山麓線）が整備され、道路構造基準令に
沿った12メートル幅の2車線 両側歩道の道路が整備提供さ
れ、40km/hrの速度で安全に円滑に通行できるようになっ
たので、大型車両・大型バス、小型車両等を山麓線へ誘導
し、箕面今宮線は小型自動車のみとし、その負荷を下げよ
うとの施策が実行された。具体的には
・積載量３トン以上の大型自動車の通行禁止、
・３０km/ｈｒの速度制限
・交差点(箕面2丁目/白島2丁目)での制限標識、および誘導
標識の設置
・交差点の改良（白島2丁目の拡幅、箕面2丁目での山麓線
への誘導）
・坊島3丁目付近の道路北側に歩道拡幅等。

○「市道箕面今宮線に今まで以上のバス路線を設定するこ
と」については、市民意見に対する市・協議会の基本的な
考え方（５）をご参照ください。

○市道箕面今宮線の安全・円滑な交通の確保については、
歩道の整備など、道路担当部局とも連携しながら対策を進
めてまいります。

2 西部

1-5 従って、箕面駅から間谷方面行きの山麓線（現状一日
当たり20本運行）、新設の北大阪ネオポリス線/彩都線に
ついては、利用者の利便性から将来的にも経済的な数の乗
客が予測されるなら、立派で安全な府道箕面池田線（山麓
線）を経由するべきで、大型 路線バス運行に道路構造上不
適切である箕面今宮線への路線新設はするべきでない。
なお、山麓線経由に路線を設定しても次の通りで支障はな
いと考えます。
・箕面駅から間谷・彩都等への乗客にとっては途中どの
ルートを通るかについては関心事ではなくより早く、ス
ムースに目的地へ到達出来れば良い。
・箕面今宮線沿線の住民で間谷・彩都方面への路線バスの
需要は殆どないと思われ、需要の大半は箕面萱野駅からと
予想。
・もし、利便性から沿線住民の需要があったとしても、北
小学校口周辺より西の住民方は箕面駅から乗車されれば良
く箕面駅まで約600メートル程度）、それより東の方は山
麓線の停留所から（山麓線と市道間は約250メートル程
度）、坊島辺りの方は白島/箕面
萱野駅から乗車されることで、若干利便性が損なわれるか
も知れないが、安全の確保の為ならば許容できるものと思
われます。
ちなみに、箕面駅から白島2丁目交差点間距離は約２．０
キロメートル(徒歩25分程度)

○「市道箕面今宮線に今まで以上のバス路線を設定するこ
と」については、市民意見に対する市・協議会の基本的な
考え方（５）をご参照ください。

○市道箕面今宮線を通るバス路線については、その沿線上
にお住まいの市民による需要も一定数見込まれることか
ら、バスを運行する案としています。

3 西部

2：白島線のバス運行回数の増加に反対する。
2-1 騒音・安全の理由により、白島線の大型路線バスの運
行は即刻中止すべきであり、路線は府道箕面池田線（山麓
線）経由へのルート変更をすべきと考えます。
市道箕面今宮線の沿線住民にとって、山麓線へのルート変
更は利便性が若干損なわれるかも知れないが、市道の安全
が確保され、騒音レベルが下がり環境基準以下になるなら
ば、大多数の住民にとっては許容できるものと思います。

○「市道箕面今宮線に今まで以上のバス路線を設定するこ
と」については、市民意見に対する市・協議会の基本的な
考え方（５）をご参照ください。

○市道箕面今宮線の安全・円滑な交通の確保、周辺環境の
改善については、歩道の整備など、関係部局とも連携しな
がら対策を進めてまいります。

（２）地域公共交通計画（素案）の方向性に対する市民意見（ルート案）
　　 ②箕面山麓線に関すること　１２９件

No. 地域 意見 市・協議会の考え方
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（２）地域公共交通計画（素案）の方向性に対する市民意見（ルート案）
　　 ②箕面山麓線に関すること　１２９件

No. 地域 意見 市・協議会の考え方

4 東部

間谷地域～粟生団地～箕面駅の山麓線直通路線を継続し拡
充してください。
東部地域からは箕面駅、中央郵便局、箕面警察署、箕面市
役所、さらにはスカイアリーナ、武道館などを利用したく
とも、便数が少なく乗り換えや長時間の乗車で公共交通を
充分に利用できず不便です。滝道ウォークを楽しめるよう
に箕面駅までの交通を充実してください。
東部地域からは北千里や千里中央への利用が多いのが現状
だと思いますが、箕面駅方面へのバス路線が少ないのが要
因だと思います。東部地域から箕面駅方面のバスを北千里
や千里中央への所要時間や便数と同様にすれば利用者は増
えると思います。新駅ができれば千里中央でなくても市外
への地下鉄路線も便利になり千里中央駅行きは不用になる
かもしれませんし、阪急電車利用なら箕面駅を選択すると
思います。

○「箕面山麓線の廃止に反対」については、市民意見に対
する市・協議会の基本的な考え方（４）をご参照くださ
い。

○「バスの運行頻度を増やしてほしい」については、市民
意見に対する市・協議会の基本的な考え方（８）をご参照
ください。

5 東部

間谷地域⇔粟生団地⇔箕面駅⇔市役所の路線を検討してく
ださい。

「既存の箕面山麓線をベースとした路線の設定」について
は、市民意見に対する市・協議会の基本的な考え方（４）
をご参照ください。

6 東部

粟生間谷東地区に居住し、高校時代から50年近くバスを利
用し、北千里経由千里中央まで通学通勤してきました。
1972年頃は小野原まで徒歩、バスに乗り北千里で乗換え、
千里中央まで１時間半以上の通学を経験しています。当時
に比べると格段に便利になっていますが、車でなら15分の
ところ、現在でも間谷住宅から千里中央まで40分、深夜混
雑時には50分近くかかります。子どもも通勤の不便さに苦
痛を感じ、現在は一人暮らしをしている状況です。
箕面萱野駅が新設される目途が立ち、家族全員喜んでいま
したが、171号線小野原経由が検討されていると聞き落胆
しました。今後若年層の箕面東部地区地域への定着に向け
て、梅田までの所要時間短縮化は必要不可欠だと思いま
す。
よって、今回のバス路線案において、最短ルートの間谷住
宅⇒粟生団地⇒山麓線の最短ルートを強く希望します。

「箕面山麓線の廃止に反対」については、市民意見に対す
る市・協議会の基本的な考え方（４）をご参照ください。

7 東部
箕面駅行きのバスは171号線経由ではなく、山麓線から萱
野東小学校、4中の間を通って、萱野新駅に直行するルー
トでぜひお願いします。
提案ルートではあまりにも時間がかかりすぎます。
今でも箕面駅にはバスの本数も少なくアクセスが非常に不
便になっています。これ以上時間がかかるルートはぜひと
も避けていただきたいです。よろしくお願いいたします。

「既存の箕面山麓線をベースとした箕面駅行き路線の設
定」については、市民意見に対する市・協議会の基本的な
考え方（４）をご参照ください。

8 中部
中部都市機能誘導地域と西部都市機能誘導地域とのネット
ワークについて意見します。
423号線以西では山麓線付近が現状より不便になりそうで
す。住民の高齢化も進み、山麓線より北側は坂も多く高齢
者にはバスなどの手段がより重要になると思います。
充分な期間を定めた社会実験を行い、将来展望をしっかり
行って、判断することを希望します。

○「箕面山麓線の廃止」については、市民意見に対する
市・協議会の基本的な考え方（４）をご参照ください。

○如意谷線については、一定期間の社会実験を実施し、実
験期間中の利用実態に応じて路線の存廃や路線のあり方を
検討します。

9 東部

従って、千里中央・箕面駅行きは現行通り残して下さい。
箕面山麓線は阪急電車を乗り継ぐ大事な路線です。本数が
少ないにもかかわらず粟生団地・如意谷住宅の方も利用さ
れています。今回提示のあった171号線今宮経由する案に
は反対です。時間がかかり過ぎます。利用者が多い粟生団
地の方の利用が減少すると予測し悪循環です。コストを考
え小型バスの運行は如何ですか。
ゆずるバスは、間谷住宅－箕面駅は時間がかかり過ぎるの
で路線バスを利用しています。

○「箕面山麓線の廃止及び（仮）粟生・萱野線での代替に
反対」については、市民意見に対する市・協議会の基本的
な考え方（４）をご参照ください。

○バス車両の小型化については、当該路線の需要を見極め
つつ、検討を進めてまいります。
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（２）地域公共交通計画（素案）の方向性に対する市民意見（ルート案）
　　 ②箕面山麓線に関すること　１２９件

No. 地域 意見 市・協議会の考え方

10 東部

箕面萱野駅は新路線バスでは間谷地区にはメリットがあり
ません。阪急電車が掲げた「東箕面にまだ残されていた理
想の住まい地です」のキャッチフレーズは40～50年で消滅
します。（資料添付あり）
箕面萱野駅－間谷地区を結ぶ路線を充実させて下さい。

「箕面萱野駅－間谷地区の路線の充実」については、市民
意見に対する市・協議会の基本的な考え方（４）をご参照
ください。

11 東部

○山手線と中央線は阪急箕面線踏切での渋滞解消のため箕
面駅北側と牧落駅北で立体交差と路線ループ化で交通渋滞
なくす

○市道中央線と府道箕面池田線を運行する路線について
は、すでに箕面市西部をループする形で運行しておりま
す。

○阪急箕面線については、現時点で立体交差化の予定はご
ざいません。

12 中部

○市道箕面今宮線を通行するバス路線を山ろく線を通行す
る箕面駅から箕面かやの駅さらに粟生団地方面への路線の
本数を増やすことで東西の交通が便利になり、道の広い山
ろく線を利用するので、バスの運行時間も狭い道で相互通
行の待ち時間もなく、バスの運行時間の効率化が図ること
が出来、利用者も増えるはず。
○如意谷線について社会実験をするとなっているが、市道
箕面今宮線と山ろく線のどちらが利用する人が多いのかを
検証する社会実験もするべき。

○「市道箕面今宮線を運行する路線」については、市民意
見に対する市・協議会の基本的な考え方（５）をご参照く
ださい。

○「既存の箕面山麓線をベースとした箕面萱野駅経由箕面
駅行き路線の設定」については、市民意見に対する市・協
議会の基本的な考え方（４）をご参照ください。

○「運行頻度の増便」については、市民意見に対する市・
協議会の基本的な考え方（８）をご参照ください。

○限定されたエリアの中で、同一目的地への複数ルートを
同時に運行することは、需要の分散が想定されるため慎重
に検討してまいります。

13 東部
箕面駅行き
「考えられる問題点」に同感
加えて外院、青松園、石丸等を通らないのは何故？
宝塚方面、妙見口方面に行くのに時間かかりすぎ。
粟生団地⇒豊川住宅前⇒新家⇒今宮は現行バスで対応して
いるのではないか？（意味不明）
粟生団地⇒青松園（南下）⇒萱野東西線⇒箕面萱野駅とす
れば時間・距離を短縮でき、最も良いと思います。強く推
してください。
（資料添付あり）

「（仮）粟生・萱野線に反対、既存の箕面山麓線をベース
とした箕面萱野駅経由箕面駅行き路線の設定」について
は、市民意見に対する市・協議会の基本的な考え方（４）
をご参照ください。
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（２）地域公共交通計画（素案）の方向性に対する市民意見（ルート案）
　　 ②箕面山麓線に関すること　１２９件

No. 地域 意見 市・協議会の考え方

15 東部

間谷住宅からの直行バスルートの運行
両駅への最短ルートを希望します。
山ろく線の存続と運行を希望します。

「箕面山麓線の廃止代替に反対、既存の箕面山麓線をベー
スとした箕面萱野駅経由箕面駅行き路線の設定」について
は、市民意見に対する市・協議会の基本的な考え方（４）
をご参照ください。

16 東部

間谷住宅からの山麓線が廃止（案）？なぜ？
「箕面山麓線の廃止」については、市民意見に対する市・
協議会の基本的な考え方（４）をご参照ください。

14 東部

間谷住宅～箕面萱野駅・箕面駅への阪急バスの新代替ルー
ト（案）に対する提言
新駅開業と大阪大学外国語学部移転に伴う間谷住宅からの
阪急バス新代替ルート（案）について、これまで間谷住宅
の住民にとって箕面山麓線バスルートは箕面市東西アクセ
スの要でした。しかしながら、その山麓線のルートが新
ルート（案）では、彩都の住民の彩都線となり、間谷住宅
は彩都に隣接しているのに関わらず、171号線を経由する
新ルート代替（案）が発表され、大変落胆し理解できませ
ん。この新ルート（案）は間谷住宅の住民にとって耐え難
い、不便極まりない（案）で住民を軽視しています。これ
では千里中央行きと同じく171号線経由・新家・今宮と渋
滞し遠回りで距離・時間のロスです。長年にわたり箕面市
に在住し納税し、地域とともに貢献してきた住民の生活が
現状より不便になりかねません。
公共交通アクセスは住民の生活の質と健康に直結してお
り、公平でなければなりません。新ルート（案）は箕面市
内での地域の分断を招き、自家用車依存型、東西分断型、
交通渋滞を助長します。市内に新駅が開業し、文化・教育
施設の中心となる萱野駅へのバスの直通便を切に望みま
す。駅や施設を利用する全市民に公平に恩恵が届くべき
で、特に社会的弱者の生活を守ってほしい。社会的弱者と
は、人権の面から配慮が必要ですが、高齢者、子ども、自
動、国籍、疾患、雇用、障害など身体能力、発言力などが
制限され社会的に不利な立場にある人と記されています。
間谷住宅の住民の現状と今後の生活環境に真摯に向き合っ
ていただき、代替新ルート（案）の撤回を望みます。新駅
への直行便の運行と箕面駅への山麓現行存続を提言すると
共に今後のバスの運行ルートとスケジュールが日々の生活
に即した通勤通学に利用できるもにになることを願いま
す。

○「箕面山麓線の廃止及び（仮）粟生・萱野線での代替に
反対」については、市民意見に対する市・協議会の基本的
な考え方（４）をご参照ください。

19



（２）地域公共交通計画（素案）の方向性に対する市民意見（ルート案）
　　 ②箕面山麓線に関すること　１２９件

No. 地域 意見 市・協議会の考え方

17 東部

山麓線を走る箕面駅行きバスの存続を

7月8日の東生涯学習センターで行われた、北急延伸に合わ
せた市内バス路線の再編計画の方向性についての説明会に
参加しました。
どこへ行くにもバスが必須の東部地域では市民の関心も高
く多くの方々から切実な声や要望、意見が出されました。
私は移動のほとんどをマイカーに頼っています。箕面の山
歩きのため、唯一利用するのは山麓線を走る箕面駅行きバ
スです。渋滞も無く最短時間で箕面駅に行くことができま
す。その路線が変更されるというのです。粟生団地から白
島を南下し箕面萱野駅を経由して粟生・萱野線(仮)を走行
して箕面駅に行く計画です。
今も千里中央から箕面駅に行くバスが走っていますが、狭
い道路にバス停の切り込み場所もなく自転車の往来も多
く、危険で後ろを走る車はバスの乗降の間、じっと待つし
かありません。
また、現行の山麓バス路線を廃止すると白島から西の萱野
北小前、如意谷住宅、山麓公園前からは箕面駅への路線バ
スはなくなります。これは私が利用するバス路線だけのこ
とです。
おそらく多くの地域で市民が不便を強いられる再編計画に
なっているのでしょう。北急延伸ありき(箕面萱野駅を起点
としていること)の再編と阪急バスの採算性を前面に出した
計画、つまり採算性の悪い路線は廃止や変更することを前
提にした計画案でした。
まるで阪急バスか北急の職員のような説明に終始するとい
うものでした。
市民の声や願いに寄り添った計画であってほしいと願いま
す。

「箕面山麓線の廃止に反対」については、市民意見に対す
る市・協議会の基本的な考え方（４）をご参照ください。

18 中部

北大阪急行の延伸に伴い、今後、より一層、箕面市内の東
西方向（阪急箕面線、北大阪急行線、大阪モノレール彩都
線を結ぶ動線）の公共交通バス体系網が重要となってく
る。現在、箕面市民にとっては千里中央駅を起点とした南
北方向のバス体系がほぼメインとなっている。千里中央駅
を起点とした千里ニュータウン内のバス路線はそのまま維
持されると思われるが、箕面市内のバス体系については箕
面萱野駅を拠点とする東西方向のバス体系にシフトすべき
と考える。
箕面萱野駅隣接のバスターミナルの整備と南北方向（千里
中央駅－箕面萱野駅間）のバス削減により捻出された余剰
バスを東西方向のバス体系の整備に投入し、3鉄道路線を
結ぶ東西方向のバス体系の利便性向上（運転本数増便）を
お願いしたい。
ルミナス団地の住民としては、将来の高齢化による運転免
許の返納や坂道の存在などの観点から、高齢者にも優しい
バス体系の維持は必須であり、最寄駅（箕面萱野駅）が近
くなったとの理由でのルミナス路線バスの廃止は受け入れ
られない。
現在、171号線にはJR茨木駅と阪急石橋駅を結ぶ東西方向
のバス路線があるが、それに準ずる形で、現在の千里中央
起点のルミナス方面巡回バスは、阪急箕面駅－箕面萱野駅
－粟生間谷団地－彩都方面間の山麓線の双方向東西路線に
変更、阪急箕面駅－箕面萱野駅間は坊島経由（現状の千里
中央駅－阪急箕面駅間路線）と如意谷住宅前経由（現状の
阪急箕面駅－粟生間谷団地間路線）の2通りに分けて、ど
ちらの路線も拠点である箕面萱野駅を必ず経由する路線と
すること、さらに如意谷住宅前経由路線についてはルミナ
ス団地を経由する路線と経由せずに萱野北小を経由する路
線に分けて需要に合わせて運行すること、等を検討願いた
い。これにより、東西方向の交通網の利便性は飛躍的に向
上するものと考える。勿論、駅から距離のある市立病院
等、市内の重要拠点を結ぶ南北方向のバス体系の維持が必
要であることは念のために申し添えておきたい。

【再掲】
○市内における円滑な東西移動が実現できるよう計画策定
を進めてまいります。

○「運行頻度の増便」については、市民意見に対する市・
協議会の基本的な考え方（８）をご参照ください。

○「如意谷線の存続」については、市民意見に対する市・
協議会の基本的な考え方（６）をご参照ください。

○「既存の箕面山麓線をベースとした箕面萱野駅経由路線
の設定」については、市民意見に対する市・協議会の基本
的な考え方（４）をご参照ください。

○その他いただきましたご意見は今後の検討の参考にさせ
ていただきます。
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（２）地域公共交通計画（素案）の方向性に対する市民意見（ルート案）
　　 ②箕面山麓線に関すること　１２９件

No. 地域 意見 市・協議会の考え方

19 東部

間谷住宅から阪急箕面駅を結ぶ山麓線を廃止しないでほし
い。間谷住宅から国道１７１号線へ出で萱野駅→箕面駅へ
と進むルートを考えて入るようだが、それはゆずるバスの
ルートにした方がいいのではないか？地域を細やかにめぐ
るバスのルートとしていいと思う。一方、廃止案の出てい
る山麓線は白島から萱野駅により、再び山麓線に戻るよう
にルートを取り、間谷住宅-粟生団地-萱野駅－箕面駅と阪
急バスを走らせれば赤字になるとは考えにくい。現在、間
谷住宅から千里中央へ向かい地下鉄御堂筋線を利用する通
勤通学者は山麓線のバスを利用し、御堂筋線を利用するよ
うになると考えられる。梅田へ出かける人たちもこのバス
を利用すると考えられるので、通勤通学時間外も利用は見
込めるのではないか。現在の千里中央へ向かうバスの本数
をこのルートに変更してもいいのではないか。彩都西駅と
萱野駅を結ぶバス、間谷住宅と萱野駅を結ぶバス、どちら
のバスのルートも山麓線を利用することが利用者の増加に
なると考える。

○「箕面山麓線の廃止に反対、既存の箕面山麓線をベース
とした箕面萱野駅経由路線の設定」については、市民意見
に対する市・協議会の基本的な考え方（４）をご参照くだ
さい。

○「オレンジゆずるバスの再編」については、市民意見に
対する市・協議会の基本的な考え方（１０）をご参照くだ
さい。

20 東部

山麓公園前のバス停の廃止は反対。アサンプション学園の
子どもたちは、このバス停の利用により、通学路の安全が
十分に確保されている。第二中学校口のバス停を利用する
ことになれば歩道もなく、また、小学校区の境である道を
歩かなくてはならなくなり、地域の見守りとしても抜けが
ちなのではないか？また、この道は公用車の通り抜け道と
してよく使われているように見受けられる。それは車の通
行に渋滞がない、時短になるなど便利な道なのではない
か？子どもたちを危険な通学路に変更するようなことは考
え直してほしい。

通学路の安全確保については、関係機関とも連携しながら
対策を進めてまいります。

21 東部

今回のバス運行の変更について大変なショックを受けてい
ます。
まず山ろく線の廃止です。私は箕面行きのバスを使って、
牧落の歯医者に通っています。近くの歯医者には麻酔アレ
ルギーがあり行けません。今でも結構な時間がかかりま
す。
又、箕面のいこいの場所でもある滝道にいきます。その時
に箕面の駅の近くで買い物をして帰ってきますが、今の現
況でもバスの本数が少ないのでつらいです。今度、萱野の
地下鉄の駅が出来ることでとても希望をもっていました。
間谷住宅から山ろく線を通って萱野に行けるバスルートが
出来たらとワクワクしていましたが、それも廃止。千里中
央まで行かずに萱野で買い物が出来たらいいなと想像して
いました。年寄りは、出かけるのにバスの手段しかないん
です。免許も返済者がどんどん増えます。バスしかないの
に、どうしてもっと気軽に駅へ行けるルートを作ってくれ
ないのでしょうか。
阪急バスさんの事情もわかりますが、これからは年寄りが
どんどん増えてバスを乗る方も増えます。どうか検討して
下さい。
千里中央から萱野まで延伸しても、ただ不便になるだけな
ら私達にも何もおんけいがありません。考えて下さい。よ
ろしくお願いします。
私達は間谷住宅を購入する時、阪急不動産は、バスの便ぎ
をはかってくれるという約束で購入しましたが、今の状況
では納得出来ません。

「箕面山麓線の廃止に反対、既存の箕面山麓線をベースと
した箕面萱野駅経由路線の設定」については、市民意見に
対する市・協議会の基本的な考え方（４）をご参照くださ
い。

22 東部

①従来の箕面駅行きのルートで白島北で新御堂を南下し箕
面萱野駅へ向かい、再度山麓線へ戻り箕面駅へ向かう。

「既存の箕面山麓線をベースとした箕面萱野駅経由路線の
設定」については、市民意見に対する市・協議会の基本的
な考え方（４）をご参照ください。

23 東部

③山麓線を通り白島北から箕面萱野駅を終点にするバスも
考えて欲しい。

「既存の箕面山麓線をベースとした箕面萱野駅経由路線の
設定」については、市民意見に対する市・協議会の基本的
な考え方（４）をご参照ください。
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（２）地域公共交通計画（素案）の方向性に対する市民意見（ルート案）
　　 ②箕面山麓線に関すること　１２９件

No. 地域 意見 市・協議会の考え方

24 東部

○間谷住宅から箕面駅行きの今の路線を廃止するのに反対
です。時間も料金も増えるという変更には賛同できませ
ん。乗り換えチケットを出してもらって彩都線に乗り換え
るなどして、間谷住宅から箕面駅までの料金や時間を今と
同じ様になる様、考慮して欲しい。

○「箕面山麓線の廃止に反対」については、市民意見に対
する市・協議会の基本的な考え方（４）をご参照くださ
い。

○「バスとバスの乗り継ぎによる料金負担増加への対策」
については、市民意見に対する市・協議会の基本的な考え
方（７）をご参照ください。

25 東部

○市道箕面今宮線を通る路線を増やしてもその道における
利用客は増えないのではないか。それなら、新駅から山麓
線を通って箕面駅に行く直通路線にした方が、同じ位の時
間で新駅から箕面駅まで行けるのではないか。そうする事
で、渋滞緩和や周辺住民の安心・安全の確保も出来ると考
えます！

○「市道箕面今宮線を運行する路線」については、市民意
見に対する市・協議会の基本的な考え方（５）をご参照く
ださい。

○「既存の箕面山麓線をベースとした箕面萱野駅経由路線
の設定」については、市民意見に対する市・協議会の基本
的な考え方（４）をご参照ください。

26 東部

当間谷住宅から新駅に至る最短ルートは山麓バイパスを経
由することです。すなわち、間谷住宅⇒宮の前⇒（粟生団
地）停まらなくてもいい⇒清松園前⇒白島北⇒かやの中央
⇒船場阪大前⇒千里中央。
171号線は渋滞がひどく（特に出勤時）とても時間がかか
る。また、このたび、船場地区に箕面市の新しい施設（劇
場や図書館等）が完成したのに、間谷住宅から公共交通機
関がない。萱野中央から船場阪大前も含めたアクセスを考
えてほしい。171と山麓線では所用時間が大きく違いま
す。

○「（仮）粟生・萱野線に反対、既存の箕面山麓線をベー
スとした箕面萱野駅経由路線の設定」については、市民意
見に対する市・協議会の基本的な考え方（４）をご参照く
ださい。

○市内各地域から公共施設へのアクセスについては、路線
バスの再編の後に検討を進めるオレンジゆずるバスの再編
の中で検討してまいります。

27 東部
○山麓線（間谷住宅～箕面駅）を変更しないでほしい
約１５年間初めは月４回今は月２回箕面文化センター（サ
ンプラザ）で講座（１時～３時頃）を受けています。同じ
バスに囲碁教室の人々が乗っています。
阪急電車で梅田に行く時は夫も私も必ず乗ります。なぜな
らバスを降りてからホームが近いことと、梅田に着く時刻
が計算できるからです。帰りは、4:01か5:11のバスに乗れ
ない時は千里中央からバスに乗ります。

「箕面山麓線を変更しないでほしい」については、市民意
見に対する市・協議会の基本的な考え方（４）をご参照く
ださい。

28 東部

箕面行きの阪急バスが「廃線」になり、新たなルート案の
バスルートを計画してるのには、驚きです！。
間谷住宅は、箕面市内としては「一戸建て」が一番多い所
と聞いています。
「地域」では、すごく!!不便な所です。それだけに阪急バ
スしか交通便はなくて、頼りにしてる一部の路線の「廃
線」はどう云う事でしょう。間谷住宅の住民も「シニア」
の人が多くなり自家用車をバスに切り替えている現在、ぜ
ひとも考え直して頂きたいです。

「箕面山麓線の廃止に反対」については、市民意見に対す
る市・協議会の基本的な考え方（４）をご参照ください。

29 東部

間谷住宅から山麓線をずっと走る便も午前２本、午後２本
残して頂きたいです。
北急行線の延長効果は全く無い上に、バスまで不便になる
のでは困ります。

「箕面山麓線の廃止に反対」については、市民意見に対す
る市・協議会の基本的な考え方（４）をご参照ください。

30 東部

箕面駅行
間谷住宅～粟生団地～外院３～今宮手前（石丸？）～新道
～箕面萱野駅～坊島～箕面駅までの新たなルートを新設し
てほしい。（171号線を経由しないルート）

「既存の箕面山麓線をベースとした箕面萱野駅経由路線の
設定」については、市民意見に対する市・協議会の基本的
な考え方（４）をご参照ください。

31 東部
子どもが高校進学で市内にある高校に進学したいと考えて
いる為、この先バスを利用します。なので、粟生団地か
ら、３６号線を通って、そのルートで箕面萱野駅へ向かう
バスのルートを作って頂けたら、将来的にかなり負担が少
なく、通学時間の短縮になるので大変有り難いので、考え
て頂きたいです。
よろしくお願いいたします。

「既存の箕面山麓線をベースとした箕面萱野駅経由路線の
設定」については、市民意見に対する市・協議会の基本的
な考え方（４）をご参照ください。
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（２）地域公共交通計画（素案）の方向性に対する市民意見（ルート案）
　　 ②箕面山麓線に関すること　１２９件

No. 地域 意見 市・協議会の考え方

32 東部

箕面市を「子どもや高齢者が日本一住みやすい町」にする
ためには、公共交通機関の充実が必須条件です。特に高齢
者にとってはクオリティオブライフにかかわることです。
私が住んでいる間谷住宅はモノレールが比較的近いです
が、高いし、あまり利便性もありません。私にとっては箕
面駅（阪急）が一番親しみがあり魅力的な街です。商店街
もあるし、食事するのにも便利です。箕面のハイキングを
楽しむにも梅田に出るのにもとても便利です。現行の山麓
線は渋滞にあうこともなくスムーズに着けるのでとても重
宝しています。
採算を考えると萱野駅を通るのはやむをえないかもしれま
せんが、その場合もすぐに山麓線にもどるルートを考えて
ほしいです。オレンジゆずるバスも間谷から箕面駅に行く
ルートもずい分迂回してやっと着きますのでまずストレー
トに箕面駅に行ってから他地域を廻るルートも考えてほし
いです。とにかく東西線は現行のを残してください。（便
数減はやむを得ないかもしれません）

○「既存の箕面山麓線をベースとした箕面萱野駅経由路線
の設定」については、市民意見に対する市・協議会の基本
的な考え方（４）をご参照ください。

○「オレンジゆずるバスの再編」については、市民意見に
対する市・協議会の基本的な考え方（１０）をご参照くだ
さい。

33 東部
間谷住宅に住むお年寄りの方々で箕面駅周辺の病院に通わ
れている方が多くいらっしゃいます。
今回の交通計画を聞き大変困っておられます。
箕面駅に行くのに時間がかかる上に運賃も値上がるとの
事。現行の箕面行きのバスはぜひとも残して頂きたいと思
います。お年寄りの方々のお話しを聞いている民生委員と
して、ぜひともこの声を届けたく何卒よろしくお願い申し
上げます。

○「箕面山麓線の廃止及び（仮）粟生・萱野線での代替に
反対」については、市民意見に対する市・協議会の基本的
な考え方（４）をご参照ください。

○「各路線の運賃等」については、市民意見に対する市・
協議会の基本的な考え方（９）をご参照ください。

34 東部

通勤でバス利用していませんが、たまに箕面駅から自宅に
帰るときにバスを利用しています。バスの乗車時間やルー
トはやはり最短の方が利用しやすいですし、ルートが変更
になったり、廃止になったりすると、箕面市の最も東寄り
にあるこの地域にはデメリットしかありません。
車に乗っていない方は、バスの不便でタクシーなど利用す
る以外、選択肢が、なくなるのかなぁと思います。ゆずる
バスも目的地に行くのにかなり自分にとって無駄なルート
を通っていると聞きます。これも一長一短ですので、バス
は今まで通りで運行してもらえればと思います。

「箕面山麓線の廃止に反対」については、市民意見に対す
る市・協議会の基本的な考え方（４）をご参照ください。

35 東部
箕面駅行きのバスを利用しています。通常時でも雨の日な
ど交通量が多い日は時刻通りに到着することが難しい時が
あります。萱野行きなど合同にされると171号線など交通
量の多い道を通ることになるので、さらに時間がかかって
しまいます。そのため、萱野行きと合同にはしないで今ま
で通りのルートを運行してもらえればと思います。

「箕面山麓線の廃止及び（仮）粟生・萱野線での代替に反
対」については、市民意見に対する市・協議会の基本的な
考え方（４）をご参照ください。

36 東部

阪急バスさんには子どもたちがお世話になりました。もう
大きくなって使っていませんが、時折、飲みに行くのに
使っているようです。いつも安全運転ありがとうございま
す。
箕面駅への直行ルートの廃止をお考えとのこと、非常に残
念に思います。利用者が少ないと聞きました。
粟生間谷に隣接する彩都までルートを広げるというのはい
かがでしょうか。川西や宝塚など西へ行くのはもちろん梅
田へ出るにも千里中央経由より早くて安く、また箕面駅か
ら先の阪急電車の乗りつぎの便利さをアピールしていけ
ば、きっと利用者の増化につながると思います。
どうぞ現ルートの維持をお願いします。

○「箕面山麓線の廃止に反対」については、市民意見に対
する市・協議会の基本的な考え方（４）をご参照くださ
い。

○間谷住宅と彩都地域の接続については、彩都線の運行
ルートを「間谷住宅入口」を通るルートに変更することな
ども含めて検討を進めてまいります。

37 東部
阪急バスさんの箕面行きは早くて便利。おしゃれで美味し
い阪急沿線特に宝塚方面へのおでかけにとても便利です。
利用者が少なくてお困りとのこと。粟生間谷の住人の中に
も大昔の箕面行きがほどんどないイメージの方も多いと思
います。間谷からだと千里中央より近くに箕面駅へ着ける
ことなど周知していけば、もっと利用者が増えると思いま
す。
ぜひ今の路線を続けて下さい。

○「箕面山麓線の廃止に反対」については、市民意見に対
する市・協議会の基本的な考え方（４）をご参照くださ
い。

○バスの周知・広報については、現在もバスマップの配布
等を行っておりますが、引き続き住民のみなさまにとって
分かりやすい情報発信に努めます。
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38 東部

阪急バス・電車ともよく利用させてもらってます。安全・
ていねいな運行いつもありがとうございます。
今は、コロナの影響でなかなかでかけられませんが、箕面
や川西池田などへ出てあそんで飲食してきたい時にバスの
箕面線がとてもありがたいです。
ゆずるバスとのかねあいもあるかと思いますが、早さと
広々とした車体は魅力的なので、ぜひ残してもらいたいで
す。
もっと彩都から乗れるようにしたらお客さんも増えるので
はないでしょうか。宝塚にも出やすいですし、安くて早い
バス路線として継続してもらいたいです。

○「箕面山麓線の廃止に反対」については、市民意見に対
する市・協議会の基本的な考え方（４）をご参照くださ
い。

○間谷住宅と彩都地域の接続については、彩都線の運行
ルートを「間谷住宅入口」を通るルートに変更することな
ども含めて検討を進めてまいります。

39 東部

現在の箕面行のバスのコースを変更しないでほしい。
「箕面山麓線の廃止に反対」については、市民意見に対す
る市・協議会の基本的な考え方（４）をご参照ください。

40 東部
眼科、ひふ科、ひ尿器科の共に３件の箕面駅のバスを使っ
ています。
バスがなくなると、病院へ通えません。
どうぞ継続して箕面駅へのバスをどうぞよろしくお願いい
たします。ただちに困ってしまうことですので、よきバス
継続をお願い致します。

○「箕面山麓線の廃止に反対」については、市民意見に対
する市・協議会の基本的な考え方（４）をご参照くださ
い。

○なお、箕面山麓線を代替して運行する（仮）粟生・萱野
線も箕面駅まで運行するルート案となっています。

41 東部

かやの中央駅⇔粟生団地止まり（白島経由）を間谷住宅へ
延伸して下さい。
間谷住宅⇔阪急箕面駅の従来通り山ろく線を経由しての存
続を!!

「箕面山麓線の廃止に反対、既存の箕面山麓線をベースと
した箕面萱野駅経由路線の設定」については、市民意見に
対する市・協議会の基本的な考え方（４）をご参照くださ
い。

42 東部

間谷住宅→箕面萱野駅→箕面駅でお願いします。
小野原廻りは止めて下さい。山ろく線を行って下さい。萱
野中央に行くのが遅くなります。朝の出勤には困ります。
（梅田に行くのに）

「（仮）粟生・萱野線に反対、既存の箕面山麓線をベース
とした箕面萱野駅経由路線の設定」については、市民意見
に対する市・協議会の基本的な考え方（４）をご参照くだ
さい。

43 東部
間谷住宅から山ろく線を通って萱野中央に寄って箕面駅に
行ってほしい。
間谷住宅～石丸～萱野中央～箕面駅
通勤に萱野中央駅を利用したいと思います。171を廻って
いると遅くなります。
北千里、千里中央に行く方が便利で、萱野中央に行かない
人が多いと思います。

「既存の箕面山麓線をベースとした箕面萱野駅経由路線の
設定」については、市民意見に対する市・協議会の基本的
な考え方（４）をご参照ください。

44 東部

学生にとっても箕面駅までのバスがなくなるのは大変不便
です。朝のラッシュの時間に今までよりも時間がかかって
通学するのはありえません。変更ルートもあれば、今の間
谷→箕面までの現行ルートを現状維持してほしいです。

○東部地域から箕面駅までは、彩都線、北大阪ネオポリス
線、（仮）粟生・萱野線が運行するルート案となっており
ます。

○「箕面山麓線の廃止に反対」については、市民意見に対
する市・協議会の基本的な考え方（４）をご参照くださ
い。

45 東部

かやの中央⇔白島経由→粟生団地⇔間谷住宅（延伸）
間谷住宅→箕面駅山ろく線経由の存続をして。

「箕面山麓線の廃止に反対、既存の箕面山麓線をベースと
した箕面萱野駅経由路線の設定」については、市民意見に
対する市・協議会の基本的な考え方（４）をご参照くださ
い。

46 不明
●先ずは、箕面萱野駅経由と今迄通りの箕面駅行を混在さ
せるべきです。その後、利用量により便に変化を与えて欲
しい。

限定されたエリアの中で、同一目的地への複数ルートを同
時に運行することは、需要の分散が想定されるため慎重に
検討してまいります。
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（２）地域公共交通計画（素案）の方向性に対する市民意見（ルート案）
　　 ②箕面山麓線に関すること　１２９件

No. 地域 意見 市・協議会の考え方

47 東部

・間谷住宅の住民です。
・阪急箕面駅へ「間谷住宅⇔箕面駅」の山麓線を通るバス
を利用しています。箕面駅周辺での買物、銀行、図書館や
健康の為の瀧道ウォーキングを定期的にしています。
・現在車も保有していますが、健康の為、なるべき使わな
いようにしています。加えて高令の為、免許返上も近々だ
と考えています。
＊けれども、今回の阪急バスの新ルート（案）だと箕面駅
への所用時間が長くなりすぎる為、バスの利用や免許返上
も考え直さなければならないと思います。
◎朝や夕方の時間帯だけでも従来の山麓線を通るルート
（直行ルート）を残していただけないかというのが私の要
望です。

「箕面山麓線の廃止に反対」については、市民意見に対す
る市・協議会の基本的な考え方（４）をご参照ください。

48 東部

間谷住宅も高齢化が進み、私も２年前に車を廃車、現在は
専ら阪急バス、ゆずるバスが足となっている。箕面市が７
７億円かけて出来る箕面萱野駅の直行便を心まちにしてい
たのですが、それにともない従来の路線が廃止となる。
（山麓線が無くなり以前より箕面行が１５分も長く、又、
雨日の通勤・通学が171号線廻りとなればどんなけ大変か
推測される）良くなるどころか箕面へ出て行くのが増々不
便となり、今後中央の発展を頼っているのに、さらに足が
遠のく。箕面市民として残念で到底納得出来ない。
阪急バスの運行は従来通り。
ゆずるバスの運行を１時間に２本の増便をよろしく。

○「箕面山麓線の廃止及び（仮）粟生・萱野線での代替に
反対」については、市民意見に対する市・協議会の基本的
な考え方（４）をご参照ください。

○「オレンジゆずるバスの再編」については、市民意見に
対する市・協議会の基本的な考え方（１０）をご参照くだ
さい。

49 東部

②箕面駅行き（案）について
間谷住宅→宮の前→粟生団地→山麓線→箕面萱野駅→坊島
→箕面駅
間谷住宅から箕面駅までが今で本すうが少ないのにこの案
ではとても使用する事がむずかしい。
箕面に出かける事が、出来なくなります、箕面から梅田、
神戸、京都と阪急電車の使用が楽しみでしたが、箕面につ
くまでこんなに時間がかかると考えてしまいます。
考えなおして案を作りなおして下さい。お願いします。

「箕面山麓線の廃止及び（仮）粟生・萱野線での代替に反
対」については、市民意見に対する市・協議会の基本的な
考え方（４）をご参照ください。

50 東部

●箕面駅－間谷住宅を運行する阪急バス山麓線は、今まで
通りのルートでの運行をお願いします。

「箕面山麓線の廃止に反対」については、市民意見に対す
る市・協議会の基本的な考え方（４）をご参照ください。

51 東部

・私としては従来の山麓線バスルートをできるだけ残し
て、箕面萱野駅へは新たなバス路線を作るべきと考える。

○「箕面山麓線の廃止に反対」については、市民意見に対
する市・協議会の基本的な考え方（４）をご参照くださ
い。

○箕面萱野駅への新たなバス路線として（仮）粟生・萱野
線を設定するルート案となっています。

52 東部

山麓線は今まで通りの運航でお願いします。
高齢者が多くバスは大切な役割でありバスの運行本数を増
やしてほしい。

○「箕面山麓線の廃止に反対」については、市民意見に対
する市・協議会の基本的な考え方（４）をご参照くださ
い。

○「運行頻度の増便」については、市民意見に対する市・
協議会の基本的な考え方（８）をご参照ください。

53 東部

山麓線は今まで通りの運行をお願いします。
「箕面山麓線の廃止に反対」については、市民意見に対す
る市・協議会の基本的な考え方（４）をご参照ください。
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（２）地域公共交通計画（素案）の方向性に対する市民意見（ルート案）
　　 ②箕面山麓線に関すること　１２９件

No. 地域 意見 市・協議会の考え方

54 東部

箕面駅にはこれまででお願いします。箕面萱野駅には新し
く出して下さい。よろしくお願いいたします。

○「箕面山麓線の廃止に反対」については、市民意見に対
する市・協議会の基本的な考え方（４）をご参照くださ
い。

○箕面萱野駅への新たなバス路線として（仮）粟生・萱野
線を設定するルート案となっています。

55 東部

○箕面駅行きとよく利用するものですが、変更になった場
合所用時間が１．５倍かかる事、171を走るので渋滞にか
かる事も多くもっと時間がかかり大変不便です。今迄通り
山麓線を走る事は出来ないのでしょうか？

「箕面山麓線の廃止及び（仮）粟生・萱野線での代替」に
ついては、市民意見に対する市・協議会の基本的な考え方
（４）をご参照ください。

56 東部

仕事上阪急箕面駅を利用している為、住宅から阪急箕面駅
に短時間で行ける事から大変助かっているが、う回する事
で時間が掛ると苦労致します。今まで通りで宜しくお願い
致します。
萱野中央新駅には、ゆずるバスの増便を期待致します。

○「箕面山麓線の廃止及び（仮）粟生・萱野線での代替」
については、市民意見に対する市・協議会の基本的な考え
方（４）をご参照ください。

○「オレンジゆずるバスの再編」については、市民意見に
対する市・協議会の基本的な考え方（１０）をご参照くだ
さい。

57 東部

日々の通勤・通学で使用する箕面駅行きが（案）のルート
になると、所要時間が長くなり困る。
現状通りの箕面駅行きルートで同本数としたうえで、追加
で新たなルート増設して頂きたい。
現在より不便になることは避けて頂きたい。

○「箕面山麓線の廃止及び（仮）粟生・萱野線での代替に
反対」については、市民意見に対する市・協議会の基本的
な考え方（４）をご参照ください。

○限定されたエリアの中で、同一目的地への複数ルートを
同時に運行することは、需要の分散が想定されるため慎重
に検討してまいります。

58 東部

日々の通勤・通学で本ルートを使用しています。所要時間
が長くなること、運賃が上がることは困ります。
現状通りのルートで同本数・同運賃のままとしたうえで、
新たなルートは追加で増設して頂きたいです。
現在より不便にならないように考慮をお願いします。

○「箕面山麓線の廃止及び（仮）粟生・萱野線での代替に
反対」については、市民意見に対する市・協議会の基本的
な考え方（４）をご参照ください。

○限定されたエリアの中で、同一目的地への複数ルートを
同時に運行することは、需要の分散が想定されるため慎重
に検討してまいります。

○「バスの運行頻度等」については、市民意見に対する
市・協議会の基本的な考え方（９）をご参照ください。

59 東部

間谷住宅から箕面駅間の阪急バスの新ルートについて、現
行ルート（山麓線を通って箕面駅へ行くルート）を残して
いただきたい。
その上で箕面萱野駅へも寄るルートを新設して下さい。

○「箕面山麓線の廃止及び（仮）粟生・萱野線での代替に
反対」については、市民意見に対する市・協議会の基本的
な考え方（４）をご参照ください。

○限定されたエリアの中で、同一目的地への複数ルートを
同時に運行することは、需要の分散が想定されるため慎重
に検討してまいります。

60 東部

間谷住宅から千里中央より近い駅（箕面萱野）ができるの
で、間谷住宅から宮ノ前、粟生団地を通り今宮を西に直進
して、白島の交差点を左折し、箕面萱野駅に行く最短コー
スを望む。
従来の千里中央駅から間谷住宅に行くルートは減便して、
上記のルートの新設を望む。

○「既存の箕面山麓線をベースとした箕面萱野駅経由路線
の設定」については、市民意見に対する市・協議会の基本
的な考え方（４）をご参照ください。

○千里中央から間谷住宅までの粟生団地線を含む、各路線
の運行頻度については、今後検討を進めてまいります。

61 東部

間谷に第１期に引越してまいりました。
箕面駅行き今迄のルートで増便を要望致します。

○「箕面山麓線の廃止に反対」については、市民意見に対
する市・協議会の基本的な考え方（４）をご参照くださ
い。

○「運行頻度の増便」については、市民意見に対する市・
協議会の基本的な考え方（８）をご参照ください。
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（２）地域公共交通計画（素案）の方向性に対する市民意見（ルート案）
　　 ②箕面山麓線に関すること　１２９件

No. 地域 意見 市・協議会の考え方

62 東部

只一件!!
間谷住宅⇔阪急箕面駅
上記直行便（山麓線）は絶対に残して下さい。お願い致し
ます。

「箕面山麓線の廃止に反対」については、市民意見に対す
る市・協議会の基本的な考え方（４）をご参照ください。

63 東部

間谷住宅⇒粟生団地⇒箕面池田線を通り⇒箕面萱野駅に行
くルートを提案します。

○「既存の箕面山麓線をベースとした箕面萱野駅経由路線
の設定」については、市民意見に対する市・協議会の基本
的な考え方（４）をご参照ください。

64 東部

今まで梅田方面へは３０分以上かけて千里中央までバスで
行き、御堂筋線で行く事が多かったですが、時間帯によっ
ては箕面駅までバスで行き阪急を使った方が速くて安く、
たまに利用していました。
今回の案ではR171経由で遠まわりな上、時間もかなりかか
り、その上運賃も高くなるのでは全く利便性がありませ
ん。
そして箕面かやの駅へも時間がかかるのであれば御堂筋線
の利用も今まで通り千中経由の方を選択し、せっかくの始
発駅の利用がし辛いを思います。
間谷住宅から箕面駅へのルートは今まで通り山麓線経由を
強く要望します。

○「箕面山麓線の廃止及び（仮）粟生・萱野線での代替に
反対」については、市民意見に対する市・協議会の基本的
な考え方（４）をご参照ください。

○「各路線の運賃等」については、市民意見に対する市・
協議会の基本的な考え方（９）をご参照ください。

65 東部

阪急箕面駅行の連絡バスを残したい。新駅萱野箕面駅への
所要時間短く連絡バスがあると便利。
〈提案経路〉
間谷住宅→粟生団地バスターミナル→山麓線→白島→（左
折）→箕面萱野駅→171号線へ→萱野三平邸（萱野三丁
目）前を右折（木曽路前とコープ前の十字路）→市役所前
右折→箕面駅
※メリット　○病院へも、市役所にも便利
○箕面萱野駅へ短時間に行ける。

○「既存の箕面山麓線をベースとした箕面萱野駅経由路線
の設定」については、市民意見に対する市・協議会の基本
的な考え方（４）をご参照ください。

○いただきましたご意見は今後の検討の参考にさせていた
だきます。

66 東部
阪急箕面駅に行く（山ろく線を通る）バス（今迄通りのバ
ス）が無くなると困る。
箕面かやの駅に行くのは、御堂筋線に乗る為。わざわざ遠
まわりして阪急箕面駅に行くのは変!!
箕面新駅が出来て便利になると期待しているのに不便にな
る様な事は望んでいない。

「箕面山麓線の廃止及び（仮）粟生・萱野線での代替に反
対」については、市民意見に対する市・協議会の基本的な
考え方（４）をご参照ください。

67 東部

箕面市に新しい駅ができ、間谷住宅から近いにも関わら
ず、遠回りのルートでしか行けないのは、箕面市民として
おかしい話です。間谷住宅→粟生団地→石丸→箕面萱野駅
は当然ないといけないルートです。
駅ができても駅まで時間がかかる、本数が少ないならば駅
を造った意味がありません。
駅ができたならば便利にならなければなりません。高齢化
が進みマイカー返上する人が増える中、尚更バスの利用価
値が上がり、便利になる必要があります。必ず間谷住宅→
粟生団地→石丸→箕面萱野駅ルートをお願いします。箕面
行きは今まで通りお願い致します。

○箕面市内の路線バスについては、これまでも利用者が減
少傾向にあり、北大阪急行線の延伸によってさらなる利用
者の減少が見込まれる中で、持続可能な公共交通とするた
め、採算の確保を見極めつつ最大の利便性をめざすという
観点をふまえ計画策定を進めてまいります。

○「箕面山麓線の廃止に反対、既存の箕面山麓線をベース
とした箕面萱野駅経由路線の設定」については、市民意見
に対する市・協議会の基本的な考え方（４）をご参照くだ
さい。

68 不明

○間谷住宅⇔箕面は、現行ルートが最短であり、尼谷、豊
川支所前、豊川住宅前の３ヶ所で十分な本数は確保されて
いるので、豊川住宅前を通る必要はなく、ルート変更する
ならば、「間谷住宅～粟生団地～白島北～萱野駅～芝西～
市役所～箕面駅」のルートで良いかと思う。

○「箕面山麓線の廃止及び（仮）粟生・萱野線での代替に
反対」については、市民意見に対する市・協議会の基本的
な考え方（４）をご参照ください。

○いただきましたご意見は今後の検討の参考にさせていた
だきます。
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（２）地域公共交通計画（素案）の方向性に対する市民意見（ルート案）
　　 ②箕面山麓線に関すること　１２９件

No. 地域 意見 市・協議会の考え方

69 東部
①現在の間谷住宅から箕面駅への直行ルート存続を希望し
ます。
・聖母被昇天中高や箕面駅から阪急電車に乗って通学（雲
雀丘、関学等）する学生にとって著しく影響大。
・買物やレジャー（滝道ハイキング、スパーガーデン、市
民ホール等）で利用する機会多く、かなりの遠回りルート
になると利用しなくなり、全体で見たとき阪急バス利用者
が逆に減るのではないか。
・箕面駅周辺に用事がある人は遠回りルートになると時間
も金もかかるのでバスを利用せず、マイカーを利用するこ
とになり、かえって箕面駅周辺の道路・駐車場の混雑を招
くのではないか。

○「箕面山麓線の廃止に反対」については、市民意見に対
する市・協議会の基本的な考え方（４）をご参照くださ
い。

70 東部
昨年車を手離して随分とバスを利用する様になっていま
す。以前より箕面市内の東西の路線の本数があまりにも少
なすぎと感じていました。今回提示されたルートでは箕面
駅迄の所要時間が長くなるので次の事を要望します。
従来の間谷住宅－白島－箕面駅（箕面萱野駅通らない）の
ルートは必ず残してほしい。

「箕面山麓線の廃止及び（仮）粟生・萱野線での代替に反
対」については、市民意見に対する市・協議会の基本的な
考え方（４）をご参照ください。

71 東部

・箕面萱野駅経由箕面駅行きルートとして、粟生団地から
豊川住宅前へ行くのではなく、山麓線から箕面萱野駅へ経
由ルートにして欲しい。豊川住宅前経由は、千里中央行き
と時間的メリットが無い。

「既存の箕面山麓線をベースとした箕面萱野駅経由路線の
設定」については、市民意見に対する市・協議会の基本的
な考え方（４）をご参照ください。

72 東部

現在、間谷住宅に住んで２０年になりますが、環境も良
く、落ち着いていて住みやすい街でとても気に入っていま
す。この先もずっと住み続けたいと思っていますが、唯一
不安なのが、交通の利便性です。
駅や学校が遠いので、バスの利用は欠かせないのですが、
本数が少なく、現時点でも便利とは言えません。その結
果、バスの利用を回避して、自転車や車での送迎に頼らざ
るを得ないのが現状です。
それなのに、ルートの変更でさらに不便になるなんて、絶
対に反対です!!いずれ運転できなくなっても、将来的には
バスの路線がもっと便利になっているはずだからこの街に
住み続けられるだろう…と考えていたのにがっかりです。
バスの本数や価格などの条件が整えば、もっと利用者が増
え、高齢者も外に出て行きやすいのではないでしょうか。
とにかく、今迄の箕面駅へ行く路線については、無くして
ほしくないです。子供達もとてもがっかりしています。

○「箕面山麓線の廃止及び（仮）粟生・萱野線での代替に
反対」については、市民意見に対する市・協議会の基本的
な考え方（４）をご参照ください。

○また、公共交通の維持存続には、ご利用いただくことが
重要である点について、ご理解ください。

73 東部

（１）①千里中央行き（北千里駅経由、現行と変わらず）
②箕面駅行き（府道９号線を通り現行と変わらず、または
途中で箕面萱野駅を経由）
に加えて、③箕面萱野駅行き（府道９号線を通り白島から
南下）
の３ルートを間谷住宅から出して欲しい。

○間谷住宅から北千里駅を経由し、千里中央駅へ接続する
粟生団地線は存続するルート案となっています。

○「箕面山麓線の廃止に反対」については、市民意見に対
する市・協議会の基本的な考え方（４）をご参照くださ
い。

○限定されたエリアの中で、同一目的地への複数ルートを
同時に運行することは、需要の分散が想定されるため慎重
に検討してまいります。
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（２）地域公共交通計画（素案）の方向性に対する市民意見（ルート案）
　　 ②箕面山麓線に関すること　１２９件

No. 地域 意見 市・協議会の考え方

74 東部

（２）各ルートの位置付けとして、以下のように考える。
①⇒間谷住宅等エリアから北千里駅へ行く（阪急千里線を
利用）or171号線沿いから千里中央駅へ行く（北大阪急行
を利用）
②⇒箕面駅周辺へ行く
③⇒箕面萱野駅周辺へ行く（キューズモール、または北大
阪急行を利用）
それぞれの目的に応じて乗客を目的地まで直接運ぶのが効
率が良く、運賃も安くなり、巡回できる頻度も増すので、
利用者にとって都合が良い。③は、萱野駅周辺のお店、習
い事などに利用する方も多いと見込まれるので、高頻度に
した方が、バス会社からしても収益が見込めるのではない
かと考える。
また、①と③を共存させることによって、北大阪急行を利
用する客を分散させることができ、バス内の込み合いも緩
和できると考える。

○利便性の観点に加え、採算性や効率性などの観点もふま
え総合的に検討を進め、それぞれが持続可能な路線となる
よう計画策定を進めてまいります。

○「バスの運行頻度」については、市民意見に対する市・
協議会の基本的な考え方（９）をご参照ください。

75 東部
山麓線を通るバス路線が無くなる事に反対。（箕面行）
箕面市民であるのに箕面までが時間がかかるし、山麓線の
途中に用事があっても行けない。

「箕面山麓線の廃止及び（仮）粟生・萱野線での代替に反
対」については、市民意見に対する市・協議会の基本的な
考え方（４）をご参照ください。

76 東部

箕面萱野駅行きの直行便を希望します。駅が開通したら大
阪市内の方への通勤に利用したいと考えているのですが、
今のルート案では時間がかかりすぎて不便です。
せめて通勤、通学の時間帯だけでも直行便を希望します。
どうぞよろしくお願い致します。

「箕面山麓線の廃止及び（仮）粟生・萱野線での代替に反
対」については、市民意見に対する市・協議会の基本的な
考え方（４）をご参照ください。

77 東部

箕面駅行きルートについて
○箕面駅行きは今のルートを残してほしい。

「箕面山麓線の廃止に反対」については、市民意見に対す
る市・協議会の基本的な考え方（４）をご参照ください。

78 東部
粟生団地からルートが変更されるということですが、今の
ルートは山ろく線を通っており、時間も早くありがたい。
間谷住宅を通ってもらえることも脳梗塞をした私にとって
ありがたい。粟生団地からのルートは他のバスも行ってお
り新しく萱野中央行きのバスを通せばよいことであり箕面
行きは遠くなることもあり、不便。そのままにしてほしい
と願います。福祉バスがイオンに止まるので、私はゆずる
バスを利用しようと思います。阪急バスは今のままでよい
と思います。

○「箕面山麓線の廃止及び（仮）粟生・萱野線での代替に
反対」については、市民意見に対する市・協議会の基本的
な考え方（４）をご参照ください。

○路線バスの再編内容が確定した後に、オレンジゆずるバ
スの運行ルート等の再編についても検討を進めていく予定
です。

79 東部
現状でも箕面駅に行くのに１時間に１本しかなくて不便で
あるのに、ましてやこれ以上時間がかかるのは間谷住宅に
とって非常に不便極まりないです。自家用車がない高齢者
に取っては長い間バスに揺られるのは身体の負担になりま
す。故に新ルート案は１時間に一本に加えて、間谷住宅→
粟生団地→（途中省略）→白島→箕面萱野駅というルート
を加えて頂きたいと存じます。

「箕面山麓線の廃止及び（仮）粟生・萱野線での代替に反
対、既存の箕面山麓線をベースとした箕面萱野駅経由路線
の設定」については、市民意見に対する市・協議会の基本
的な考え方（４）をご参照ください。

80 東部

箕面行山麓線を良く利用するのでなくなることは反対で
す。高齢で車運転を止めました。

「箕面山麓線の廃止に反対」については、市民意見に対す
る市・協議会の基本的な考え方（４）をご参照ください。
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（２）地域公共交通計画（素案）の方向性に対する市民意見（ルート案）
　　 ②箕面山麓線に関すること　１２９件

No. 地域 意見 市・協議会の考え方

81 東部

①現状　
○住民の高令化→運転免許証の返納→交通難民の増加→巣
ごもり老人の増加
②差別
○市民病院への不便
○新市民文化会館等の不便
③期待　
○新駅により市中心部への２０分程度の所用時間を期待
（現状、千里中央駅へ３５分）（山麓線経由）
○一市民とし市内での買物は楽しみたい。
④手段
○市中心部の活性化は市発展の為め重要。人々の集合の手
段として交通の利便性は重要。
○ゆずるバスの直行便も無理。阪急バスの利便性も期待ハ
ズレ。間谷地区、粟生団地地区の利便性の為めには市税
も。

○「既存の箕面山麓線をベースとした箕面萱野駅経由路線
の設定」については、市民意見に対する市・協議会の基本
的な考え方（４）をご参照ください。

○北大阪急行線の延伸を契機として、箕面市内がより魅力
的なまちとなり持続的に発展できるよう、関係部局とも連
携しながら計画策定を進めてまいります。

82 東部

新たなルートでは、箕面駅へのルートが遠回りで所要時間
がかかりすぎるので、これまでのルートを維持して欲し
い。また、箕面萱野駅まで直通便があれば、現在、千里中
央を利用して通勤している市民も利用すると思われる。箕
面市の商業施設であるキューズモール等の利用者が増え、
箕面市の活性化が図かれる。新ルート案であれば、時間も
要するため、箕面駅や箕面萱野駅の利用者が減少する可能
性がある。但し、運行数を増やしたり、ゆずるバスの運行
数が増便されるのであれば良いと思うが。

○「箕面山麓線の廃止及び（仮）粟生・萱野線での代替に
反対」については、市民意見に対する市・協議会の基本的
な考え方（４）をご参照ください。

○「運行頻度の増便」については、市民意見に対する市・
協議会の基本的な考え方（８）をご参照ください。

83 東部
案の②箕面駅行きから
豊川住宅前→新家→今宮の部分を省き、
間谷住宅⇔宮の前⇔粟生団地⇔箕面萱野駅⇔坊島⇔箕面駅
とする。
豊川住宅前→新家→今宮の部分は案の①千里中央行きの
ルートに含まれる。この部分を省略することによって箕面
萱野駅と箕面駅に到達する時間が短縮され利便性が向上す
る。
（希望、ルート案①②共本数を多くして下さい。）
※変更理由の説明

○「既存の箕面山麓線をベースとした箕面萱野駅経由路線
の設定」については、市民意見に対する市・協議会の基本
的な考え方（４）をご参照ください。

○「運行頻度の増便」については、市民意見に対する市・
協議会の基本的な考え方（８）をご参照ください。

84 東部

間谷住宅→宮の前→粟生団地→外院→青松園前→石丸→白
島北→白島→箕面萱野
現行の箕面駅行と同じ山麓線を通るルートを希望します。

「既存の箕面山麓線をベースとした箕面萱野駅経由路線の
設定」については、市民意見に対する市・協議会の基本的
な考え方（４）をご参照ください。

85 東部
従来の間谷住宅～箕面駅行山麓線経由で白島から箕面萱野
駅経由箕面駅行を希望します。さらに箕面萱野駅直行便の
増設を希望します。
理由：北大阪急行線延伸後は箕面萱野駅を利用したい。新
しく出来た複合文化施設（図書館、劇場等）さらには新し
く出来る市立病院の利用に便利。

「既存の箕面山麓線をベースとした箕面萱野駅経由路線の
設定」については、市民意見に対する市・協議会の基本的
な考え方（４）をご参照ください。

86 東部

②箕面駅行き（箕面萱野駅経由）
②－１　箕面駅行きはこれまでも僅かの本数しかなく、今
後も山麓線利用の直行する。
②－２　箕面萱野駅からは当然阪急箕面駅行きバスルート
が構築されるはず。
②－３　提案の小野原～今宮R171利用では箕面萱野駅まで
時間節約メリットが少ない。「豊川住宅」「小野原」「新
家」エリアから箕面萱野駅方面への便宜も考慮し、〈全便
数の60～70％　間谷住宅～粟生団地～青松園前～白島～箕
面萱野〉
〈残りを提案の小野原～今宮R171利用とすべきである。〉

○「箕面山麓線の廃止に反対」については、市民意見に対
する市・協議会の基本的な考え方（４）をご参照くださ
い。

○「各路線の運行頻度等」については、市民意見に対する
市・協議会の基本的な考え方（９）をご参照ください。

○限定されたエリアの中で、同一目的地への複数ルートを
同時に運行することは、需要の分散が想定されるため慎重
に検討してまいります。
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（２）地域公共交通計画（素案）の方向性に対する市民意見（ルート案）
　　 ②箕面山麓線に関すること　１２９件

No. 地域 意見 市・協議会の考え方

87 東部

①箕面萱野駅行きのバスは171号線を通らずに粟生団地か
ら山ろく線を通って運行していただきたい。現状千里中央
行きで171号線を通行しているのとその方が時間がかから
ないので。

「既存の箕面山麓線をベースとした箕面萱野駅行の設定」
については、市民意見に対する市・協議会の基本的な考え
方（４）をご参照ください。

88 東部

現行の箕面行きバス路線が変更されるのが残念でなりませ
ん。
小野原経由外院の里経由、そして171号線を経由しての箕
面行きは納得出来ません。そして、あえて箕面萱野駅にア
クセスするならば、青松園前から南下して今宮の手前に新
設中の東西線経由が望ましいと思います。その場合箕面萱
野駅のバス停は箕面行きの時間短縮のためイオン北側東西
線に設置して頂きたいと思います。

○「箕面山麓線の廃止及び（仮）粟生・萱野線での代替に
反対、既存の箕面山麓線をベースとした箕面萱野駅経由路
線の設定」については、市民意見に対する市・協議会の基
本的な考え方（４）をご参照ください。

○箕面萱野駅への運行ルートやバス停の位置等について
は、今後検討を進めてまいります。

89 東部

○あえて途中、箕面萱野駅にアクセスするなら、新駅のバ
ス停設置場所等を勘案すれば、青松園前から南下、今宮の
手前で新設（予定）の東西線経由が望ましい。

「既存の箕面山麓線をベースとした箕面萱野駅経由路線の
設定」については、市民意見に対する市・協議会の基本的
な考え方（４）をご参照ください。

90 東部

○箕面萱野駅⇒白島北⇒山麓線⇒粟生団地⇒間谷住宅
○間谷住宅発⇒粟生団地⇒山麓線⇒白島北⇒箕面萱野駅
○間谷住宅⇒箕面駅　山麓線のみ通るルートの存続
以上３点お願いします。

「箕面山麓線の廃止に反対、既存の箕面山麓線をベースと
した箕面萱野駅経由路線の設定」については、市民意見に
対する市・協議会の基本的な考え方（４）をご参照くださ
い。

91 東部

○箕面萱野駅⇒白島北⇒山麓線⇒粟生団地⇒間谷住宅
○間谷住宅発⇒粟生団地⇒山麓線⇒白島北⇒箕面萱野駅
○間谷住宅⇒箕面駅　山麓線のみ通るルートの存続
以上３点お願いします。

「箕面山麓線の廃止に反対、既存の箕面山麓線をベースと
した箕面萱野駅経由路線の設定」については、市民意見に
対する市・協議会の基本的な考え方（４）をご参照くださ
い。

92 東部

☆箕面萱野駅⇒白島北⇒粟生団地⇒山麓線⇒間谷住宅
☆間谷住宅⇒粟生団地⇒白島北⇒箕面萱野駅
☆間谷住宅⇒箕面駅　山麓線のみ通るルートの存続
以上３点希望します。

「箕面山麓線の廃止に反対、既存の箕面山麓線をベースと
した箕面萱野駅経由路線の設定」については、市民意見に
対する市・協議会の基本的な考え方（４）をご参照くださ
い。

93 東部
現行の箕面行で通勤に使っている。新しいルートでは、箕
面駅に行くには時間がかかりすぎる。
今の箕面行きを残したままで、新駅を経由する路線を考え
てほしい。間谷住宅から粟生団地を経由してなぜ171号線
を経由しなければならないのか。これから年令もあがり、
車を使えなくなった時の交通手段として、今の路線は残す
べきである。
千里中央行きが現行として残るのであれば新駅を使うのも
そちらから乗車して、利用すればいいのではないか！

「箕面山麓線の廃止及び（仮）粟生・萱野線での代替に反
対」については、市民意見に対する市・協議会の基本的な
考え方（４）をご参照ください。

94 東部
１）現行の間谷住宅―箕面駅駅ルートは２５分で着くので
高齢のため自家用車を利用出来ない間谷住宅住民には重要
なバスルートである。

「箕面山麓線の廃止」については、市民意見に対する市・
協議会の基本的な考え方（４）をご参照ください。

95 東部

３）現行の箕面直行便の存続を切望します。
「箕面山麓線の廃止に反対」については、市民意見に対す
る市・協議会の基本的な考え方（４）をご参照ください。
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96 東部

４）箕面ルートに萱野駅を組み込む場合は171号線経由で
はなく、間谷住宅→宮の前→粟生団地→白島北→箕面萱野
駅→坊島→箕面駅ルートを提案し、３０分間隔の増便を希
望します。

○「既存の箕面山麓線をベースとした箕面萱野駅経由路線
の設定」については、市民意見に対する市・協議会の基本
的な考え方（４）をご参照ください。

○「運行頻度の増便」については、市民意見に対する市・
協議会の基本的な考え方（８）をご参照ください。

97 東部

何のための箕面萱野駅（北急延伸）でしょうか!?
今宮交差点からまた北上し、迂回して萱野駅に行くくらい
なら今まで通り今宮経由千里中央→地下鉄に乗った方が
よっぽど早い。東部住民のなんの利便性もない！
間谷住宅→粟生団地→白島→萱野駅→箕面誰が考えてもこ
のルートをおねがいしたい。

「既存の箕面山麓線をベースとした箕面萱野駅経由路線の
設定」については、市民意見に対する市・協議会の基本的
な考え方（４）をご参照ください。

98 東部
中学生のクラブ活動で箕面市駅を利用します。新ルートだ
と必要以上に早く家を出る事になったり、無駄な所用時間
が多い。現状維持でお願いします。

「箕面山麓線の廃止及び（仮）粟生・萱野線での代替に反
対」については、市民意見に対する市・協議会の基本的な
考え方（４）をご参照ください。

99 東部
箕面駅までの既存のルートを残してほしい。聖母被昇天学
院までのルートがなくなると子供達の交通にも影響大で
す。
少し大まわりになっても良いので、白島から聖母被昇天学
院前を通る箕面行きルートを確保していただきたい!!

「箕面山麓線の廃止に反対」については、市民意見に対す
る市・協議会の基本的な考え方（４）をご参照ください。

100 東部

箕面行のバスを止めるのを止めてください。
「箕面山麓線の廃止に反対」については、市民意見に対す
る市・協議会の基本的な考え方（４）をご参照ください。

101 東部

私は箕面駅前の病院に月に数回通っており、白島北にある
耳鼻科医院にも通っています。昨年、運転免許証を返納し
たこともあり、今のバスがなくなれば非常に困ります。所
要時間もかかり、運賃も上がる新ルート（案）には反対で
す。

○「箕面山麓線の廃止及び（仮）粟生・萱野線での代替に
反対」については、市民意見に対する市・協議会の基本的
な考え方（４）をご参照ください。

○「各路線の運賃等」については、市民意見に対する市・
協議会の基本的な考え方（９）をご参照ください。

102 東部
箕面へ行くのに山ろく線だと２０分ぐらいで行けるからす
ごく良かったのに、171号線へ出るルートでは時間がかか
りすぎるのではないですか？
山麓線ルートを残して下さい。

「箕面山麓線の廃止及び（仮）粟生・萱野線での代替に反
対」については、市民意見に対する市・協議会の基本的な
考え方（４）をご参照ください。

103 東部
毎日それじゃなくても本数が少なくて、学校の行き帰りが
大変なのに、箕面まで行くのに時間かかるようにするのは
どう考えてもおかしいと思う。（私だけじゃなく、間谷住
宅から山麓線に毎日乗る人は、小学生からご高齢と幅広
く、多数います。）
それなら、その新たなルートと今ある山麓線両方ありにす
るようにした方がいいと思う。それか新しいルートとして
箕面萱野駅行きを作るかのどちらかにしてほしい！（間谷
住宅発の。）

○「箕面山麓線の廃止及び（仮）粟生・萱野線での代替に
反対」については、市民意見に対する市・協議会の基本的
な考え方（４）をご参照ください。

○限定されたエリアの中で、同一目的地への複数ルートを
同時に運行することは、需要の分散が想定されるため慎重
に検討してまいります。

104 東部

②箕面行は今のままで良いです。（わざわざ遠まわりして
箕面に行く事はない。時間、料金も上がりメリットな
し！）

○「箕面山麓線の廃止及び（仮）粟生・萱野線での代替に
反対」については、市民意見に対する市・協議会の基本的
な考え方（４）をご参照ください。

○「各路線の運賃等」については、市民意見に対する市・
協議会の基本的な考え方（９）をご参照ください。
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105 東部

「北大阪急行延伸に伴い、箕面市内のバス路線が見直され
大変便利になります！」と前市長も言われていましたの
で、期待して楽しみにしておりましたが、この度のルート
案にはがっかりしました。便利になるどころか、箕面行き
に至っては今までより不便になるとは…。
間谷住宅はモノレール彩都西駅が近くにあるから便利！と
見られがちですが、実際には彩都西駅までのバスが通って
いる訳でもなく、坂道を登り下りして徒歩だと３０分近く
かかり、通勤通学で利用してる方もかなり少なく、ほとん
どの方が北千里・千里中央行きのバスを利用されていると
思われます。
しかし、間谷住宅→千里中央までのバス所要時間は４０分
～４５分ほどかかり、国道が渋帯すれば１時間かかりま
す。この不便さを新しいバスルートが解決してくれると、
心待ちにしていました。
箕面市内で東部に位置する間谷地区住民の市内中央（かや
の中央駅・箕面駅）へのアクセスをもっと良くしてほしい
です。
●現行の箕面行き（山麓線を通るルート）はなくさないで
下さい！
●千里中央行きの本数を減らしてでも間谷住宅→かやの中
央行き（山麓線ルート）を１時間に１本でも良いので作っ
て下さい！
かやの中央→間谷住宅のルートは、阪大後地の施設へのア
クセスとしても今後便利になるのではないでしょうか。

○「箕面山麓線の廃止及び（仮）粟生・萱野線での代替に
反対、既存の箕面山麓線をベースとした箕面萱野駅経由路
線の設定」については、市民意見に対する市・協議会の基
本的な考え方（４）をご参照ください。

○大阪大学箕面キャンパスの跡地活用の方策が決定した際
には、その施設の需要等をふまえたアクセスを確保するよ
う阪急バス（株）に対して働きかけてまいります。

106 東部
今まで車に乗っていたのですが、年令と共に乗るのをやめ
ました。不便でも千里中央、箕面行と何とかバスが通って
いたのですが、学校がなくなり、又、今度バス路線が変更
されるらしく、だんだん間谷住宅は不便になってきまし
た。特に箕面に住んでいながら箕面に買物が不便で外の市
へお金をおとさなくてはなりません。それでは一向に箕面
の発展がありません。
地下鉄延長でも間谷住宅には何の恩恵もうけません。陸の
ことうです。せめて箕面に行く直行便をなくさないで下さ
い。阪急電車に乗りたくても便がなく乗れません。それと
箕面駅前通りももっと活気のある町にして下さい。

○「箕面山麓線の廃止に反対」については、市民意見に対
する市・協議会の基本的な考え方（４）をご参照くださ
い。

○北大阪急行線の延伸を契機として、箕面市内がより魅力
的なまちとなり持続的に発展できるよう、関係部局とも連
携しながら計画策定を進めてまいります。

107 東部
提言
ルート（主なバス停のみ）直通便
間谷住宅⇒宮の前⇒粟生団地⇒青松園前⇒白島北⇒箕面萱
野駅⇒…⇒箕面駅

「既存の箕面山麓線をベースとした箕面萱野駅経由路線の
設定」については、市民意見に対する市・協議会の基本的
な考え方（４）をご参照ください。

108 東部
せっかく新しい駅が出来るのに間谷住宅の住民は不便なま
まのバスルートに納得いきません。現行の千里中央行きの
内間谷住宅―粟生団地をそのまま山麓線を通って白島から
箕面萱野駅に行くルートを望みます。

「既存の箕面山麓線をベースとした箕面萱野駅経由路線の
設定」については、市民意見に対する市・協議会の基本的
な考え方（４）をご参照ください。

109 東部
◎間谷住宅→粟生団地→白島→箕面萱野駅
箕面市は箕面市民に通勤、通学、買物等に便利で喜んでも
らえるバスルートを考えてほしいです。

「既存の箕面山麓線をベースとした箕面萱野駅経由路線の
設定」については、市民意見に対する市・協議会の基本的
な考え方（４）をご参照ください。

110 東部

◎箕面駅行きは現行のルートでいいです。
「箕面山麓線の廃止に反対」については、市民意見に対す
る市・協議会の基本的な考え方（４）をご参照ください。

111 東部
○間谷住宅も高齢化になってきています。最寄りの駅に行
くのにバスを利用しないと行けないので所要時間が長いと
高齢者にはすごく苦痛になります。今までどおりでお願い
します。

「箕面山麓線の廃止及び（仮）粟生・萱野線での代替に反
対」については、市民意見に対する市・協議会の基本的な
考え方（４）をご参照ください。

112 東部

間谷住宅から171号線を経由せず、箕面萱野駅への直行便
を希望します。案によりますと時間がかかりすぎます。ま
た１時間に一本では始発駅のメリットがありません。よろ
しく再考願います。

○「既存の箕面山麓線をベースとした箕面萱野駅経由路線
の設定」については、市民意見に対する市・協議会の基本
的な考え方（４）をご参照ください。

○「運行頻度の増便」については、市民意見に対する市・
協議会の基本的な考え方（８）をご参照ください。
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113 東部
現行の山麓線経由の間谷住宅―箕面駅ルートの存続は必須
です。北大阪急行線が延伸して、その恩恵を一番感じるの
は、もし、間谷住宅―箕面萱野駅への直通便orシャトルバ
スでの直行が新設される事です。Q'sモールで楽しむのはも
とより、このルートがあれば千里中央や梅田方面ともつな
がり、一気に行動範囲が広がり、便利になります。
この間谷住宅も入居が始まってから４５年が経過し、当時
は自家用車で移動していた人達も、いまでは公共交通に頼
るしか移動手段のない人がふえています。
どうぞ御一考下さい。

「箕面山麓線の廃止に反対」については、市民意見に対す
る市・協議会の基本的な考え方（４）をご参照ください。

114 東部
１．間谷住宅から阪急箕面駅への直通バス路線をなくすこ
とは絶対に反対です。間谷住宅が出来てから約５０年、阪
急箕面駅は地下鉄では行けない池田、川西、方面、梅田、
神戸方面へも最短時間で安価です。ずっと住みついている
（不便だが良好地）。箕面市民の足を地下鉄が延びたから
といって市民の足をもぎとるようなことはしないで欲し
い。新しいルートの箕面駅行きの真中の５駅を回って箕面
駅へいくようなことを考えだしたのはどこの誰ですか。た
とえ、どんな赤字路線になろうともどんな理由もいらな
い、許すことのできない案です。最低限何をけずっても山
ろく線の直通バス路線を残すことが当然であり、強く要望
する。あらゆる手段を使ってでも存続できるよう行動した
いと思っています。

「箕面山麓線の廃止及び（仮）粟生・萱野線での代替に反
対」については、市民意見に対する市・協議会の基本的な
考え方（４）をご参照ください。

115 東部

②現状のままを希望します＋本数を増やしてほしいです。
現在箕面駅まで３０分で行けるので、今回の（案）は遠回
りの上、時間もかかり運賃も高くなるので、現在１時間に
１本で不便なので、現状のルートのまませめて２本～３本
に増やしてほしいです。宜しくお願い致します。

○「箕面山麓線の廃止及び（仮）粟生・萱野線での代替に
反対」については、市民意見に対する市・協議会の基本的
な考え方（４）をご参照ください。

○「運行頻度の増便」については、市民意見に対する市・
協議会の基本的な考え方（８）をご参照ください。

116 東部

ここ数年の箕面行政はとても偏っている様に思えます。阪
大が移転、市の管轄になり、門は酷く閉鎖され、彩都西駅
への道は利用不能になりました。いろいろな施設を萱野・
船場に集中するのであれば、どこからでも利用しやすいよ
うに交通網を整へるべきだと思います。その観点から
○箕面駅行きルートはそのままにして、間谷から萱野行き
の新ルートを開設してほしい。（時間的にも運賃の面でも
不便になるので。）

○バス路線再編によって、箕面市内各地域から箕面萱野駅
や箕面船場阪大前駅へアクセスすることができるよう計画
策定を進めてまいります。

○「箕面山麓線の廃止に反対」については、市民意見に対
する市・協議会の基本的な考え方（４）をご参照くださ
い。

117 東部
私は車の運転はしますが、箕面行は必ず阪急バスを利用し
ています。箕面滝道への散歩、友達の家を訪問するetc.
様々ですが、バスで行きます。最短距離でとっても良いと
思っています。
せめて一日に何便かこのルートを残して欲しいと切に願い
ます。よろしくお願い致します。

「箕面山麓線の廃止に反対」については、市民意見に対す
る市・協議会の基本的な考え方（４）をご参照ください。

118 東部
☆間谷住宅→山麓線→箕面駅の現行を失くさず、②案の追
加にして頂きたい。

「箕面山麓線の廃止に反対」については、市民意見に対す
る市・協議会の基本的な考え方（４）をご参照ください。

119 東部

③箕面萱野駅ができた場合は、間谷住宅から白島経由ノ直
行便ガ欲しい。

「既存の箕面山麓線をベースとした箕面萱野駅経由路線の
設定」については、市民意見に対する市・協議会の基本的
な考え方（４）をご参照ください。

120 東部
最寄の阪急北千里駅から阪急電車が延長され、住宅近くに
駅が出来るという事で阪急間谷住宅を購入し生活をして来
ました。実際は１時間にバスが１本という不便な生活を車
の生活を余儀なく、車の免許を取り生活をして来ました
が、後期高齢者となり近いうちに免許を返上し、公共交通
機関を利用させて頂こうと思っていた矢先に、箕面駅ま
で、今迄の倍以上の時間がかかる路線変便。高齢者にとっ
て体力、気力、経済力等衰えてきた年寄には少し酷な事で
す。せめて現状維持をお願いしたく思います。

「箕面山麓線の廃止及び（仮）粟生・萱野線での代替に反
対」については、市民意見に対する市・協議会の基本的な
考え方（４）をご参照ください。
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（２）地域公共交通計画（素案）の方向性に対する市民意見（ルート案）
　　 ②箕面山麓線に関すること　１２９件

No. 地域 意見 市・協議会の考え方

121 東部
「間谷住宅入口」から阪急バスを利用しています。箕面萱
野駅までのルートが山麓線経由ではなく、171号線今宮交
差点を北上する、かなり遠回りのルートであることを知
り、間谷住民にとっては最悪の案だと思いました。箕面行
きも171号線ルートに変更され、増々不便な状況になって
しまいます。
箕面行き、千里中央行きとも、新設される箕面萱野駅ま
で、最短の山麓線経由を切に希望します。よろしくお願い
します！

「箕面山麓線の廃止及び（仮）粟生・萱野線での代替に反
対、既存の箕面山麓線をベースとした箕面萱野駅経由路線
の設定」については、市民意見に対する市・協議会の基本
的な考え方（４）をご参照ください。

122 東部
○北急延伸に伴う公共交通計画として「箕面萱野」を基点
としてルート設定するのは当然のことかも知れないが、現
行の粟生間谷方面から箕面駅の山麓線ルートの見直し（廃
止）には反対です。

「箕面山麓線の廃止に反対」については、市民意見に対す
る市・協議会の基本的な考え方（４）をご参照ください。

123 東部

○「箕面萱野」から箕面駅のルートとして桜通りに集中さ
せるのは現在の道路幅員、交通量を考えると相当な渋滞、
道路混雑が想定されます。その為にも山麓線ルートは維持
すべきと考えます。

○「市道箕面今宮線にバス路線を集中させることに反対」
については、市民意見に対する市・協議会の基本的な考え
方（５）をご参照ください。

○「箕面山麓線の廃止に反対」については、市民意見に対
する市・協議会の基本的な考え方（４）をご参照くださ
い。

124 東部

☆市民の生活を守るバス路線を増便して下さい。
阪急バスとゆずるバスは私たちの粟生団地では生活に必要
なバス路線です。箕面山麓線は箕面駅に行くためのバスで
す。廃止にしないで下さい。今でも一時間に一本でゆずる
バスと同じ時間の出発時間です。３０分に１本に増便して
いただきたい。すべての路線を箕面萱野駅に集中するので
はなく箕面市内を循環する、東西をむすび箕面市内での充
実できるバス路線にしていただきたい。

【再掲】
○「運行頻度の増便」については、市民意見に対する市・
協議会の基本的な考え方（８）をご参照ください。

○「箕面山麓線の廃止に反対」については、市民意見に対
する市・協議会の基本的な考え方（４）をご参照くださ
い。

○市内における円滑な東西移動が実現できるよう計画策定
を進めてまいります。

125 東部

・新駅を利用したいが、バス路線再編案を拝見した限り、
間谷住宅発のバスは北千里駅に行くのと時間的に変わらな
いと思い、残念です。
山麓線を残して、そちらに新駅を経由する形にしてほしい
です。（再編案では、新駅を利用しずらい為）

「既存の箕面山麓線をベースとした箕面萱野駅経由路線の
設定」については、市民意見に対する市・協議会の基本的
な考え方（４）をご参照ください。

126 東部

間谷住宅に住んでからずっとバスを利用しています。間谷
から千里中央へのバスルートは現行のままとした計画案を
見てがっかりしています。なぜ速くて便利な箕面萱野駅に
行かないのですか？通勤、通学を考えた時次のバスルート
を希望します。
間谷住宅→粟生団地→白島北→箕面萱野駅
箕面市地域公共交通活性化協議会の方々も一度現行のバス
路線に乗ってみて下さい。机上では私達が何を望んでいる
のかわからないと思います。箕面市全体の事ですから自治
体の意見も取り入れて下さい。

○「既存の箕面山麓線をベースとした箕面萱野駅経由路線
の設定」については、市民意見に対する市・協議会の基本
的な考え方（４）をご参照ください。

○ルート案の作成にあたっては、現状のOD調査や利用者・
市民アンケート調査の実施等により、バス利用者や市民の
みなさまの北大阪急行線延伸後のバスの利用意向を分析し
たうえでルート案を作成しています。

○「ルート案の作成のベースとなった各調査の概要や分析
結果のルート案の反映のしかた」については、市民意見に
対する市・協議会の基本的な考え方（２）及び（３）をご
参照ください。

127 中部
≪意見≫

箕面山麓線を廃止し、彩都線・北大阪ネオポリス線を箕
面駅発着如意谷経由に再編し、（仮）粟生・萱野線を新設
するのは、彩都・止々呂美や、小野原・外院の里から箕面
駅へのアクセスが良くなり、また、箕面今宮線を走る方が
府道9号線より需要が見込めるため賛成である。

引き続き持続可能な公共交通の実現のため、採算の確保を
見極めつつ最大の利便性をめざすという観点をふまえ計画
策定を進めてまいります。
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（２）地域公共交通計画（素案）の方向性に対する市民意見（ルート案）
　　 ②箕面山麓線に関すること　１２９件

No. 地域 意見 市・協議会の考え方

129 中部

・東西の繋がりが新駅で乗り継ぐ事で便利になるとの事で
すが、乗り継ぐ事による時間的、金銭的負担が大きいで
す。是非とも山麓線を西（箕面駅）から東（粟生団地方
面）のバスルートは残してほしいです。

○「バスの乗り継ぎに伴う運賃負担増加への対策」につい
ては、市民意見に対する市・協議会の基本的な考え方
（７）をご参照ください。

○「箕面山麓線の廃止に反対」については、市民意見に対
する市・協議会の基本的な考え方（４）をご参照くださ
い。

128 西部

１．現状認識と今後の生活様式の変化について
①今後箕面市でも２０２５年問題が目の前に迫っており、
団塊の世代が後期高齢を迎える。車を手放す人が多くな
り、その人たちは通勤に大阪市内に通うより、ほとんどが
箕面市周辺で日常を過ごすことが多くなる。
②コロナ禍の中、オンラインでの活動が増え、またベッド
タウンの箕面市から大阪市内への通勤というこれまでの行
動パターンが大きく変わることが予想される。
２．公共交通の利用の変化
計画では萱野中央を基点として、路線バスを走らせること
になっている。地下鉄の延伸で大阪市内への所要時間は短
くなるかもしれないが、大阪市内へよりも箕面市内での市
民の足の確保を考える必要がある。そのためには路線バス
だけでなく、いわゆるオレンジゆずるバスとの組み合わせ
を想定した計画が必要である。そしてその結果として、路
線バスを利用する人が増えることを期待します。
３　具体的な路線について
①山麓線のバスルート廃止と桜通りのバスルート増便につ
いて
　箕面市ではかつて、山麓部に東西に幅広い道路を作り、
狭い現在の桜通りの路線バスをそちらに移す計画だったと
聞いている。しかし、現実には箕面駅前から桜通りを通っ
て、新御堂に入り、千里中央行のバスが走っている。道路
拡幅ができず、現在でもバスがすれ違うときには、待機し
ている状況である。一方長年の懸案だった、箕面市の東西
を結ぶバス路線が山麓線を走ることになった。今回、この
広い道路のバス路線を廃止し、現在の桜通りに３ルートの
バスを走らせるという素案には納得できない。歩道が部分
的にしか整備されておらず、歩行者が安心して歩けないだ
けでなく、ますます渋滞を招くことが予想される。
②箕面の山麓部の交通
　如意谷住宅には社会的実験が計画されているが、ルミナ
スや青松園など、車を前提とした住宅開発された地域はい
ずれも南北にかなりの高低差があり、車をあきらめた高齢
者が、家に閉じこもることなく、市民として活動を続ける
ためには、移動の自由が保障されなくてはならない。
４，計画の策定の進め方について
そのための公共交通を整備は住民と一緒に計画すべきで、
今回の素案の後、各地域に入っていってどういう交通手段
とルートを想定すべきか問題提起しながら、市民参加で考
える検討会をたちあげてほしい。そうしてこそ、身近なバ
スとして市民に愛される交通機関になるのではないでしょ
うか？　以上

○箕面市内の路線バスについては、これまでも利用者が減
少傾向にあり、北大阪急行線の延伸や新型コロナウイルス
感染症の影響による生活様式の変容等によってさらなる利
用者の減少が見込まれる中で、持続可能な公共交通とする
ため、採算の確保を見極めつつ最大の利便性をめざすとい
う観点をふまえ計画策定を進めてまいります。

○「オレンジゆずるバスとの組み合わせを想定した計画が
必要」については、市民意見に対する市・協議会の基本的
な考え方（１０）をご参照ください。

○「市道箕面今宮線にバス路線を集中させることに反対」
については、市民意見に対する市・協議会の基本的な考え
方（５）をご参照ください。

○市道箕面今宮線の安全・円滑な交通の確保、周辺環境の
改善については、歩道の整備など、関係部局とも連携しな
がら対策を進めてまいります。

○如意谷や青松園地域等の山麓部について、路線バスやオ
レンジゆずるバス等により可能な限り移動手段を確保でき
るよう計画策定を進めてまいります。大型車両での運行が
困難な地域においては、将来的な技術進展が期待される小
型車両での運行なども視野に研究を進めてまいります。

○路線バスの再編については今後もパブリックコメント等
を通じて市民のみなさまからご意見をいただき計画策定を
進めるとともに、オレンジゆずるバスの再編の検討にあ
たっては、市民のみなさまにもご参加いただくことを検討
しております。また、ご要望に応じて出張説明会も開催い
たしますので、お問い合わせください。
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1 東部

②箕面市西部地区から千里中央行きが残ることが、他の箕
面駅、ルミナス、粟生団地などから千里中央行きがなくな
ることとの不公平感をどの様に説明するのか。

北大阪急行線の延伸後、鉄道と並行するバス路線について
は、需要が大幅に減少し採算性を確保することが難しくな
ることが見込まれるため、原則廃止することとしていま
す。
箕面中央線についても、朝夕のラッシュ時は箕面船場阪大
前駅での折り返し運行となりますが、運行頻度の減る昼間
時については、箕面船場阪大前駅で車両が待機するスペー
スを確保できないことから、千里中央行きとしています。

2 西部
③箕面市の東西から箕面萱野駅への接続について、市の費
用負担のもと社会実験を実施するのであれば、それらの路
線を別々に設定するのではなく、２本をつなげて、箕面の
西部地域から箕面萱野駅を経由して小野原地域へ、小野原
地域から箕面萱野駅を経由して西部地域へ移動できる路線
として社会実験するなど市民の利便性が少しでも上がるよ
う柔軟に考えてほしい。

ご指摘の２路線については、２路線を統合してつなげるな
ど、社会実験の効果が最大限発揮されるよう、様々な運行
ルート設定の可能性も含めて協議会で協議・検討してまい
ります。

3 東部

○山手線と中央線は阪急箕面線踏切での渋滞解消のため箕
面駅北側と牧落駅北で立体交差と路線ループ化で交通渋滞
なくす

【再掲】
○市道中央線と府道箕面池田線を運行する路線について
は、すでに箕面市西部をループする形で運行しておりま
す。

○阪急箕面線については、現時点で立体交差化の予定はご
ざいません。

4 中部

4）箕面中央線の箕面萱野駅行き、（仮）箕面小野原線、
如意谷線については、社会実験区間としてきちんと検討し
ていただきたいと思います。ただし、箕面中央線は循環で
はなく、石橋駅と箕面萱野駅の往復運転として、運行回数
を増やした方が良いのではないでしょうか。

○社会実験を実施する路線については、実験期間や評価指
標をあらかじめ定めたうえで検証を行う予定です。

○箕面中央線については、一定の利用者が見込まれること
から、現行路線と同様の循環路線とするルート案としてい
ます。

5 中部
・箕面中央線と（仮）箕面小野原線で箕面萱野駅行を設定
するのは、箕面萱野駅のターミナルとしての機能が向上
し、西部・東部地域の利用者の利便性も上がるので実施す
べきだと思う。

いただきましたご意見も参考にしながら、市内における円
滑な東西移動が実現できるよう計画策定を進めてまいりま
す。

6 中部
箕面中央線を箕面駅経由に経路変更。

西部地域から箕面駅への利便性向上だけでなく、阪北線大
幅減便により、日中オレンジゆずるバスのみになり、不便
になった箕面駅箕面市役所間の利便性も向上する。

いただきましたご意見は今後の検討の参考にさせていただ
きます。

7 中部
・箕面駅より西部方面が取り残されているようです、箕面
中央線が箕面萱野駅まで伸びるのは、良いことだと思いま
す。

いただきましたご意見も参考にしながら、市内における円
滑な東西移動が実現できるよう計画策定を進めてまいりま
す。

（２）地域公共交通計画（素案）の方向性に対する市民意見（ルート案）
　　 ③箕面中央線に関すること　７件

No. 地域 意見 市・協議会の考え方
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1 中部
本計画では、箕面駅⇔箕面萱野駅間を、4 路線も走ること
になっているに対し、箕面駅⇔千里中央駅間が1 本もなく
なり、乗り換えなくモノレールへアクセスできなくなる点
や、買い物に不便を感じます。
白島線は既存の20 番系統同様、千里中央駅止まりとしてく
ださい。

「千里中央駅へのバス直通路線を存続してほしい」につい
ては、市民意見に対する市・協議会の基本的な考え方
（１）をご参照ください。

2 中部
本計画の、箕面駅⇔箕面萱野駅間を、白島線、彩都線、北
飯坂ネオポリス線、粟生萱野線の、4路線が走ることになっ
ていることに反対します。
取り下げられた「新たな都市計画道路網（案）」エリア２
の「箕面池田線～萱野東西線間」の計画理由は、箕面駅⇔
白島間の現行バス道幅が狭いためでした。
その箕面駅⇔白島間に4 路線も走らせることは、都市計画
コンセプトに矛盾しています。
彩都線、北飯坂ネオポリス線、粟生萱野線は箕面萱野駅止
まりとし、箕面駅へ行きたい場合は、箕面萱野駅または白
島で白島線へ乗り換えれば良いと思います。

○「市道箕面今宮線に今まで以上のバス路線を設定するこ
と」については、市民意見に対する市・協議会の基本的な
考え方（５）をご参照ください。

○彩都線・北大阪ネオポリス線・（仮）粟生・萱野線を箕
面駅行きとすることは、円滑な東西移動を実現するために
も必要と考えています。

3 西部

(意見)
１：路線バスの山麓線を白島線と同じ市道箕面今宮線経由
に変更することに反対、及び北大阪ネオポリス線彩都線を
箕面駅始発にし、市道箕面今宮線を経由して箕面萱野駅へ
行くルートを新設することに反対します。いずれも箕面駅
からは山麓線(府道 9 号箕面池田線)を経由することを提案
します。
1-1 そもそも、市道箕面今宮線は二車線道路にしては道路
幅が狭く、片側歩道の確保も出来ず、安全・円滑な交通を
担保出来ない道路であり、車幅２メートル以下の小型自動
車がなんとか通行できるのみで、東西交通の幹線としての
役割は果たし得ない。そこで、東西交通の幹線として府道9
号箕面池田線（1959年府道に認定、1993年主要地方道に指
定された通称山麓線）が整備され、道路構造基準令に沿っ
た12メートル幅の2車線 両側歩道の道路が整備提供され、
40km/hrの速度で安全に円滑に通行できるようになったの
で、大型車両・大型バス、小型車両等を山麓線へ誘導し、
箕面今宮線は小型自動車のみとし、その負荷を下げようと
の施策が実行された。具体的には
・積載量３トン以上の大型自動車の通行禁止、
・３０km/ｈｒの速度制限
・交差点(箕面2丁目/白島2丁目)での制限標識、および誘導
標識の設置
・交差点の改良（白島2丁目の拡幅、箕面2丁目での山麓線
への誘導）
・坊島3丁目付近の道路北側に歩道拡幅等。

【再掲】
○「市道箕面今宮線に今まで以上のバス路線を設定するこ
と」については、市民意見に対する市・協議会の基本的な
考え方（５）をご参照ください。

○市道箕面今宮線の安全・円滑な交通の確保については、
歩道の整備など、道路担当部局とも連携しながら対策を進
めてまいります。

4 西部

1-5 従って、箕面駅から間谷方面行きの山麓線（現状一日
当たり20本運行）、新設の北大阪ネオポリス線/彩都線につ
いては、利用者の利便性から将来的にも経済的な数の乗客
が予測されるなら、立派で安全な府道箕面池田線（山麓
線）を経由するべきで、大型 路線バス運行に道路構造上不
適切である箕面今宮線への路線新設はするべきでない。
なお、山麓線経由に路線を設定しても次の通りで支障はな
いと考えます。
・箕面駅から間谷・彩都等への乗客にとっては途中どの
ルートを通るかについては関心事ではなくより早く、ス
ムースに目的地へ到達出来れば良い。
・箕面今宮線沿線の住民で間谷・彩都方面への路線バスの
需要は殆どないと思われ、需要の大半は箕面萱野駅からと
予想。
・もし、利便性から沿線住民の需要があったとしても、北
小学校口周辺より西の住民方は箕面駅から乗車されれば良
く箕面駅まで約600メートル程度）、それより東の方は山麓
線の停留所から（山麓線と市道間は約250メートル程度）、
坊島辺りの方は白島/箕面萱野駅から乗車されることで、若
干利便性が損なわれるかも知れないが、安全の確保の為な
らば許容できるものと思われます。
ちなみに、箕面駅から白島2丁目交差点間距離は約２．０キ
ロメートル(徒歩25分程度)

【再掲】
「市道箕面今宮線に今まで以上のバス路線を設定するこ
と」については、市民意見に対する市・協議会の基本的な
考え方（５）をご参照ください。

（２）地域公共交通計画（素案）の方向性に対する市民意見（ルート案）
　 　④白島線（市道箕面今宮線を運行する路線）に関すること　２３件

No. 地域 意見 市・協議会の考え方
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（２）地域公共交通計画（素案）の方向性に対する市民意見（ルート案）
　 　④白島線（市道箕面今宮線を運行する路線）に関すること　２３件

No. 地域 意見 市・協議会の考え方

5 西部

2：白島線のバス運行回数の増加に反対する。
2-1 騒音・安全の理由により、白島線の大型路線バスの運
行は即刻中止すべきであり、路線は府道箕面池田線（山麓
線）経由へのルート変更をすべきと考えます。
市道箕面今宮線の沿線住民にとって、山麓線へのルート変
更は利便性が若干損なわれるかも知れないが、市道の安全
が確保され、騒音レベルが下がり環境基準以下になるなら
ば、大多数の住民にとっては許容できるものと思います。

【再掲】
○「市道箕面今宮線に今まで以上のバス路線を設定するこ
と」については、市民意見に対する市・協議会の基本的な
考え方（５）をご参照ください。

○市道箕面今宮線の安全・円滑な交通の確保、周辺環境の
改善については、歩道の整備など、道路担当部局とも連携
しながら対策を進めてまいります。

6 中部
○箕面駅から箕面かやの駅へのバス路線について、市道箕
面今宮線を通行するルートがあるが、道が狭く、バスが通
行する路線にふさわしくない。この路線のバスの本数を減
らして、箕面駅から山ろく線を通行して、箕面かやの駅へ
のバス路線に切り替えを検討すべき。市道箕面今宮線の周
辺は、道路の新設の話があったが、周辺環境の維持から頓
挫した経緯もあり、住環境を守る観点からも、バスの本数
を減らし、現在の狭い道を通行するバスを減らす方が地域
が望んでいることではないか。また、現在、市道箕面今宮
線を利用している人は、山ろく線より北に住んでいる人も
多く利用しており、山ろく線にバス路線が切り替わって
も、利用者は減らないと思います。

「市道箕面今宮線に今まで以上のバス路線を設定するこ
と」については、市民意見に対する市・協議会の基本的な
考え方（５）をご参照ください。

7 中部

○市道箕面今宮線を通行するバス路線を山ろく線を通行す
る箕面駅から箕面かやの駅さらに粟生団地方面への路線の
本数を増やすことで東西の交通が便利になり、道の広い山
ろく線を利用するので、バスの運行時間も狭い道で相互通
行の待ち時間もなく、バスの運行時間の効率化が図ること
が出来、利用者も増えるはず。
○如意谷線について社会実験をするとなっているが、市道
箕面今宮線と山ろく線のどちらが利用する人が多いのかを
検証する社会実験もするべき。

【再掲】
○「市道箕面今宮線を運行する路線」については、市民意
見に対する市・協議会の基本的な考え方（５）をご参照く
ださい。

○「既存の箕面山麓線をベースとした箕面萱野駅経由箕面
駅行き路線の設定」については、市民意見に対する市・協
議会の基本的な考え方（４）をご参照ください。

○「運行頻度の増便」については、市民意見に対する市・
協議会の基本的な考え方（８）をご参照ください。

○限定されたエリアの中で、同一目的地への複数ルートを
同時に運行することは、需要の分散が想定されるため慎重
に検討してまいります。

8 中部

○箕面駅から西に通行する路線バスの道が狭く、朝、自転
車通学と時間が重なると危ない。また、バスが止まってい
るのを無理やり車が追い抜かしをする場合があり、非常に
危険。朝の通勤・通学時は、この道ではなく、北側の山麓
線を走らせるべき。

○市道箕面今宮線を通るバス路線については、その沿線上
のバス停から箕面駅や箕面萱野駅への需要も一定数見込ま
れることから、バスを運行する案としています。

○市道箕面今宮線の安全・円滑な交通の確保、周辺環境の
改善については、歩道の整備など、道路担当部局とも連携
しながら対策を進めてまいります。

9 中部

○山麓側に住んでいる人が新駅に行くのに、高低差がある
のに対して、真ん中に住んでいる人は高低差がないので、
バスを使わずに、自転車や歩行で行く人が多いと思う。

ご指摘のとおり、これまでは駅までバスで行っていたが、
北大阪急行線の延伸にあたって、駅まで自転車や徒歩で行
く人が増えるなど、バス利用者の減少を見込んでいます。
一方で、OD調査や利用者・市民アンケートの結果から、白
島線においても引き続きバスを利用するという需要が見込
まれたため、ルート案を設定しています。
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（２）地域公共交通計画（素案）の方向性に対する市民意見（ルート案）
　 　④白島線（市道箕面今宮線を運行する路線）に関すること　２３件

No. 地域 意見 市・協議会の考え方

11 中部

ルミナス箕面の森四番街理事会の者です。
ルミナス箕面の森のマンションには高齢者がたくさん住ん
でおり、現在マンションの中を通っている路線バスは高齢
者の足として大変重要な役割を果たしています。
阪急バス如意谷線は、一定期間の社会実験の後、廃線の可
能性があるとのことですが、それはルミナス箕面の森の住
人にとって大変困ります。従って、何とか存続させる方向
で検討していただきたいと思います。
最悪廃線になる場合は、阪急バス白島線の経路を少し変更
して、箕面萱野駅からルミナス箕面の森を経由して箕面駅
に向かうようにしていただけないでしょうか？現在白島線
は、千里中央駅から白島２丁目の交差点を左折して箕面駅
に行きますが、白島２丁目から箕面駅までの道路は非常に
狭く、バスのような大型車がすれ違うのは大きな危険を伴
います。従って、白島２丁目で左折するのではなく、白島
交差点で左折し、ルミナス箕面の森を経由して、山麓線を
通って箕面駅に行くルートを作ったらよいと考えていま
す。

○「如意谷線の社会実験路線としての設定」については、
市民意見に対する市・協議会の基本的な考え方（６）をご
参照ください。

○箕面市内の路線バスについては、その利用者が減少傾向
にあり、北大阪急行線の延伸によってさらなる利用者の減
少が見込まれる状況です。北大阪急行線の延伸にともなう
バス路線再編により持続可能な公共交通を目指してまいり
ますが、持続可能な公共交通の実現には、公共交通を利用
いただくなど、市民のみなさまのご理解、ご協力が不可欠
です。特に社会実験を実施する路線については、廃止の可
能性もありますので、地域の移動手段を守るためにも、バ
スを利用いただくなどご協力をお願いいたします。

○社会実験路線が結果として廃止となった場合の代替手段
については、いただきましたご意見も参考にしながら、検
討を進めてまいります。

10 中部

北大阪急行の延伸に伴い、今後、より一層、箕面市内の東
西方向（阪急箕面線、北大阪急行線、大阪モノレール彩都
線を結ぶ動線）の公共交通バス体系網が重要となってく
る。現在、箕面市民にとっては千里中央駅を起点とした南
北方向のバス体系がほぼメインとなっている。千里中央駅
を起点とした千里ニュータウン内のバス路線はそのまま維
持されると思われるが、箕面市内のバス体系については箕
面萱野駅を拠点とする東西方向のバス体系にシフトすべき
と考える。
箕面萱野駅隣接のバスターミナルの整備と南北方向（千里
中央駅－箕面萱野駅間）のバス削減により捻出された余剰
バスを東西方向のバス体系の整備に投入し、3鉄道路線を結
ぶ東西方向のバス体系の利便性向上（運転本数増便）をお
願いしたい。
ルミナス団地の住民としては、将来の高齢化による運転免
許の返納や坂道の存在などの観点から、高齢者にも優しい
バス体系の維持は必須であり、最寄駅（箕面萱野駅）が近
くなったとの理由でのルミナス路線バスの廃止は受け入れ
られない。
現在、171号線にはJR茨木駅と阪急石橋駅を結ぶ東西方向の
バス路線があるが、それに準ずる形で、現在の千里中央起
点のルミナス方面巡回バスは、阪急箕面駅－箕面萱野駅－
粟生間谷団地－彩都方面間の山麓線の双方向東西路線に変
更、阪急箕面駅－箕面萱野駅間は坊島経由（現状の千里中
央駅－阪急箕面駅間路線）と如意谷住宅前経由（現状の阪
急箕面駅－粟生間谷団地間路線）の2通りに分けて、どちら
の路線も拠点である箕面萱野駅を必ず経由する路線とする
こと、さらに如意谷住宅前経由路線についてはルミナス団
地を経由する路線と経由せずに萱野北小を経由する路線に
分けて需要に合わせて運行すること、等を検討願いたい。
これにより、東西方向の交通網の利便性は飛躍的に向上す
るものと考える。勿論、駅から距離のある市立病院等、市
内の重要拠点を結ぶ南北方向のバス体系の維持が必要であ
ることは念のために申し添えておきたい。

【再掲】
○市内における円滑な東西移動が実現できるよう計画策定
を進めてまいります。

○「運行頻度の増便」については、市民意見に対する市・
協議会の基本的な考え方（８）をご参照ください。

○「如意谷線の存続」については、市民意見に対する市・
協議会の基本的な考え方（６）をご参照ください。

○「既存の箕面山麓線をベースとした箕面萱野駅経由路線
の設定」については、市民意見に対する市・協議会の基本
的な考え方（４）をご参照ください。

○その他いただきましたご意見は今後の検討の参考にさせ
ていただきます。
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（２）地域公共交通計画（素案）の方向性に対する市民意見（ルート案）
　 　④白島線（市道箕面今宮線を運行する路線）に関すること　２３件

No. 地域 意見 市・協議会の考え方

12 東部

この阪急バスの新たなルート（案）の意見書について、ま
ず阪急バスを利用する人、利用したい人の意見が１番なの
ではないですか？
特に高齢化社会で自家用車の運転を辞めたくても交通機関
がない人、また路線変更で利用ができなくなる方は深刻な
問題です。
また変更を機会に利用しやすい、便利になる、目的地に早
く行ける等を考慮していただきたい。ルート変更で距離が
長くなり、所要時間も長くなり、ましてルート変更で料金
が上がるなんてことは絶対避けていただきたい。
箕面萱野駅はこれから箕面市民にとっては、御堂筋線の始
発駅になりますから中心的な駅になり利用される方が多く
おられると思います。
提示された案ではまず時間がかかりすぎる、箕面萱野駅に
早く行けるコースを。
坊島箕面駅間では通称さくら通りを４路線がは走ります、
あの狭い道路ではすれ違いも頻繁になり道路渋滞が懸念さ
れます。

○ルート案の作成にあたっては、バスの利用者や市民のみ
なさまのご意向を反映させるため、OD調査や利用者・市民
アンケートを実施し、北大阪急行線延伸後のバスの利用意
向を分析したうえで、ルート案を作成しています。

○箕面市内の路線バスについては、これまでも利用者が減
少傾向にあり、北大阪急行線の延伸によってさらなる利用
者の減少が見込まれる中で、持続可能な公共交通とするた
め、採算の確保を見極めつつ最大の利便性をめざすという
観点をふまえ計画策定を進めてまいります。

○「（仮）粟生・萱野線に反対」については、市民意見に
対する市・協議会の基本的な考え方（４）をご参照くださ
い。

○「市道箕面今宮線に今まで以上のバス路線を設定するこ
と」については、市民意見に対する市・協議会の基本的な
考え方（５）をご参照ください。

13 東部

○箕面萱野駅から箕面駅をつなぐ路線が今より増える事に
対して危険を感じる。白島からセブンイレブンの間、第二
中学校口・北小学校前から箕面駅の間がとても狭く、自転
車も多く、歩行者もある中、今以上にバスの行き来が増え
ると、かなり危険であり、周辺住民が安心・安全な生活を
送れなくなる。実際、過去にこの周辺に住んでいたが、こ
のバス道が細い為、バスはもちろん普通車が通るだけで
も、かなり道路の端に避けなければならなかった。新駅が
出来る事で、交通量が増え、自転車や歩行車も増え、抜け
道を使う車も増えると考えられる中、バスの行き来を増や
すとさらなる渋滞が安易に予想できる。幅員の拡大をして
いくと聞いたが、この数年で改善できるとは考えられな
い。（道沿いの住民が立ち退くとは考えにくい）ちなみ
に、今の運行状況でも、バスの遅れは常々で、車の通行量
も割とあるので、普段から度々渋滞している。

○「市道箕面今宮線に今まで以上のバス路線を設定するこ
と」については、市民意見に対する市・協議会の基本的な
考え方（５）をご参照ください。

○市道箕面今宮線の安全・円滑な交通の確保については、
歩道の整備など、道路担当部局とも連携しながら対策を進
めてまいります。

14 東部
・箕面駅行きのコース変更案にイオンモール（地下鉄北大
阪急行）迄行ける様になるのは大変嬉しいですが、路線バ
スコースに白島～坊島～如意谷～箕面駅の道路は大変狭い
路巾の為、バス数が増えるのは大きな問題となる。（以前
に長らく坊島・如意谷に住んで居ました。）萱野中央～箕
面駅コースの再見当をお願い致します。

「市道箕面今宮線に今まで以上のバス路線を設定するこ
と」については、市民意見に対する市・協議会の基本的な
考え方（５）をご参照ください。

15 不明

○萱野駅～坊島～箕面駅は道が狭く、現在通っている「千
里中央⇔箕面」の本数だけで限界かと思う。

「市道箕面今宮線に今まで以上のバス路線を設定するこ
と」については、市民意見に対する市・協議会の基本的な
考え方（５）をご参照ください。

16 東部

②箕面駅から千里中央駅への現直行ルート存続を希望しま
す。
千里中央に用事があるのに直行便がなくなれば、用事もな
いのに手前の新駅で降りて乗換えしなければならず、時間
も金もかかり著しく不便。

○「千里中央駅へのバス直通路線を存続してほしい」につ
いては、市民意見に対する市・協議会の基本的な考え方
（１）をご参照ください。

○「バスの乗り継ぎに伴う運賃負担増加への対策」につい
ては、市民意見に対する市・協議会の基本的な考え方
（７）をご参照ください。

17 中部
2）現行の白島線に、箕面駅行きの彩都線と北大阪ネオポリ
ス線、（仮）粟生・萱野線が加わることについて。
箕面駅から白島バス停間の狭い道のバス通過回数が過大に
ならないようにお願いします。特に、通勤・通学時間帯の
通過頻度が気になります。増えすぎないように調整できま
すか。

○「市道箕面今宮線に今まで以上のバス路線を設定するこ
と」については、市民意見に対する市・協議会の基本的な
考え方（５）をご参照ください。

○バスの運行ダイヤについては、いただきましたご意見を
阪急バス（株）にお伝えし、今後検討を進めてまいりま
す。

18 北部
⑤新駅と阪急電車を結ぶシャトルバス的な路線バス（南海
本線堺駅～南海高野線堺東駅を結ぶ南海のシャトルバス的
な）があると良い。もし箕面市が拠点を今までどおり阪急
箕面駅付近としたいなら、箕面駅と新駅を結ぶでいいと思
う。石橋阪大前までが便利だが、石橋までバスにすると渋
滞が激しくなるし、そもそも石橋阪大前駅は池田市になる
ので、箕面市の発展を考えるなら、箕面駅と新駅を結び、
人の流れを作るほうがいい。

○箕面駅と箕面萱野駅を結ぶ路線については、その沿線上
にお住まいの市民による需要も一定数見込まれることか
ら、バスを運行する案としています。

○北大阪急行線の延伸を契機として、箕面市内がより魅力
的なまちとなり持続的に発展できるよう、関係部局とも連
携しながら計画策定を進めてまいります。
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（２）地域公共交通計画（素案）の方向性に対する市民意見（ルート案）
　 　④白島線（市道箕面今宮線を運行する路線）に関すること　２３件

No. 地域 意見 市・協議会の考え方

19 東部

○「箕面萱野」から箕面駅のルートとして桜通りに集中さ
せるのは現在の道路幅員、交通量を考えると相当な渋滞、
道路混雑が想定されます。その為にも山麓線ルートは維持
すべきと考えます。

【再掲】
○「市道箕面今宮線にバス路線を集中させることに反対」
については、市民意見に対する市・協議会の基本的な考え
方（５）をご参照ください。

○「箕面山麓線の廃止に反対」については、市民意見に対
する市・協議会の基本的な考え方（４）をご参照くださ
い。

20 西部

意見提言
私は箕面市民として、新駅や新しい図書館、ホール等の利
用を楽しみにしていました。しかし、箕面～千里中央間の
阪急バスが廃止と聞き及び、箕面船場阪大前駅に行くのに
箕面駅から箕面萱野駅で阪急バスを降り、北大阪急行でひ
と駅電車に乗る必要性が生まれる、とのこと。あまりにも
北急を利用しろという強引なやり方にただただ絶句いたし
ました。
北急延伸は梅田方面へ行く人のための利便性、および、箕
面へ人を呼び込むためだけのものなのでしょうか。箕面～
千里中央間のバス利用者は千中の先へ行く人ばかりではあ
りません。船場北橋、船場南橋で降車する人たちも多くい
ます。皆、箕面市民です。そういう形で箕面駅～千里中央
の阪急バス路線を利用してきている箕面市民のことを考え
てもらえませんか。
バス利用者はお年寄りが多くいます。今後箕面市立病院が
船場阪大前に移ったら尚更です。箕面駅から市立病院まで
直通バスを出していただけるのでしょうか。足腰が弱った
お年寄りは乗り物の乗り降りはなかなか大変ですよ。
延伸によって便利になるどころか、全く逆です！箕面駅～
千里中央間の阪急バス廃止に大反対です！

○「千里中央駅へのバス直通路線が廃止されることに反
対」については、市民意見に対する市・協議会の基本的な
考え方（１）をご参照ください。

○市内各地域から公共施設へのアクセスについては、路線
バスの再編の後に検討を進めるオレンジゆずるバスの再編
の中で検討してまいります。

○いただきましたご意見は今後の検討の参考にさせていた
だきます。

21 中部

白島線の市立病院前経由千里中央行の存続。
市立病院が箕面船場阪大前駅前に移転してから存廃を判断
するべきであり、移転するまでは、通院している方、お見
舞いに行く方のために、現在と同じ1本/時で運行を続ける
べきである。

○白島線の市立病院前経由については、当該路線が箕面萱
野駅止まりとなることに伴い廃止される見込みです。

○市内各地域から市立病院などの公共施設へのアクセスに
ついては、路線バスの再編の後に検討を進めるオレンジゆ
ずるバスの再編の中で検討してまいります。
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（２）地域公共交通計画（素案）の方向性に対する市民意見（ルート案）
　 　④白島線（市道箕面今宮線を運行する路線）に関すること　２３件

No. 地域 意見 市・協議会の考え方

23 中部

・白島線は不要とか、山麓線を走らせた方が良いと言う意
見も有りましたが、やはり今宮線の道を通る方が何かと便
利だと思います。

箕面駅と箕面萱野駅を結ぶ路線については、その沿線上に
お住まいの市民による需要も一定数見込まれることから、
バスを運行する案としています。

22 西部

１．現状認識と今後の生活様式の変化について
①今後箕面市でも２０２５年問題が目の前に迫っており、
団塊の世代が後期高齢を迎える。車を手放す人が多くな
り、その人たちは通勤に大阪市内に通うより、ほとんどが
箕面市周辺で日常を過ごすことが多くなる。
②コロナ禍の中、オンラインでの活動が増え、またベッド
タウンの箕面市から大阪市内への通勤というこれまでの行
動パターンが大きく変わることが予想される。
２．公共交通の利用の変化
計画では萱野中央を基点として、路線バスを走らせること
になっている。地下鉄の延伸で大阪市内への所要時間は短
くなるかもしれないが、大阪市内へよりも箕面市内での市
民の足の確保を考える必要がある。そのためには路線バス
だけでなく、いわゆるオレンジゆずるバスとの組み合わせ
を想定した計画が必要である。そしてその結果として、路
線バスを利用する人が増えることを期待します。
３　具体的な路線について
①山麓線のバスルート廃止と桜通りのバスルート増便につ
いて
　箕面市ではかつて、山麓部に東西に幅広い道路を作り、
狭い現在の桜通りの路線バスをそちらに移す計画だったと
聞いている。しかし、現実には箕面駅前から桜通りを通っ
て、新御堂に入り、千里中央行のバスが走っている。道路
拡幅ができず、現在でもバスがすれ違うときには、待機し
ている状況である。一方長年の懸案だった、箕面市の東西
を結ぶバス路線が山麓線を走ることになった。今回、この
広い道路のバス路線を廃止し、現在の桜通りに３ルートの
バスを走らせるという素案には納得できない。歩道が部分
的にしか整備されておらず、歩行者が安心して歩けないだ
けでなく、ますます渋滞を招くことが予想される。
②箕面の山麓部の交通
　如意谷住宅には社会的実験が計画されているが、ルミナ
スや青松園など、車を前提とした住宅開発された地域はい
ずれも南北にかなりの高低差があり、車をあきらめた高齢
者が、家に閉じこもることなく、市民として活動を続ける
ためには、移動の自由が保障されなくてはならない。
４，計画の策定の進め方について
そのための公共交通を整備は住民と一緒に計画すべきで、
今回の素案の後、各地域に入っていってどういう交通手段
とルートを想定すべきか問題提起しながら、市民参加で考
える検討会をたちあげてほしい。そうしてこそ、身近なバ
スとして市民に愛される交通機関になるのではないでしょ
うか？　以上

【再掲】
○箕面市内の路線バスについては、これまでも利用者が減
少傾向にあり、北大阪急行線の延伸や新型コロナウイルス
感染症の影響による生活様式の変容等によってさらなる利
用者の減少が見込まれる中で、持続可能な公共交通とする
ため、採算の確保を見極めつつ最大の利便性をめざすとい
う観点をふまえ計画策定を進めてまいります。

○「オレンジゆずるバスとの組み合わせを想定した計画が
必要」については、市民意見に対する市・協議会の基本的
な考え方（１０）をご参照ください。

○「市道箕面今宮線にバス路線を集中させることに反対」
については、市民意見に対する市・協議会の基本的な考え
方（５）をご参照ください。

○市道箕面今宮線の安全・円滑な交通の確保、周辺環境の
改善については、歩道の整備など、関係部局とも連携しな
がら対策を進めてまいります。

○如意谷や青松園地域等の山麓部について、路線バスやオ
レンジゆずるバス等により可能な限り移動手段を確保でき
るよう計画策定を進めてまいります。大型車両での運行が
困難な地域においては、将来的な技術進展が期待される小
型車両での運行なども視野に研究を進めてまいります。

○路線バスの再編については今後もパブリックコメント等
を通じて市民のみなさまからご意見をいただき計画策定を
進めるとともに、オレンジゆずるバスの再編の検討にあ
たっては、市民のみなさまにもご参加いただくことを検討
しております。また、ご要望に応じて出張説明会も開催い
たしますので、お問い合わせください。
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1 中部
⑤如意谷住宅方面のバスルート解決案
現状では徒歩圏内ということで社会実験、廃止の方向性で
すが、箕面駅路線の一部を如意谷住宅経由にすることで、
一定解消できるかと思います。
また、高低差が激しいところなので、長崎市内のミニモノ
レールのような新たな公共交通機関の設置も検討されては
いかがだろうか。
（画像添付）

「如意谷線の社会実験路線としての設定」については、市
民意見に対する市・協議会の基本的な考え方（６）をご参
照ください。

2 中部

地域公共交通計画（素案）の中で、バス路線再編につい
て、如意谷線は、一定期間の社会実験を行った後に、どの
ようにするか決めるとのことですが、仮に如意谷線を廃止
されることになると、如意谷地区から新駅までは、徒歩で
行くには一定の距離があり、自分が高齢者になったとき
に、その駅を利用するたびにタクシーを利用しないといけ
ないのは大変困ります。
社会実験により、利用者数がどのように出たとしても、公
共の交通機関があっての住環境であることを鑑みて、廃止
という結論にならないよう、市として阪急バスに要請して
いただきたい。
もし、阪急バスが撤退したとしても、市の公共サービスと
して、新駅までの代替交通機関の確保をお願いするもので
す。

○「如意谷線の社会実験路線としての設定」については、
市民意見に対する市・協議会の基本的な考え方（６）をご
参照ください。

○箕面市内の路線バスについては、その利用者が減少傾向
にあり、北大阪急行線の延伸によってさらなる利用者の減
少が見込まれる状況です。北大阪急行線の延伸にともなう
バス路線再編により持続可能な公共交通を目指してまいり
ますが、持続可能な公共交通の実現には、公共交通を利用
いただくなど、市民のみなさまのご理解、ご協力が不可欠
です。特に社会実験を実施する路線については、廃止の可
能性もありますので、地域の移動手段を守るためにも、バ
スを利用いただくなどご協力をお願いいたします。

○社会実験路線が結果として廃止となった場合の代替手段
については、いただきましたご意見も参考にしながら、検
討を進めてまいります。

3 中部
如意谷線の社会実験を実施後、万が一廃止の時は、北大阪
ネオポリス線、彩都線を如意谷経由で箕面萱野駅に接続す
る運行ルートをお願い致します。

社会実験路線が結果として廃止となった場合の代替手段に
ついては、いただきましたご意見も参考にしながら、検討
を進めてまいります。

4 中部
○如意谷線を社会実験することで判断することであるが、
急な坂道が多く、バスは地域の人にとって、必要不可欠な
交通手段である。新駅へのアクセスは、この地域に人に
取っては、なくてはならないものである。現状、千里中央
への路線バスが地域の生活の柱になっており、新駅ができ
てもそこへのアクセスが絶対に必要であり、バスのサービ
スレベルも維持してほしい。

「如意谷線の社会実験路線としての設定」については、市
民意見に対する市・協議会の基本的な考え方（６）をご参
照ください。

5 中部

如意谷地区に３０年近く住んでいます。子どもも独立し、
高齢夫婦二人世帯です。
一帯は、大規模開発されたマンション群で、高齢化も進ん
でいます。
現在は阪急バスが最低でも１時間に２便、数分で平地（も
しくは共有エレベーター利用で）を歩いて行ける距離にあ
ります。
このバス路線が廃止されれば以下の困難点が起こります。
・日常の買い物、通院、公共施設への往復その他、乗り継
ぎ駅（もしくはバス停）まで徒歩で行くことになる。
・ルミナス共有エレベーターはあるが、そこまでの坂道は
歩かないといけない。
・買物等荷物を持って歩けるのか
・高齢となっても免許を返納できなくなる
・毎回タクシーを使えない
・現在のゆずるバスでは便数が少なく、直通では箕面にし
か出れない
・現在は千里中央まで阪急のバス路線で往復できるが、北
急延伸後はバスで萱野までしか行けない、千里中央まで出
るときはバス代、北急運賃両方が必要になる？
北急延伸後も、現在のバス路線、便数、バス停など、少な
くとも萱野中央まででも継続すべきだと思います。もしく
はゆずるバスが代行するか検討すべきです。

○「如意谷線の社会実験路線としての設定」については、
市民意見に対する市・協議会の基本的な考え方（６）をご
参照ください。

○箕面市内の路線バスについては、その利用者が減少傾向
にあり、北大阪急行線の延伸によってさらなる利用者の減
少が見込まれる状況です。北大阪急行線の延伸にともなう
バス路線再編により持続可能な公共交通を目指してまいり
ますが、持続可能な公共交通の実現には、公共交通を利用
いただくなど、市民のみなさまのご理解、ご協力が不可欠
です。特に社会実験を実施する路線については、廃止の可
能性もありますので、地域の移動手段を守るためにも、バ
スを利用いただくなどご協力をお願いいたします。

○「バスと鉄道の乗り継ぎの発生に伴う運賃負担増加への
対策」については、市民意見に対する市・協議会の基本的
な考え方（７）をご参照ください。

○「オレンジゆずるバスの再編」については、市民意見に
対する市・協議会の基本的な考え方（１０）をご参照くだ
さい。

（２）地域公共交通計画（素案）の方向性に対する市民意見（ルート案）
　 　⑤如意谷線に関すること　１７件

No. 地域 意見 市・協議会の考え方

44



（２）地域公共交通計画（素案）の方向性に対する市民意見（ルート案）
　 　⑤如意谷線に関すること　１７件

No. 地域 意見 市・協議会の考え方

7 中部

ルミナス箕面の森四番街理事会の者です。
ルミナス箕面の森のマンションには高齢者がたくさん住ん
でおり、現在マンションの中を通っている路線バスは高齢
者の足として大変重要な役割を果たしています。
阪急バス如意谷線は、一定期間の社会実験の後、廃線の可
能性があるとのことですが、それはルミナス箕面の森の住
人にとって大変困ります。従って、何とか存続させる方向
で検討していただきたいと思います。
最悪廃線になる場合は、阪急バス白島線の経路を少し変更
して、箕面萱野駅からルミナス箕面の森を経由して箕面駅
に向かうようにしていただけないでしょうか？現在白島線
は、千里中央駅から白島２丁目の交差点を左折して箕面駅
に行きますが、白島２丁目から箕面駅までの道路は非常に
狭く、バスのような大型車がすれ違うのは大きな危険を伴
います。従って、白島２丁目で左折するのではなく、白島
交差点で左折し、ルミナス箕面の森を経由して、山麓線を
通って箕面駅に行くルートを作ったらよいと考えていま
す。

【再掲】
○「如意谷線の社会実験路線としての設定」については、
市民意見に対する市・協議会の基本的な考え方（６）をご
参照ください。

○箕面市内の路線バスについては、その利用者が減少傾向
にあり、北大阪急行線の延伸によってさらなる利用者の減
少が見込まれる状況です。北大阪急行線の延伸にともなう
バス路線再編により持続可能な公共交通を目指してまいり
ますが、持続可能な公共交通の実現には、公共交通を利用
いただくなど、市民のみなさまのご理解、ご協力が不可欠
です。特に社会実験を実施する路線については、廃止の可
能性もありますので、地域の移動手段を守るためにも、バ
スを利用いただくなどご協力をお願いいたします。

○社会実験路線が結果として廃止となった場合の代替手段
については、いただきましたご意見も参考にしながら、検
討を進めてまいります。

6 中部

北大阪急行の延伸に伴い、今後、より一層、箕面市内の東
西方向（阪急箕面線、北大阪急行線、大阪モノレール彩都
線を結ぶ動線）の公共交通バス体系網が重要となってく
る。現在、箕面市民にとっては千里中央駅を起点とした南
北方向のバス体系がほぼメインとなっている。千里中央駅
を起点とした千里ニュータウン内のバス路線はそのまま維
持されると思われるが、箕面市内のバス体系については箕
面萱野駅を拠点とする東西方向のバス体系にシフトすべき
と考える。
箕面萱野駅隣接のバスターミナルの整備と南北方向（千里
中央駅－箕面萱野駅間）のバス削減により捻出された余剰
バスを東西方向のバス体系の整備に投入し、3鉄道路線を結
ぶ東西方向のバス体系の利便性向上（運転本数増便）をお
願いしたい。
ルミナス団地の住民としては、将来の高齢化による運転免
許の返納や坂道の存在などの観点から、高齢者にも優しい
バス体系の維持は必須であり、最寄駅（箕面萱野駅）が近
くなったとの理由でのルミナス路線バスの廃止は受け入れ
られない。
現在、171号線にはJR茨木駅と阪急石橋駅を結ぶ東西方向の
バス路線があるが、それに準ずる形で、現在の千里中央起
点のルミナス方面巡回バスは、阪急箕面駅－箕面萱野駅－
粟生間谷団地－彩都方面間の山麓線の双方向東西路線に変
更、阪急箕面駅－箕面萱野駅間は坊島経由（現状の千里中
央駅－阪急箕面駅間路線）と如意谷住宅前経由（現状の阪
急箕面駅－粟生間谷団地間路線）の2通りに分けて、どちら
の路線も拠点である箕面萱野駅を必ず経由する路線とする
こと、さらに如意谷住宅前経由路線についてはルミナス団
地を経由する路線と経由せずに萱野北小を経由する路線に
分けて需要に合わせて運行すること、等を検討願いたい。
これにより、東西方向の交通網の利便性は飛躍的に向上す
るものと考える。勿論、駅から距離のある市立病院等、市
内の重要拠点を結ぶ南北方向のバス体系の維持が必要であ
ることは念のために申し添えておきたい。

【再掲】
○市内における円滑な東西移動が実現できるよう計画策定
を進めてまいります。

○「運行頻度の増便」については、市民意見に対する市・
協議会の基本的な考え方（８）をご参照ください。

○「如意谷線の存続」については、市民意見に対する市・
協議会の基本的な考え方（６）をご参照ください。

○「既存の箕面山麓線をベースとした箕面萱野駅経由路線
の設定」については、市民意見に対する市・協議会の基本
的な考え方（４）をご参照ください。

○その他いただきましたご意見は今後の検討の参考にさせ
ていただきます。
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（２）地域公共交通計画（素案）の方向性に対する市民意見（ルート案）
　 　⑤如意谷線に関すること　１７件

No. 地域 意見 市・協議会の考え方

8 中部

私は如意谷線のルミナス地区の自治会の者です、7月６日の
船場生涯学習センターのパブコメに出席し、自治会定例会
を通じて素案を周知し住民の皆様から意見を聞いておりま
す。又近隣の如意谷自治会、ライオンズ自治会様と意見交
換をしながら意見を集約しております。
先ずコロナ禍の影響で3度のパブコメが中止となり協議会と
自治会との協議が遅延したことが残念に思います。
現状ルミナス1番街　4番街の停留所から千里中央駅間を通
勤時間帯7時から8時最大5便内3便は急行が運行され　通常
時間帯は30分に1便で運行されております。急坂の多いこの
地区は利用者にとって利便性が良く好評で利用者も多いで
す。
さて素案の新路線によると箕面萱野バスターミナル発着現
行ダイヤでの社会実験後廃線を含めて検討するとのこと　
現状の住民の皆様の意見は箕面市交通政策室への憤りと不
安です。阪急バスの経常収支や関係事業者の企業戦略を調
整する協議会の素案より住民の利便性を優先して頂けるの
は箕面市であり交通政策室では無いでしょうか？　市民の
利便性を優先してくださいルミナス自治会　如意谷自治会　
ライオンズ自治会合わせて1700世帯も住んでいるのです、
廃線など論外です。再考の程宜しくお願い致します。

○「如意谷線の社会実験路線としての設定」については、
市民意見に対する市・協議会の基本的な考え方（６）をご
参照ください。
なお、社会実験を実施する際の運行頻度やダイヤ等につい
ては、今後検討を進めてまいります。

○箕面市内の路線バスについては、その利用者が減少傾向
にあり、北大阪急行線の延伸によってさらなる利用者の減
少が見込まれる状況です。北大阪急行線の延伸にともなう
バス路線再編により持続可能な公共交通を目指してまいり
ますが、持続可能な公共交通の実現には、公共交通を利用
いただくなど、市民のみなさまのご理解、ご協力が不可欠
です。特に社会実験を実施する路線については、廃止の可
能性もありますので、地域の移動手段を守るためにも、バ
スを利用いただくなどご協力をお願いいたします。

○公共交通の利用者の減少が見込まれる中で、採算の確保
を見極めつつ最大の利便性をめざすという観点をふまえ計
画策定を進めてまいります。

9 中部

4）箕面中央線の箕面萱野駅行き、（仮）箕面小野原線、如
意谷線については、社会実験区間としてきちんと検討して
いただきたいと思います。ただし、箕面中央線は循環では
なく、石橋駅と箕面萱野駅の往復運転として、運行回数を
増やした方が良いのではないでしょうか。

【再掲】
○社会実験を実施する路線については、実験期間や評価指
標をあらかじめ定めたうえで検証を行う予定です。

○箕面中央線については、一定の利用者が見込まれること
から、現行路線と同様の循環路線とするルート案としてい
ます。

10 中部
４．「如意谷線」の存続について
　　如意谷線の利用者はマンションだけに限っても「ルミ
ナス箕面の森」、「如意谷住宅」、「ライオンズマンショ
ン」及び「コスモフォレスタ箕面」があり、その週辺にも
多くの戸建てが存在する。これらのマンションの住民は老
齢化も進み、令和７年頃は公共交通機関に頼る数が膨大と
なると予想する。又、アサンプション国際の生徒及び教師
並びに職員も利用されておられる。「如意谷線」の存続を
強く望むものである。　以上

「如意谷線の社会実験路線としての設定」については、市
民意見に対する市・協議会の基本的な考え方（６）をご参
照ください。

11 中部

現在如意谷線を日常的に利用させて頂き、約３０年が過ぎ
ました。終の棲家となるであろうルミナスに在住。ドアー
トゥードアの利便性の高い環境に身を置き、年を重ねて、
車を手離してからの老後生活を突き進んでおります。令和
５年の北大阪急行延伸新駅開業に供い、公共交通計画に
て、〝如意谷線が一定期間の社会実験を実施し、その利用
実態に応じて路線の存廃や路線のあり方を検討する"とあり
ますが、我々高齢者のみならずこれからの子供達、社会人
達へのことも勘案して、〝住み良い箕面"を存続して頂きた
く、今現在より住みにくくならない様な公共交通の確保、
充実を切に提言させて頂きます。

○「如意谷線の社会実験路線としての設定」については、
市民意見に対する市・協議会の基本的な考え方（６）をご
参照ください。

○箕面市内の路線バスについては、その利用者が減少傾向
にあり、北大阪急行線の延伸によってさらなる利用者の減
少が見込まれる状況です。北大阪急行線の延伸にともなう
バス路線再編により持続可能な公共交通を目指してまいり
ますが、持続可能な公共交通の実現には、公共交通を利用
いただくなど、市民のみなさまのご理解、ご協力が不可欠
です。特に社会実験を実施する路線については、廃止の可
能性もありますので、地域の移動手段を守るためにも、バ
スを利用いただくなどご協力をお願いいたします。

12 中部

・３０数年ルミナス箕面の森に住んでおり、車の運転はし
ないのでずっと阪急バスを利用しています。坂道も多いの
で自転車も利用していませんので如意谷線は必須です。
スーパーへもバスを利用しています。
・一定期間の実験実施ですが、コロナ禍で自粛している方
もおり、今は正確な数字は出ないのではないでしょうか。

○「如意谷線の社会実験路線としての設定」については、
市民意見に対する市・協議会の基本的な考え方（６）をご
参照ください。

○現時点で、今後の社会における新型コロナウイルス感染
症の影響は不明であることから、検証方法等についても検
討を進めてまいりますが、新型コロナウイルス感染症の影
響により生活様式の変容（テレワークやネットショッピン
グなど）が定着したと判断される場合、その利用者の減少
も含めて検証することになると想定されます。
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（２）地域公共交通計画（素案）の方向性に対する市民意見（ルート案）
　 　⑤如意谷線に関すること　１７件

No. 地域 意見 市・協議会の考え方

13 中部

如意谷線を利用しているルミナスの住人です。山の上のマ
ンションを入手する時に、バス停が目の前にあること、
コープがあることで、気持が動きました。それから３０年
余りが経ち、高令になり、夫は高令者用定期（ゆずる兼
用）を買って、バスを利用して、行動範囲を広げられてる
おかげで、元気に過ごすことができています。（コロナで
今は自粛してます）
又、我が家の息子は、知的障害があります。阪急バスが大
好きで、皆の持ってる定期にあこがれ、買うことになって
から、３０年近くなります。どこかから耳にして、バスが
通らなくなるかもしれないと、すいぶん心配してパニック
になりそうです。どうか裏切らないで下さい。高令化する
私達住人の為にも、ぜひ、存続させて頂けますよう、お願
いいたします！

「如意谷線の社会実験路線としての設定」については、市
民意見に対する市・協議会の基本的な考え方（６）をご参
照ください。

14 中部

箕面市に住んでいます。後の住処にと8年前にルミナスを購
入しました。仕事も千里中央にあり、バスの本数は少ない
がバス停も近い環境に満足しております。還暦を迎えたの
で仕事をするのはあと少しかと思いますが、それでもバス
がなくなるのはどこにいくにも不自由になります。仕事、
買い物や病院への通院、その他の全ての外出にバスを使っ
ています。
ルミナスから新駅までは歩くとけっこうな距離があります
し、夜は道も暗く人通りも少なく不安です。夏は暑く、冬
は道路が凍結することもあります。体力があり元気なうち
はなんとかなりますが、歳をとっていくにつれ辛くなるこ
とが予想できます。
バスの路線の存続はこの辺りの住民にとっての命綱ではな
いでしょうか。不便なところに人は集まらないでしょう。
今と同じ形でなくてもいいですが、路線の存続を強く希望
します。個人的には箕面駅と新駅のどちらにでもいける路
線ができればいいな、と思いますが地域住民の意見を広く
聞いていただき、より住み良い街になることを望みます。

「如意谷線の社会実験路線としての設定」については、市
民意見に対する市・協議会の基本的な考え方（６）をご参
照ください。

15 中部

資料を見させて頂きました。
私はルミナスに住んでおり阪急バス如意谷線を利用してお
ります、
新経路案には「如意谷線は、一定期間の社会実験を実施し
ます」と有りますが社会実験（何を計測するのか書かれて
いませんが、多分乗車数を見るのではないかと思います
が）
ルミナスは出来て３０年以上が経ち高齢化してきていま
す、
周りの人も高齢化で運転免許を返納する人が増え車を手放
し管理組合では駐車場の空きも問題になってきているほど
です。運転免許を返納する方はバスに頼ることを選択して
いるのです。
また資料には「駅からの徒歩/自転車圏の比較」では新駅が
出来、単純に駅からの距離で円を描き比較していますが、
ルミナスには急な坂が有り高齢者にはとても自転車/徒歩で
は新駅までいけません。
表面的な数字だけで評価するのではなく、実態も考慮して
新案をご検討ください。
もし廃線されれば本当に「姥捨て山」になってしまいます
阪急バス如意谷線の存続をお願いします。

「如意谷線の社会実験路線としての設定」については、市
民意見に対する市・協議会の基本的な考え方（６）をご参
照ください。
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（２）地域公共交通計画（素案）の方向性に対する市民意見（ルート案）
　 　⑤如意谷線に関すること　１７件

No. 地域 意見 市・協議会の考え方

17 中部

バス路線再編案について、如意谷線の実証実験に対する意
見です。
この路線は、ライオンズマンション、如意谷住宅、ルミナ
ス箕面の森、という3つの集合住宅の住民が利用していま
す。そのほとんどが高齢化しております。立地としても急
な坂が大きな負担となっています。このような状況におい
て、実証実験の結果により存続の有無を決めるということ
自体が、現状を理解されていないように思えます。
また住民の多くは千里中央駅周辺の百貨店、銀行等を多く
利用しています。すべてが萱野中央駅から北大阪急行を利
用するとなると交通費が大きな負担となります。
上記の通り、如意谷3・4丁目の住民人口、利用目的等から
実証実験を経ることなく、この路線の存続が望まれます。
結論として、千里中央からルミナス箕面の森、山手公園、
如意谷住宅前の循環の従来路線の存続を希望するものであ
ります。

○「如意谷線の社会実験路線としての設定」については、
市民意見に対する市・協議会の基本的な考え方（６）をご
参照ください。

○「千里中央駅への鉄道と並行する路線の存続」について
は、市民意見に対する市・協議会の基本的な考え方（１）
をご参照ください。

16 中部

如意谷の団地、阪急バス85系統の沿線に住んでいます。
今回の改正案について2点お願いしたいと思います。
1点目に、箕面山麓線の白島北以西の区間について、バス空
白地帯が生じる可能性が高いかと思います。
これに代えて箕面駅から東進する路線が新設される見込み
とのことですが、当該区間は道幅が狭く、さらに南の都市
計画道は廃止されており、道路事情が改善される見込みは
薄いように思います。
如意谷の団地群は勾配の急な土地に立地しており、身体の
不自由な方はもとより、働き盛りの人間であっても、毎日
上り下りするのはつらいエリアであると言えます。
例えば地理院地図で調べますと、如意谷バス停とルミナス
四番街バス停では標高差が60m近く、ここを徒歩で通え、と
いうのは、バス交通のあるべき姿とは言えず、ラストワン
マイルが極めて厳しい環境になってしまいます。
如意谷団地群は山麓線からも一段高く立地しており、また
数年後には、85系統沿線には老人ホームの新築計画も進ん
でいます。
公共交通のニーズは上がっていくエリアです。
また85系統の沿線にはバス通学を伴う私立学校も立地して
おり、これらのことから、本来は社会実験によらずとも当
然に路線が維持されるべき区間だと考えます。
しかしながら、何らかの理由で社会実験により存続を検討
するような事態に瀕しているのであれば、現在の状況、社
会実験を行う理由と目的、社会実験の結果として判断され
る基準値等について、地元自治会に対して具体的かつ明確
に示していただくとともに、自治会や沿線の法人とはコ
ミュニケーションを密にし、地域住民が理解し納得できる
ような形で進めていただけますよう、切にお願いを申し上
げます。

○「如意谷線の社会実験路線としての設定」については、
市民意見に対する市・協議会の基本的な考え方（６）をご
参照ください。

○社会実験路線の評価指標については、今後検討を進めて
まいります。

○今後もパブリックコメント等を通じて市民のみなさまか
らご意見をいただき、計画策定を進めてまいります。ま
た、ご要望に応じて出張説明会も開催いたしますので、お
問い合わせください。
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1 北部

箕面森町線に対する意見です。
私は千里中央でフルタイム勤務、現在2歳児を保育園に入
れています。第2子妊娠中ですが、来年4月からもフルタイ
ム勤務予定です。
以下の理由により、箕面森町⇔千里中央までの直行便の継
続を強く希望します。
① 保育園の送迎があるため、直行便がなくなると出勤時
間、保育園の迎えに間に合わなくなる。間に合わせようと
すると、保育園の延長料金を支払うか、時短勤務をせざる
を得なくなり、どちらを選択しても家計がマイナスにな
る。
バスが箕面萱野駅止まりとなり、千里中央駅までバス⇔電
車の乗り換えとなる場合、乗り換え時間、電車到着時間、
各駅の停車時間を考えると、これまでかかっていたバス乗
車時間よりもさらに長い時間がかかることと思います。こ
れまで直行便があることで、フルタイムでもぎりぎり迎え
に間に合い、園に延長料金を払わずに勤務出来てきまし
た。
② 千里中央までの交通費が高くなる。
箕面有料道路を通るため、バスの現在の運賃は、白鳥駅
（萱野中央駅付近）で降りても、千里中央で降りても420
円です。しかし、萱野中央駅で乗り換えとなると、新たに
電車代がかかってきます。千里中央で買い物をしたり、大
阪モノレールに乗り換えることを考えると、ただでさえ高
かったバス代に加えて千里中央⇔萱野中央間の余計な費用
が掛かり、箕面森町ルートを使う人にとっては不利益が生
じていると思います。

○「千里中央駅への鉄道と並行する路線の存続」について
は、市民意見に対する市・協議会の基本的な考え方（１）
をご参照ください。

○「バスの乗り継ぎに伴う運賃負担増加への対策」につい
ては、市民意見に対する市・協議会の基本的な考え方
（７）をご参照ください。

2 北部
②現在、「森町から千里中央行きのバス」で、始発が森町
地区センターのバスがあるが、これを朝のラッシュ時以
外、全て森町中3丁目、2丁目を通る（森町を一周する）バ
スになれば便利になる。朝のラッシュ時は、乗車定員の関
係があるので、「森町地区センター発のバス」と「森町地
区センター通過のバス」があるのは素晴らしい配慮だと思
うが、ラッシュ時以外の閑散時間帯（昼間・夕方等）は、
少しでも多くの乗客を確保するためにも、森町中3丁目、2
丁目を経由して（森町を1周して）利便性を高めるのがい
いと思う。1周しても5分程度しか変わらないので、それほ
どバス会社にも負担にならないのではないかと思う。

いただきましたご意見は今後の検討の参考にさせていただ
きます。

3 北部
③新駅から箕面森町行きバスの終点を全車「箕面森町近隣
公園前」にすれば利便性が向上する。現在は、朝の時間
帯、千里中央から箕面森町行きバスが、箕面地区センター
止まりになっており、森町中2丁目、3丁目、箕面森町近隣
公園前へは運行していない。平日は朝の6時から8時台、土
日は朝の6時から9時台にかけて、全てのバスが地区セン
ター止まりという中途半端な終点設定になっている。朝の
乗客は、履正社高校の生徒も多いが、履正社高校のグラン
ドヘは近隣公園前で降りた方が近いため、需要はかなりあ
ると思う。また、地区センターで終点となったバスも、そ
のまま折り返して千里中央へ向かうのではなく、一旦トラ
イアル横の箕面森町出張所の車庫に入庫している。それで
あれば、箕面森町を1周（森町中2丁目、3丁目を経由）し
て近隣公園前を終点としても、それほどバス会社に業務負
担をかけるとも思えない。

いただきましたご意見は今後の検討の参考にさせていただ
きます。

4 北部
⑥箕面森町や彩都等からのバスは、終点を新駅までとし
て、千里中央には別途乗り換えが必要にしたほうがいい。
千里中央は豊中市なので、人の流れを新駅の箕面市経由に
すべきと思う。また、バスを千里中央まで直通にしてしま
うと、新駅を使う人が増えずに、将来的に新駅までの電車
の本数が少なくなる恐れがある。すると、新駅への人の流
れが少なくなる→店舗等が撤退する等の弊害が出かねない
ので、バスは新駅止まりとする。
ただ、千里中央まで行きたい（モノレールに乗りたい）人
もいるであろうから、折衷案として、新駅一千里中央間の
バスは存続させ、乗り換えてもらう。定期所持者であれ
ば、料金は別途かからないので、少し手間がかかるが、理
解は得られると思う。今も千里中央―桃山台間のバスがあ
る。

○北大阪急行線の延伸を契機として、箕面市内がより魅力
的なまちとなり持続的に発展できるよう、関係部局とも連
携しながら計画策定を進めてまいります。

○「千里中央駅への鉄道と並行する路線の存続」について
は、市民意見に対する市・協議会の基本的な考え方（１）
をご参照ください。

○「バスの乗り継ぎに伴う運賃負担増加への対策」につい
ては、市民意見に対する市・協議会の基本的な考え方
（７）をご参照ください。

（２）地域公共交通計画（素案）の方向性に対する市民意見（ルート案）
　　 ⑥箕面森町線に関すること　６件

No. 地域 意見 市・協議会の考え方
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（２）地域公共交通計画（素案）の方向性に対する市民意見（ルート案）
　　 ⑥箕面森町線に関すること　６件

No. 地域 意見 市・協議会の考え方

5 北部
森町に住居を構えるきっかけとしては、千里中央までバス
一本の直通で行ける事がメリットだったからです。
しかし、バスルート再編にともない、直通バスがなくなる
と乗り換えが発生し、大変困ります。当初は職場へのルー
トとして、乗り換えルート有りの彩都や茨木市なども候補
としてありました。
他の市に住むのと同様に、乗り換えが多くなるのであれ
ば、森町に住むメリットがなくなってしまいます。生活が
不便になる為、他市へのすまい変更も視野に入れたいと思
います。

「千里中央駅への鉄道と並行する路線の存続」について
は、市民意見に対する市・協議会の基本的な考え方（１）
をご参照ください。

6 北部
私の職場は千里中央にあり、森町―千里中央のバス直通便
があることが、住居決定時の大きな要因でした。
子供が成長し、高校に通う頃には森町は少し不便ですが、
千里中央までの直通便があれば、千里中央からバスで豊中
方面へ、モノレールで吹田方面へも行けるので良いかな、
とも思っていました。
しかし、萱野までのバスルートになってしまうと、私とし
ては森町―萱野―千里中央で乗り換えが1回増え、余分な
移動時間や交通費が増えてしまうことになり、多大な負担
となります。今までの生活のあり方を変え、不便性が増す
ルート再編には反対です。
森町―千里中央の直通便だけでも残していただけないで
しょうか？

○「千里中央駅への鉄道と並行する路線の存続」について
は、市民意見に対する市・協議会の基本的な考え方（１）
をご参照ください。

○「バスの乗り継ぎに伴う運賃負担増加への対策」につい
ては、市民意見に対する市・協議会の基本的な考え方
（７）をご参照ください。
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1 中部
本計画の、箕面駅⇔箕面萱野駅間を、白島線、彩都線、北
飯坂ネオポリス線、粟生萱野線の、4路線が走ることに
なっていることに反対します。
取り下げられた「新たな都市計画道路網（案）」エリア２
の「箕面池田線～萱野東西線間」の計画理由は、箕面駅⇔
白島間の現行バス道幅が狭いためでした。
その箕面駅⇔白島間に4 路線も走らせることは、都市計画
コンセプトに矛盾しています。
彩都線、北飯坂ネオポリス線、粟生萱野線は箕面萱野駅止
まりとし、箕面駅へ行きたい場合は、箕面萱野駅または白
島で白島線へ乗り換えれば良いと思います。

【再掲】
○「市道箕面今宮線に今まで以上のバス路線を設定するこ
と」については、市民意見に対する市・協議会の基本的な
考え方（５）をご参照ください。

○彩都線・北大阪ネオポリス線・（仮）粟生・萱野線を箕
面駅行きとすることは、円滑な東西移動を実現するために
も必要と考えています。

2 西部

(意見)
１：路線バスの山麓線を白島線と同じ市道箕面今宮線経由
に変更することに反対、及び北大阪ネオポリス線彩都線を
箕面駅始発にし、市道箕面今宮線を経由して箕面萱野駅へ
行くルートを新設することに反対します。いずれも箕面駅
からは山麓線(府道 9 号箕面池田線)を経由することを提案
します。
1-1 そもそも、市道箕面今宮線は二車線道路にしては道路
幅が狭く、片側歩道の確保も出来ず、安全・円滑な交通を
担保出来ない道路であり、車幅２メートル以下の小型自動
車がなんとか通行できるのみで、東西交通の幹線としての
役割は果たし得ない。そこで、東西交通の幹線として府道
9号箕面池田線（1959年府道に認定、1993年主要地方道に
指定された通称山麓線）が整備され、道路構造基準令に
沿った12メートル幅の2車線 両側歩道の道路が整備提供さ
れ、40km/hrの速度で安全に円滑に通行できるようになっ
たので、大型車両・大型バス、小型車両等を山麓線へ誘導
し、箕面今宮線は小型自動車のみとし、その負荷を下げよ
うとの施策が実行された。具体的には
・積載量３トン以上の大型自動車の通行禁止、
・３０km/ｈｒの速度制限
・交差点(箕面2丁目/白島2丁目)での制限標識、および誘導
標識の設置
・交差点の改良（白島2丁目の拡幅、箕面2丁目での山麓線
への誘導）
・坊島3丁目付近の道路北側に歩道拡幅等。

【再掲】
○「市道箕面今宮線に今まで以上のバス路線を設定するこ
と」については、市民意見に対する市・協議会の基本的な
考え方（５）をご参照ください。

○市道箕面今宮線の安全・円滑な交通の確保については、
歩道の整備など、道路担当部局とも連携しながら対策を進
めてまいります。

3 西部

1-5 従って、箕面駅から間谷方面行きの山麓線（現状一日
当たり20本運行）、新設の北大阪ネオポリス線/彩都線に
ついては、利用者の利便性から将来的にも経済的な数の乗
客が予測されるなら、立派で安全な府道箕面池田線（山麓
線）を経由するべきで、大型 路線バス運行に道路構造上不
適切である箕面今宮線への路線新設はするべきでない。
なお、山麓線経由に路線を設定しても次の通りで支障はな
いと考えます。
・箕面駅から間谷・彩都等への乗客にとっては途中どの
ルートを通るかについては関心事ではなくより早く、ス
ムースに目的地へ到達出来れば良い。
・箕面今宮線沿線の住民で間谷・彩都方面への路線バスの
需要は殆どないと思われ、需要の大半は箕面萱野駅からと
予想。
・もし、利便性から沿線住民の需要があったとしても、北
小学校口周辺より西の住民方は箕面駅から乗車されれば良
く箕面駅まで約600メートル程度）、それより東の方は山
麓線の停留所から（山麓線と市道間は約250メートル程
度）、坊島辺りの方は白島/箕面
萱野駅から乗車されることで、若干利便性が損なわれるか
も知れないが、安全の確保の為ならば許容できるものと思
われます。
ちなみに、箕面駅から白島2丁目交差点間距離は約２．０
キロメートル(徒歩25分程度)

【再掲】
○「市道箕面今宮線に今まで以上のバス路線を設定するこ
と」については、市民意見に対する市・協議会の基本的な
考え方（５）をご参照ください。

○市道箕面今宮線を通るバス路線については、その沿線上
にお住まいの市民による需要も一定数見込まれることか
ら、バスを運行する案としています。

（２）地域公共交通計画（素案）の方向性に対する市民意見（ルート案）
　 　⑦北大阪ネオポリス線に関すること　７件

No. 地域 意見 市・協議会の考え方
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（２）地域公共交通計画（素案）の方向性に対する市民意見（ルート案）
　 　⑦北大阪ネオポリス線に関すること　７件

No. 地域 意見 市・協議会の考え方

4 東部
バス路線再編後の北大阪ネオポリス線・彩都線・仮称粟生
萱野線について。白島をまたいで山麓線沿線東部（青松園
前・外院・粟生団地・彩都粟生）から箕面駅周辺に向かう
場合，現状では，北大阪ネオポリス線・彩都線を利用して
白島で白島線乗り換えるか，直通する箕面山麓線を利用し
ていた。これは，前者のほうが本数が確保されており，後
者は本数が少ないが直通できるメリットがあったである。
また，彩都粟生北・粟生南地区でも，「間谷住宅４」か
「間谷住宅１」まで歩いて箕面山麓線を利用するのが現状
である。そういった現状を踏まえて，粟生萱野線とあわせ
て，このような乗り換え不要で東西をまたいで直通する幹
線路線が，国道171号線を走る石橋線に加えて確保される
のは非常に有り難いし，この案を応援したい。

市内における円滑な東西移動が実現できるよう計画策定を
進めてまいります。

5 東部
間谷住宅のバス路線
今回の路線見直しで間谷住民にとって、萱野中央駅が出来
たメリットは全く見られません、それは、萱野中央に最短
の直行便が無いからです、その上箕面駅に行くのに要する
時間が倍ほど掛かると事です。
そこで提案が有ります、それは団地には千里中央からの便
が現在のままなのか？それが廃止されて、萱野中央からに
なるのか判りませんが、必ず萱野中央から団地に行く便は
出来るでしょう、それを間谷住宅まで延伸して下さい、北
大阪急行も延伸したのですから、延伸は可能でしょう、又
は間谷住宅から団地まで（阪急バスやオレンジバス利用）
行けば（バス乗り継ぎ券を利用して）萱野中央や箕面駅に
行く便に乗り換える事が出来るようにして下さい。

○「箕面山麓線の廃止及び（仮）粟生・萱野線での代替に
反対、既存の箕面山麓線をベースとした箕面萱野駅経由箕
面駅行き路線の設定」については、市民意見に対する市・
協議会の基本的な考え方（４）をご参照ください。

○「バスの乗り継ぎに伴う運賃負担増加への対策」につい
ては、市民意見に対する市・協議会の基本的な考え方
（７）をご参照ください。

6 北部
⑥箕面森町や彩都等からのバスは、終点を新駅までとし
て、千里中央には別途乗り換えが必要にしたほうがいい。
千里中央は豊中市なので、人の流れを新駅の箕面市経由に
すべきと思う。また、バスを千里中央まで直通にしてしま
うと、新駅を使う人が増えずに、将来的に新駅までの電車
の本数が少なくなる恐れがある。すると、新駅への人の流
れが少なくなる→店舗等が撤退する等の弊害が出かねない
ので、バスは新駅止まりとする。
ただ、千里中央まで行きたい（モノレールに乗りたい）人
もいるであろうから、折衷案として、新駅一千里中央間の
バスは存続させ、乗り換えてもらう。定期所持者であれ
ば、料金は別途かからないので、少し手間がかかるが、理
解は得られると思う。今も千里中央―桃山台間のバスがあ
る。

【再掲】
○北大阪急行線の延伸を契機として、箕面市内がより魅力
的なまちとなり持続的に発展できるよう、関係部局とも連
携しながら計画策定を進めてまいります。

○「千里中央駅への鉄道と並行する路線の存続」について
は、市民意見に対する市・協議会の基本的な考え方（１）
をご参照ください。

○「バスの乗り継ぎに伴う運賃負担増加への対策」につい
ては、市民意見に対する市・協議会の基本的な考え方
（７）をご参照ください。

7 中部
≪意見≫

箕面山麓線を廃止し、彩都線・北大阪ネオポリス線を箕
面駅発着如意谷経由に再編し、（仮）粟生・萱野線を新設
するのは、彩都・止々呂美や、小野原・外院の里から箕面
駅へのアクセスが良くなり、また、箕面今宮線を走る方が
府道9号線より需要が見込めるため賛成である。

【再掲】
引き続き持続可能な公共交通の実現のため、採算の確保を
見極めつつ最大の利便性をめざすという観点をふまえ計画
策定を進めてまいります。
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1 中部

本計画の、箕面駅⇔箕面萱野駅間を、白島線、彩都線、北
飯坂ネオポリス線、粟生萱野線の、4路線が走ることに
なっていることに反対します。
取り下げられた「新たな都市計画道路網（案）」エリア２
の「箕面池田線～萱野東西線間」の計画理由は、箕面駅⇔
白島間の現行バス道幅が狭いためでした。
その箕面駅⇔白島間に4 路線も走らせることは、都市計画
コンセプトに矛盾しています。
彩都線、北飯坂ネオポリス線、粟生萱野線は箕面萱野駅止
まりとし、箕面駅へ行きたい場合は、箕面萱野駅または白
島で白島線へ乗り換えれば良いと思います。

【再掲】
○「市道箕面今宮線に今まで以上のバス路線を設定するこ
と」については、市民意見に対する市・協議会の基本的な
考え方（５）をご参照ください。

○彩都線・北大阪ネオポリス線・（仮）粟生・萱野線を箕
面駅行きとすることは、円滑な東西移動を実現するために
も必要と考えています。

2 西部

(意見)
１：路線バスの山麓線を白島線と同じ市道箕面今宮線経由
に変更することに反対、及び北大阪ネオポリス線彩都線を
箕面駅始発にし、市道箕面今宮線を経由して箕面萱野駅へ
行くルートを新設することに反対します。いずれも箕面駅
からは山麓線(府道 9 号箕面池田線)を経由することを提案
します。
1-1 そもそも、市道箕面今宮線は二車線道路にしては道路
幅が狭く、片側歩道の確保も出来ず、安全・円滑な交通を
担保出来ない道路であり、車幅２メートル以下の小型自動
車がなんとか通行できるのみで、東西交通の幹線としての
役割は果たし得ない。そこで、東西交通の幹線として府道
9号箕面池田線（1959年府道に認定、1993年主要地方道に
指定された通称山麓線）が整備され、道路構造基準令に
沿った12メートル幅の2車線 両側歩道の道路が整備提供さ
れ、40km/hrの速度で安全に円滑に通行できるようになっ
たので、大型車両・大型バス、小型車両等を山麓線へ誘導
し、箕面今宮線は小型自動車のみとし、その負荷を下げよ
うとの施策が実行された。具体的には
・積載量３トン以上の大型自動車の通行禁止、
・３０km/ｈｒの速度制限
・交差点(箕面2丁目/白島2丁目)での制限標識、および誘導
標識の設置
・交差点の改良（白島2丁目の拡幅、箕面2丁目での山麓線
への誘導）
・坊島3丁目付近の道路北側に歩道拡幅等。

【再掲】
○「市道箕面今宮線に今まで以上のバス路線を設定するこ
と」については、市民意見に対する市・協議会の基本的な
考え方（５）をご参照ください。

○市道箕面今宮線の安全・円滑な交通の確保については、
歩道の整備など、道路担当部局とも連携しながら対策を進
めてまいります。

3 西部

1-5 従って、箕面駅から間谷方面行きの山麓線（現状一日
当たり20本運行）、新設の北大阪ネオポリス線/彩都線に
ついては、利用者の利便性から将来的にも経済的な数の乗
客が予測されるなら、立派で安全な府道箕面池田線（山麓
線）を経由するべきで、大型 路線バス運行に道路構造上不
適切である箕面今宮線への路線新設はするべきでない。
なお、山麓線経由に路線を設定しても次の通りで支障はな
いと考えます。
・箕面駅から間谷・彩都等への乗客にとっては途中どの
ルートを通るかについては関心事ではなくより早く、ス
ムースに目的地へ到達出来れば良い。
・箕面今宮線沿線の住民で間谷・彩都方面への路線バスの
需要は殆どないと思われ、需要の大半は箕面萱野駅からと
予想。
・もし、利便性から沿線住民の需要があったとしても、北
小学校口周辺より西の住民方は箕面駅から乗車されれば良
く箕面駅まで約600メートル程度）、それより東の方は山
麓線の停留所から（山麓線と市道間は約250メートル程
度）、坊島辺りの方は白島/箕面
萱野駅から乗車されることで、若干利便性が損なわれるか
も知れないが、安全の確保の為ならば許容できるものと思
われます。
ちなみに、箕面駅から白島2丁目交差点間距離は約２．０
キロメートル(徒歩25分程度)

【再掲】
○「市道箕面今宮線に今まで以上のバス路線を設定するこ
と」については、市民意見に対する市・協議会の基本的な
考え方（５）をご参照ください。

○市道箕面今宮線を通るバス路線については、その沿線上
にお住まいの市民による需要も一定数見込まれることか
ら、バスを運行する案としています。

（２）地域公共交通計画（素案）の方向性に対する市民意見（ルート案）
　　 ⑧彩都線に関すること　１２件

No. 地域 意見 市・協議会の考え方
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（２）地域公共交通計画（素案）の方向性に対する市民意見（ルート案）
　　 ⑧彩都線に関すること　１２件

No. 地域 意見 市・協議会の考え方

4 東部
バス路線再編後の北大阪ネオポリス線・彩都線・仮称粟生
萱野線について。白島をまたいで山麓線沿線東部（青松園
前・外院・粟生団地・彩都粟生）から箕面駅周辺に向かう
場合，現状では，北大阪ネオポリス線・彩都線を利用して
白島で白島線乗り換えるか，直通する箕面山麓線を利用し
ていた。これは，前者のほうが本数が確保されており，後
者は本数が少ないが直通できるメリットがあったである。
また，彩都粟生北・粟生南地区でも，「間谷住宅４」か
「間谷住宅１」まで歩いて箕面山麓線を利用するのが現状
である。そういった現状を踏まえて，粟生萱野線とあわせ
て，このような乗り換え不要で東西をまたいで直通する幹
線路線が，国道171号線を走る石橋線に加えて確保される
のは非常に有り難いし，この案を応援したい。

【再掲】
市内における円滑な東西移動が実現できるよう計画策定を
進めてまいります。

5 東部

彩都線が山麓線運行（案）？間谷住宅は？

現在、彩都地域から千里中央駅へ運行しております彩都線
は、箕面萱野駅から千里中央駅までの鉄道と並行する部分
は廃止するとともに、箕面萱野駅経由箕面駅行きに再編す
るルート案となっており、現行ルートと同様、間谷住宅内
は運行しないルート案となっています。

6 東部
（課題と対応案）
①新駅の利便性を享受できない
新駅へ行くバスルートは、大きく迂回するルートのみで、
時間もかかり、利便性は低い。更に新駅により千里中央に
向う人が減れば、今後、千里中央ルートのアクセス悪化も
懸念。
⇒（対応案）彩都線が「みまさか」の角で曲がっている
が、あと数百メートル直進し、「間谷住宅入口」バス停に
止って頂けないか。

○「（仮）粟生・萱野線での代替」については、市民意見
に対する市・協議会の基本的な考え方（４）をご参照くだ
さい。

○彩都線の運行ルートの変更については、いただきました
ご意見を阪急バス（株）へお伝えするとともに、道路幅員
や周辺環境なども含め検討してまいります。

7 東部

○彩都から千里中央、萱野方面へのバスを間谷住宅経由と
してほしい（日に数本でも）

いただきましたご意見は今後の検討の参考にさせていただ
きます。

8 東部
間谷住宅のバス路線
今回の路線見直しで間谷住民にとって、萱野中央駅が出来
たメリットは全く見られません、それは、萱野中央に最短
の直行便が無いからです、その上箕面駅に行くのに要する
時間が倍ほど掛かると事です。
そこで提案が有ります、それは団地には千里中央からの便
が現在のままなのか？それが廃止されて、萱野中央からに
なるのか判りませんが、必ず萱野中央から団地に行く便は
出来るでしょう、それを間谷住宅まで延伸して下さい、北
大阪急行も延伸したのですから、延伸は可能でしょう、又
は間谷住宅から団地まで（阪急バスやオレンジバス利用）
行けば（バス乗り継ぎ券を利用して）萱野中央や箕面駅に
行く便に乗り換える事が出来るようにして下さい。

【再掲】
○「箕面山麓線の廃止及び（仮）粟生・萱野線での代替に
反対、既存の箕面山麓線をベースとした箕面萱野駅経由箕
面駅行き路線の設定」については、市民意見に対する市・
協議会の基本的な考え方（４）をご参照ください。

○「バスの乗り継ぎに伴う運賃負担増加への対策」につい
ては、市民意見に対する市・協議会の基本的な考え方
（７）をご参照ください。

9 東部

※追伸　茨木―彩都線もどうして「みまさか」や「アヤ
ハ」の辺りで停車してくれないのでしょうね。あの辺りに
止まってくれたら間谷に帰れるのに…。

今回のルート再編にあたっては箕面市域を中心とする路線
について検討を行っています。
なお、いただきましたご意見は阪急バス（株）にお伝えし
ます。

10 北部
⑥箕面森町や彩都等からのバスは、終点を新駅までとし
て、千里中央には別途乗り換えが必要にしたほうがいい。
千里中央は豊中市なので、人の流れを新駅の箕面市経由に
すべきと思う。また、バスを千里中央まで直通にしてしま
うと、新駅を使う人が増えずに、将来的に新駅までの電車
の本数が少なくなる恐れがある。すると、新駅への人の流
れが少なくなる→店舗等が撤退する等の弊害が出かねない
ので、バスは新駅止まりとする。
ただ、千里中央まで行きたい（モノレールに乗りたい）人
もいるであろうから、折衷案として、新駅一千里中央間の
バスは存続させ、乗り換えてもらう。定期所持者であれ
ば、料金は別途かからないので、少し手間がかかるが、理
解は得られると思う。今も千里中央―桃山台間のバスがあ
る。

【再掲】
○北大阪急行線の延伸を契機として、箕面市内がより魅力
的なまちとなり持続的に発展できるよう、関係部局とも連
携しながら計画策定を進めてまいります。

○「千里中央駅への鉄道と並行する路線の存続」について
は、市民意見に対する市・協議会の基本的な考え方（１）
をご参照ください。

○「バスの乗り継ぎに伴う運賃負担増加への対策」につい
ては、市民意見に対する市・協議会の基本的な考え方
（７）をご参照ください。
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（２）地域公共交通計画（素案）の方向性に対する市民意見（ルート案）
　　 ⑧彩都線に関すること　１２件

No. 地域 意見 市・協議会の考え方

11 東部
バス路線の件で１つ申し上げたいと思います。箕面市粟生
間谷地区は、今現在、学生の為のワンルームが約２，００
０室あります。現在、粟生間谷から船場方面へ引っ越しも
しないで、バスで船場校へ通学している方が、結構おられ
ます。学校側もバス通学可としており、このままでは粟生
間谷に学生さんも住めなくなり、住民もバス路線を利用す
る事も少なくなって、出かける機会を失います。学生さん
は、夜遅くまで研究しており、最終バスの時間も千里中央
発を学生さんの為にも夜１１時位までにしてほしいです。
ルートはこのようにしてもらえると住民はもっと住みよく
なります。
彩都西駅⇔山ノ口⇔宮ノ前⇔粟生団地⇔白島北⇔新箕面萱
野駅⇔船場阪大キャンパス前⇔千里中央

○「千里中央駅への鉄道と並行する路線の存続」について
は、市民意見に対する市・協議会の基本的な考え方（１）
をご参照ください。

○バスの運行ダイヤについては、いただきましたご意見を
阪急バス（株）にお伝えし、今後検討を進めてまいりま
す。

12 中部
≪意見≫

箕面山麓線を廃止し、彩都線・北大阪ネオポリス線を箕
面駅発着如意谷経由に再編し、（仮）粟生・萱野線を新設
するのは、彩都・止々呂美や、小野原・外院の里から箕面
駅へのアクセスが良くなり、また、箕面今宮線を走る方が
府道9号線より需要が見込めるため賛成である。

【再掲】
引き続き持続可能な公共交通の実現のため、採算の確保を
見極めつつ最大の利便性をめざすという観点をふまえ計画
策定を進めてまいります。
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1 東部

観光・墓参送迎路線である粟生団地線29系統についての情
報がない。特に途中経由地である勝尾寺は，正月三が日・
紅葉期には，大変に道路が渋滞し，定時運行ができない。
2019年11月23日の夕刻には，200分遅れ（2時間40分遅
れ）で運行していたときく。北大阪ネオポリス線がクリー
ンセンター前経由だった頃，この渋滞に影響されて2時間
近く遅れて運行しており，バス利用するたびに大変に憤り
を感じていた。勝尾寺に苦情を20数年ほど申し入れたが，
「うちには関係ない」と回答があって，山麓部沿線地域と
協力する姿勢もなければ，改善する兆しもまったく見られ
ない（駐車場を増やしたというが，抜本的な解決にもなっ
ていないし，バスが運行していない時間帯にライトアップ
を企画するなど，あり得ない）ので、憤慨しており、甚だ
遺憾である。北摂霊園が墓参のために，箕面有料道路の通
行代を負担し，勝尾寺を経由しないルートが2015年ころか
ら設定されたと聞くが，このような状況であれば，この勝
尾寺経由の系統は廃止して、勝尾寺を経由しない北千里～
千里中央～（トンネル経由）～北摂霊園～希望ヶ丘の直通
系統にするようにすべき。また，バス事業者側も，西武観
光バスの三峯神社線の事例を参考にして，運転士の安全が
確保できないことを理由に運休するという決断をもっと前
向きに恐れずにやってほしい。箕面～勝尾寺線の路線廃止
という失敗も踏まえて，そのあたりの計画の策定もすべ
き。

○粟生団地線29系統（勝尾寺経由北摂霊園行き）の路線に
ついては、ご指摘のとおり北摂霊園の墓参のための路線で
あり、路線の性質から北大阪急行線の延伸の影響が少ない
と考えられることから、検討の対象外としております。

○正月や紅葉期の勝尾寺周辺での渋滞発生については、状
況を認識しており、関係機関と連携し、対策を検討してい
るところです。

2 中部
③青松園から千里中央・北千里へのアクセスの解決案とし
て、粟生団地線は残るということなので、現在の小野原経
由の一部を粟生団地発、青松園経由で北千里を通って千里
中央に行くバスルートをつくることで全て解決できます。
道路も幅広く、外院、青松園バス停付近には戸建て住宅も
増えてきましたので需要は十分あると思います。

いただきましたご意見は今後の検討の参考にさせていただ
きます。

3 東部

箕面萱野駅にはもっと便利性がほしいです。本数も増やし
て下さい。
間谷はこれから千里中央へ行く便の考慮を。老人の出歩く
足を考えて下さい。

○間谷住宅から北千里駅を経由し、千里中央駅へ接続する
粟生団地線は存続するルート案となっています。

○「運行頻度の増便」については、市民意見に対する市・
協議会の基本的な考え方（１０）をご参照ください。

4 東部

千里中央行きはもう必要ありません。
箕面萱野行き終点は萱野で折り返し運転で本数を増やして
ほしい。
通勤客が朝、本数が少ないと乗れない人が出てくるので
は。誰が千里中央まで乗るでしょうか。

○間谷住宅から北千里駅や千里中央駅への需要も一定見込
まれることから、北千里駅を経由し、千里中央駅へ接続す
る粟生団地線は存続するルート案となっています。

○「運行頻度の増便」については、市民意見に対する市・
協議会の基本的な考え方（１０）をご参照ください。

5 東部
２．北千里→千里中央駅ルートはたとえ少し本数が減って
も残してほしい。

間谷住宅から北千里駅を経由し、千里中央駅へ接続する粟
生団地線は存続するルート案となっています。

6 東部

間谷住宅から千里中央より近い駅（箕面萱野）ができるの
で、間谷住宅から宮ノ前、粟生団地を通り今宮を西に直進
して、白島の交差点を左折し、箕面萱野駅に行く最短コー
スを望む。
従来の千里中央駅から間谷住宅に行くルートは減便して、
上記のルートの新設を望む。

【再掲】
○「既存の箕面山麓線をベースとした箕面萱野駅経由路線
の設定」については、市民意見に対する市・協議会の基本
的な考え方（４）をご参照ください。

○千里中央から間谷住宅までの粟生団地線を含む、各路線
の運行頻度については、今後検討を進めてまいります。

7 東部

（１）①千里中央行き（北千里駅経由、現行と変わらず）
②箕面駅行き（府道９号線を通り現行と変わらず、または
途中で箕面萱野駅を経由）
に加えて、③箕面萱野駅行き（府道９号線を通り白島から
南下）
の３ルートを間谷住宅から出して欲しい。

【再掲】
○間谷住宅から北千里駅を経由し、千里中央駅へ接続する
粟生団地線は存続するルート案となっています。

○「箕面山麓線の廃止に反対」については、市民意見に対
する市・協議会の基本的な考え方（４）をご参照くださ
い。

○限定されたエリアの中で、同一目的地への複数ルートを
同時に運行することは、需要の分散が想定されるため慎重
に検討してまいります。

（２）地域公共交通計画（素案）の方向性に対する市民意見（ルート案）
　　 ⑨粟生団地線に関すること　１３件

No. 地域 意見 市・協議会の考え方
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（２）地域公共交通計画（素案）の方向性に対する市民意見（ルート案）
　　 ⑨粟生団地線に関すること　１３件

No. 地域 意見 市・協議会の考え方

8 東部
（２）各ルートの位置付けとして、以下のように考える。
①⇒間谷住宅等エリアから北千里駅へ行く（阪急千里線を
利用）or171号線沿いから千里中央駅へ行く（北大阪急行
を利用）
②⇒箕面駅周辺へ行く
③⇒箕面萱野駅周辺へ行く（キューズモール、または北大
阪急行を利用）
それぞれの目的に応じて乗客を目的地まで直接運ぶのが効
率が良く、運賃も安くなり、巡回できる頻度も増すので、
利用者にとって都合が良い。③は、萱野駅周辺のお店、習
い事などに利用する方も多いと見込まれるので、高頻度に
した方が、バス会社からしても収益が見込めるのではない
かと考える。
また、①と③を共存させることによって、北大阪急行を利
用する客を分散させることができ、バス内の込み合いも緩
和できると考える。

【再掲】
○利便性の観点に加え、採算性や効率性などの観点もふま
え総合的に検討を進め、それぞれが持続可能な路線となる
よう計画策定を進めてまいります。

○「バスの運行頻度」については、市民意見に対する市・
協議会の基本的な考え方（９）をご参照ください。

9 東部
北急延伸後の間谷住宅からのバスルート案について
①の千里中央行きについて
北千里駅には、梅田・京都方面等阪急電車を乗車する際に
重要な駅で、１部ルートを残してと書いてあるのを見たの
ですが、現行と変わらないのでしょうか。
阪大外国語学部が通り抜けできなくなり、モノレール彩都
西駅にも大回りしなくてはならないので、北千里駅方面は
現行通りのままでお願いします。

間谷住宅から北千里駅を経由し、千里中央駅へ接続する粟
生団地線は存続するルート案となっています。

10 東部
北大阪急行線延伸後の間谷住宅からのバスルート（案）に
ついて
（大前提となる背景）
間谷住宅在住の通勤通学で千里中央駅を利用する乗客はか
なり多い。その多くは千里中央駅を起点に梅田方面への動
線となる。今回の延伸後、ほとんどが箕面萱野駅を利用す
ることは明白と言える。
①千里中央行き（北千里駅経由）
現行ルートと変わらずとの提案は１００％同意できる。ま
た便数を利用度に応じて削減または一部、北千里駅止まり
とすればよい。そして、北千里発に一部置き換える。

○間谷住宅から北千里駅を経由し、千里中央駅へ接続する
粟生団地線は存続するルート案となっています。

○「バスの運行頻度」については、市民意見に対する市・
協議会の基本的な考え方（９）をご参照ください。

11 東部

・千里中央行き直通便がほしい。
・箕面萱野行き直通便がほしい。
・箕面駅までの所要時間、運賃を見直してほしい。
・通勤、通学する人にとって住みにくい場所になってしま
う。

○東部地域から北千里駅を経由し、千里中央駅へ接続する
粟生団地線は存続するルート案となっています。
なお、「千里中央駅への鉄道と並行する路線の存続」につ
いては、市民意見に対する市・協議会の基本的な考え方
（１）をご参照ください。

○東部地域から箕面駅までは、彩都線、北大阪ネオポリス
線、（仮）粟生・萱野線が運行するルート案となっており
ます。

○いただいたご意見も参考にしながら、少しでも早く箕面
駅へアクセスできるよう、運行ルートなどの検討を進めて
まいります。

○「各路線の運賃」については、市民意見に対する市・協
議会の基本的な考え方（９）をご参照ください。

12 東部

間谷住宅に住んでからずっとバスを利用しています。間谷
から千里中央へのバスルートは現行のままとした計画案を
見てがっかりしています。なぜ速くて便利な箕面萱野駅に
行かないのですか？通勤、通学を考えた時次のバスルート
を希望します。
間谷住宅→粟生団地→白島北→箕面萱野駅
箕面市地域公共交通活性化協議会の方々も一度現行のバス
路線に乗ってみて下さい。机上では私達が何を望んでいる
のかわからないと思います。箕面市全体の事ですから自治
体の意見も取り入れて下さい。

【再掲】
○「既存の箕面山麓線をベースとした箕面萱野駅経由路線
の設定」については、市民意見に対する市・協議会の基本
的な考え方（４）をご参照ください。

○ルート案の作成にあたっては、現状のOD調査や利用者・
市民アンケート調査の実施等により、バス利用者や市民の
みなさまの北大阪急行線延伸後のバスの利用意向を分析し
たうえでルート案を作成しています。

○「ルート案の作成のベースとなった各調査の概要や分析
結果のルート案の反映のしかた」については、市民意見に
対する市・協議会の基本的な考え方（２）及び（３）をご
参照ください。
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（２）地域公共交通計画（素案）の方向性に対する市民意見（ルート案）
　　 ⑨粟生団地線に関すること　１３件

No. 地域 意見 市・協議会の考え方

13 市外

粟生団地線をいつも利用していますが、国立循環器病セン
ターが移転してからは利用者が減っており、バス路線もな
くなるのではないかと不安でしたが、再編案でも今の粟生
団地線の色々なルートが残ることになっており安心しまし
た。
ただ、本数などについては、今後検討するとのことです
が、色々なルートに本数が分散すると、利用しにくくなる
ので、出来るだけ便利になるようお願いします。

○ご指摘のとおり、箕面市内の路線バスについては、これ
までも利用者が減少傾向にあり、北大阪急行線の延伸や国
立循環器病センターなどの施設の移転によってさらなる利
用者の減少が見込まれる中で、持続可能な公共交通とする
ため、採算の確保を見極めつつ最大の利便性をめざすとい
う観点をふまえ計画策定を進めてまいります。

○効率的な運行ルートの設定など、それぞれの路線が将来
にわたって持続可能な路線となるよう検討を進めてまいり
ます。
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1 東部

⑥千里中央から北千里経由で小野原東方面に行くバスにつ
いて、その一部でも阪大病院に行く路線変更出来ないか。

ご意見も参考にしながら、協議会で再度協議・検討・調整
を図りますが、北大阪急行線の延伸にあたっては、バス利
用者が大幅に減少することが見込まれており、持続可能な
公共交通の観点やバス事業者の採算性確保の観点から、需
要が不透明な路線設定の要望に対応することは難しいと考
えています。

（２）地域公共交通計画（素案）の方向性に対する市民意見（ルート案）
　　 ⑩小野原東線に関すること　１件

No. 地域 意見 市・協議会の考え方
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1 東部

③石橋線と茨木を結ぶ路線は箕面萱野駅に接続しないのは
なぜか。

石橋線の運行ルートについては、現在東西方向への移動が
メインとなっており、また、将来のバス活用についてお尋
ねしたアンケート調査等においても同様の利用のされ方に
大きな変更は見受けられなかったため、「萱野小学校前」
バス停での乗り換えによる速達性を検証したうえで、現行
ルートのままのルート案となっています。

2 東部
バス路線再編後の石橋線（92系統）について。石橋線が箕
面萱野新駅ロータリーを経由しないとする案に決定するま
での経緯も拝見したが，経由しない案が正解だと思う。現
状，朝夕の通勤通学状況を見ていても，萱野小学校前をま
たいで東西の利用する客がほとんどである。ただし，国道
171号線の北側を走る北大阪ネオポリス線（急行便）・彩
都線などから「白島」「萱野小学校前」から歩いて石橋線
の「萱野小学校前」に乗り換えるという通勤通学者の存在
も多数見受けられる（特に朝夕）。また，実際に石橋線か
ら箕面萱野駅に乗り換えるシミュレーションを何度かして
みたが，茨木→石橋向きなら，手前の「西宿」で降りた方
が早かった。こうした現状を踏まえて，新路線再編後に，
バス・バス間乗り換えのハブターミナル機能を「白島」か
ら「箕面萱野駅」に移転させるのであれば，国道171号線
の北側を走る路線（北大阪ネオポリス線・彩都線など）で
箕面萱野新駅から石橋線に乗り換える需要はあるので，乗
り換え経路のハード面でのまちづくり整備（荒天時でも移
動に耐えられるように，上屋を設置するとか）をお願いし
たい。基本戦略の中にも想定されていることとだとは信じ
たいが。

○石橋線の運行ルートについては、現在東西方向への移動
がメインとなっており、また、将来のバス活用についてお
尋ねしたアンケート調査等においても同様の利用のされ方
に大きな変更は見受けられなかったため、「萱野小学校
前」バス停での乗り換えによる速達性を検証したうえで、
現行ルートのままのルート案となっています。

○北大阪急行線の延伸にあたってのバスとバス、バスと鉄
道の乗り換え利便性の向上について、ハード面の整備も含
めて、関係部局と連携しながら計画策定を進めてまいりま
す。

3 西部

私には0歳の子がおり、車・自転車を持っていないため、
よくバスに乗ってキューズモールや支援センターに行きま
す。
場所柄、92番しか乗りません。
そこで2点改善していただけると嬉しいです。
1.キューズモールを経由するバスがほしい。
萱野小学校前で降りて歩くのですが、もう少し近くまで行
けると助かります。
2.千里中央行きがほしい。
現状では萱野小学校前か芝西で乗り換えが必要です。
3.箕面市の阪急バス1日乗車券を作って欲しい。
2のように乗り換えが必要ならば、せめて割引があると負
担が減ります。
1、2については、桜井・半町・桜ヶ丘・百楽荘・瀬川エリ
アが同じような不便さを感じていると思います。
ぜひ検討いただければ幸いです。
よろしくお願いいたします。

○石橋線の運行ルートについては、現在東西方向への移動
がメインとなっており、また、将来のバス活用についてお
尋ねしたアンケート調査等においても同様の利用のされ方
に大きな変更は見受けられなかったため、「萱野小学校
前」バス停での乗り換えによる速達性を検証したうえで、
現行ルートのままのルート案となっています。

○「千里中央駅へのバス直通路線」については、市民意見
に対する市・協議会の基本的な考え方（１）をご参照くだ
さい。

○「１日乗車券の発行を含むバスとバスの乗り継ぎ割引」
については、市民意見に対する市・協議会の基本的な考え
方（７）をご参照ください。

（２）地域公共交通計画（素案）の方向性に対する市民意見（ルート案）
　　 ⑪石橋線に関すること　８件

No. 地域 意見 市・協議会の考え方
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（２）地域公共交通計画（素案）の方向性に対する市民意見（ルート案）
　　 ⑪石橋線に関すること　８件

No. 地域 意見 市・協議会の考え方

5 東部
○171号線の大型バス路線は茨木IN付近の渋滞を避け万博
場周道路経由にし、将来は場周の立体化で双方向通行にす
る。寄り付きのないバス停は廃止する。又、石橋の折返し
もループにする。中古車などのディーラは路上での積み下
ろし厳禁（違反者は業務停止）。展示車には太陽光発電の
上屋設置を義務付け

いただきましたご意見は今後の検討の参考にするととも
に、ご意見の内容は警察及び環境担当部局にお伝えしま
す。

6 不明

○石橋⇔茨木を171号線で走るバスは、新駅と接続するの
か？

石橋線の運行ルートについては、現在東西方向への移動が
メインとなっており、また、将来のバス活用についてお尋
ねしたアンケート調査等においても同様の利用のされ方に
大きな変更は見受けられなかったため、「萱野小学校前」
バス停での乗り換えによる速達性を検証したうえで、現行
ルートのままのルート案となっています。

7 中部

6）新設される路線、廃止される路線については、よくわ
かりません。現行のままの路線については、あまり意見は
ありません。ただ、石橋駅から茨木駅までの路線の中に箕
面萱野駅を通すことはできないでしょうか。

石橋線の運行ルートについては、現在東西方向への移動が
メインとなっており、また、将来のバス活用についてお尋
ねしたアンケート調査等においても同様の利用のされ方に
大きな変更は見受けられなかったため、「萱野小学校前」
バス停での乗り換えによる速達性を検証したうえで、現行
ルートのままのルート案となっています。

8 西部

・市内移動が不便である点に関して、東西を貫く主要路線
である石橋線と箕面萱野駅の接続が必要と考える。迂回等
が発生するなどの事情はわかるが、潜在利用者を失うこと
になる。

石橋線の運行ルートについては、現在東西方向への移動が
メインとなっており、また、将来のバス活用についてお尋
ねしたアンケート調査等においても同様の利用のされ方に
大きな変更は見受けられなかったため、「萱野小学校前」
バス停での乗り換えによる速達性を検証したうえで、現行
ルートのままのルート案となっています。

4 中部

基本的な考え方ではマスタープランに賛同します。
原則として、南北の移動は鉄道に東西の移動はバス路線と
するハブ＆スポークの考え方でいいとは思うのですが、東
端や西端の住民の移動は例外的にバス路線に担っていただ
くほかないと思います。ただし、営利事業として運行して
いる路線バス事業に対し、自治体が安易な形でコミバス運
行すべきではない。まずは、タクシーなどの補完交通活用
が前提であり、従来のバス事業者に事業委託で延命させる
ぐらいなら、事業者に一定額の営業補助金を出す方がマ
シ。少なくとも補助金内で黒字化を目指すという効果が期
待できる。
コミバスは路線廃止してから必要最低限の運行に留めるべ
き。現在、コミバス事業で成功例はほぼない。いつまでも
武蔵野市の成功例を追うべきではないし、地域が違えば
ニーズの在り方も全く違うはず。何とかの一つ覚えのよう
に、安易なコミバスはかえって地域のためにならない。デ
マンドでも、運転者が必要であれば経費は掛かるし、車両
の変更による経費圧縮効果など微々たるもの。
提案としては、地場の交通事業者に新規路線のプロポーザ
ルの実施。特にCOMARTHILLなど、今回の延伸により存在
理由自体が希薄化する路線バス事業者もあり、貸切事業者
でもこのコロナ禍で路線事業を検討している会社もあるは
ず。少なくとも、スクールバスや企業送迎バスは、路線バ
ス事業に酷似しているし、ルミナスへ運行している日本交
通の乗合もあることから、特段に区域拡張申請しなくても
対応できる事業者はそれなりにあるはず。自治体は要衝地
点に転回場所や車両基地が設置できるような土地の確保
（≒インフラ整備）を行えば、興味を示す事業者はあるの
では？個人的には石橋線は路線長が長いため。萱野中央⇔
JR茨木と萱野中央⇔阪急石橋に分割した方が、定時性も確
保できるしダイヤ編成の自由度も上がると思う。新規路線
になるので、路線許可申請が面倒だし、利用者利便の維持
のため乗り継ぎ割引が必要。あと171ではなく駅舎内に引
き込んでほしい。

【再掲】
○箕面市内を運行しておりますコミュニティバスであるオ
レンジゆずるバスについては、路線バスを補完する役割と
して、運行ルートや運行目的が路線バスと重複しないよう
調整をした上で運行を行っています。

○石橋線の運行ルートについては、現在東西方向への移動
がメインとなっており、また、将来のバス活用についてお
尋ねしたアンケート調査等においても同様の利用のされ方
に大きな変更は見受けられなかったため、「萱野小学校
前」バス停での乗り換えによる速達性を検証したうえで、
現行ルートのままのルート案となっています。

○いただきましたご意見も参考にしながら、今後計画策定
を進めてまいります。
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（２）地域公共交通計画（素案）の方向性に対する市民意見（ルート案）
　　 ⑫豊中市内線に関すること　０件
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（２）地域公共交通計画（素案）の方向性に対する市民意見（ルート案）
　　 ⑬阪北線に関すること　０件
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1 中部
本計画の、箕面駅⇔箕面萱野駅間を、白島線、彩都線、北
飯坂ネオポリス線、粟生萱野線の、4路線が走ることに
なっていることに反対します。
取り下げられた「新たな都市計画道路網（案）」エリア２
の「箕面池田線～萱野東西線間」の計画理由は、箕面駅⇔
白島間の現行バス道幅が狭いためでした。
その箕面駅⇔白島間に4 路線も走らせることは、都市計画
コンセプトに矛盾しています。
彩都線、北飯坂ネオポリス線、粟生萱野線は箕面萱野駅止
まりとし、箕面駅へ行きたい場合は、箕面萱野駅または白
島で白島線へ乗り換えれば良いと思います。

【再掲】
○「市道箕面今宮線に今まで以上のバス路線を設定するこ
と」については、市民意見に対する市・協議会の基本的な
考え方（５）をご参照ください。

○彩都線・北大阪ネオポリス線・（仮）粟生・萱野線を箕
面駅行きとすることは、円滑な東西移動を実現するために
も必要と考えています。

2 東部
バス路線再編後の北大阪ネオポリス線・彩都線・仮称粟生
萱野線について。白島をまたいで山麓線沿線東部（青松園
前・外院・粟生団地・彩都粟生）から箕面駅周辺に向かう
場合，現状では，北大阪ネオポリス線・彩都線を利用して
白島で白島線乗り換えるか，直通する箕面山麓線を利用し
ていた。これは，前者のほうが本数が確保されており，後
者は本数が少ないが直通できるメリットがあったである。
また，彩都粟生北・粟生南地区でも，「間谷住宅４」か
「間谷住宅１」まで歩いて箕面山麓線を利用するのが現状
である。そういった現状を踏まえて，粟生萱野線とあわせ
て，このような乗り換え不要で東西をまたいで直通する幹
線路線が，国道171号線を走る石橋線に加えて確保される
のは非常に有り難いし，この案を応援したい。

【再掲】
市内における円滑な東西移動が実現できるよう計画策定を
進めてまいります。

3 東部
箕面駅行きのバスは171号線経由ではなく、山麓線から萱
野東小学校、4中の間を通って、萱野新駅に直行するルー
トでぜひお願いします。
提案ルートではあまりにも時間がかかりすぎます。
今でも箕面駅にはバスの本数も少なくアクセスが非常に不
便になっています。これ以上時間がかかるルートはぜひと
も避けていただきたいです。よろしくお願いいたします。

【再掲】
「既存の箕面山麓線をベースとした箕面駅行き路線の設
定」については、市民意見に対する市・協議会の基本的な
考え方（４）をご参照ください。

4 東部

従って、千里中央・箕面駅行きは現行通り残して下さい。
箕面山麓線は阪急電車を乗り継ぐ大事な路線です。本数が
少ないにもかかわらず粟生団地・如意谷住宅の方も利用さ
れています。今回提示のあった171号線今宮経由する案に
は反対です。時間がかかり過ぎます。利用者が多い粟生団
地の方の利用が減少すると予測し悪循環です。コストを考
え小型バスの運行は如何ですか。
ゆずるバスは、間谷住宅－箕面駅は時間がかかり過ぎるの
で路線バスを利用しています。

【再掲】
○「箕面山麓線の廃止及び（仮）粟生・萱野線での代替に
反対」については、市民意見に対する市・協議会の基本的
な考え方（４）をご参照ください。

○バス車両の小型化については、当該路線の需要を見極め
つつ、検討を進めてまいります。

5 東部
新駅開業に当り、間谷住宅⇔箕面萱野駅がきっと便利にな
る（短時間、短距離、増便）と大いに期待しておりまし
た。
再編ルートでは、間谷住宅は、何のメリットもなく、逆に
不便になります。
ましてや、阪急箕面駅への便も不便を増す計画になってい
ます。
現在、千里中央へも阪急箕面駅へも長時間の所要時間等々
で仕方なく高令で不安を承知の上で車を利用しています。
700戸余の大きな住宅地の住民が活性化できる環境作りを
考慮した山麓線を大いに利用できる方向へ変更を願ってい
ます。この予定ルートでは、増々高令化していく間谷住宅
住民はひきこもり!!ひいては住宅移転による空家増加になっ
ていきます。
間谷住宅は阪急電車が開発された住宅地であった為、将来
を安心してすごせる街であろうと思い購入いたしました。

「（仮）粟生・萱野線での代替に反対」については、市民
意見に対する市・協議会の基本的な考え方（４）をご参照
ください。

（２）地域公共交通計画（素案）の方向性に対する市民意見（ルート案）
　　 ⑭（仮）粟生・萱野線に関すること　１２２件

No. 地域 意見 市・協議会の考え方
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（２）地域公共交通計画（素案）の方向性に対する市民意見（ルート案）
　　 ⑭（仮）粟生・萱野線に関すること　１２２件

No. 地域 意見 市・協議会の考え方

6 東部
箕面駅行き
「考えられる問題点」に同感
加えて外院、青松園、石丸等を通らないのは何故？
宝塚方面、妙見口方面に行くのに時間かかりすぎ。
粟生団地⇒豊川住宅前⇒新家⇒今宮は現行バスで対応して
いるのではないか？（意味不明）
粟生団地⇒青松園（南下）⇒萱野東西線⇒箕面萱野駅とす
れば時間・距離を短縮でき、最も良いと思います。強く推
してください。
（資料添付あり）

【再掲】
「（仮）粟生・萱野線に反対、既存の箕面山麓線をベース
とした箕面萱野駅経由箕面駅行き路線の設定」について
は、市民意見に対する市・協議会の基本的な考え方（４）
をご参照ください。

7 東部

Thank you for the opportunity to comment on the proposal of 
new bus routes in Minoh City.
My family has been residents of the Aomatani Higashi 
neighborhood for more than 20 years and have lived in Minoh 
City for even longer. We are all members of the Osaka 
University faculty and staff and have cherished living in Minoh 
for many years. With this,Iwould like to raise concerns 
regarding the proposal.
While ridership is low due to the effects of Covid-
19,residents including my family will be using the Hankyu Bus 
system to commute once the pandemic subsides. We have 
been looking forward to gaining access to the new Minoh-
Kayano Station and its new surrounding services. Minoh-
Kayano station should give Aomatani residents quicker access 
to the Midosuji Line and decrease commute time. However,the 
proposed bus route results in the opposite; there is no direct 
bus route to Minoh-Kayano station,and the travel time is 
significantly longer.Access to Minoh Station is decreased as 
well.
With the closure of the former Osaka University Minoh 
Campus,the Aomatani Higashi neighborhood has already lost 
bus routes to the JR/Hankyu Ibaraki area. The proposal 
ignores the many long-time taxpaying residents of Aomatani. 
In fact,the proposed bus routes seem to reward the brand-
new residents of Saito instead.
As long-time residents of Minoh and users of Hankyu Bus 
system,we would like direct and frequent access to Minoh-
Kayano and Minoh station.
Thank you for your time and consideration.

（上記の和訳）
箕面市の新しいバス路線の提案についてコメントする機会
をいただき、ありがとうございます。
私の家族は間谷住宅に20年以上住んでおり、箕面市にさら
に長く住んでいます。私たちは大阪大学の教職員であり、
長年箕面市での生活を大切にしてきました。これに伴い、
提案について懸念を表明したいと思います。
Covid-19の影響で乗客数は少ないですが、治まったら家族
も含め、阪急バスで通勤を再開します。新しい箕面萱野駅
とその周辺のサービスへのアクセスを愉しみにしておりま
した。箕面萱野駅は、粟生間谷の住民に御堂筋線へのより
迅速なアクセスを提供し、通勤時間を短縮すると思ってお
りました。ただし、提案されたバスルートは逆になりま
す。箕面萱野駅への直行バスはなく、移動時間もかなり長
くなります。箕面駅へのアクセスも減少します。
また、大阪大学箕面キャンパスの閉鎖に伴い、間谷住宅は
すでにJR・阪急茨木エリアへのバス路線を失っています。
この提案は、間谷住宅の長年の納税者を無視しているよう
にしか思えません。実際、提案されたバス路線は、代わり
に彩都の真新しい住民に報いるようです。
箕面市の長年の居住者であり、阪急バスの利用者である私
たちは、箕面萱野駅と箕面駅に直接かつ頻繁にアクセスし
たいと考えております。
どうぞご検討お願い致します。

「（仮）粟生・萱野線での代替に反対」については、市民
意見に対する市・協議会の基本的な考え方（４）をご参照
ください。
About the tentative Ao-Kayano Line operated alternatively, 
please refer to the answer No.4 to the citizen's 
ideas/questions (only in Japanese).
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（２）地域公共交通計画（素案）の方向性に対する市民意見（ルート案）
　　 ⑭（仮）粟生・萱野線に関すること　１２２件

No. 地域 意見 市・協議会の考え方

8 東部

Thank you for the opportunity to comment on the proposed 
changes in local bus routes in Minoh City. Our family has lived 
in the Aomatani Higashi neighborhood for more than 20 years 
and very happy residents of this community. I am employed by 
Osaka University as a teacher. Before coming to Japan,I was 
a city planner in the United States.

I have serious concerns about the proposed changes in bus 
service for our community for the following reasons:

1.We need direct bus service to the new Minoh-Kayano 
Station and the access it provides to the Midosuji Line. Direct 
service saves travel time and is far more convenient for our 
residents than your proposed plan.

2.We have been paying high taxes to Minoh City for 35 
years,so why is a critical transportation service being reduced 
in our community? There is no reason unless it is more for 
financial reasons than providing the best possible bus service 
to all Minoh residents.

So,I urge you to please change your plan so that the Aomatani 
Higashi area has a direct bus route to the new Minoh-Kayano 
Station and Minoh Station.

Thank you very much for your time and consideration. 

「（仮）粟生・萱野線での代替に反対」については、市民
意見に対する市・協議会の基本的な考え方（４）をご参照
ください。
About the tentative Ao-Kayano Line operated alternatively, 
please refer to the answer No.4 to the citizen's 
ideas/questions (only in Japanese).

10 東部

間谷住宅からの萱野駅行直行なし？R171経由（案）？な
ぜ？

○間谷住宅から箕面萱野駅までは、（仮）粟生・萱野線が
運行するルート案となっております。

○「（仮）粟生・萱野線のルート設定」については、市民
意見に対する市・協議会の基本的な考え方（４）をご参照
ください。

9 東部

間谷住宅～箕面萱野駅・箕面駅への阪急バスの新代替ルー
ト（案）に対する提言
新駅開業と大阪大学外国語学部移転に伴う間谷住宅からの
阪急バス新代替ルート（案）について、これまで間谷住宅
の住民にとって箕面山麓線バスルートは箕面市東西アクセ
スの要でした。しかしながら、その山麓線のルートが新
ルート（案）では、彩都の住民の彩都線となり、間谷住宅
は彩都に隣接しているのに関わらず、171号線を経由する
新ルート代替（案）が発表され、大変落胆し理解できませ
ん。この新ルート（案）は間谷住宅の住民にとって耐え難
い、不便極まりない（案）で住民を軽視しています。これ
では千里中央行きと同じく171号線経由・新家・今宮と渋
滞し遠回りで距離・時間のロスです。長年にわたり箕面市
に在住し納税し、地域とともに貢献してきた住民の生活が
現状より不便になりかねません。
公共交通アクセスは住民の生活の質と健康に直結してお
り、公平でなければなりません。新ルート（案）は箕面市
内での地域の分断を招き、自家用車依存型、東西分断型、
交通渋滞を助長します。市内に新駅が開業し、文化・教育
施設の中心となる萱野駅へのバスの直通便を切に望みま
す。駅や施設を利用する全市民に公平に恩恵が届くべき
で、特に社会的弱者の生活を守ってほしい。社会的弱者と
は、人権の面から配慮が必要ですが、高齢者、子ども、自
動、国籍、疾患、雇用、障害など身体能力、発言力などが
制限され社会的に不利な立場にある人と記されています。
間谷住宅の住民の現状と今後の生活環境に真摯に向き合っ
ていただき、代替新ルート（案）の撤回を望みます。新駅
への直行便の運行と箕面駅への山麓現行存続を提言すると
共に今後のバスの運行ルートとスケジュールが日々の生活
に即した通勤通学に利用できるもにになることを願いま
す。

【再掲】
○「箕面山麓線の廃止及び（仮）粟生・萱野線での代替に
反対」については、市民意見に対する市・協議会の基本的
な考え方（４）をご参照ください。
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（２）地域公共交通計画（素案）の方向性に対する市民意見（ルート案）
　　 ⑭（仮）粟生・萱野線に関すること　１２２件

No. 地域 意見 市・協議会の考え方

11 東部

○「箕面駅」までのバスを現在も使っていますが、それで
はなくても１時間に１本で困っているのに、時間もかかっ
て、運賃も上がるのでは困る。
○せめて、ルートを以前のままにするか、本数を増やすか
してほしい。

○「（仮）粟生・萱野線に反対」については、市民意見に
対する市・協議会の基本的な考え方（４）をご参照くださ
い。

○「運行頻度の増便」については、市民意見に対する市・
協議会の基本的な考え方（８）をご参照ください。

12 東部

○これでは「箕面萱野駅」を使いづらい。やはり本数を増
やしてほしい。

○「（仮）粟生・萱野線のルート設定」については、市民
意見に対する市・協議会の基本的な考え方（４）をご参照
ください。

○「運行頻度の増便」については、市民意見に対する市・
協議会の基本的な考え方（８）をご参照ください。

13 東部

間谷住宅を買った時、デマンドバスもパンフレットに画か
れていて、入居の条件のひとつと考えていました。
これで２回目です。１回目は、阪急バスに換ってから粟生
団地経由が多く、間谷住民はくやしく淋しい思いをしてい
ます。又、アチコチ廻って長い時間経て乗せていただいて
いる。みじめな思いいやです。
生活時間に合わせた直行便、少なくても良いので考えて下
さい。
コロナの時、乗車数が少なく大変なのは解ります。住民の
皆様もバスを利用して下さい。

○「（仮）粟生・萱野線のルート設定」については、市民
意見に対する市・協議会の基本的な考え方（４）をご参照
ください。
なお、バスの運行頻度については、いただきましたご意見
も参考にしながら、今後検討を進めてまいります。

○箕面市内の路線バスについては、その利用者が減少傾向
にあり、北大阪急行線の延伸によってさらなる利用者の減
少が見込まれる状況です。北大阪急行線の延伸にともなう
バス路線再編により持続可能な公共交通を目指してまいり
ますが、持続可能な公共交通の実現には、公共交通を利用
いただくなど、市民のみなさまのご理解、ご協力が不可欠
ですので、地域の移動手段を守るためにも、バスを利用い
ただくなどご協力をお願いいたします。

14 東部

この阪急バスの新たなルート（案）の意見書について、ま
ず阪急バスを利用する人、利用したい人の意見が１番なの
ではないですか？
特に高齢化社会で自家用車の運転を辞めたくても交通機関
がない人、また路線変更で利用ができなくなる方は深刻な
問題です。
また変更を機会に利用しやすい、便利になる、目的地に早
く行ける等を考慮していただきたい。ルート変更で距離が
長くなり、所要時間も長くなり、ましてルート変更で料金
が上がるなんてことは絶対避けていただきたい。
箕面萱野駅はこれから箕面市民にとっては、御堂筋線の始
発駅になりますから中心的な駅になり利用される方が多く
おられると思います。
提示された案ではまず時間がかかりすぎる、箕面萱野駅に
早く行けるコースを。
坊島箕面駅間では通称さくら通りを４路線がは走ります、
あの狭い道路ではすれ違いも頻繁になり道路渋滞が懸念さ
れます。

【再掲】
○ルート案の作成にあたっては、バスの利用者や市民のみ
なさまのご意向を反映させるため、OD調査や利用者・市民
アンケートを実施し、北大阪急行線延伸後のバスの利用意
向を分析したうえで、ルート案を作成しています。

○箕面市内の路線バスについては、これまでも利用者が減
少傾向にあり、北大阪急行線の延伸によってさらなる利用
者の減少が見込まれる中で、持続可能な公共交通とするた
め、採算の確保を見極めつつ最大の利便性をめざすという
観点をふまえ計画策定を進めてまいります。

○「（仮）粟生・萱野線に反対」については、市民意見に
対する市・協議会の基本的な考え方（４）をご参照くださ
い。

○「市道箕面今宮線に今まで以上のバス路線を設定するこ
と」については、市民意見に対する市・協議会の基本的な
考え方（５）をご参照ください。

15 東部

②案のルートで箕面萱野駅からは坊島ではなく、白島北か
ら山麓線へ戻り箕面駅。

「既存の箕面山麓線をベースとした箕面萱野駅経由路線の
設定」については、市民意見に対する市・協議会の基本的
な考え方（４）をご参照ください。

16 東部

箕面萱野駅にはもっと便利性がほしいです。本数も増やし
て下さい。
間谷はこれから千里中央へ行く便の考慮を。老人の出歩く
足を考えて下さい。

【再掲】
○間谷住宅から千里中央駅へ接続する粟生団地線は存続す
るルート案となっています。

○「運行頻度の増便」については、市民意見に対する市・
協議会の基本的な考え方（８）をご参照ください。

17 東部
今回提示された案では、従来よりも改善されるどころか、
逆に不便になることは明らかで、またそのような指摘や意
見が出てくることは容易に予想できたはず。
にもかかわらずあえてこの案を提示してきた理由およびエ
ビデンスを明確にしていただきたい。利用者の利便性以上
の理由があるとは到底考えられません。

「（仮）粟生・萱野線のルート設定」については、市民意
見に対する市・協議会の基本的な考え方（４）をご参照く
ださい。
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（２）地域公共交通計画（素案）の方向性に対する市民意見（ルート案）
　　 ⑭（仮）粟生・萱野線に関すること　１２２件

No. 地域 意見 市・協議会の考え方

18 東部
当間谷住宅から新駅に至る最短ルートは山麓バイパスを経
由することです。すなわち、間谷住宅⇒宮の前⇒（粟生団
地）停まらなくてもいい⇒清松園前⇒白島北⇒かやの中央
⇒船場阪大前⇒千里中央。
171号線は渋滞がひどく（特に出勤時）とても時間がかか
る。また、このたび、船場地区に箕面市の新しい施設（劇
場や図書館等）が完成したのに、間谷住宅から公共交通機
関がない。萱野中央から船場阪大前も含めたアクセスを考
えてほしい。171と山麓線では所用時間が大きく違いま
す。

【再掲】
○「（仮）粟生・萱野線に反対、既存の箕面山麓線をベー
スとした箕面萱野駅経由路線の設定」については、市民意
見に対する市・協議会の基本的な考え方（４）をご参照く
ださい。

○市内各地域から公共施設へのアクセスについては、路線
バスの再編の後に検討を進めるオレンジゆずるバスの再編
の中で検討してまいります。

19 東部

何の為の北大阪急行線延伸か？
箕面市東部の住民は不便になるばかりで箕面市のやり方に
は納得出来ない。
なぜ間谷住宅から箕面駅への直行便、間谷住宅から萱野駅
への直行便が運用出来ないのか？
東部地区からは阪大も船場に移り、バス便も新駅中心にな
れば箕面東部地区はおちぶれるばかりである。
住民あっての市政ではないのか？

「（仮）粟生・萱野線のルート設定」については、市民意
見に対する市・協議会の基本的な考え方（４）をご参照く
ださい。

20 東部
間谷から北大阪急行方向と箕面駅の２方向に行き先がある
というのは、とても必要なことです。
子どもが中学生と高校生なのですが、旧一学区のつながり
が多く（試合など）、クラブ活動などで宝塚線を使うの
で、箕面駅集合が多いです。親が送迎できない家庭では、
なくなったり時間がかかるのは本当に不便です。
東西の交通網が手薄なのだから路線バスの再編という話な
のに東の端で恩恵を受けられるはずの地域が不便になるの
は本末転倒だと思います。阪急は、自身で開発した地域の
交通に責任を持つべきだし、公共交通機関としての矜持を
見せてほしいです。

○間谷住宅から箕面駅及び箕面萱野駅までは、（仮）粟
生・萱野線が、千里中央駅までは粟生団地線が運行する
ルート案となっております。

○「（仮）粟生・萱野線のルート設定」については、市民
意見に対する市・協議会の基本的な考え方（４）をご参照
ください。

○いただきましたご意見については、阪急バス（株）へも
お伝えいたします。

21 東部

箕面迄の医者に行っていますので大変です。高令ですので
バスがないと大変です。

東部地域から箕面駅までは、彩都線、北大阪ネオポリス
線、（仮）粟生・萱野線が運行するルート案となっており
ます。

22 東部

高令者に成り、車も止め、バスが頼りです。便利に成る事
は嬉しいですが？
箕面駅まで時間が長くなり、料金上る、若う少し便利面も
考慮して欲しい。

○「（仮）粟生・萱野線のルート設定」については、市民
意見に対する市・協議会の基本的な考え方（４）をご参照
ください。

○箕面市内の路線バスについては、これまでも利用者が減
少傾向にあり、北大阪急行線の延伸によってさらなる利用
者の減少が見込まれる中で、持続可能な公共交通とするた
め、採算の確保を見極めつつ最大の利便性をめざすという
観点をふまえ計画策定を進めてまいります。

23 東部

千里中央からの延伸で新駅もでき、便利になると喜んでい
ましたが、バスに頼っている間谷の住人にとっては逆に不
便になる状況に困惑しています。
間谷の住人も高齢化・独居化の傾向にあり、昨今の情勢も
あり、今後は免許を返納し、バスに頼る者が多くなって来
ると思います。
間谷の住人1200名の為、ぜひ改善案をご検討下さい。宜し
くお願い致します。

○「（仮）粟生・萱野線のルート設定」については、市民
意見に対する市・協議会の基本的な考え方（４）をご参照
ください。

○箕面市内の路線バスについては、これまでも利用者が減
少傾向にあり、北大阪急行線の延伸によってさらなる利用
者の減少が見込まれる中で、持続可能な公共交通とするた
め、採算の確保を見極めつつ最大の利便性をめざすという
観点をふまえ計画策定を進めてまいります。

24 東部
（課題と対応案）
①新駅の利便性を享受できない
新駅へ行くバスルートは、大きく迂回するルートのみで、
時間もかかり、利便性は低い。更に新駅により千里中央に
向う人が減れば、今後、千里中央ルートのアクセス悪化も
懸念。
⇒（対応案）彩都線が「みまさか」の角で曲がっている
が、あと数百メートル直進し、「間谷住宅入口」バス停に
止って頂けないか。

【再掲】
○「（仮）粟生・萱野線での代替」については、市民意見
に対する市・協議会の基本的な考え方（４）をご参照くだ
さい。

○彩都線の運行ルートの変更については、いただきました
ご意見を阪急バス（株）へお伝えするとともに、道路幅員
や周辺環境なども含め検討してまいります。
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（２）地域公共交通計画（素案）の方向性に対する市民意見（ルート案）
　　 ⑭（仮）粟生・萱野線に関すること　１２２件

No. 地域 意見 市・協議会の考え方

25 東部

②箕面駅へのアクセス悪化
箕面駅に行くのに、大幅な時間増になると聞いています。
駅までの途中に新駅ができたので、便数が増えるかと期待
していたのですが…。市にも見捨てられた気持ちです。
⇒（対応案）オレンジゆずるバスで山麓線を使って新駅経
由箕面駅に乗替なしで行けるルートを確保頂きたい。

○「（仮）粟生・萱野線での代替に反対」については、市
民意見に対する市・協議会の基本的な考え方（４）をご参
照ください。

○「オレンジゆずるバスの再編」については、市民意見に
対する市・協議会の基本的な考え方（１０）をご参照くだ
さい。

26 東部
間谷住宅から新しい駅に行くまでに、長時間かかるように
なってしまうことは、せっかく新しい駅ができるのに、間
谷住宅の住民はみすてられているように感じます。
箕面市民みなさんが快適に過ごせるためにも、すばらしい
町箕面で豊かに暮らせるためにも、どうぞよろしくお願い
いたします。
いつも私たちのことを考えて下さり、本当にありがとうご
ざいます。

○「（仮）粟生・萱野線のルート設定」については、市民
意見に対する市・協議会の基本的な考え方（４）をご参照
ください。

○北大阪急行線の延伸を契機として、箕面市内がより魅力
的なまちとなり持続的に発展できるよう、関係部局とも連
携しながら計画策定を進めてまいります。

27 東部
間谷住宅に住むお年寄りの方々で箕面駅周辺の病院に通わ
れている方が多くいらっしゃいます。
今回の交通計画を聞き大変困っておられます。
箕面駅に行くのに時間がかかる上に運賃も値上がるとの
事。現行の箕面行きのバスはぜひとも残して頂きたいと思
います。お年寄りの方々のお話しを聞いている民生委員と
して、ぜひともこの声を届けたく何卒よろしくお願い申し
上げます。

【再掲】
○「箕面山麓線の廃止及び（仮）粟生・萱野線での代替に
反対」については、市民意見に対する市・協議会の基本的
な考え方（４）をご参照ください。

○「各路線の運賃等」については、市民意見に対する市・
協議会の基本的な考え方（９）をご参照ください。

28 東部
箕面駅行きのバスを利用しています。通常時でも雨の日な
ど交通量が多い日は時刻通りに到着することが難しい時が
あります。萱野行きなど合同にされると171号線など交通
量の多い道を通ることになるので、さらに時間がかかって
しまいます。そのため、萱野行きと合同にはしないで今ま
で通りのルートを運行してもらえればと思います。

【再掲】
「箕面山麓線の廃止及び（仮）粟生・萱野線での代替に反
対」については、市民意見に対する市・協議会の基本的な
考え方（４）をご参照ください。

29 東部

改正ルート案には反対する。
○箕面萱野駅への時間がかかりすぎて利便性が悪くなる。
○現行ルートの山麓線から南下し箕面萱野駅へ向かうのが
ベターです。

○箕面市内の路線バスについては、これまでも利用者が減
少傾向にあり、北大阪急行線の延伸によってさらなる利用
者の減少が見込まれる中で、持続可能な公共交通とするた
め、採算の確保を見極めつつ最大の利便性をめざすという
観点をふまえ計画策定を進めてまいります。

○「既存の箕面山麓線をベースとした箕面萱野駅経由路線
の設定」については、市民意見に対する市・協議会の基本
的な考え方（４）をご参照ください。

30 東部

間谷住宅→箕面萱野駅→箕面駅でお願いします。
小野原廻りは止めて下さい。山ろく線を行って下さい。萱
野中央に行くのが遅くなります。朝の出勤には困ります。
（梅田に行くのに）

【再掲】
「（仮）粟生・萱野線に反対、既存の箕面山麓線をベース
とした箕面萱野駅経由路線の設定」については、市民意見
に対する市・協議会の基本的な考え方（４）をご参照くだ
さい。

31 東部
間谷住宅から山ろく線を通って萱野中央に寄って箕面駅に
行ってほしい。
間谷住宅～石丸～萱野中央～箕面駅
通勤に萱野中央駅を利用したいと思います。171を廻って
いると遅くなります。
北千里、千里中央に行く方が便利で、萱野中央に行かない
人が多いと思います。

【再掲】
「既存の箕面山麓線をベースとした箕面萱野駅経由路線の
設定」については、市民意見に対する市・協議会の基本的
な考え方（４）をご参照ください。

32 東部

学生にとっても箕面駅までのバスがなくなるのは大変不便
です。朝のラッシュの時間に今までよりも時間がかかって
通学するのはありえません。変更ルートもあれば、今の間
谷→箕面までの現行ルートを現状維持してほしいです。

【再掲】
○東部地域から箕面駅までは、彩都線、北大阪ネオポリス
線、（仮）粟生・萱野線が運行するルート案となっており
ます。

○「箕面山麓線の廃止に反対」については、市民意見に対
する市・協議会の基本的な考え方（４）をご参照くださ
い。
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（２）地域公共交通計画（素案）の方向性に対する市民意見（ルート案）
　　 ⑭（仮）粟生・萱野線に関すること　１２２件

No. 地域 意見 市・協議会の考え方

33 東部

箕面行きバス朝夕だけでも運行してほしいです。（朝二
回、夕二回）

東部地域から箕面駅までは、彩都線、北大阪ネオポリス
線、（仮）粟生・萱野線が運行するルート案となっており
ます。
なお、バスの運行頻度については、いただきましたご意見
も参考にしながら、今後検討を進めてまいります。

34 不明

●先ずは、箕面萱野駅経由と今迄通りの箕面駅行を混在さ
せるべきです。その後、利用量により便に変化を与えて欲
しい。

【再掲】
限定されたエリアの中で、同一目的地への複数ルートを同
時に運行することは、需要の分散が想定されるため慎重に
検討してまいります。

35 不明

●新家、今宮バス停は別ルートで検討して欲しい。所要時
間の増加と運賃も変わるのであればなおさら再検討して欲
しい。日常の変化が大きすぎると思われます。

「（仮）粟生・萱野線のルート設定」については、市民意
見に対する市・協議会の基本的な考え方（４）をご参照く
ださい。
なお、限定されたエリアの中で、同一目的地への複数ルー
トを同時に運行することは、需要の分散が想定されるため
慎重に検討してまいります。

36 東部
間谷住宅も高齢化が進み、私も２年前に車を廃車、現在は
専ら阪急バス、ゆずるバスが足となっている。箕面市が７
７億円かけて出来る箕面萱野駅の直行便を心まちにしてい
たのですが、それにともない従来の路線が廃止となる。
（山麓線が無くなり以前より箕面行が１５分も長く、又、
雨日の通勤・通学が171号線廻りとなればどんなけ大変か
推測される）良くなるどころか箕面へ出て行くのが増々不
便となり、今後中央の発展を頼っているのに、さらに足が
遠のく。箕面市民として残念で到底納得出来ない。
阪急バスの運行は従来通り。
ゆずるバスの運行を１時間に２本の増便をよろしく。

【再掲】
○「箕面山麓線の廃止及び（仮）粟生・萱野線での代替に
反対」については、市民意見に対する市・協議会の基本的
な考え方（４）をご参照ください。

○「オレンジゆずるバスの再編」については、市民意見に
対する市・協議会の基本的な考え方（１０）をご参照くだ
さい。

37 東部

○千里中央へ行く経由（萱野駅）バスルートがかならず必
要です。時間がかかりすぎる。
○箕面駅へ行く経由（萱野駅）バスルートがかならず必要
です。
○阪急電車（不動産）から住宅を買いました。不便である
ことは許しがたいです。間谷住宅市民にとって当然のルー
トだと（彩都からの乗車もあり）考えます。

○「千里中央駅への鉄道と並行する路線の存続」について
は、市民意見に対する市・協議会の基本的な考え方（１）
をご参照ください。

○東部地域から箕面萱野駅を経由し、箕面駅までの（仮）
粟生・萱野線が運行するルート案となっております。

38 東部
②箕面駅行き（案）について
間谷住宅→宮の前→粟生団地→山麓線→箕面萱野駅→坊島
→箕面駅
間谷住宅から箕面駅までが今で本すうが少ないのにこの案
ではとても使用する事がむずかしい。
箕面に出かける事が、出来なくなります、箕面から梅田、
神戸、京都と阪急電車の使用が楽しみでしたが、箕面につ
くまでこんなに時間がかかると考えてしまいます。
考えなおして案を作りなおして下さい。お願いします。

【再掲】
「箕面山麓線の廃止及び（仮）粟生・萱野線での代替に反
対」については、市民意見に対する市・協議会の基本的な
考え方（４）をご参照ください。

39 東部
・間谷住宅に住む多くの人が、通勤、通学、通院、その他
日頃の活動のため、バスを利用して箕面駅、北千里駅に
通っている。箕面駅行の新たなバスルートを見ると、従来
なかったバス停に寄り、また箕面萱野駅に寄ることを考え
たため、かなり長いルートになっており明らかに所要時間
がかかる案になっている。
従来なかったバス停を今後利用する人や、新しくできる箕
面萱野駅を利用する人には便利になるが、箕面駅を利用し
ていた人には反って所要時間がかかり、その上バス運賃が
余計にかかるということになり、明らかに後退の措置とい
えるので賛成できない。
大きな市税を使い、住民が不満を抱くような計画を進める
ことは理解できない。

○「（仮）粟生・萱野線のルート設定」については、市民
意見に対する市・協議会の基本的な考え方（４）をご参照
ください。

○「バスの運賃等」については、市民意見に対する市・協
議会の基本的な考え方（９）をご参照ください。

40 東部
○箕面駅行きとよく利用するものですが、変更になった場
合所用時間が１．５倍かかる事、171を走るので渋滞にか
かる事も多くもっと時間がかかり大変不便です。今迄通り
山麓線を走る事は出来ないのでしょうか？

【再掲】
「箕面山麓線の廃止及び（仮）粟生・萱野線での代替」に
ついては、市民意見に対する市・協議会の基本的な考え方
（４）をご参照ください。
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（２）地域公共交通計画（素案）の方向性に対する市民意見（ルート案）
　　 ⑭（仮）粟生・萱野線に関すること　１２２件

No. 地域 意見 市・協議会の考え方

41 東部

仕事上阪急箕面駅を利用している為、住宅から阪急箕面駅
に短時間で行ける事から大変助かっているが、う回する事
で時間が掛ると苦労致します。今まで通りで宜しくお願い
致します。
萱野中央新駅には、ゆずるバスの増便を期待致します。

【再掲】
○「箕面山麓線の廃止及び（仮）粟生・萱野線での代替」
については、市民意見に対する市・協議会の基本的な考え
方（４）をご参照ください。

○「オレンジゆずるバスの再編」については、市民意見に
対する市・協議会の基本的な考え方（１０）をご参照くだ
さい。

42 東部

日々の通勤・通学で使用する箕面駅行きが（案）のルート
になると、所要時間が長くなり困る。
現状通りの箕面駅行きルートで同本数としたうえで、追加
で新たなルート増設して頂きたい。
現在より不便になることは避けて頂きたい。

【再掲】
○「箕面山麓線の廃止及び（仮）粟生・萱野線での代替に
反対」については、市民意見に対する市・協議会の基本的
な考え方（４）をご参照ください。

○限定されたエリアの中で、同一目的地への複数ルートを
同時に運行することは、需要の分散が想定されるため慎重
に検討してまいります。

43 東部

日々の通勤・通学で本ルートを使用しています。所要時間
が長くなること、運賃が上がることは困ります。
現状通りのルートで同本数・同運賃のままとしたうえで、
新たなルートは追加で増設して頂きたいです。
現在より不便にならないように考慮をお願いします。

【再掲】
○「箕面山麓線の廃止及び（仮）粟生・萱野線での代替に
反対」については、市民意見に対する市・協議会の基本的
な考え方（４）をご参照ください。

○限定されたエリアの中で、同一目的地への複数ルートを
同時に運行することは、需要の分散が想定されるため慎重
に検討してまいります。

○「バスの運行頻度等」については、市民意見に対する
市・協議会の基本的な考え方（９）をご参照ください。

44 東部

千里中央行きはもう必要ありません。
箕面萱野行き終点は萱野で折り返し運転で本数を増やして
ほしい。
通勤客が朝、本数が少ないと乗れない人が出てくるので
は。誰が千里中央まで乗るでしょうか。

【再掲】
○間谷住宅から北千里駅や千里中央駅への需要も一定見込
まれることから、北千里駅を経由し、千里中央駅へ接続す
る粟生団地線は存続するルート案となっています。

○「運行頻度の増便」については、市民意見に対する市・
協議会の基本的な考え方（８）をご参照ください。

45 東部

間谷住宅から箕面駅間の阪急バスの新ルートについて、現
行ルート（山麓線を通って箕面駅へ行くルート）を残して
いただきたい。
その上で箕面萱野駅へも寄るルートを新設して下さい。

【再掲】
○「箕面山麓線の廃止及び（仮）粟生・萱野線での代替に
反対」については、市民意見に対する市・協議会の基本的
な考え方（４）をご参照ください。

○限定されたエリアの中で、同一目的地への複数ルートを
同時に運行することは、需要の分散が想定されるため慎重
に検討してまいります。

46 東部

箕面駅行きルート案（箕面萱野駅経由）は遠回りだし駅ま
での時間も長くなり運賃も上がるので、これからの高齢化
社会から考えても反対します。

○「（仮）粟生・萱野線での代替に反対」については、市
民意見に対する市・協議会の基本的な考え方（４）をご参
照ください。

○「各路線の運賃等」については、市民意見に対する市・
協議会の基本的な考え方（９）をご参照ください。

47 東部

○バス停間谷住宅１→箕面駅までは２６，２７分でいける
ので大変たすかっています。この時間が延びるのは箕面駅
を利用する者としては大変不便です。

「（仮）粟生・萱野線での代替に反対」については、市民
意見に対する市・協議会の基本的な考え方（４）をご参照
ください。

48 東部

○萱野駅経由のルートですが、ゆずるくんバスが同じよう
なコースですので、２１０円で利用できますので大判の方
がゆずるくんバスを使うと思います。

○「（仮）粟生・萱野線のルート設定」については、市民
意見に対する市・協議会の基本的な考え方（４）をご参照
ください。

○路線バスの再編内容が確定した後に、オレンジゆずるバ
スの運行ルート等の再編についても検討を進めていく予定
です。
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49 東部
高齢化が進む間谷住宅、それに伴い車の免許を返譲する人
が増えています。
私も３年後の免許更新はしないつもりです。そうなるとバ
スの利用が当然増えます。
今回の改訂では遠回りになり、時間がかかり、本数も少な
くそのうえ、運賃まで上がるとなると、高齢者に何という
ひどい仕打ちでしょう。
高齢者だけでなく間谷住宅の若い人の通学・通勤にも悪影
響。あたたかい対応を心からお願い申し上げます。

○「（仮）粟生・萱野線のルート設定」については、市民
意見に対する市・協議会の基本的な考え方（４）をご参照
ください。

○「各路線の運行頻度や運賃運賃等」については、市民意
見に対する市・協議会の基本的な考え方（９）をご参照く
ださい。

50 東部

間谷住宅バス停から箕面萱野駅への直通便を是非とり入れ
てほしい。彩都西駅を経由しても良いので、箕面の東部地
区から北急へのアクセスを良くしてほしい。

東部地区全体としては、箕面萱野駅へのアクセスとして、
彩都線、北大阪ネオポリス線、（仮）粟生・萱野線が運行
するルート案となっており、間谷住宅から箕面萱野駅への
アクセスとしては（仮）粟生・萱野線が運行するルート案
となっています。

51 東部

今回の提示された案は間谷地区の住民を軽視したものであ
る。
現在箕面駅には約２５分で着く事ができ、梅田迄約小一時
間で通勤、通学が可能である。案通りのルートで行けば、
バスの乗車時間だけで箕面駅までしか行けない。（約４５
分～５０分）
豊川経由171号、今宮、新かやの、桜通りの細道のルート
では、バス停、信号、車の多さが段然今回のルートの方が
多く、貴案の４５分で到着するのは、大変波があり、小一
時間かかる方が多いと思われる。
間谷地区は、今は自動車生活が主軸ですが、後１０年たて
ば、超高令化になり、バスに頼らずをえない。日常の買い
物通院等を考えるとバスの本数はもとより、所要時間を増
やさないで！
又、運賃面でも阪急箕面駅から梅田へは２７０円ですが、
新かやの駅からでは５００円以上になるのでは。高い！
箕面住民が箕面駅迄に小一時間もかかるのはおかしい！
（通勤、通学の対象外地域になるのでは）間谷地区が、い
よいよ陸の孤島になりかねない。市の負担でもう少し短時
間で箕面に行けるようにお願いします。バスの本数もこれ
以上減らさないで！

○「（仮）粟生・萱野線での代替に反対」については、市
民意見に対する市・協議会の基本的な考え方（４）をご参
照ください。

○北大阪急行線の延伸区間の料金については、今後北大阪
急行（株）が国から認可を受けて決定いたします。

○「各路線の運行頻度等」については、市民意見に対する
市・協議会の基本的な考え方（９）をご参照ください。

52 東部

今まで梅田方面へは３０分以上かけて千里中央までバスで
行き、御堂筋線で行く事が多かったですが、時間帯によっ
ては箕面駅までバスで行き阪急を使った方が速くて安く、
たまに利用していました。
今回の案ではR171経由で遠まわりな上、時間もかなりかか
り、その上運賃も高くなるのでは全く利便性がありませ
ん。
そして箕面かやの駅へも時間がかかるのであれば御堂筋線
の利用も今まで通り千中経由の方を選択し、せっかくの始
発駅の利用がし辛いを思います。
間谷住宅から箕面駅へのルートは今まで通り山麓線経由を
強く要望します。

【再掲】
○「箕面山麓線の廃止及び（仮）粟生・萱野線での代替に
反対」については、市民意見に対する市・協議会の基本的
な考え方（４）をご参照ください。

○「各路線の運賃等」については、市民意見に対する市・
協議会の基本的な考え方（９）をご参照ください。

53 東部
阪急箕面駅に行く（山ろく線を通る）バス（今迄通りのバ
ス）が無くなると困る。
箕面かやの駅に行くのは、御堂筋線に乗る為。わざわざ遠
まわりして阪急箕面駅に行くのは変!!
箕面新駅が出来て便利になると期待しているのに不便にな
る様な事は望んでいない。

【再掲】
「箕面山麓線の廃止及び（仮）粟生・萱野線での代替に反
対」については、市民意見に対する市・協議会の基本的な
考え方（４）をご参照ください。
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54 東部

箕面市に新しい駅ができ、間谷住宅から近いにも関わら
ず、遠回りのルートでしか行けないのは、箕面市民として
おかしい話です。間谷住宅→粟生団地→石丸→箕面萱野駅
は当然ないといけないルートです。
駅ができても駅まで時間がかかる、本数が少ないならば駅
を造った意味がありません。
駅ができたならば便利にならなければなりません。高齢化
が進みマイカー返上する人が増える中、尚更バスの利用価
値が上がり、便利になる必要があります。必ず間谷住宅→
粟生団地→石丸→箕面萱野駅ルートをお願いします。箕面
行きは今まで通りお願い致します。

【再掲】
○箕面市内の路線バスについては、これまでも利用者が減
少傾向にあり、北大阪急行線の延伸によってさらなる利用
者の減少が見込まれる中で、持続可能な公共交通とするた
め、採算の確保を見極めつつ最大の利便性をめざすという
観点をふまえ計画策定を進めてまいります。

○「箕面山麓線の廃止に反対、既存の箕面山麓線をベース
とした箕面萱野駅経由路線の設定」については、市民意見
に対する市・協議会の基本的な考え方（４）をご参照くだ
さい。

55 不明

○間谷住宅⇔箕面は、現行ルートが最短であり、尼谷、豊
川支所前、豊川住宅前の３ヶ所で十分な本数は確保されて
いるので、豊川住宅前を通る必要はなく、ルート変更する
ならば、「間谷住宅～粟生団地～白島北～萱野駅～芝西～
市役所～箕面駅」のルートで良いかと思う。

【再掲】
○「箕面山麓線の廃止及び（仮）粟生・萱野線での代替に
反対」については、市民意見に対する市・協議会の基本的
な考え方（４）をご参照ください。

○いただきましたご意見は今後の検討の参考にさせていた
だきます。

56 不明

○箕面行きのバスルート案は豊川支所の職員が新駅、箕面
駅どちらにも行きやすいルートにしているとしか見えな
い。

ルート案の作成にあたっては、OD調査や利用者・市民アン
ケート調査の実施等により、バス利用者や市民のみなさま
の北大阪急行線延伸後のバスの利用意向を分析したうえで
ルート案を作成しており、特定のバス停の利用者の利便性
を重視したルート案ではございません。

57 東部
昨年車を手離して随分とバスを利用する様になっていま
す。以前より箕面市内の東西の路線の本数があまりにも少
なすぎと感じていました。今回提示されたルートでは箕面
駅迄の所要時間が長くなるので次の事を要望します。
従来の間谷住宅－白島－箕面駅（箕面萱野駅通らない）の
ルートは必ず残してほしい。

【再掲】
「箕面山麓線の廃止及び（仮）粟生・萱野線での代替に反
対」については、市民意見に対する市・協議会の基本的な
考え方（４）をご参照ください。

58 東部

・箕面萱野駅経由箕面駅行きルートとして、粟生団地から
豊川住宅前へ行くのではなく、山麓線から箕面萱野駅へ経
由ルートにして欲しい。豊川住宅前経由は、千里中央行き
と時間的メリットが無い。

【再掲】
「既存の箕面山麓線をベースとした箕面萱野駅経由路線の
設定」については、市民意見に対する市・協議会の基本的
な考え方（４）をご参照ください。

59 東部

阪急バスの新たなルート（案）についてですが、粟生間谷
地域から「箕面萱野駅行」「箕面駅行」をそれぞれ別ルー
トで設定する必要があると考えます。もともと粟生間谷地
域から「箕面駅」へのアクセスの悪さを感じているところ
に、更に遠回りとなるルートを設定するということに憤り
を感じます。
間谷住宅に住む人々の年齢層の多くは公共交通機関を必要
としている層です。オレンジゆずるバスの運行は１時間に
１本にもかかわらず、利用者は多く座席も埋まっていま
す。このことからも「箕面萱野駅」方面へのニーズも存分
にあり、阪急バスが新ルート設定でそのニーズに応えて頂
くことを希望いたします。

「（仮）粟生・萱野線での代替に反対」については、市民
意見に対する市・協議会の基本的な考え方（４）をご参照
ください。
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60 東部

現在、間谷住宅に住んで２０年になりますが、環境も良
く、落ち着いていて住みやすい街でとても気に入っていま
す。この先もずっと住み続けたいと思っていますが、唯一
不安なのが、交通の利便性です。
駅や学校が遠いので、バスの利用は欠かせないのですが、
本数が少なく、現時点でも便利とは言えません。その結
果、バスの利用を回避して、自転車や車での送迎に頼らざ
るを得ないのが現状です。
それなのに、ルートの変更でさらに不便になるなんて、絶
対に反対です!!いずれ運転できなくなっても、将来的にはバ
スの路線がもっと便利になっているはずだからこの街に住
み続けられるだろう…と考えていたのにがっかりです。
バスの本数や価格などの条件が整えば、もっと利用者が増
え、高齢者も外に出て行きやすいのではないでしょうか。
とにかく、今迄の箕面駅へ行く路線については、無くして
ほしくないです。子供達もとてもがっかりしています。

【再掲】
○「箕面山麓線の廃止及び（仮）粟生・萱野線での代替に
反対」については、市民意見に対する市・協議会の基本的
な考え方（４）をご参照ください。

○また、公共交通の維持存続には、ご利用いただくことが
重要である点について、ご理解ください。

61 東部

箕面駅までのルートがかなり遠回りなり運賃も上がるのは
困ります。

○「（仮）粟生・萱野線での代替に反対」については、市
民意見に対する市・協議会の基本的な考え方（４）をご参
照ください。

○「各路線の運賃等」については、市民意見に対する市・
協議会の基本的な考え方（９）をご参照ください。

62 東部
ハ．今回の案では、従来より時間もかかり、新駅の利益と
なることが間谷住宅住民には感じられず、かえって不便と
なる。
多額の税金を使って住民が不便となることは納得できな
い。

「（仮）粟生・萱野線での代替に反対」については、市民
意見に対する市・協議会の基本的な考え方（４）をご参照
ください。

63 東部

①箕面市として１００億円以上も投資して箕面萱野駅が箕
面市東地区の中心地として住民が期待しているのにバス便
がかえって不便になるとは信じられない。
これからは箕面駅と箕面萱野駅が箕面市の中心として発展
してほしいのに箕面駅へのバス便も悪くなるとは…。アク
セスが悪いと発展しないと思う。

○「（仮）粟生・萱野線での代替に反対」については、市
民意見に対する市・協議会の基本的な考え方（４）をご参
照ください。

○北大阪急行線の延伸を契機として、箕面市内がより魅力
的なまちとなり持続的に発展できるよう、関係部局とも連
携しながら計画策定を進めてまいります。

64 東部

箕面迄のルートが変更になった場合、外院から山麓公園迄
のルートはどうなるのでしょうか。その地域の人々には、
別のバスルートが出来るのでしょうか？新駅を使う事は、
大事と思いますが、普段でも箕面に行く事がより不便にな
るのでは？

箕面山麓線を（仮）粟生・萱野線で代替するルート案にお
いて、外院から山麓公園までのルートは廃止されることに
なります。
廃止区間の移動については、路線バスの再編内容の確定後
に検討を進めるオレンジゆずるバスの再編において補完す
ることも含めて検討を進めてまいります。

65 東部
箕面駅までの所要時間がかかりすぎ、171号線を通ると渋
滞アリ、団地経由での171経由で時間がかかる。
箕面駅周辺に日常利用しているし、阪急電車の利用も北千
里より都合がよく、間谷住宅はバス利用でどこにいくにも
３０分かかる。色んな面で阪急利用の場合箕面が便利だ
が、遠回りで信号も多く時間がかかりすぎる。現在梅田に
出るにも箕面駅が便利。駅周辺常時利用している者にとっ
て困る。

「（仮）粟生・萱野線での代替に反対」については、市民
意見に対する市・協議会の基本的な考え方（４）をご参照
ください。

66 東部
箕面萱野駅行きの直行便を希望します。駅が開通したら大
阪市内の方への通勤に利用したいと考えているのですが、
今のルート案では時間がかかりすぎて不便です。
せめて通勤、通学の時間帯だけでも直行便を希望します。
どうぞよろしくお願い致します。

【再掲】
「箕面山麓線の廃止及び（仮）粟生・萱野線での代替に反
対」については、市民意見に対する市・協議会の基本的な
考え方（４）をご参照ください。
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（２）地域公共交通計画（素案）の方向性に対する市民意見（ルート案）
　　 ⑭（仮）粟生・萱野線に関すること　１２２件

No. 地域 意見 市・協議会の考え方

67 東部
②の箕面駅行きについて
現在の箕面行きも本数が少なく、せめて通勤・通学時間帯
は、もう少し多くして頂きたい。また、箕面萱野駅とは別
ルートにして頂かないと、かなりの時間を要する事になり
不便。駅が遠い為、公共交通機関は重要。
彩都方面からのバスも利用し、間谷住宅入口経由など、粟
生団地の停留所並みに本数を増やして頂けるとありがたい
です。
千里中央から箕面にせっかく延伸できたのなら、病院等も
出来るのであれば、アクセスしやすいように（市内どちら
からでも）しなければ箕面に新駅ができた利点がないと思
います。

○「（仮）粟生・萱野線での代替に反対」については、市
民意見に対する市・協議会の基本的な考え方（４）をご参
照ください。

○彩都線の運行ルートの変更については、いただきました
ご意見を阪急バス（株）へお伝えするとともに、道路幅員
や周辺環境なども含め検討してまいります。

○「運行頻度の増便」については、市民意見に対する市・
協議会の基本的な考え方（８）をご参照ください。

68 東部
２．箕面駅行き（箕面萱野駅経由）ルートは、豊川住宅
前・新家・今宮に行かなくて、直接萱野駅に行くルートに
変更して下さい。
箕面駅に行く所要時間が長くなることは大反対です。

「（仮）粟生・萱野線での代替に反対」については、市民
意見に対する市・協議会の基本的な考え方（４）をご参照
ください。

69 東部

大変お世話になりありがとうございます。
今の現状況では萱野駅を利用したくともとても不便だと思
います。是非是非バスの本数と直通便をよろしくお願い致
します。せっかく駅が出来、とても期待しておりますのに
今の状況ではこの周辺地域の方々はうまくアクセスがとれ
ず、特に最近車の混雑で道も渋滞していますので渋滞をふ
せぐ為にも皆さんに公共機関を利用して頂きたいと願って
おりますので、どうぞよろしくお願い申し上げます。
もっともっと住みやすい間谷住宅となって発展してくれる
事を願ってます。

○「（仮）粟生・萱野線での代替に反対」については、市
民意見に対する市・協議会の基本的な考え方（４）をご参
照ください。

○「運行頻度の増便」については、市民意見に対する市・
協議会の基本的な考え方（８）をご参照ください。

○箕面市内の路線バスについては、その利用者が減少傾向
にあり、北大阪急行線の延伸によってさらなる利用者の減
少が見込まれる状況です。北大阪急行線の延伸にともなう
バス路線再編により持続可能な公共交通を目指してまいり
ますが、持続可能な公共交通の実現には、公共交通を利用
いただくなど、市民のみなさまのご理解、ご協力が不可欠
ですので、地域の足を守るためにも、バスを利用いただく
などご協力をお願いいたします。

70 不明

箕面駅迄は良く利用しているが新ルートだと所要時間も長
くなるし運賃も高くなるので今迄通りでよい。

○「（仮）粟生・萱野線での代替に反対」については、市
民意見に対する市・協議会の基本的な考え方（４）をご参
照ください。

○「各路線の運賃等」については、市民意見に対する市・
協議会の基本的な考え方（９）をご参照ください。

71 東部

粟生団地からルートが変更されるということですが、今の
ルートは山ろく線を通っており、時間も早くありがたい。
間谷住宅を通ってもらえることも脳梗塞をした私にとって
ありがたい。粟生団地からのルートは他のバスも行ってお
り新しく萱野中央行きのバスを通せばよいことであり箕面
行きは遠くなることもあり、不便。そのままにしてほしい
と願います。福祉バスがイオンに止まるので、私はゆずる
バスを利用しようと思います。阪急バスは今のままでよい
と思います。

【再掲】
○「箕面山麓線の廃止及び（仮）粟生・萱野線での代替に
反対」については、市民意見に対する市・協議会の基本的
な考え方（４）をご参照ください。

○路線バスの再編内容が確定した後に、オレンジゆずるバ
スの運行ルート等の再編についても検討を進めていく予定
です。

72 東部
現状でも箕面駅に行くのに１時間に１本しかなくて不便で
あるのに、ましてやこれ以上時間がかかるのは間谷住宅に
とって非常に不便極まりないです。自家用車がない高齢者
に取っては長い間バスに揺られるのは身体の負担になりま
す。故に新ルート案は１時間に一本に加えて、間谷住宅→
粟生団地→（途中省略）→白島→箕面萱野駅というルート
を加えて頂きたいと存じます。

【再掲】
「箕面山麓線の廃止及び（仮）粟生・萱野線での代替に反
対、既存の箕面山麓線をベースとした箕面萱野駅経由路線
の設定」については、市民意見に対する市・協議会の基本
的な考え方（４）をご参照ください。

75



（２）地域公共交通計画（素案）の方向性に対する市民意見（ルート案）
　　 ⑭（仮）粟生・萱野線に関すること　１２２件

No. 地域 意見 市・協議会の考え方

73 東部

阪急バスルート再編案に反対します。
最寄り駅となる箕面萱野駅への直通便を希望します。市内
を巡回するルートはゆずるバスを利用することで確保でき
ています。阪急バスさんに求めるのは通勤・通学等で利用
するための最寄駅までの直通便です。毎日利用するのに案
のような遠回りのルートでは自家用車や自転車を利用せざ
るを得ません。たまの利用ならばタクシーを利用する方も
多いと思います。地域の生活に根付いたルート案の再考を
希望します。よろしくお願いいたします。

○「（仮）粟生・萱野線での代替に反対」については、市
民意見に対する市・協議会の基本的な考え方（４）をご参
照ください。

○路線バスの再編内容が確定した後に、オレンジゆずるバ
スの運行ルート等の再編についても検討を進めていく予定
です。

74 東部

・千里中央駅行きのバスの本数を減らして、その分、箕面
萱野駅行きの直通便を作って欲しい。

○東部地域から箕面萱野駅までは、彩都線、北大阪ネオポ
リス線、（仮）粟生・萱野線が運行するルート案となって
おります。

○「各路線の運行頻度等」については、市民意見に対する
市・協議会の基本的な考え方（９）をご参照ください。

75 東部

・171号線のバスも同様に、千里中央行きの本数を減らし
箕面萱野駅行き、もしくは箕面駅行きを作って、間谷住宅
経由のバスと統合しないで欲しい。

○「（仮）粟生・萱野線での代替」については、市民意見
に対する市・協議会の基本的な考え方（４）をご参照くだ
さい。

○「各路線の運行頻度等」については、市民意見に対する
市・協議会の基本的な考え方（９）をご参照ください。

76 東部
マイカー保有でなく、かねてから北大阪急行線の開通に期
待していましたが、提案のルートでは間谷の住民にとって
距離と時間がかかり、何らメリットが感じられません。箕
面萱野駅行きの直通便をぜひお願いしたいものです。高齢
者にとって公共交通機関の利便性が最重要ですから。よろ
しくご配慮ください。

「（仮）粟生・萱野線での代替に反対」については、市民
意見に対する市・協議会の基本的な考え方（４）をご参照
ください。

77 東部

これから車を手離す年令になりバスにお世話になりたいと
思っていますが、新たなルート、時間では利用しないと思
います。これでは千里中央行きバスやオレンジバスと変り
なく利便性が感じられません。
千里中央、及び箕面行きの直行、又は、急行バスをお願い
します。（箕面萱野経由）
この新ルートバスでは箕面萱野駅を利用することはないで
す。（オレンジバスとの時短での差別化を希望します）

○「千里中央駅へのバス直通路線（箕面萱野経由）」につ
いては、市民意見に対する市・協議会の基本的な考え方
（１）をご参照ください。

○「（仮）粟生・萱野線での代替に反対」については、市
民意見に対する市・協議会の基本的な考え方（４）をご参
照ください。

○「オレンジゆずるバスの再編」については、市民意見に
対する市・協議会の基本的な考え方（１０）をご参照くだ
さい。

78 東部

○間谷住宅から箕面萱野駅に行くためのルートを間谷住宅
発からにしてほしいのは運行上難しいのかもしれないが、
１．粟生団地→箕面萱野駅のルートの始発の半分を
間谷住宅→粟生団地→箕面萱野駅にする。

「既存の箕面山麓線をベースとした箕面萱野駅経由路線の
設定」については、市民意見に対する市・協議会の基本的
な考え方（４）をご参照ください。

79 東部
新たなルートでは、箕面駅へのルートが遠回りで所要時間
がかかりすぎるので、これまでのルートを維持して欲し
い。また、箕面萱野駅まで直通便があれば、現在、千里中
央を利用して通勤している市民も利用すると思われる。箕
面市の商業施設であるキューズモール等の利用者が増え、
箕面市の活性化が図かれる。新ルート案であれば、時間も
要するため、箕面駅や箕面萱野駅の利用者が減少する可能
性がある。但し、運行数を増やしたり、ゆずるバスの運行
数が増便されるのであれば良いと思うが。

【再掲】
○「箕面山麓線の廃止及び（仮）粟生・萱野線での代替に
反対」については、市民意見に対する市・協議会の基本的
な考え方（４）をご参照ください。

○「運行頻度の増便」については、市民意見に対する市・
協議会の基本的な考え方（８）をご参照ください。
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（２）地域公共交通計画（素案）の方向性に対する市民意見（ルート案）
　　 ⑭（仮）粟生・萱野線に関すること　１２２件

No. 地域 意見 市・協議会の考え方

80 東部
案の②箕面駅行きから
豊川住宅前→新家→今宮の部分を省き、
間谷住宅⇔宮の前⇔粟生団地⇔箕面萱野駅⇔坊島⇔箕面駅
とする。
豊川住宅前→新家→今宮の部分は案の①千里中央行きの
ルートに含まれる。この部分を省略することによって箕面
萱野駅と箕面駅に到達する時間が短縮され利便性が向上す
る。
（希望、ルート案①②共本数を多くして下さい。）
※変更理由の説明

【再掲】
○「既存の箕面山麓線をベースとした箕面萱野駅経由路線
の設定」については、市民意見に対する市・協議会の基本
的な考え方（４）をご参照ください。

○「運行頻度の増便」については、市民意見に対する市・
協議会の基本的な考え方（８）をご参照ください。

81 東部

②箕面駅行き（箕面萱野駅経由）
②－１　箕面駅行きはこれまでも僅かの本数しかなく、今
後も山麓線利用の直行する。
②－２　箕面萱野駅からは当然阪急箕面駅行きバスルート
が構築されるはず。
②－３　提案の小野原～今宮R171利用では箕面萱野駅まで
時間節約メリットが少ない。「豊川住宅」「小野原」「新
家」エリアから箕面萱野駅方面への便宜も考慮し、〈全便
数の60～70％　間谷住宅～粟生団地～青松園前～白島～箕
面萱野〉
〈残りを提案の小野原～今宮R171利用とすべきである。〉

【再掲】
○「箕面山麓線の廃止に反対」については、市民意見に対
する市・協議会の基本的な考え方（４）をご参照くださ
い。

○「各路線の運行頻度等」については、市民意見に対する
市・協議会の基本的な考え方（９）をご参照ください。

○限定されたエリアの中で、同一目的地への複数ルートを
同時に運行することは、需要の分散が想定されるため慎重
に検討してまいります。

82 東部

・間谷住宅から箕面萱野駅まで直通便を出して欲しい。
「既存の箕面山麓線をベースとした箕面萱野駅経由路線の
設定」については、市民意見に対する市・協議会の基本的
な考え方（４）をご参照ください。

83 東部

・現状間谷住宅から北千里/千里中央まで行くのに時間が
かかりすぎるので、萱野駅までは２０分程度で行けるよう
にして欲しい。

○「既存の箕面山麓線をベースとした箕面萱野駅経由路線
の設定」については、市民意見に対する市・協議会の基本
的な考え方（４）をご参照ください。

○いただいたご意見も参考にしながら、少しでも早く箕面
萱野駅へアクセスできるよう、運行ルートなどの検討を進
めてまいります。

84 東部
現行の箕面行きバス路線が変更されるのが残念でなりませ
ん。
小野原経由外院の里経由、そして171号線を経由しての箕
面行きは納得出来ません。そして、あえて箕面萱野駅にア
クセスするならば、青松園前から南下して今宮の手前に新
設中の東西線経由が望ましいと思います。その場合箕面萱
野駅のバス停は箕面行きの時間短縮のためイオン北側東西
線に設置して頂きたいと思います。

【再掲】
○「箕面山麓線の廃止及び（仮）粟生・萱野線での代替に
反対、既存の箕面山麓線をベースとした箕面萱野駅経由路
線の設定」については、市民意見に対する市・協議会の基
本的な考え方（４）をご参照ください。

○箕面萱野駅への運行ルートやバス停の位置等について
は、今後検討を進めてまいります。

85 東部
新設の箕面萱野駅への利用客誘導、阪大箕面キャンパス移
転によるバス利用客の減少等箕面市及び民間営利会社の阪
急バス、夫々の思惑がある中、間谷の住民の利益のみに固
執するのもどうかと思い、以下申し述べます。
○変更後のルートは説明会図面によれば粟生団地→豊川住
宅から小野原経由または外院の里経由で新家、今宮～とあ
るが、このルートは既に千里中央行きがあり北急に連絡し
ている。従って敢えて現行の箕面駅行きルートをここまで
迂回変更する事は容認出来ない。市は迂回部分については
別途考慮願いたい。

「（仮）粟生・萱野線での代替に反対」については、市民
意見に対する市・協議会の基本的な考え方（４）をご参照
ください。

86 東部
間谷住宅から箕面萱野駅へ直通のバス路線をお願いしま
す。
いままで千里中央まで４０分近くかかったのが、大きく短
縮されるものと住民みんな思っています。高齢者も多いで
す。住民の実情をもっと理解してバスルートの再検討をお
願いします。

「既存の箕面山麓線をベースとした箕面萱野駅経由路線の
設定」については、市民意見に対する市・協議会の基本的
な考え方（４）をご参照ください。
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（２）地域公共交通計画（素案）の方向性に対する市民意見（ルート案）
　　 ⑭（仮）粟生・萱野線に関すること　１２２件

No. 地域 意見 市・協議会の考え方

87 東部

現行の箕面行で通勤に使っている。新しいルートでは、箕
面駅に行くには時間がかかりすぎる。
今の箕面行きを残したままで、新駅を経由する路線を考え
てほしい。間谷住宅から粟生団地を経由してなぜ171号線
を経由しなければならないのか。これから年令もあがり、
車を使えなくなった時の交通手段として、今の路線は残す
べきである。
千里中央行きが現行として残るのであれば新駅を使うのも
そちらから乗車して、利用すればいいのではないか！

【再掲】
「箕面山麓線の廃止及び（仮）粟生・萱野線での代替に反
対」については、市民意見に対する市・協議会の基本的な
考え方（４）をご参照ください。

88 東部

２）提案の箕面萱野駅経由ルートは遠回りで箕面行き利用
者にとっては非常に不便である。

「（仮）粟生・萱野線での代替に反対」については、市民
意見に対する市・協議会の基本的な考え方（４）をご参照
ください。

89 東部

何のための箕面萱野駅（北急延伸）でしょうか!?
今宮交差点からまた北上し、迂回して萱野駅に行くくらい
なら今まで通り今宮経由千里中央→地下鉄に乗った方が
よっぽど早い。東部住民のなんの利便性もない！
間谷住宅→粟生団地→白島→萱野駅→箕面誰が考えてもこ
のルートをおねがいしたい。

【再掲】
「既存の箕面山麓線をベースとした箕面萱野駅経由路線の
設定」については、市民意見に対する市・協議会の基本的
な考え方（４）をご参照ください。

90 東部

○間谷住宅始発箕面萱野駅ルート期待大です。
（仮）粟生・萱野線を含む箕面市内のバス路線が将来にわ
たって持続可能なものとなるよう計画策定を進めてまいり
ます。

91 東部

中学生のクラブ活動で箕面市駅を利用します。新ルートだ
と必要以上に早く家を出る事になったり、無駄な所用時間
が多い。現状維持でお願いします。

【再掲】
「箕面山麓線の廃止及び（仮）粟生・萱野線での代替に反
対」については、市民意見に対する市・協議会の基本的な
考え方（４）をご参照ください。

92 不明

現在の案では本数が少ない上、せっかくやっとできる箕面
萱野駅へのアクセスが悪い。新しい駅を利用するのにも市
民病院へ行くのにも間谷の住民にはとても不便です。間谷
住宅からの本数も今の千里中央行きくらいの本数で直通便
をお願いします。

○「（仮）粟生・萱野線のルート設定」については、市民
意見に対する市・協議会の基本的な考え方（４）をご参照
ください。

○「各路線の運行頻度」については、市民意見に対する
市・協議会の基本的な考え方（９）をご参照ください。

93 東部
提言
豊川住宅前経由でなく、青松園→四中前→新道→箕面萱野
駅ルートにすべきである。（原案は新駅に乗じた改悪案）

「既存の箕面山麓線をベースとした箕面萱野駅経由路線の
設定」については、市民意見に対する市・協議会の基本的
な考え方（４）をご参照ください。

94 東部

私は箕面駅前の病院に月に数回通っており、白島北にある
耳鼻科医院にも通っています。昨年、運転免許証を返納し
たこともあり、今のバスがなくなれば非常に困ります。所
要時間もかかり、運賃も上がる新ルート（案）には反対で
す。

【再掲】
○「箕面山麓線の廃止及び（仮）粟生・萱野線での代替に
反対」については、市民意見に対する市・協議会の基本的
な考え方（４）をご参照ください。

○「各路線の運賃等」については、市民意見に対する市・
協議会の基本的な考え方（９）をご参照ください。

95 東部
箕面へ行くのに山ろく線だと２０分ぐらいで行けるからす
ごく良かったのに、171号線へ出るルートでは時間がかか
りすぎるのではないですか？
山麓線ルートを残して下さい。

【再掲】
「箕面山麓線の廃止及び（仮）粟生・萱野線での代替に反
対」については、市民意見に対する市・協議会の基本的な
考え方（４）をご参照ください。

96 東部
○粟生間谷から箕面駅や箕面市民病院に通っていますが、
箕面駅の便が少なく、病院もゆずるバスは長時間かかり不
便です。今度の案は更に時間が掛かる案になっていて不満
です。

「（仮）粟生・萱野線での代替に反対」については、市民
意見に対する市・協議会の基本的な考え方（４）をご参照
ください。

97 東部

萱野駅ができた為に箕面へ行くのが不便になり、萱野まで
も時間がかかりそうで現状のまんまの方がまだ増し！
新駅まで早く到着できるように何とか路線を増やすように
考えていただきたい！

○「（仮）粟生・萱野線での代替に反対」については、市
民意見に対する市・協議会の基本的な考え方（４）をご参
照ください。
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（２）地域公共交通計画（素案）の方向性に対する市民意見（ルート案）
　　 ⑭（仮）粟生・萱野線に関すること　１２２件

No. 地域 意見 市・協議会の考え方

98 東部
毎日それじゃなくても本数が少なくて、学校の行き帰りが
大変なのに、箕面まで行くのに時間かかるようにするのは
どう考えてもおかしいと思う。（私だけじゃなく、間谷住
宅から山麓線に毎日乗る人は、小学生からご高齢と幅広
く、多数います。）
それなら、その新たなルートと今ある山麓線両方ありにす
るようにした方がいいと思う。それか新しいルートとして
箕面萱野駅行きを作るかのどちらかにしてほしい！（間谷
住宅発の。）

【再掲】
○「箕面山麓線の廃止及び（仮）粟生・萱野線での代替に
反対」については、市民意見に対する市・協議会の基本的
な考え方（４）をご参照ください。

○限定されたエリアの中で、同一目的地への複数ルートを
同時に運行することは、需要の分散が想定されるため慎重
に検討してまいります。

99 東部

②箕面行は今のままで良いです。（わざわざ遠まわりして
箕面に行く事はない。時間、料金も上がりメリットな
し！）

【再掲】
○「箕面山麓線の廃止及び（仮）粟生・萱野線での代替に
反対」については、市民意見に対する市・協議会の基本的
な考え方（４）をご参照ください。

○「各路線の運賃等」については、市民意見に対する市・
協議会の基本的な考え方（９）をご参照ください。

100 東部

「北大阪急行延伸に伴い、箕面市内のバス路線が見直され
大変便利になります！」と前市長も言われていましたの
で、期待して楽しみにしておりましたが、この度のルート
案にはがっかりしました。便利になるどころか、箕面行き
に至っては今までより不便になるとは…。
間谷住宅はモノレール彩都西駅が近くにあるから便利！と
見られがちですが、実際には彩都西駅までのバスが通って
いる訳でもなく、坂道を登り下りして徒歩だと３０分近く
かかり、通勤通学で利用してる方もかなり少なく、ほとん
どの方が北千里・千里中央行きのバスを利用されていると
思われます。
しかし、間谷住宅→千里中央までのバス所要時間は４０分
～４５分ほどかかり、国道が渋帯すれば１時間かかりま
す。この不便さを新しいバスルートが解決してくれると、
心待ちにしていました。
箕面市内で東部に位置する間谷地区住民の市内中央（かや
の中央駅・箕面駅）へのアクセスをもっと良くしてほしい
です。
●現行の箕面行き（山麓線を通るルート）はなくさないで
下さい！
●千里中央行きの本数を減らしてでも間谷住宅→かやの中
央行き（山麓線ルート）を１時間に１本でも良いので作っ
て下さい！
かやの中央→間谷住宅のルートは、阪大後地の施設へのア
クセスとしても今後便利になるのではないでしょうか。

【再掲】
○「箕面山麓線の廃止及び（仮）粟生・萱野線での代替に
反対、既存の箕面山麓線をベースとした箕面萱野駅経由路
線の設定」については、市民意見に対する市・協議会の基
本的な考え方（４）をご参照ください。

○大阪大学箕面キャンパスの跡地活用の方策が決定した際
には、その施設の需要等をふまえたアクセスを確保するよ
う阪急バス（株）に対して働きかけてまいります。

101 東部
○新たなルート案ですと箕面駅までの利用時間も長く、通
学、通勤、おけいこ事に利用している人達にとても受け入
れられない案です。時間的ロスが大きすぎます。

「（仮）粟生・萱野線での代替に反対」については、市民
意見に対する市・協議会の基本的な考え方（４）をご参照
ください。

102 東部
○間谷住宅も高齢化になってきています。最寄りの駅に行
くのにバスを利用しないと行けないので所要時間が長いと
高齢者にはすごく苦痛になります。今までどおりでお願い
します。

【再掲】
「箕面山麓線の廃止及び（仮）粟生・萱野線での代替に反
対」については、市民意見に対する市・協議会の基本的な
考え方（４）をご参照ください。

103 東部

間谷住宅から171号線を経由せず、箕面萱野駅への直行便
を希望します。案によりますと時間がかかりすぎます。ま
た１時間に一本では始発駅のメリットがありません。よろ
しく再考願います。

【再掲】
○「既存の箕面山麓線をベースとした箕面萱野駅経由路線
の設定」については、市民意見に対する市・協議会の基本
的な考え方（４）をご参照ください。

○「運行頻度の増便」については、市民意見に対する市・
協議会の基本的な考え方（８）をご参照ください。
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（２）地域公共交通計画（素案）の方向性に対する市民意見（ルート案）
　　 ⑭（仮）粟生・萱野線に関すること　１２２件

No. 地域 意見 市・協議会の考え方

104 東部

・千里中央行き直通便がほしい。
・箕面萱野行き直通便がほしい。
・箕面駅までの所要時間、運賃を見直してほしい。
・通勤、通学する人にとって住みにくい場所になってしま
う。

【再掲】
○東部地域から北千里駅を経由し、千里中央駅へ接続する
粟生団地線は存続するルート案となっています。
なお、「千里中央駅への鉄道と並行する路線の存続」につ
いては、市民意見に対する市・協議会の基本的な考え方
（１）をご参照ください。

○東部地域から箕面駅までは、彩都線、北大阪ネオポリス
線、（仮）粟生・萱野線が運行するルート案となっており
ます。

○いただいたご意見も参考にしながら、少しでも早く箕面
駅へアクセスできるよう、運行ルートなどの検討を進めて
まいります。

○「各路線の運賃」については、市民意見に対する市・協
議会の基本的な考え方（９）をご参照ください。

105 東部

１．間谷住宅から阪急箕面駅への直通バス路線をなくすこ
とは絶対に反対です。間谷住宅が出来てから約５０年、阪
急箕面駅は地下鉄では行けない池田、川西、方面、梅田、
神戸方面へも最短時間で安価です。ずっと住みついている
（不便だが良好地）。箕面市民の足を地下鉄が延びたから
といって市民の足をもぎとるようなことはしないで欲し
い。新しいルートの箕面駅行きの真中の５駅を回って箕面
駅へいくようなことを考えだしたのはどこの誰ですか。た
とえ、どんな赤字路線になろうともどんな理由もいらな
い、許すことのできない案です。最低限何をけずっても山
ろく線の直通バス路線を残すことが当然であり、強く要望
する。あらゆる手段を使ってでも存続できるよう行動した
いと思っています。

【再掲】
「箕面山麓線の廃止及び（仮）粟生・萱野線での代替に反
対」については、市民意見に対する市・協議会の基本的な
考え方（４）をご参照ください。

106 東部

年を重ね、車を手離し、バスを利用したいと思う人が増え
てくる状況で、バスの便が悪くなるのは大変困ります。私
もこれからは、バスを利用しないと生活出来ない一人で
す。折角新駅が出来るのなら、短時間で駅まで行けるルー
トにして下さい。また、箕面駅行きも大事です。時間がか
かり、運賃まで上がるのは困ります。便利になるどころか
悪くなるのでは新駅の設立の意味がありません。
住民の足の利便性を一番に考えて決めて下さい。

○「（仮）粟生・萱野線での代替に反対」については、市
民意見に対する市・協議会の基本的な考え方（４）をご参
照ください。

○「各路線の運賃」については、市民意見に対する市・協
議会の基本的な考え方（９）をご参照ください。

○箕面市内の路線バスについては、これまでも利用者が減
少傾向にあり、北大阪急行線の延伸によってさらなる利用
者の減少が見込まれる中で、持続可能な公共交通とするた
め、採算の確保を見極めつつ最大の利便性をめざすという
観点をふまえ計画策定を進めてまいります。

107 東部

北大阪急行延伸後の間谷住宅からのバスルートは、せっか
く最寄りの駅となる箕面萱野駅へのアクセスが非常に悪
く、間谷住宅に住む者にとって、何のメリットもありませ
ん。
171号線の経由で遠回りな上、本数もほとんどなく、わざ
わざ最寄りではない千里中央までバスでいかざるおえなく
なるのは非常に不便です。
171号線を経由しないルートの箕面萱野駅⇔間谷住宅の増
便を検討いただきたいです。
間谷住宅も世代交代がはげしく、働きざかりの世帯も多い
と思います。

「箕面山麓線の廃止及び（仮）粟生・萱野線での代替に反
対」については、市民意見に対する市・協議会の基本的な
考え方（４）をご参照ください。
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（２）地域公共交通計画（素案）の方向性に対する市民意見（ルート案）
　　 ⑭（仮）粟生・萱野線に関すること　１２２件

No. 地域 意見 市・協議会の考え方

108 東部

間谷住宅のバス路線
今回の路線見直しで間谷住民にとって、萱野中央駅が出来
たメリットは全く見られません、それは、萱野中央に最短
の直行便が無いからです、その上箕面駅に行くのに要する
時間が倍ほど掛かると事です。
そこで提案が有ります、それは団地には千里中央からの便
が現在のままなのか？それが廃止されて、萱野中央からに
なるのか判りませんが、必ず萱野中央から団地に行く便は
出来るでしょう、それを間谷住宅まで延伸して下さい、北
大阪急行も延伸したのですから、延伸は可能でしょう、又
は間谷住宅から団地まで（阪急バスやオレンジバス利用）
行けば（バス乗り継ぎ券を利用して）萱野中央や箕面駅に
行く便に乗り換える事が出来るようにして下さい。

【再掲】
○「箕面山麓線の廃止及び（仮）粟生・萱野線での代替に
反対、既存の箕面山麓線をベースとした箕面萱野駅経由箕
面駅行き路線の設定」については、市民意見に対する市・
協議会の基本的な考え方（４）をご参照ください。

○「バスの乗り継ぎに伴う運賃負担増加への対策」につい
ては、市民意見に対する市・協議会の基本的な考え方
（７）をご参照ください。

109 東部

・遠回りとなり、所要時間も長くなる。
・箕面萱野駅には用事がない。
・箕面市なのに、箕面に行きにくい。
今より不便になることは望まない。反対！

「（仮）粟生・萱野線での代替に反対」については、市民
意見に対する市・協議会の基本的な考え方（４）をご参照
ください。

110 東部
現在は間谷住宅の住民のバス利用者は確かに少いかもしれ
ません。が、その理由としてはそもそも間谷住宅から北千
里へのミディバス廃止により２０分で最寄りの駅へ行けた
のが大型バスへの変更で時間がかかるようになった上、数
年毎の減便で益々不便になった事があげられます。
そして住民のマイカー利用率が上がりましたが、もう少し
先を見て頂きたいです。今、原時点でマイカーを運転して
いる人達がもう少し高齢になった時にこのバスの不便さで
は、どこへ行くにも時間がかかりすぎて益々陸の孤島と
なってしまいます。住民の今からの事も見据えた上での新
ルート計画をお願い致します。便利になると必ず乗車率が
上がると思います。

○「（仮）粟生・萱野線での代替に反対」については、市
民意見に対する市・協議会の基本的な考え方（４）をご参
照ください。

○箕面市内の路線バスについては、その利用者が減少傾向
にあり、北大阪急行線の延伸によってさらなる利用者の減
少が見込まれる状況です。北大阪急行線の延伸にともなう
バス路線再編により持続可能な公共交通を目指してまいり
ますが、持続可能な公共交通の実現には、公共交通を利用
いただくなど、市民のみなさまのご理解、ご協力が不可欠
ですので、地域の足を守るためにも、バスを利用いただく
などご協力をお願いいたします。

111 東部

☆萱野地区はバス便（ゆずるバスも含め）非常に便利です
のにこちらの１時間に１本しかないバスを萱野・今宮（徒
歩で行ける地域）方面へ巡回させる必要はないでしょう。
☆その上パブリックコメントの会議も萱野では日曜昼間行
われる。あちらは反対が出るはずもない地区で、全く今回
の案をスムーズに決定させる意図ミエミエです。
☆阪急バスと粘って交渉して下さる様切にお願い致しま
す。

○「（仮）粟生・萱野線での代替に反対」については、市
民意見に対する市・協議会の基本的な考え方（４）をご参
照ください。

○パブリックコメントの実施に係る市民説明会について
は、北部・西部・中部・南東部・北東部の各地域で平日の
晩に開催しました。また、平日の晩では参加しづらい市民
の方のために、市内のどこからでもアクセスしやすい萱野
で日曜日にも説明会を開催しました。

○北大阪急行線の延伸にともなうバス路線再編により将来
にわたって持続可能な公共交通となるよう運行事業者と協
議・調整を進めてまいります。

112 東部

最寄の阪急北千里駅から阪急電車が延長され、住宅近くに
駅が出来るという事で阪急間谷住宅を購入し生活をして来
ました。実際は１時間にバスが１本という不便な生活を車
の生活を余儀なく、車の免許を取り生活をして来ました
が、後期高齢者となり近いうちに免許を返上し、公共交通
機関を利用させて頂こうと思っていた矢先に、箕面駅ま
で、今迄の倍以上の時間がかかる路線変便。高齢者にとっ
て体力、気力、経済力等衰えてきた年寄には少し酷な事で
す。せめて現状維持をお願いしたく思います。

【再掲】
「箕面山麓線の廃止及び（仮）粟生・萱野線での代替に反
対」については、市民意見に対する市・協議会の基本的な
考え方（４）をご参照ください。

113 東部

箕面駅に行くのに時間がかかりすぎるようになる。
「（仮）粟生・萱野線での代替に反対」については、市民
意見に対する市・協議会の基本的な考え方（４）をご参照
ください。

114 東部

○171号線を経由するので箕面萱野駅や箕面駅までかなり
遠回り

「（仮）粟生・萱野線での代替に反対」については、市民
意見に対する市・協議会の基本的な考え方（４）をご参照
ください。
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（２）地域公共交通計画（素案）の方向性に対する市民意見（ルート案）
　　 ⑭（仮）粟生・萱野線に関すること　１２２件

No. 地域 意見 市・協議会の考え方

115 東部

「間谷住宅入口」から阪急バスを利用しています。箕面萱
野駅までのルートが山麓線経由ではなく、171号線今宮交
差点を北上する、かなり遠回りのルートであることを知
り、間谷住民にとっては最悪の案だと思いました。箕面行
きも171号線ルートに変更され、増々不便な状況になって
しまいます。
箕面行き、千里中央行きとも、新設される箕面萱野駅ま
で、最短の山麓線経由を切に希望します。よろしくお願い
します！

【再掲】
「箕面山麓線の廃止及び（仮）粟生・萱野線での代替に反
対、既存の箕面山麓線をベースとした箕面萱野駅経由路線
の設定」については、市民意見に対する市・協議会の基本
的な考え方（４）をご参照ください。

116 東部

○間谷住宅から箕面駅行バスルート案について、反対。
１．箕面駅行は現行でも本数が少なく、マイカーで行かざ
るを得なかったが、新しいルート案は遠回りで費用が高く
なりそうでより利用しずらい。

○「（仮）粟生・萱野線での代替に反対」については、市
民意見に対する市・協議会の基本的な考え方（４）をご参
照ください。

○「各路線の運賃等」については、市民意見に対する市・
協議会の基本的な考え方（９）をご参照ください。

117 東部

北大阪急行延伸に合わせて千里中央行き、変更後の箕面駅
行きに加えて現在の箕面行きを新駅経由させ３路線全体で
調整してはどうでしょうか。

○「（仮）粟生・萱野線の設定」については、市民意見に
対する市・協議会の基本的な考え方（４）をご参照くださ
い。

○限定されたエリアの中で、同一目的地への複数ルートを
同時に運行することは、需要の分散が想定されるため慎重
に検討してまいります。

118 東部

・現行案では、箕面萱野駅を利用しようとする通勤・通学
者にとっては、豊川住宅前等を経由するため、遠回りであ
り時間もかかるなど利用者の利便性が考慮されていない。

○「（仮）粟生・萱野線の設定」については、市民意見に
対する市・協議会の基本的な考え方（４）をご参照くださ
い。

○箕面市内の路線バスについては、その利用者が減少傾向
にあり、北大阪急行線の延伸によってさらなる利用者の減
少が見込まれる中で、採算性と利便性のバランスという観
点もふまえ計画策定を進めてまいります。

119 東部

・（仮）箕面小野原線の社会実験をしの費用負担で実施す
るとのことであるが、アンケート結果で約８割の地域住民
が山麓線を経由する直通便を希望する（仮）粟生・萱野線
についても検討いただきたい。

○市民アンケートでは、必要な行き先駅の意向を調査して
おり、その経由ルートまでは調査しておりません。市民ア
ンケートにおける東部地域（ゾーン１２）から箕面萱野駅
への利用意向割合は56.3%であったため、東部地域（ゾー
ン１２）から箕面萱野駅へのアクセスを確保するルート案
を作成しました。

○「既存の箕面山麓線をベースとした箕面萱野駅経由路線
の設定」については、市民意見に対する市・協議会の基本
的な考え方（４）をご参照ください。

120 東部

・もし山麓線廃止が変わらないのであれば、新駅～箕面駅
行きの間谷住宅発のバスが粟生団地を経由するのを減らし
てほしいです。

今回のルート案は、粟生団地や粟生新家付近からの箕面萱
野駅への需要も合わせて見込めば運行可能との趣旨で
（仮）粟生・萱野線が設定されました。
運行ルートについては、いただきましたご意見を参考にし
ながら、再度協議会で協議・検討・調整を図ります。

121 東部

・間谷住宅のバスが不便になり、悲しいです。
「（仮）粟生・萱野線での代替に反対」については、市民
意見に対する市・協議会の基本的な考え方（４）をご参照
ください。

122 中部
≪意見≫

箕面山麓線を廃止し、彩都線・北大阪ネオポリス線を箕
面駅発着如意谷経由に再編し、（仮）粟生・萱野線を新設
するのは、彩都・止々呂美や、小野原・外院の里から箕面
駅へのアクセスが良くなり、また、箕面今宮線を走る方が
府道9号線より需要が見込めるため賛成である。

【再掲】
引き続き持続可能な公共交通の実現のため、採算の確保を
見極めつつ最大の利便性をめざすという観点をふまえ計画
策定を進めてまいります。
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1 東部
⑤新たな路線として小野原から船場駅を経由して千里中央
に行く路線の名称が（仮称）箕面小野原線であるが、名称
と路線が一致しないように思う。箕面小野原線では、箕面
駅と小野原を結ぶと感じてしまう。

いただきましたご意見も参考にしながら、利用者のみなさ
まにとって分かりやすい路線名称を検討します。

2 西部

③箕面市の東西から箕面萱野駅への接続について、市の費
用負担のもと社会実験を実施するのであれば、それらの路
線を別々に設定するのではなく、２本をつなげて、箕面の
西部地域から箕面萱野駅を経由して小野原地域へ、小野原
地域から箕面萱野駅を経由して西部地域へ移動できる路線
として社会実験するなど市民の利便性が少しでも上がるよ
う柔軟に考えてほしい。

【再掲】
ご指摘の２路線については、２路線を統合してつなげるな
ど、社会実験の効果が最大限発揮されるよう、様々な運行
ルート設定の可能性も含めて協議会で協議・検討してまい
ります。

3 中部

4）箕面中央線の箕面萱野駅行き、（仮）箕面小野原線、
如意谷線については、社会実験区間としてきちんと検討し
ていただきたいと思います。ただし、箕面中央線は循環で
はなく、石橋駅と箕面萱野駅の往復運転として、運行回数
を増やした方が良いのではないでしょうか。

【再掲】
○社会実験を実施する路線については、実験期間や評価指
標をあらかじめ定めたうえで検証を行う予定です。

○箕面中央線については、一定の利用者が見込まれること
から、現行路線と同様の循環路線とするルート案としてい
ます。

4 中部
・箕面中央線と（仮）箕面小野原線で箕面萱野駅行を設定
するのは、箕面萱野駅のターミナルとしての機能が向上
し、西部・東部地域の利用者の利便性も上がるので実施す
べきだと思う。

【再掲】
いただきましたご意見も参考にしながら、市内における円
滑な東西移動が実現できるよう計画策定を進めてまいりま
す。

（２）地域公共交通計画（素案）の方向性に対する市民意見（ルート案）
　　 ⑮（仮）箕面小野原線に関すること　４件

No. 地域 意見 市・協議会の考え方
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1 東部

粟生団地～奥～茨木方面を結ぶ忍頂寺線85系統のことが全
く書かれていないが，廃止されるということか。バス乗り
換えや徒歩で国道171号線に移動しなくても，市北東部か
ら茨木方面に直通できる貴重な路線なので存続を願いた
い。運転士のハンドル時間などの課題が解決されるなら，
いっそのこと，箕面駅～青松園前～粟生団地～JR茨木とし
て，広域的に東西移動ができる路線を確保してもらえる
と，さらにうれしい。

○バス路線再編の検討にあたって、再編の検討対象路線と
して、箕面市域内を主に運行する路線を抽出して分析や調
整を行っており、ご意見の忍頂寺線については、北大阪急
行線の延伸に伴う再編の検討対象外としています。

○いただきましたご意見は今後の検討の参考にさせていた
だきます。

2 東部
豊能町・池田市との広域的幹線である東能勢線（26系統・
136系統）のことが全く書かれていないが，廃止されると
いうことか。豊能町にとっては，東部地区から池田駅や箕
面森町線に乗り換えて千里中央方面に向かう重要な『広域
的幹線路線』としている。廃止は避けてほしい。

バス路線再編の検討にあたって、再編の検討対象路線とし
て、箕面市域内を主に運行する路線を抽出して分析や調整
を行っており、ご意見の東能勢線については、北大阪急行
線の延伸に伴う再編の検討対象外としています。

3 東部

【勝尾寺】⇔粟生団地⇔箕面駅⇔池田を１路線で結ぶこと
を検討してください。
箕面の自然の観光地を結ぶことは市外からの利用も増える
と思います。

いただきましたご意見は今後の検討の参考にさせていただ
きます。

4 中部
②現状では北千里に行く便がないので、北千里に行くバス
ルートをお願いします。

いただきましたご意見は今後の検討の参考にさせていただ
きます。

5 東部
○彩都丘線と外院をTNで繋ぎ、北千里駅を北上して彩都駅
とを繋ぐバス路線を新設する。

いただきましたご意見は今後の検討の参考にさせていただ
きます。

6 不明

②箕面行きの増便希望。もしくは、彩都西駅行きのルート
希望!!

○「運行頻度の増便」については、市民意見に対する市・
協議会の基本的な考え方（８）をご参照ください。

○いただきましたご意見は今後の検討の参考にさせていた
だきます。

7 東部
本件とは関係はありませんが、この場をお借りして、以下
お伺いさせていただきます。
・JR茨木方面へのバス路線の見直しについての考えはない
のか？
・間谷住宅から彩都、LAMU、彩都西駅への生活道路を通し
ていただきたい。現在は、大阪大学東側を迂回する道しか
なく大変不便。彩都粟生南６丁目、７丁目へ抜けるルート
の確保、大阪大学跡地の整備と合わせて、是非ご検討いた
だきたい。
・間谷住宅から東山住宅を経由してガラシア病院へ至る最
短東西ルートの整備。
以上、よろしくお願いいたします。

○JR茨木方面へのバス路線について、石橋線については、
現行と同じルート案となっています。ただし、バス路線再
編の検討にあたって、再編の検討対象路線として、箕面市
域内を主に運行する路線を抽出して分析や調整を行ってお
り、忍頂寺線については、北大阪急行線の延伸に伴う再編
の検討対象外としています。

○間谷住宅周辺の道路整備については、いただきましたご
意見を道路担当部局と共有いたします。

8 東部
バスルートの新設
粟生団地→（彩都トンネル）→彩都西駅→間谷住宅内のよ
うな周回ルート。
目的　バスターミナル、モノレールターミナルから大阪市
内箕面駅に至るため。
料金　初乗り料金２２０円とは無関係に１００円以下とし
て、又、粟生団地から箕面駅方面に乗りつぎする場合は現
行２４０円を上回ることのないように乗りつぎ制度を設け
る。
ひん度　せめて１５分間隔で。
車両　オレンジバス程度の大きさで十分。

いただきましたご意見は今後の検討の参考にさせていただ
きます。

9 東部

○千里中央へ行く経由（萱野駅）バスルートがかならず必
要です。時間がかかりすぎる。
○箕面駅へ行く経由（萱野駅）バスルートがかならず必要
です。
○阪急電車（不動産）から住宅を買いました。不便である
ことは許しがたいです。間谷住宅市民にとって当然のルー
トだと（彩都からの乗車もあり）考えます。

【再掲】
○「千里中央駅への鉄道と並行する路線の存続」について
は、市民意見に対する市・協議会の基本的な考え方（１）
をご参照ください。

○東部地域から箕面萱野駅を経由し、箕面駅までの（仮）
粟生・萱野線が運行するルート案となっております。

（２）地域公共交通計画（素案）の方向性に対する市民意見（ルート案）
　　 ⑯その他のルートに関すること　２３件

No. 地域 意見 市・協議会の考え方

84



（２）地域公共交通計画（素案）の方向性に対する市民意見（ルート案）
　　 ⑯その他のルートに関すること　２３件

No. 地域 意見 市・協議会の考え方

10 東部

・私としては従来の山麓線バスルートをできるだけ残し
て、箕面萱野駅へは新たなバス路線を作るべきと考える。

【再掲】
○「箕面山麓線の廃止に反対」については、市民意見に対
する市・協議会の基本的な考え方（４）をご参照くださ
い。

○箕面萱野駅への新たなバス路線として（仮）粟生・萱野
線を設定するルート案となっています。

11 東部
○モノレールの駅へ直行する便は近くにない。従来大学の
校内を歩けたのでなんとか利用出来たが現在は迂回して行
かなければならないので不便である。考がえてほしい。

いただきましたご意見は今後の検討の参考にさせていただ
きます。

12 東部
○もしも、できるのであれば、新しくふやして欲しいです!!
萱野駅→船場駅→千里中央行きのバスが理想です!!!どうぞ
よろしくお願い致します。船場駅辺りのたくさんのお店に
バスであそびに行けるなんてすごく嬉しいです!!更に千里中
央のスーパーも利用できます!!そうなればさいこうですー!!

「千里中央駅へのバス直通路線の設定」については、市民
意見に対する市・協議会の基本的な考え方（１）をご参照
ください。

13 不明

○逆に「千里中央⇔箕面」のバスも山麓線を通すべきでは
ないか？

現在、千里中央⇔箕面間を運行している白島線は箕面萱野
駅止まりとするルート案となっています。
なお、白島線については、その沿線上にお住まいの市民に
よる需要も一定数見込まれることから、現行どおり市道箕
面今宮線を運行する案としています。

14 東部
○間谷住宅→山麓線経由→萱野駅→船場→千里中央のルー
トを考えてほしい。
数年先、船場に市民病院が移転すると聞いているので必要
性を感じる。間谷住宅は高齢化が進み自家用車を手離しバ
スを利用する事が多くなると思うので特に病院への利便さ
がほしい。オレンジバスはミニの為、迂回路も多くよく揺
れて病人にとっては利用し辛いとも聞いている。

○「千里中央駅へのバス直通路線の設定」については、市
民意見に対する市・協議会の基本的な考え方（１）をご参
照ください。

○市内各地域から公共施設へのアクセスについては、路線
バスの再編の後に検討を進めるオレンジゆずるバスの再編
の中で検討してまいります。

15 東部
①千里中央行き
間谷住宅→山麓線～白島→箕面萱野駅（キューズモー
ル？）→箕面船場阪大前駅→千里中央駅の新しいルート希
望します。
※北千里駅経由とは別に新しい路線を作ってほしいです。

「千里中央駅へのバス直通路線の設定」については、市民
意見に対する市・協議会の基本的な考え方（１）をご参照
ください。

16 東部

ここ数年の箕面行政はとても偏っている様に思えます。阪
大が移転、市の管轄になり、門は酷く閉鎖され、彩都西駅
への道は利用不能になりました。いろいろな施設を萱野・
船場に集中するのであれば、どこからでも利用しやすいよ
うに交通網を整へるべきだと思います。その観点から
○箕面駅行きルートはそのままにして、間谷から萱野行き
の新ルートを開設してほしい。（時間的にも運賃の面でも
不便になるので。）

【再掲】
○バス路線再編によって、箕面市内各地域から箕面萱野駅
や箕面船場阪大前駅へアクセスすることができるよう計画
策定を進めてまいります。

○「箕面山麓線の廃止に反対」については、市民意見に対
する市・協議会の基本的な考え方（４）をご参照くださ
い。

17 東部
③彩都住宅の人口も多く増加しているので、間谷住宅と彩
都の住宅の便利な運行計画をして欲しい。

いただきましたご意見は今後の検討の参考にさせていただ
きます。

18 東部

私達にとって大へん不便になることです。今まで通りよろ
しくお願いします。

箕面市内の路線バスについては、その利用者が減少傾向に
あり、北大阪急行線の延伸によってさらなる利用者の減少
が見込まれる状況です。北大阪急行線の延伸にともなうバ
ス路線再編により持続可能な公共交通を目指してまいりま
すが、持続可能な公共交通の実現には、公共交通を利用い
ただくなど、市民のみなさまのご理解、ご協力が不可欠で
すので、地域の足を守るためにも、バスを利用いただくな
どご協力をお願いいたします。

19 北部
⑦新駅から北千里へ向かうバスもあるといいと思う。新駅
から阪急箕面と阪急北千里へ向かうバスが共存すると、阪
急電車で梅田へ向かう人がバッティングするのではとも思
われるが、そもそも全てのバスを新駅経由とすれば、梅田
方面へ向かう人は北大阪急行（御堂筋線）を選択する。

いただきましたご意見は今後の検討の参考にさせていただ
きます。
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（２）地域公共交通計画（素案）の方向性に対する市民意見（ルート案）
　　 ⑯その他のルートに関すること　２３件

No. 地域 意見 市・協議会の考え方

20 北部
⑩・箕面森町地区センターと能勢電鉄ときわ台駅のリレー
便
・箕面森町地区センターから光風台行きバス
も、新駅からのバス、逆に森町中3丁目、森町中2丁目を経
由し、森町を1周して新駅へ向かうバスとの乗り換えがス
ムーズに行くようにしたら、もっと乗客が増えると思う。
今も、地区センターの駐輪場には、豊能ナンバーの原付が
多数止まっているし、車で迎えに来てる人もおり、おそら
く豊能の住民ではないかと思う。豊能にはコンビニも少な
いので、バスを降りて、そのまま地区センターバス停横の
コンビニに寄ってくれたり、地区センターの病院に通って
くれたら、箕面市にとっても良いと思う。

箕面森町地区センターでのバスとバスの乗り換え利便性の
向上については、いただきましたご意見も参考にしなが
ら、今後の運行頻度やダイヤの検討を進めてまいります。

21 北部
森町近隣公園前より市役所、箕面駅、できればスカイア
リーナを経由する直行バスを運行してほしいです。こちら
に行くのに白島か千里中央で乗り替えないといけなくて乗
り替えの時間も降りてから乗り替える時間がとても悪くす
ごく待たないと行けない時が多いです。

いただきましたご意見は今後の検討の参考にさせていただ
きます。

22 中部

2点目に、新市立病院へのアクセスとして、箕面船場阪大
前駅からの徒歩ではやや遠い面もあると思います。
箕面萱野駅が終点となるバスのうち一部を、新市民病院前
まで行き過ぎて運行するような運行形態を検討すれば、市
民にとってさらに便利な交通機関になるのではないでしょ
うか。
オレンジゆずるバスは便利ですが、阪急バスとは断絶した
交通手段です。
あくまでいずれも事業者としてのバスにより、各路線とも
運行を維持するべきだと考えます。

いただきましたご意見も参考にしながら、移転後の市立病
院へのアクセスの必要性もふまえ、各路線の運行ルートに
ついて、協議会で再度協議・検討してまいります。

23 中部

≪提言≫
箕面北千里間（箕面駅-如意谷-箕面萱野駅-今宮-北千里

駅）のバス路線新設。
箕面北千里間を公共交通機関で移動するとなると、乗換が
少なくとも1回あり、運賃も直線距離から考えると高額
で、所要時間も40～50分かかり、非常に不便である。
本数は最低2本/時、できれば4本/時が望ましい。

いただきましたご意見は今後の検討の参考にさせていただ
きます。
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1 東部
①北大阪急行線が延伸されバス路線が見直しされること
で、現行より利便性の低下や運賃上昇が無いことがサービ
ス向上としては当然であるが、これについて計画の基とな
る認識はどうか。
バスで千里中央に行かれていた人が徒歩で箕面萱野駅や箕
面船場阪大前駅に行けるようになるのは北大阪急行南北線
延伸のメリットと言える。
しかし、バスで千里中央に行かれていた人が、バスで箕面
萱野駅にしか行けないのは運賃上昇と乗り換えの時間ロス
でデメリットしかないのではないか。
例えば、千里中央周辺にバスで通勤や通学をされている人
に対して、箕面萱野駅までバスで行き箕面萱野駅から千里
中央まで北大阪急行に乗ることはデメリットでしかない。

【再掲】
○箕面市内の路線バスについては、これまでも利用者が減
少傾向にあり、北大阪急行線の延伸によってさらなる利用
者の減少が見込まれる中で、持続可能な公共交通とするた
め、採算の確保を見極めつつ最大の利便性をめざすという
観点をふまえ計画策定を進めてまいります。

○「千里中央駅への鉄道と並行する路線の存続」について
は、市民意見に対する市・協議会の基本的な考え方（１）
をご参照ください。

2 西部

ゆずるバスは均一料金制。また、豊中市内でも均一料金
制。なぜ、箕面市内では均一料金ではないのか。

オレンジゆずるバスについては、使いやすさや料金のわか
りやすさを考慮し、均一料金としておりますが、箕面市内
の路線バスにおいては、多くの路線が市内から千里中央駅
までを運行しており、運行距離が長いため市内を走る路線
の距離に差があり、均一料金の設定がありません。

3 西部

①現存する限られた交通機関のうまい使いまわしを考えよ
う。市内にはオレンジバスと阪急バスが運行しているが、
これらを連携し、ダイヤを含め乗り継ぎなど有効に考えよ
う。その際、乗り継ぎサービスも忘れずに。他社だから不
可能と言わず、相手に話しかけてみよう。

○「バスとバスの乗り継ぎサービス」については、市民意
見に対する市・協議会の基本的な考え方（７）をご参照く
ださい。

○路線バスの再編内容が確定した後に検討を進めるオレン
ジゆずるバスの再編にあたっては、いただきましたご意見
も参考にしながら、検討を進めてまいります。

4 西部
②高齢化社会では「ひと駅乗車」が増えつつある。この利
用者からの収益を増やすため、この間の利用者に対し、割
引利用券を発行すると利用者は増加するかも？他社では実
行している。

いただきましたご意見は阪急バス（株）にお伝えいたしま
す。

5 市外
箕面森町地区センターから江坂間を通勤利用をしていま
す。今回の路線変更により、総額料金が変わらないように
してください。ただ総額が増えるなら何らメリットを感じ
ません。

「バスと鉄道の乗り継ぎによる料金負担増加への対策」に
ついては、市民意見に対する市・協議会の基本的な考え方
（７）をご参照ください。

6 東部

○間谷住宅から箕面駅行きの今の路線を廃止するのに反対
です。時間も料金も増えるという変更には賛同できませ
ん。乗り換えチケットを出してもらって彩都線に乗り換え
るなどして、間谷住宅から箕面駅までの料金や時間を今と
同じ様になる様、考慮して欲しい。

【再掲】
○「箕面山麓線の廃止に反対」については、市民意見に対
する市・協議会の基本的な考え方（４）をご参照くださ
い。

○「バスとバスの乗り継ぎによる料金負担増加への対策」
については、市民意見に対する市・協議会の基本的な考え
方（７）をご参照ください。

7 東部

箕面駅行きルート案（箕面萱野駅経由）は遠回りだし駅ま
での時間も長くなり運賃も上がるので、これからの高齢化
社会から考えても反対します。

【再掲】
○「（仮）粟生・萱野線での代替に反対」については、市
民意見に対する市・協議会の基本的な考え方（４）をご参
照ください。

○「各路線の運賃等」については、市民意見に対する市・
協議会の基本的な考え方（９）をご参照ください。

（３）地域公共交通計画（素案）の方向性に対する市民意見（運賃）
　　 運賃に関すること　２９件

No. 地域 意見 市・協議会の考え方
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（３）地域公共交通計画（素案）の方向性に対する市民意見（運賃）
　　 運賃に関すること　２９件

No. 地域 意見 市・協議会の考え方

8 東部

今回の提示された案は間谷地区の住民を軽視したものであ
る。
現在箕面駅には約２５分で着く事ができ、梅田迄約小一時
間で通勤、通学が可能である。案通りのルートで行けば、
バスの乗車時間だけで箕面駅までしか行けない。（約４５
分～５０分）
豊川経由171号、今宮、新かやの、桜通りの細道のルートで
は、バス停、信号、車の多さが段然今回のルートの方が多
く、貴案の４５分で到着するのは、大変波があり、小一時
間かかる方が多いと思われる。
間谷地区は、今は自動車生活が主軸ですが、後１０年たて
ば、超高令化になり、バスに頼らずをえない。日常の買い
物通院等を考えるとバスの本数はもとより、所要時間を増
やさないで！
又、運賃面でも阪急箕面駅から梅田へは２７０円ですが、
新かやの駅からでは５００円以上になるのでは。高い！
箕面住民が箕面駅迄に小一時間もかかるのはおかしい！
（通勤、通学の対象外地域になるのでは）間谷地区が、い
よいよ陸の孤島になりかねない。市の負担でもう少し短時
間で箕面に行けるようにお願いします。バスの本数もこれ
以上減らさないで！

【再掲】
○「（仮）粟生・萱野線での代替に反対」については、市
民意見に対する市・協議会の基本的な考え方（４）をご参
照ください。

○北大阪急行線の延伸区間の料金については、今後北大阪
急行（株）が国から認可を受けて決定いたします。

○「各路線の運行頻度等」については、市民意見に対する
市・協議会の基本的な考え方（９）をご参照ください。

9 東部

箕面駅までのルートがかなり遠回りなり運賃も上がるのは
困ります。

【再掲】
○「（仮）粟生・萱野線での代替に反対」については、市
民意見に対する市・協議会の基本的な考え方（４）をご参
照ください。

○「各路線の運賃等」については、市民意見に対する市・
協議会の基本的な考え方（９）をご参照ください。

10 不明

箕面駅迄は良く利用しているが新ルートだと所要時間も長
くなるし運賃も高くなるので今迄通りでよい。

【再掲】
○「（仮）粟生・萱野線での代替に反対」については、市
民意見に対する市・協議会の基本的な考え方（４）をご参
照ください。

○「各路線の運賃等」については、市民意見に対する市・
協議会の基本的な考え方（９）をご参照ください。

11 東部
２．間谷住宅→千里中央行で小野原で茨木－石橋行に乗り
換え、箕面萱野駅で下車とするが間谷住宅より乗り換える
際は乗り換えとみなさず１乗車と扱っていただき、１乗車
料金を支払えば良いこととする。
住宅開発を行った阪急は最寄り駅への住宅住民の足の確保
を行うことは社会的責任である。

○「バスとバスの乗り継ぎによる料金負担増加への対策」
については、市民意見に対する市・協議会の基本的な考え
方（７）をご参照ください。

12 東部

○乗換、乗次に関する件、１乗車料金での扱い
「バスとバスの乗り継ぎによる料金負担増加への対策」に
ついては、市民意見に対する市・協議会の基本的な考え方
（７）をご参照ください。

13 東部

私は箕面駅前の病院に月に数回通っており、白島北にある
耳鼻科医院にも通っています。昨年、運転免許証を返納し
たこともあり、今のバスがなくなれば非常に困ります。所
要時間もかかり、運賃も上がる新ルート（案）には反対で
す。

【再掲】
○「箕面山麓線の廃止及び（仮）粟生・萱野線での代替に
反対」については、市民意見に対する市・協議会の基本的
な考え方（４）をご参照ください。

○「各路線の運賃等」については、市民意見に対する市・
協議会の基本的な考え方（９）をご参照ください。

14 東部

②箕面行は今のままで良いです。（わざわざ遠まわりして
箕面に行く事はない。時間、料金も上がりメリットな
し！）

【再掲】
○「箕面山麓線の廃止及び（仮）粟生・萱野線での代替に
反対」については、市民意見に対する市・協議会の基本的
な考え方（４）をご参照ください。

○「各路線の運賃等」については、市民意見に対する市・
協議会の基本的な考え方（９）をご参照ください。
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（３）地域公共交通計画（素案）の方向性に対する市民意見（運賃）
　　 運賃に関すること　２９件

No. 地域 意見 市・協議会の考え方

15 東部

・千里中央行き直通便がほしい。
・箕面萱野行き直通便がほしい。
・箕面駅までの所要時間、運賃を見直してほしい。
・通勤、通学する人にとって住みにくい場所になってしま
う。

【再掲】
○東部地域から北千里駅を経由し、千里中央駅へ接続する
粟生団地線は存続するルート案となっています。
なお、「千里中央駅への鉄道と並行する路線の存続」につ
いては、市民意見に対する市・協議会の基本的な考え方
（１）をご参照ください。

○東部地域から箕面駅までは、彩都線、北大阪ネオポリス
線、（仮）粟生・萱野線が運行するルート案となっており
ます。

○いただいたご意見も参考にしながら、少しでも早く箕面
駅へアクセスできるよう、運行ルートなどの検討を進めて
まいります。

○「各路線の運賃」については、市民意見に対する市・協
議会の基本的な考え方（９）をご参照ください。

16 東部

年を重ね、車を手離し、バスを利用したいと思う人が増え
てくる状況で、バスの便が悪くなるのは大変困ります。私
もこれからは、バスを利用しないと生活出来ない一人で
す。折角新駅が出来るのなら、短時間で駅まで行けるルー
トにして下さい。また、箕面駅行きも大事です。時間がか
かり、運賃まで上がるのは困ります。便利になるどころか
悪くなるのでは新駅の設立の意味がありません。
住民の足の利便性を一番に考えて決めて下さい。

【再掲】
○「（仮）粟生・萱野線での代替に反対」については、市
民意見に対する市・協議会の基本的な考え方（４）をご参
照ください。

○「各路線の運賃」については、市民意見に対する市・協
議会の基本的な考え方（９）をご参照ください。

○箕面市内の路線バスについては、これまでも利用者が減
少傾向にあり、北大阪急行線の延伸によってさらなる利用
者の減少が見込まれる中で、持続可能な公共交通とするた
め、採算の確保を見極めつつ最大の利便性をめざすという
観点をふまえ計画策定を進めてまいります。

17 東部

※豊中市等では、すみずみまでバスが走っていて、市内同
一賃金となっているようですが、どうか老人の生活●をう
ばわぬようによろしく配慮下さい。
（●部分は表記を読み取れず）

○箕面市内の路線バスにおいては、多くの路線が市内から
千里中央駅までを運行しており、運行距離が長いため市内
を走る路線の距離に差があり、均一料金の設定がありませ
ん。

○「各路線の運賃」については、市民意見に対する市・協
議会の基本的な考え方（９）をご参照ください。

18 東部
間谷住宅のバス路線
今回の路線見直しで間谷住民にとって、萱野中央駅が出来
たメリットは全く見られません、それは、萱野中央に最短
の直行便が無いからです、その上箕面駅に行くのに要する
時間が倍ほど掛かると事です。
そこで提案が有ります、それは団地には千里中央からの便
が現在のままなのか？それが廃止されて、萱野中央からに
なるのか判りませんが、必ず萱野中央から団地に行く便は
出来るでしょう、それを間谷住宅まで延伸して下さい、北
大阪急行も延伸したのですから、延伸は可能でしょう、又
は間谷住宅から団地まで（阪急バスやオレンジバス利用）
行けば（バス乗り継ぎ券を利用して）萱野中央や箕面駅に
行く便に乗り換える事が出来るようにして下さい。

【再掲】
○「箕面山麓線の廃止及び（仮）粟生・萱野線での代替に
反対、既存の箕面山麓線をベースとした箕面萱野駅経由箕
面駅行き路線の設定」については、市民意見に対する市・
協議会の基本的な考え方（４）をご参照ください。

○「バスの乗り継ぎに伴う運賃負担増加への対策」につい
ては、市民意見に対する市・協議会の基本的な考え方
（７）をご参照ください。

19 東部

④高齢者運賃で間谷住宅から箕面萱野駅えの通常運賃を割
引運賃にして欲しい。

「各路線の運賃」については、市民意見に対する市・協議
会の基本的な考え方（９）をご参照ください。
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（３）地域公共交通計画（素案）の方向性に対する市民意見（運賃）
　　 運賃に関すること　２９件

No. 地域 意見 市・協議会の考え方

20 北部

箕面森町線に対する意見です。
私は千里中央でフルタイム勤務、現在2歳児を保育園に入れ
ています。第2子妊娠中ですが、来年4月からもフルタイム
勤務予定です。
以下の理由により、箕面森町⇔千里中央までの直行便の継
続を強く希望します。
① 保育園の送迎があるため、直行便がなくなると出勤時
間、保育園の迎えに間に合わなくなる。間に合わせようと
すると、保育園の延長料金を支払うか、時短勤務をせざる
を得なくなり、どちらを選択しても家計がマイナスにな
る。
バスが箕面萱野駅止まりとなり、千里中央駅までバス⇔電
車の乗り換えとなる場合、乗り換え時間、電車到着時間、
各駅の停車時間を考えると、これまでかかっていたバス乗
車時間よりもさらに長い時間がかかることと思います。こ
れまで直行便があることで、フルタイムでもぎりぎり迎え
に間に合い、園に延長料金を払わずに勤務出来てきまし
た。
② 千里中央までの交通費が高くなる。
箕面有料道路を通るため、バスの現在の運賃は、白鳥駅
（萱野中央駅付近）で降りても、千里中央で降りても420円
です。しかし、萱野中央駅で乗り換えとなると、新たに電
車代がかかってきます。千里中央で買い物をしたり、大阪
モノレールに乗り換えることを考えると、ただでさえ高
かったバス代に加えて千里中央⇔萱野中央間の余計な費用
が掛かり、箕面森町ルートを使う人にとっては不利益が生
じていると思います。

【再掲】
○「千里中央駅への鉄道と並行する路線の存続」について
は、市民意見に対する市・協議会の基本的な考え方（１）
をご参照ください。

○「バスの乗り継ぎに伴う運賃負担増加への対策」につい
ては、市民意見に対する市・協議会の基本的な考え方
（７）をご参照ください。

21 中部

5）短すぎることになる路線（再編後の白島線や如意谷線）
は均一運賃にはなじまない気がします。

「各路線の運賃」については、市民意見に対する市・協議
会の基本的な考え方（９）をご参照ください。

22 西部

・自宅最寄りと駅との移動しか想定していないように思
え、市内移動には使いづらいままである。これは自動車分
担率が減少しない要因の一つとなっている。大阪市営バス
のように乗り継ぎを無料に（または割引）すること、鉄道
駅以外の結節点での乗り換え時間を短くするなどの工夫で
利用者の利便性を向上させるべきである。

【再掲】
○北大阪急行線の延伸及びそれに伴うバス路線再編によっ
て、乗り換えの利便性向上や自動車分担率の低減を図りま
す。

○「バスの乗り継ぎ割引」については、市民意見に対する
市・協議会の基本的な考え方（７）をご参照ください。

23 東部
○その他
・パブリックコメントの提出にあたっては、ルート案だけ
ではなくバスの運行本数・時間や料金等の概要が提示され
ないとコメントのしようがない。

「ルート案だけでなく、運行頻度や運賃等の情報も合わせ
て提示すべき」については、市民意見に対する市・協議会
の基本的な考え方（９）をご参照ください。
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（３）地域公共交通計画（素案）の方向性に対する市民意見（運賃）
　　 運賃に関すること　２９件

No. 地域 意見 市・協議会の考え方

25 市外
〇今回の箕面市地域公共交通計画（素案）のパブリックコ
メントは、路線バスのルートに絞って意見募集をしている
が、路線バスを利用している人間としては、本数や運賃、
ダイヤなどの条件についても、合わせて教えて欲しい。

「ルート案だけでなく、運行頻度や運賃等の情報も合わせ
て提示すべき」については、市民意見に対する市・協議会
の基本的な考え方（９）をご参照ください。

26 市外
〇箕面市地域公共交通計画（素案）に位置付けて、路線バ
スのルート再編を計画的にすることはいいことだが、ルー
ト再編の後も、ルートや運賃、ダイヤなども含めて実際の
利用実態や利用者・市民の声をしっかり聞きながら柔軟に
対応してほしい。

【再掲】
バス路線の再編後も、利用実態等に応じて柔軟に対応して
いただけるよう運行事業者である阪急バス（株）に働きか
けてまいります。

27 中部
運賃高額化対策。

箕面萱野千里中央間が廃止されてしまう白島線・如意谷
線・箕面森町線は、市が補助金を出し、ICカード限定で乗継
割引を設定し、今までと同額で千里中央に行けるようにす
るべきである。

「バスと鉄道の乗り継ぎ割引」については、市民意見に対
する市・協議会の基本的な考え方（７）をご参照くださ
い。

24 北部

⑧バス料金は、箕面有料道路があるので420円は妥当と思
う。安いに越したことはないが、安くしたために利便性が
悪くなっては本末転倒となる。ただ、新駅を拠点に乗り換
えて、さらにバスで他の場所に行くときには、一度箕面森
町線で支払った料金をそのまま適用してもらい、その後支
払わなくていいシステムにならないであろうか。例えば森
町地区センターから新駅で乗り換えて、さらに箕面市役所
方面へ行くとき、今であれば2回料金支払いがあり、
420+220円で640円かかる。同一市内間を移動するだけでこ
の料金は高く感じる。
箕面市のホームページに掲載されている、「箕面市地域公
共交通計画（素案）の方向性について」の中で、箕面市民
は、近隣市と比べて自動車利用が1.6倍多いとあったが、こ
れは東西のバス便の利便性が悪いこともさることながら、
料金の問題もあると思う。先の2度払いで往復すると、箕面
森町から市役所へ行くのに千円を楽に超える。箕面市の資
料にあったように、今であれば、箕面市役所へ行く人は公
共機関ではなく、車を使うことが多くなる。
なので、現金以外の支払い(hanica等）であれば、420円支払
えば、その後一定時間内で乗り換える時(1時間、2時間内で
あれば追加料金不要でいいと思う。その時間があれば、新
駅の商店街をまわろうかという気にもなり、客も増える）
は別途の料金が不要になると乗客が増えると思う。
定期所持者（主に朝夕の利用者）は、森町―新駅420円区間
の定期があれば、その後の乗り換え乗車も同じ定期で乗れ
るので、それとの不均衡もなくすと、平日昼間・土日の利
用者が増えると思う。定期を購入する層の人数は限界があ
るし、利用が朝夕に集中するので、ぞれ以外の時間帯であ
る土日・平日昼間の一時利用者をいかに車からバスに移っ
てもらうかが大事だと思う。

「バスとバスの乗り継ぎ割引」については、市民意見に対
する市・協議会の基本的な考え方（７）をご参照くださ
い。
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（３）地域公共交通計画（素案）の方向性に対する市民意見（運賃）
　　 運賃に関すること　２９件

No. 地域 意見 市・協議会の考え方

29 中部

この再編で唯一の箕面駅への路線バス19・20番が千里中央
からかやの中央まで区間廃止となるようです。（市立病院
前・船場北橋バス停利用）
このパブコメでは路線バスのみの検討となっていますの
で、オレンジバス、北急への乗りつぎについてふれられて
いません。バス利用者としては廃止後にオレンジバスの増
便が担保される事、乗りつぎによる料金割引があるのかが
とても気になるところです。他地方ですでにこの計画が実
施されているところもあり、地方自治体が運営するコミュ
ニティーバスの料金から乗り継ぎを引いて支払うとこもあ
るようです。他色々あるようです。それにしましても、阪
急バスとオレンジバスを使った場合440円ですね。北急の運
賃は分かっていませんが、それにしても高くなります。
パブコメ資料のP37に「箕面中央線は朝夕のラッシュ時は箕
面船場阪大前駅での折り返し運行とします。」とありま
す。きっと運賃とのかね合いから千里中央から乗りたい
方、千里中央に用事のある方もおられるはずです。かなり
の人数の方々が乗車されているバス路線です。選択肢をう
ばっていませんか。
確かに経営の事もあるかと思いますよ。それでもこれから
自動車依存率の高い箕面市が低減させていく最善策とは思
えません。又、運転免許返納に際して、交通手段が確保充
実していることが条件となるはずです。私は返納をしばら
く延期します。道路を含めての交通網が開発のみで車に依
存しなくても良い生活が出来る交通手段の整備の不確実さ
があったのではないでしょうか。
再度、市民生活を保証するバス路線を再考し、交通の遮断
なく往来出来る事をのぞみで検討いただけますことを願っ
ています。

【再掲】
○「千里中央駅への鉄道と並行する路線の存続」について
は、市民意見に対する市・協議会の基本的な考え方（１）
をご参照ください。

○「バスと鉄道の乗り継ぎに伴う運賃負担増加への対策」
については、市民意見に対する市・協議会の基本的な考え
方（７）をご参照ください。

○「オレンジゆずるバスの再編」については市民意見に対
する市・協議会の基本的な考え方（１０）をご参照くださ
い。

28 西部

本案（「箕面市地域公共交通計画（素案）の方向性につい
て」）は「OD調査結果の分析」(p. 26)で、「現状の箕面市
内を運行するバス路線において、乗降者数が最も多いのは
千里中央」であることを明らかにしています。また、北大
阪急行に新設予定の「箕面船場阪大前」駅が、阪大外国語
学部と、それに併設される市立図書館、生涯教育セン
ター、文化ホールに加えて、移転予定の市立病院をもその
周辺に集めて、市民生活の全般にわたる一大拠点になるこ
とを想定していることは言うまでもありません。にもかか
わらず「バス路線再編案」では、「白島線・如意谷線・箕
面森町線は、箕面萱野駅止まりの路線とします」(p. 35)とし
て、現在は千里中央まで運行して市民生活にとって欠かせ
ぬ足となっている路線を廃止し、新設予定の「箕面萱野
駅」で必ず北大阪急行線に乗り換えることを強要すること
を計画しています。
これは、(1)千里中央に行くためには必ず「箕面萱野駅」で
乗り換えざるを得ないという煩を市民にかけ、さらに　(2)
「箕面萱野－千里中央」間の運賃を現行に追加して担わせ
るという経済的負担を市民に課するという点で、市民の多
くに負担を押し付けるきわめて弊害の多い案であると言わ
ざるを得ません。
とりわけ、先にも述べたように新設予定の「箕面船場阪大
前」周辺は、吹田市に属する千里中央ではなく、箕面市自
身が建設を計画している一大プロジェクトの中心をなす地
域です。にもかかわらずそこを通過する、現在は存在する
バス路線（現在は「新千里北橋」バス停で利用可能）を廃
止し、「箕面萱野」から「箕面船場阪大前」まで必ず北大
阪急行に乗車せざるを得ない状態を作り出すなど、ハッキ
リ言って「悪質」としか言いようのない案です。
以上の理由によって、この案には絶対に同意することがで
きません。

【再掲】
○「千里中央駅への鉄道と並行する路線の存続」について
は、市民意見に対する市・協議会の基本的な考え方（１）
をご参照ください。

○「バスと鉄道の乗り継ぎに伴う運賃負担増加への対策」
については、市民意見に対する市・協議会の基本的な考え
方（７）をご参照ください。

○市内各地域から公共施設へのアクセスについては、路線
バスの再編の後に検討を進めるオレンジゆずるバスの再編
の中で検討してまいります。
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1 不明

②箕面行きの増便希望。もしくは、彩都西駅行きのルート
希望!!

【再掲】
○「運行頻度の増便」については、市民意見に対する市・
協議会の基本的な考え方（８）をご参照ください。

○いただきましたご意見は今後の検討の参考にさせていた
だきます。

2 東部

・今現在の路線バスの本数は減っても良いかと思います
が、高齢者の多い地区の為、又、坂路の多い地区の為、バ
スは必要です。

箕面市内の路線バスについては、その利用者が減少傾向に
あり、北大阪急行線の延伸によってさらなる利用者の減少
が見込まれる状況です。北大阪急行線の延伸にともなうバ
ス路線再編により持続可能な公共交通を目指してまいりま
すが、持続可能な公共交通の実現には、公共交通を利用い
ただくなど、市民のみなさまのご理解、ご協力が不可欠で
す。

3 東部
○一度１時間に２本のダイヤで実証実験をしてほしいで
す。（パターンダイヤがよい）
昔、夫が宝塚勤務の時、バスを利用したのはわずかで、私
が車で送り迎えを４年近くやりました。
昔、土、日曜１０時箕面駅集合の催し（ハイキング等）に
は苦労しましたし、メイプルホールの夜の公演も車も混む
のであきらめました。東学センでの集りも箕面市全体の人
が集まる時は不便です。東図書館の職員の人もバス利用の
人は今まで苦労されていました。
忘年会等もバスが気になってゆっくり楽しめません。

「運行頻度の増便」については、市民意見に対する市・協
議会の基本的な考え方（８）をご参照ください。

4 東部
学校に通学するのに適する時間のバスが無くなるのは困っ
てしまいます。

バスの運行ダイヤについては、いただきましたご意見を阪
急バス（株）にお伝えし、今後検討を進めてまいります。

5 東部
●大阪大学外国語学部の移設により、バスの本数も減少し
利用しにくく、どうしても自家用車に頼りがちですが、間
谷住宅内も高齢者が多く、運転をやめる方も増大した際に
頼れるのはバスになってきます。ゆずるバスのような小さ
なバスで、本数を増やしてほしいです。

「運行頻度の増便」については、市民意見に対する市・協
議会の基本的な考え方（８）をご参照ください。

6 東部

山麓線は今まで通りの運航でお願いします。
高齢者が多くバスは大切な役割でありバスの運行本数を増
やしてほしい。

【再掲】
○「箕面山麓線の廃止に反対」については、市民意見に対
する市・協議会の基本的な考え方（４）をご参照くださ
い。

○「運行頻度の増便」については、市民意見に対する市・
協議会の基本的な考え方（８）をご参照ください。

7 東部

阪急不動産の造られた住宅だし、バスをもっと増やすべき
だと思う。１日に２回でも直通の箕面駅は必要だと思う。
間谷から大学がいなくなり後地に人が集まるような地元の
人の為に利用しやすく開放的に入口一ヶ所にはいで。

○「運行頻度の増便」については、市民意見に対する市・
協議会の基本的な考え方（８）をご参照ください。

○いただきましたご意見は土地活用担当部局にお伝えしま
す。

8 東部
１．箕面萱野駅直行バスを本数を増やしてほしい。１時間
に３本くらいで!!

「運行頻度の増便」については、市民意見に対する市・協
議会の基本的な考え方（８）をご参照ください。

9 東部

３．箕面駅行きの本数は現状でも致し方ない。

箕面市内の路線バスについては、これまでも利用者が減少
傾向にあり、北大阪急行線の延伸によってさらなる利用者
の減少が見込まれる中で、持続可能な公共交通とするた
め、採算の確保を見極めつつ最大の利便性をめざすという
観点をふまえ計画策定を進めてまいります。

10 東部
今でさえバス便が少なく（土日）なり不便を感じている。
折角萱野に駅が出来さんろく線回りで便利になると思って
いたのに…
間谷は本当に軽視されている。
これから高令者がふえるのに、如何なものでしょうか。箕
面方面へ行く学生さんの事も考へてほしい。

「運行頻度の増便」については、市民意見に対する市・協
議会の基本的な考え方（８）をご参照ください。

（４）地域公共交通計画（素案）の方向性に対する市民意見（運行頻度・ダイヤ）
　　 運行頻度・ダイヤに関すること　４５件

No. 地域 意見 市・協議会の考え方
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（４）地域公共交通計画（素案）の方向性に対する市民意見（運行頻度・ダイヤ）
　　 運行頻度・ダイヤに関すること　４５件

No. 地域 意見 市・協議会の考え方

11 東部

間谷に第１期に引越してまいりました。
箕面駅行き今迄のルートで増便を要望致します。

【再掲】
○「箕面山麓線の廃止に反対」については、市民意見に対
する市・協議会の基本的な考え方（４）をご参照くださ
い。

○「運行頻度の増便」については、市民意見に対する市・
協議会の基本的な考え方（８）をご参照ください。

12 東部

今回の提示された案は間谷地区の住民を軽視したものであ
る。
現在箕面駅には約２５分で着く事ができ、梅田迄約小一時
間で通勤、通学が可能である。案通りのルートで行けば、
バスの乗車時間だけで箕面駅までしか行けない。（約４５
分～５０分）
豊川経由171号、今宮、新かやの、桜通りの細道のルートで
は、バス停、信号、車の多さが段然今回のルートの方が多
く、貴案の４５分で到着するのは、大変波があり、小一時
間かかる方が多いと思われる。
間谷地区は、今は自動車生活が主軸ですが、後１０年たて
ば、超高令化になり、バスに頼らずをえない。日常の買い
物通院等を考えるとバスの本数はもとより、所要時間を増
やさないで！
又、運賃面でも阪急箕面駅から梅田へは２７０円ですが、
新かやの駅からでは５００円以上になるのでは。高い！
箕面住民が箕面駅迄に小一時間もかかるのはおかしい！
（通勤、通学の対象外地域になるのでは）間谷地区が、い
よいよ陸の孤島になりかねない。市の負担でもう少し短時
間で箕面に行けるようにお願いします。バスの本数もこれ
以上減らさないで！

【再掲】
○「（仮）粟生・萱野線での代替に反対」については、市
民意見に対する市・協議会の基本的な考え方（４）をご参
照ください。

○北大阪急行線の延伸区間の料金については、今後北大阪
急行（株）が国から認可を受けて決定いたします。

○「各路線の運行頻度等」については、市民意見に対する
市・協議会の基本的な考え方（９）をご参照ください。

13 東部
間谷は高年令化して７０才以上の人がほとんどで私も７６
才になり、免許証も次回取れるかどうかわかりません。免
許証返納する人も増えています。
萱野駅前のジムに毎日通っています。直通便や北上便を増
やして１時間に２本はほしいです。

「運行頻度の増便」については、市民意見に対する市・協
議会の基本的な考え方（８）をご参照ください。

14 東部
①②箕面駅行きの増便をご検討を是非お願いします。（千
里中央行きと同じ程度期待）

「運行頻度の増便」については、市民意見に対する市・協
議会の基本的な考え方（８）をご参照ください。

15 東部
・箕面萱野駅経由であれば、箕面駅行ルートの本数を増便
して欲しい。

「運行頻度の増便」については、市民意見に対する市・協
議会の基本的な考え方（８）をご参照ください。

16 東部

イ．大阪大学移転後、千里中央⇔大阪大学（外国語学部）
の便が廃止になり、従来使えていた便が使えなくなってい
る。

路線バスはバス事業者の営業路線であり、バス事業者の採
算性確保の観点から、施設の移転等により需要の減少が生
じた場合は、運行頻度が減少しますことをご理解くださ
い。
また、持続可能な公共交通の実現には、公共交通を利用い
ただくなど、市民のみなさまのご理解、ご協力が不可欠で
す。

17 東部
②の箕面駅行きについて
現在の箕面行きも本数が少なく、せめて通勤・通学時間帯
は、もう少し多くして頂きたい。また、箕面萱野駅とは別
ルートにして頂かないと、かなりの時間を要する事になり
不便。駅が遠い為、公共交通機関は重要。
彩都方面からのバスも利用し、間谷住宅入口経由など、粟
生団地の停留所並みに本数を増やして頂けるとありがたい
です。
千里中央から箕面にせっかく延伸できたのなら、病院等も
出来るのであれば、アクセスしやすいように（市内どちら
からでも）しなければ箕面に新駅ができた利点がないと思
います。

【再掲】
○「（仮）粟生・萱野線での代替に反対」については、市
民意見に対する市・協議会の基本的な考え方（４）をご参
照ください。

○彩都線の運行ルートの変更については、いただきました
ご意見を阪急バス（株）へお伝えするとともに、道路幅員
や周辺環境なども含め検討してまいります。

○「運行頻度の増便」については、市民意見に対する市・
協議会の基本的な考え方（８）をご参照ください。

18 東部

１．千里中央行き（北千里経由）ルートは、大阪大学外国
語学部が移転になり、減便されることになり不便になっ
た。

路線バスはバス事業者の営業路線であり、バス事業者の採
算性確保の観点から、施設の移転等により需要の減少が生
じた場合は、運行頻度が減少しますことをご理解くださ
い。
また、持続可能な公共交通の実現には、公共交通を利用い
ただくなど、市民のみなさまのご理解、ご協力が不可欠で
す。
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19 東部
・千里中央駅行きの阪急バス利用者が、箕面萱野駅に行く
バスを利用するようになるので、通勤、通学に困らないよ
うに、１時間内の本数はある程度（３、４本）必要だと思
います。

「運行頻度の増便」については、市民意見に対する市・協
議会の基本的な考え方（８）をご参照ください。

20 東部

○運行本数朝・夕最低２本希望（時間帯８時と１８時）
「運行頻度の増便」については、市民意見に対する市・協
議会の基本的な考え方（８）をご参照ください。

21 東部
案の②箕面駅行きから
豊川住宅前→新家→今宮の部分を省き、
間谷住宅⇔宮の前⇔粟生団地⇔箕面萱野駅⇔坊島⇔箕面駅
とする。
豊川住宅前→新家→今宮の部分は案の①千里中央行きの
ルートに含まれる。この部分を省略することによって箕面
萱野駅と箕面駅に到達する時間が短縮され利便性が向上す
る。
（希望、ルート案①②共本数を多くして下さい。）
※変更理由の説明

【再掲】
○「既存の箕面山麓線をベースとした箕面萱野駅経由路線
の設定」については、市民意見に対する市・協議会の基本
的な考え方（４）をご参照ください。

○「運行頻度の増便」については、市民意見に対する市・
協議会の基本的な考え方（８）をご参照ください。

22 東部
②粟生団地から山ろく線を通って千里中央行きが路線とし
てあるので、間谷住宅から千里中央行きも粟生団地にて山
ろく線経由の千里中央に乗りかえできるようにダイヤを調
整していただきたい。

バスの運行ダイヤについては、いただきましたご意見を阪
急バス（株）にお伝えし、今後検討を進めてまいります。

23 東部
○説明会の資料によれば、箕面萱野駅開設後は、市立病院
前経由を除き、箕面駅⇔千里中央は箕面萱野駅止となるよ
うだ。ならばこの路線便の一部を間谷住宅行きとして往復
増便に宛てて欲しい。

「運行頻度の増便」については、市民意見に対する市・協
議会の基本的な考え方（８）をご参照ください。

24 東部

４）箕面ルートに萱野駅を組み込む場合は171号線経由では
なく、間谷住宅→宮の前→粟生団地→白島北→箕面萱野駅
→坊島→箕面駅ルートを提案し、３０分間隔の増便を希望
します。

【再掲】
○「既存の箕面山麓線をベースとした箕面萱野駅経由路線
の設定」については、市民意見に対する市・協議会の基本
的な考え方（４）をご参照ください。

○「運行頻度の増便」については、市民意見に対する市・
協議会の基本的な考え方（８）をご参照ください。

25 不明

現在の案では本数が少ない上、せっかくやっとできる箕面
萱野駅へのアクセスが悪い。新しい駅を利用するのにも市
民病院へ行くのにも間谷の住民にはとても不便です。間谷
住宅からの本数も今の千里中央行きくらいの本数で直通便
をお願いします。

【再掲】
○「（仮）粟生・萱野線のルート設定」については、市民
意見に対する市・協議会の基本的な考え方（４）をご参照
ください。

○「各路線の運行頻度」については、市民意見に対する
市・協議会の基本的な考え方（９）をご参照ください。

26 東部
現行の箕面行きバス重宝しておりますが、171号線まわりの
箕面行きルートがせめて２０分以内の間隔で運行されるの
であれば時間がかかっても譲歩します。

「運行頻度の増便」については、市民意見に対する市・協
議会の基本的な考え方（８）をご参照ください。

27 東部

◎彩都南も開発され間谷住宅以外の方々も利用されていま
す。①の千里中央行きはルート変わらずとなっていますが
減便されているのではないでしょうか。

「各路線の運行頻度」については、市民意見に対する市・
協議会の基本的な考え方（９）をご参照ください。

28 東部

◎箕面駅行きルートは粟生団地から多く本数が出ていま
す。間谷住宅のバスも粟生団地を通過しますので、粟生団
地発の数本を171号線から今宮経由にしては如何ですか。

「各路線の運行頻度」については、市民意見に対する市・
協議会の基本的な考え方（９）をご参照ください。
また、バスの発着地点の一部変更については、いただきま
したご意見も参考にしながら、今後検討を進めてまいりま
す。
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29 東部

②現状のままを希望します＋本数を増やしてほしいです。
現在箕面駅まで３０分で行けるので、今回の（案）は遠回
りの上、時間もかかり運賃も高くなるので、現在１時間に
１本で不便なので、現状のルートのまませめて２本～３本
に増やしてほしいです。宜しくお願い致します。

【再掲】
○「箕面山麓線の廃止及び（仮）粟生・萱野線での代替に
反対」については、市民意見に対する市・協議会の基本的
な考え方（４）をご参照ください。

○「運行頻度の増便」については、市民意見に対する市・
協議会の基本的な考え方（８）をご参照ください。

30 東部

箕面駅近くに住んでいましたが、交通の便もよくて助かり
ました。粟生間谷住宅に移り住んでとても住環境もよく気
に入っています。交通手段もバスを利用することも多くな
り、本数の少ないのにびっくりしましたが、それにも慣れ
てきました。
箕面駅方面に買い物に出かける回数も週に４・５回利用し
ています。今の時間帯とバスの本数も少ない事も止むなし
と考えます。これ以上減らす事のない事を希望します。

○箕面市内の路線バスについては、その利用者が減少傾向
にあり、北大阪急行線の延伸によってさらなる利用者の減
少が見込まれる状況です。北大阪急行線の延伸にともなう
バス路線再編により持続可能な公共交通を目指してまいり
ますが、持続可能な公共交通の実現には、公共交通を利用
いただくなど、市民のみなさまのご理解、ご協力が不可欠
ですので、地域の足を守るためにも、バスを利用いただく
などご協力をお願いいたします。

○「各路線の運行頻度」については、市民意見に対する
市・協議会の基本的な考え方（９）をご参照ください。

31 東部

間谷住宅の住人ですが……
①大阪大学外国語学部が３月から廃校になり、阪急バスの
間谷住宅へのバスの本数が減ったので、非常に不便であ
る。

路線バスはバス事業者の営業路線であり、バス事業者の採
算性確保の観点から、施設の移転等により需要の減少が生
じた場合は、運行頻度が減少しますことをご理解くださ
い。
また、持続可能な公共交通の実現には、公共交通を利用い
ただくなど、市民のみなさまのご理解、ご協力が不可欠で
す。

32 東部
②千里中央、北千里からの阪急バスが、粟生団地経由また
は、粟生団地止まりが多いのに比べ、間谷住宅直行便が少
な過ぎる。

路線バスはバス事業者の営業路線であり、バス事業者の採
算性確保の観点から、需要が少ない路線は、運行頻度を少
なくする、又は、需要が見込める地域を運行（経由）する
ことをご理解ください。

33 中部

2）現行の白島線に、箕面駅行きの彩都線と北大阪ネオポリ
ス線、（仮）粟生・萱野線が加わることについて。
箕面駅から白島バス停間の狭い道のバス通過回数が過大に
ならないようにお願いします。特に、通勤・通学時間帯の
通過頻度が気になります。増えすぎないように調整できま
すか。

【再掲】
○「市道箕面今宮線に今まで以上のバス路線を設定するこ
と」については、市民意見に対する市・協議会の基本的な
考え方（５）をご参照ください。

○バスの運行ダイヤについては、いただきましたご意見を
阪急バス（株）にお伝えし、今後検討を進めてまいりま
す。

34 東部
路線の改正案を拝見しました。
現在、粟生間谷地区から千里中央駅までバスを使用してい
ます。
粟生間谷地区から箕面萱野駅までは
① （仮）粟生・萱野線
② 彩都線
の2経路を使用する内容と確認しました。
以下、確認させて頂いた内容を踏まえた上で意見を提言さ
せて頂きます。
① 千里中央行きの粟生団地線は継続との内容ですが、箕面
萱野駅開業後は、千里中央にバスで出る頻度は少なくなり
箕面萱野駅へ出る頻度が多くなると思います。
（仮）粟生・萱野線の本数を現在の粟生団地線と同等とし
てもらい、箕面萱野駅行きの 本数を充実させ、通勤通学に
使用できるようお願いします。
② 彩都線の本数を増やしてもらいたい。
（仮）粟生・萱野線と合わせて、粟生間谷地区から箕面萱
野駅へのアクセスの充実を図っていただきたい。

「運行頻度の増便」については、市民意見に対する市・協
議会の基本的な考え方（８）をご参照ください。
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35 東部

○現状では朝夕は１時間に２本、日中は１時間に１本で本
数が少ない。（バスの本数や運行時間、料金は箕面市から
示されていない）

○「運行頻度の増便」については、市民意見に対する市・
協議会の基本的な考え方（８）をご参照ください。

○「ルート案だけでなく、運行頻度や運賃等の情報も合わ
せて提示すべき」については、市民意見に対する市・協議
会の基本的な考え方（９）をご参照ください。

36 東部
○その他
・パブリックコメントの提出にあたっては、ルート案だけ
ではなくバスの運行本数・時間や料金等の概要が提示され
ないとコメントのしようがない。

【再掲】
「ルート案だけでなく、運行頻度や運賃等の情報も合わせ
て提示すべき」については、市民意見に対する市・協議会
の基本的な考え方（９）をご参照ください。
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37 北部

私は箕面市森町の住人です。箕面市の発展のために日夜ご
尽力いただきありがとうございます。住みやすい町作りを
してくれている箕面市役所に感謝申し上げます。
私は、主に箕面森町線のバスについて、住民の観点から意
見・提言等を申し上げます。よろしくお願いします。
以下、新駅とは北大阪急行の終点となる箕面萱野駅を指し
ています。
①新駅から箕面森町までのバス乗車時間を可能な限り短縮
すべきと思う。道路事情や信号の周期等もあり時間通りに
はいかないと思うが、少なくとも公の（バス時刻表上）乗
車時間は、一番短い時間（一番スムーズに走行できる時
間）を見積もるべきと思う。今はかなり余裕を持ったバス
時刻になっている。
箕面有料道路のトンネル区間が約６km、指定速度が60kmな
ので、トンネル通過は約６分である。箕面地区センターか
ら箕面有料道路の入口まで約３km、時速40kmで走行したと
して、約４～５分なので、森町地区センターから新駅まで
ノンストップであれば１１～１２分程度で運行できる。
グーグルマップは、地区センターから有料道路入口まで7分
と表示されるが…実際はこんなにかからない。グーグル
マップでバスの時刻表を作っているのでは？と思う。乗降
客を見ると、「森町中3丁目、森町中2丁目、森町地区セン
ター、とどろみの森学園前」の森町内は多数の乗客が乗降
するが、それでも1分あれば十分である。朝のラッシュ時、
バス内が満員で（立ち客もいる中で）千里中央駅で全員が
降車するのに1分あれば十分であった。(1分もかからず、49
秒であった。実測済み）中止々呂美と止々呂美南は、多く
て3～4人なので、1分もかからない。双方合わせて30秒で十
分である。
また現在、森町中3丁目から森町地区センターまでの所要時
間が、「5分」でバス時刻が作成されているが、いつも森町
地区センターで時間調整をしている。5分もかからないし、
少しづつ時間を削れば、無理なく短縮できる。たかが1,2分
と思うかも知れないが、バス利用者からすると、最寄り駅
からバス19分とバス21分では大きな違いがある。特に住宅
購入時には、バス所要時間が20分を超えると検索等の検討
材料にひっかかりにくくなる。新駅（御堂筋線につながる
始発駅）を拠点に、箕面市内どこでもバス20分圏内となれ
ば、箕面森町の利便性が格段に良くなり、人を招致しやす
くなる。
都市再生特別措置法第81条に定められた居住誘導区域であ
る箕面森町に人が多く移住してくればば、土地の価値も上
がり、箕面市の価値も上がり、箕面全体の利益につなが
る。新駅は、箕面有料道路トンネルを出たらすぐで、渋滞
区間もないため、もっと短縮できると思う。理想は、新駅
から箕面森町線の終点である箕面森町近隣公園前までを20
分で結べれば、森町全体がバスで20分圏内に入る。とどろ
みの森学園前、森町地区センターは15分未満で新駅へ到着
となる。
箕面森町は、静かな環境で広めの一戸建てを購入したい層
が来るが、その時に候補地となるのが、池田市伏尾台、川
西市清和台等、豊能の光風台・ときわ台あたりとなる。伏
尾台も清和台等もバスで約20分なので、料金はさておき、
バス乗車時間が終点まで20分以内（森町地区センターまで
15分未満）となれば、森町は箕面市のネームバリューもあ
り、また町自体が新しく、行政が町並みを綺麗に整備して
くれているので人気が爆発的に上がると思う。
現在も箕面森町線の乗客は、若い現役世代が多い。今後
も、「いかに継続して現役世代を招致するか」が重要だと
思う。現役世代が入ってこないと、税収も増えない。現役
世代が入ってくるタイミングが、住宅購入時であるが、バ
ス乗車時間が20分超えとなると、先ほど記載したようにイ
ンターネットの検索にも入ってこず、そもそも検討の余地
すらなくなる。以上から、できる限り、新駅―箕面森町間
のバス乗車時間を短くすべきと思う。もちろん、道路事情
や信号の周期によって、遅れることも多々あるだろうが、
それはまた別の話で、一番スムーズに走行できる時間でバ
ス時刻を作成して欲しい。定刻より早く出発されては困る
が、定刻より遅いのは致し方ない。電車が定刻より遅れて
怒る人はいるが、バスが遅れて怒る人はいない。信号や渋
滞があるのが分かっているので。

○バスの運行ダイヤについては、いただきましたご意見を
阪急バス（株）にお伝えし、今後検討を進めてまいりま
す。

○北大阪急行線の延伸を契機として、箕面市内がより魅力
的なまちとなり持続的に発展できるよう、関係部局とも連
携しながら計画策定を進めてまいります。
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（４）地域公共交通計画（素案）の方向性に対する市民意見（運行頻度・ダイヤ）
　　 運行頻度・ダイヤに関すること　４５件

No. 地域 意見 市・協議会の考え方

38 北部

④「新駅から森町行き」、「森町から新駅行き」いずれも1
時間に2本しか運行がない時間帯の場合、30分間隔で運行し
てもらうと利便性が高まる。今であれば、1時間に2本しか
ない時間帯で、20分間隔と40分間隔があり、中途半端な待
ち時間（間隔）になっている。特段の理由がなければ、統
一して30分間隔になれば利便性が上がる。片方に乗り遅れ
たら40分待ちことがあり、その場合非常に不便なので。

バスの運行ダイヤについては、いただきましたご意見を阪
急バス（株）にお伝えし、今後検討を進めてまいります。

39 北部

⑨中止々呂美バス停で、「池田駅行きバス」と「森町から
新駅行きバス」の乗り継ぎを良くして欲しい。
今であれば、「森町から千里中央行きバス」と「池田駅行
きバス」の乗り継ぎで30分待つことがある。（これでも最
短になる時間帯がある。）逆に、池田駅から希望ヶ丘へ行
くバスについても、中止々呂美バス停で、「新駅から森町
行きバス」との乗り継ぎ時間を短縮させ、利便性を向上さ
せて欲しい。池田駅から希望ヶ丘へ行くバスは1時間に1本
しかないので、せめて乗り継ぎが良くなれば便利になると
思う。中止々呂美から千里中央まで25分、中止々呂美から
池田まで30分でうまく乗り継ぎができれば池田に行きたい
人もいると思う。

バスの運行ダイヤについては、いただきましたご意見を阪
急バス（株）にお伝えし、今後検討を進めてまいります。

40 東部

☆市民の生活を守るバス路線を増便して下さい。
阪急バスとゆずるバスは私たちの粟生団地では生活に必要
なバス路線です。箕面山麓線は箕面駅に行くためのバスで
す。廃止にしないで下さい。今でも一時間に一本でゆずる
バスと同じ時間の出発時間です。３０分に１本に増便して
いただきたい。すべての路線を箕面萱野駅に集中するので
はなく箕面市内を循環する、東西をむすび箕面市内での充
実できるバス路線にしていただきたい。

【再掲】
○「運行頻度の増便」については、市民意見に対する市・
協議会の基本的な考え方（８）をご参照ください。

○「箕面山麓線の廃止に反対」については、市民意見に対
する市・協議会の基本的な考え方（４）をご参照くださ
い。

○市内における円滑な東西移動が実現できるよう計画策定
を進めてまいります。

41 東部
乗る人が少ない時間帯もありますが、利用している者に
とっては、絶対必要です。
増便もお願いしたいです。

「運行頻度の増便」については、市民意見に対する市・協
議会の基本的な考え方（８）をご参照ください。

42 市外

〇今回の箕面市地域公共交通計画（素案）のパブリックコ
メントは、路線バスのルートに絞って意見募集をしている
が、路線バスを利用している人間としては、本数や運賃、
ダイヤなどの条件についても、合わせて教えて欲しい。

【再掲】
「ルート案だけでなく、運行頻度や運賃等の情報も合わせ
て提示すべき」については、市民意見に対する市・協議会
の基本的な考え方（９）をご参照ください。

43 市外
〇箕面市地域公共交通計画（素案）に位置付けて、路線バ
スのルート再編を計画的にすることはいいことだが、ルー
ト再編の後も、ルートや運賃、ダイヤなども含めて実際の
利用実態や利用者・市民の声をしっかり聞きながら柔軟に
対応してほしい。

【再掲】
バス路線の再編後も、利用実態等に応じて柔軟に対応して
いただけるよう運行事業者である阪急バス（株）に働きか
けてまいります。

44 東部

バス路線の件で１つ申し上げたいと思います。箕面市粟生
間谷地区は、今現在、学生の為のワンルームが約２，００
０室あります。現在、粟生間谷から船場方面へ引っ越しも
しないで、バスで船場校へ通学している方が、結構おられ
ます。学校側もバス通学可としており、このままでは粟生
間谷に学生さんも住めなくなり、住民もバス路線を利用す
る事も少なくなって、出かける機会を失います。学生さん
は、夜遅くまで研究しており、最終バスの時間も千里中央
発を学生さんの為にも夜１１時位までにしてほしいです。
ルートはこのようにしてもらえると住民はもっと住みよく
なります。
彩都西駅⇔山ノ口⇔宮ノ前⇔粟生団地⇔白島北⇔新箕面萱
野駅⇔船場阪大キャンパス前⇔千里中央

【再掲】
○「千里中央駅への鉄道と並行する路線の存続」について
は、市民意見に対する市・協議会の基本的な考え方（１）
をご参照ください。

○バスの運行ダイヤについては、いただきましたご意見を
阪急バス（株）にお伝えし、今後検討を進めてまいりま
す。

99



（４）地域公共交通計画（素案）の方向性に対する市民意見（運行頻度・ダイヤ）
　　 運行頻度・ダイヤに関すること　４５件

No. 地域 意見 市・協議会の考え方

45 東部

①鉄道新設駅周辺の方々にとっては、開発による資産価値
向上や、交通至便となり、主要公共施設も新設され、大き
なメリットを受けますが、外輪部は蚊帳の外です。利益の
再配分はどうあるべきかを俯瞰的に考えて頂きたいと思い
ます。
小野原東はモノレール豊川駅・小野原西は阪急北千里が徒
歩圏内であるにも拘らず、萱野中央と船場阪大前の２駅に
阪急バスが通る予定ですが、粟生新家や粟生外院は徒歩圏
内の駅もなく、船場の公共施設に行くにもバスと電車を乗
り継いでいかなくてはならないとなると、とても不便で
す。今回予定の箕面小野原線に付加して頂きたい。突然廃
止されるようなオレンジゆずるバスで補完することは看過
できません。
今回の公共交通計画の素案はＨ２９年のアンケート結果を
もとに作成ということですが、数少ないアンケートだけで
全体像を推し量ることは拙速なことだと思います。地域に
より人口密度や年齢層も違いますし、時点修正も必要で
す。物言わない有識者も沢山おられると思いますが、多く
の人たちの意見に聞く耳を傾ける事が大切だと思います。
船場付近の整備が進むにつれ、私たちの地域は益々取り残
されていくと、ひしひしと感じる昨今です。不便さを解消
して頂き市民全員が住み良い街にして頂きたいと思いま
す。
②北大阪急行電車の終電時に利用できるバス便を運航して
ほしい。　以上

【再掲】
○「アンケート調査の実施概要」については、市民意見に
対する市・協議会の基本的な考え方（２）をご参照くださ
い。

○「アンケート等の調査結果のルート案への反映」につい
ては、市民意見に対する市・協議会の基本的な考え方
（３）をご参照ください。

○バスの運行ダイヤについては、いただきましたご意見を
阪急バス（株）にお伝えし、今後検討を進めてまいりま
す。
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1 東部
④ゆずるバスとトータルで検討しないと評価しにくいと思
うが、ゆずるバスは阪急バスの路線が決定後にそれを補完
する形で再編されるのか。

「オレンジゆずるバスの再編」については、市民意見に対
する市・協議会の基本的な考え方（１０）をご参照くださ
い。

2 東部
オレンジゆずるバスとどのような協調を歩むのかが見えて
こない。オレンジゆずるバスを単なる福祉バスの代替だと
か，地域内輸送として完結するだけでは，利用者も頭打ち
するのではないか。阪急バスの路線網を幹線，オレンジゆ
ずるバスを幹線から乗り継いでラストワンマイルへ移動す
るための支線と位置付けるとか，接近情報システムなどを
阪急バスのものと同一化するとか（スマホで２つの接近情
報システムを見ながら，乗り換えができるかどうか調べる
のは非常に面倒），広い視線での計画を策定していただき
たい。

○「オレンジゆずるバスの再編」については、市民意見に
対する市・協議会の基本的な考え方（１０）をご参照くだ
さい。

○オレンジゆずるバスの役割の見直しについては、いただ
きましたご意見も参考にしながら、今後検討を進めてまい
ります。

3 東部
箕面は南北に坂が多く、最寄りのバス停までも時間のかか
ることがあります。箕面市内のどこに居住していても、箕
面駅、箕面萱野駅に短時間でアクセスできることを希望し
ます。
現在のオレンジゆずるバスは公共交通機関というより行き
先までの所要時間が長く「公共施設をめぐる」市内観光の
ように思うことがあります。誰もが公共施設に行けること
は重要ですが、便数と所用時間（ルート）が問題です。高
齢で自家用車を持たない市民も増えています。市民の不便
を便利にするバス、このバスがあるからこそ豊かな市民生
活ができる、そのようなバスを期待しています。

【再掲】
○バス路線再編によって、箕面市内各地域から箕面駅や箕
面萱野駅へアクセスすることができるよう計画策定を進め
てまいります。

○オレンジゆずるバスの役割、ルート、便数等について
は、いただきましたご意見も参考にしながら、今後検討を
進めてまいります。

5 西部

①現存する限られた交通機関のうまい使いまわしを考えよ
う。市内にはオレンジバスと阪急バスが運行しているが、
これらを連携し、ダイヤを含め乗り継ぎなど有効に考えよ
う。その際、乗り継ぎサービスも忘れずに。他社だから不
可能と言わず、相手に話しかけてみよう。

【再掲】
○「バスとバスの乗り継ぎサービス」については、市民意
見に対する市・協議会の基本的な考え方（７）をご参照く
ださい。

○路線バスの再編内容が確定した後に検討を進めるオレン
ジゆずるバスの再編にあたっては、いただきましたご意見
も参考にしながら、検討を進めてまいります。

（５）地域公共交通計画（素案）の方向性に対する市民意見（オレンジゆずるバス）
　　 オレンジゆずるバスに関すること　２３件

No. 地域 意見 市・協議会の考え方

4 中部

基本的な考え方ではマスタープランに賛同します。
原則として、南北の移動は鉄道に東西の移動はバス路線と
するハブ＆スポークの考え方でいいとは思うのですが、東
端や西端の住民の移動は例外的にバス路線に担っていただ
くほかないと思います。ただし、営利事業として運行して
いる路線バス事業に対し、自治体が安易な形でコミバス運
行すべきではない。まずは、タクシーなどの補完交通活用
が前提であり、従来のバス事業者に事業委託で延命させる
ぐらいなら、事業者に一定額の営業補助金を出す方がマ
シ。少なくとも補助金内で黒字化を目指すという効果が期
待できる。
コミバスは路線廃止してから必要最低限の運行に留めるべ
き。現在、コミバス事業で成功例はほぼない。いつまでも
武蔵野市の成功例を追うべきではないし、地域が違えば
ニーズの在り方も全く違うはず。何とかの一つ覚えのよう
に、安易なコミバスはかえって地域のためにならない。デ
マンドでも、運転者が必要であれば経費は掛かるし、車両
の変更による経費圧縮効果など微々たるもの。
提案としては、地場の交通事業者に新規路線のプロポーザ
ルの実施。特にCOMARTHILLなど、今回の延伸により存在理
由自体が希薄化する路線バス事業者もあり、貸切事業者で
もこのコロナ禍で路線事業を検討している会社もあるは
ず。少なくとも、スクールバスや企業送迎バスは、路線バ
ス事業に酷似しているし、ルミナスへ運行している日本交
通の乗合もあることから、特段に区域拡張申請しなくても
対応できる事業者はそれなりにあるはず。自治体は要衝地
点に転回場所や車両基地が設置できるような土地の確保
（≒インフラ整備）を行えば、興味を示す事業者はあるの
では？個人的には石橋線は路線長が長いため。萱野中央⇔
JR茨木と萱野中央⇔阪急石橋に分割した方が、定時性も確
保できるしダイヤ編成の自由度も上がると思う。新規路線
になるので、路線許可申請が面倒だし、利用者利便の維持
のため乗り継ぎ割引が必要。あと171ではなく駅舎内に引き
込んでほしい。

【再掲】
○箕面市内を運行しておりますコミュニティバスであるオ
レンジゆずるバスについては、路線バスを補完する役割と
して、運行ルートや運行目的が路線バスと重複しないよう
調整をした上で運行を行っています。

○石橋線の運行ルートについては、現在の利用実態や「萱
野小学校前」バス停での乗り換えによる速達性を検証した
うえで、現行ルートのままのルート案となっています。

○いただきましたご意見も参考にしながら、今後計画策定
を進めてまいります。
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（５）地域公共交通計画（素案）の方向性に対する市民意見（オレンジゆずるバス）
　　 オレンジゆずるバスに関すること　２３件

No. 地域 意見 市・協議会の考え方

6 西部

③オレンジバスの最終便は19時台で終了している。そのた
め、市の東西で開催される夕刻からのイベントに参加した
くても帰路の便がないため、往路から諦めざるを得ない。
なぜこのような「反市民」ダイヤがうまれたのか、納得で
きる説明希望。

オレンジゆずるバスについては、市民参加のワークショッ
プ等を開催のうえ運行ルートやダイヤの案を作成し、平日
は3年間、休日は6年間の実証運行を経て運行ルートやダイ
ヤを決定しました。
その際、収支目標を掲げ、各ルートやバス停の需要の有無
を見極めながら運行してきました。

7 西部
④グッドアイディアを提供。
今回オレンジバス車体が新車になると聞いた。あまり高額
にならないとみられる次のアイディアを提言する。
→ドアの下に自動トレイをセット。運転手は「自動トレ
イ」利用者が乗車しようとすると運転台にある該当ボタン
を押して「自動的介助」をする。
→運転手の前面外側に自転車装置を床下にセット。運転手
は運転席で床下から「自転車セット」ボタンを押して引き
出し、利用者には自分で自転車をセットさせ、それを確認
したら運転席でボタンを押し、自転車トレイを手前に引
く。
上記いずれも運転手はバスからいちいち下車して時間のか
かるサービスをしなくてもいいし、乗客も不要な気遣いを
しなくても済む。そのうえ、ダイヤを乱さなくて済む。

いただきましたご意見は今後の検討の参考にさせていただ
きます。

8 東部

○北山麓線と南山麓線の小型バス路線はループさせ、バス
停の寄り付きも増やして時間調整も出来るようにする。

箕面市内の小型バス路線であるオレンジゆずるバスの再編
については、いただきましたご意見も参考にしながら、今
後検討を進めてまいります。

9 中部
○路線バスが距離が短く、必要ないと判断しているのな
ら、コミュニティバスの検討もすべき。ただし、この場
合、バスのサービスレベル、バスの本数は減らさないこと
を検討してほしい。今のオレンジゆずるバスのように、１
時間に１本では、今の路線バスの代替にならない。

「オレンジゆずるバスの再編」については、市民意見に対
する市・協議会の基本的な考え方（１０）をご参照くださ
い。

10 中部

如意谷地区に３０年近く住んでいます。子どもも独立し、
高齢夫婦二人世帯です。
一帯は、大規模開発されたマンション群で、高齢化も進ん
でいます。
現在は阪急バスが最低でも１時間に２便、数分で平地（も
しくは共有エレベーター利用で）を歩いて行ける距離にあ
ります。
このバス路線が廃止されれば以下の困難点が起こります。
・日常の買い物、通院、公共施設への往復その他、乗り継
ぎ駅（もしくはバス停）まで徒歩で行くことになる。
・ルミナス共有エレベーターはあるが、そこまでの坂道は
歩かないといけない。
・買物等荷物を持って歩けるのか
・高齢となっても免許を返納できなくなる
・毎回タクシーを使えない
・現在のゆずるバスでは便数が少なく、直通では箕面にし
か出れない
・現在は千里中央まで阪急のバス路線で往復できるが、北
急延伸後はバスで萱野までしか行けない、千里中央まで出
るときはバス代、北急運賃両方が必要になる？

北急延伸後も、現在のバス路線、便数、バス停など、少な
くとも萱野中央まででも継続すべきだと思います。もしく
はゆずるバスが代行するか検討すべきです。

【再掲】
○「如意谷線の社会実験路線としての設定」については、
市民意見に対する市・協議会の基本的な考え方（６）をご
参照ください。

○箕面市内の路線バスについては、その利用者が減少傾向
にあり、北大阪急行線の延伸によってさらなる利用者の減
少が見込まれる状況です。北大阪急行線の延伸にともなう
バス路線再編により持続可能な公共交通を目指してまいり
ますが、持続可能な公共交通の実現には、公共交通を利用
いただくなど、市民のみなさまのご理解、ご協力が不可欠
です。特に社会実験を実施する路線については、廃止の可
能性もありますので、地域の移動手段を守るためにも、バ
スを利用いただくなどご協力をお願いいたします。

○「バスと鉄道の乗り継ぎの発生に伴う運賃負担増加への
対策」については、市民意見に対する市・協議会の基本的
な考え方（７）をご参照ください。

○「オレンジゆずるバスの再編」については、市民意見に
対する市・協議会の基本的な考え方（１０）をご参照くだ
さい。
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（５）地域公共交通計画（素案）の方向性に対する市民意見（オレンジゆずるバス）
　　 オレンジゆずるバスに関すること　２３件

No. 地域 意見 市・協議会の考え方

11 東部
間谷住宅から阪急箕面駅を結ぶ山麓線を廃止しないでほし
い。間谷住宅から国道１７１号線へ出で萱野駅→箕面駅へ
と進むルートを考えて入るようだが、それはゆずるバスの
ルートにした方がいいのではないか？地域を細やかにめぐ
るバスのルートとしていいと思う。一方、廃止案の出てい
る山麓線は白島から萱野駅により、再び山麓線に戻るよう
にルートを取り、間谷住宅-粟生団地-萱野駅－箕面駅と阪
急バスを走らせれば赤字になるとは考えにくい。現在、間
谷住宅から千里中央へ向かい地下鉄御堂筋線を利用する通
勤通学者は山麓線のバスを利用し、御堂筋線を利用するよ
うになると考えられる。梅田へ出かける人たちもこのバス
を利用すると考えられるので、通勤通学時間外も利用は見
込めるのではないか。現在の千里中央へ向かうバスの本数
をこのルートに変更してもいいのではないか。彩都西駅と
萱野駅を結ぶバス、間谷住宅と萱野駅を結ぶバス、どちら
のバスのルートも山麓線を利用することが利用者の増加に
なると考える。

【再掲】
○「箕面山麓線の廃止に反対、既存の箕面山麓線をベース
とした箕面萱野駅経由路線の設定」については、市民意見
に対する市・協議会の基本的な考え方（４）をご参照くだ
さい。

○「オレンジゆずるバスの再編」については、市民意見に
対する市・協議会の基本的な考え方（１０）をご参照くだ
さい。

12 東部

箕面市を「子どもや高齢者が日本一住みやすい町」にする
ためには、公共交通機関の充実が必須条件です。特に高齢
者にとってはクオリティオブライフにかかわることです。
私が住んでいる間谷住宅はモノレールが比較的近いです
が、高いし、あまり利便性もありません。私にとっては箕
面駅（阪急）が一番親しみがあり魅力的な街です。商店街
もあるし、食事するのにも便利です。箕面のハイキングを
楽しむにも梅田に出るのにもとても便利です。現行の山麓
線は渋滞にあうこともなくスムーズに着けるのでとても重
宝しています。
採算を考えると萱野駅を通るのはやむをえないかもしれま
せんが、その場合もすぐに山麓線にもどるルートを考えて
ほしいです。オレンジゆずるバスも間谷から箕面駅に行く
ルートもずい分迂回してやっと着きますのでまずストレー
トに箕面駅に行ってから他地域を廻るルートも考えてほし
いです。とにかく東西線は現行のを残してください。（便
数減はやむを得ないかもしれません）

【再掲】
○「既存の箕面山麓線をベースとした箕面萱野駅経由路線
の設定」については、市民意見に対する市・協議会の基本
的な考え方（４）をご参照ください。

○「オレンジゆずるバスの再編」については、市民意見に
対する市・協議会の基本的な考え方（１０）をご参照くだ
さい。

13 東部

②箕面駅へのアクセス悪化
箕面駅に行くのに、大幅な時間増になると聞いています。
駅までの途中に新駅ができたので、便数が増えるかと期待
していたのですが…。市にも見捨てられた気持ちです。
⇒（対応案）オレンジゆずるバスで山麓線を使って新駅経
由箕面駅に乗替なしで行けるルートを確保頂きたい。

【再掲】
○「（仮）粟生・萱野線での代替に反対」については、市
民意見に対する市・協議会の基本的な考え方（４）をご参
照ください。

○「オレンジゆずるバスの再編」については、市民意見に
対する市・協議会の基本的な考え方（１０）をご参照くだ
さい。

14 東部
間谷住宅も高齢化が進み、私も２年前に車を廃車、現在は
専ら阪急バス、ゆずるバスが足となっている。箕面市が７
７億円かけて出来る箕面萱野駅の直行便を心まちにしてい
たのですが、それにともない従来の路線が廃止となる。
（山麓線が無くなり以前より箕面行が１５分も長く、又、
雨日の通勤・通学が171号線廻りとなればどんなけ大変か推
測される）良くなるどころか箕面へ出て行くのが増々不便
となり、今後中央の発展を頼っているのに、さらに足が遠
のく。箕面市民として残念で到底納得出来ない。
阪急バスの運行は従来通り。
ゆずるバスの運行を１時間に２本の増便をよろしく。

【再掲】
○「箕面山麓線の廃止及び（仮）粟生・萱野線での代替に
反対」については、市民意見に対する市・協議会の基本的
な考え方（４）をご参照ください。

○「オレンジゆずるバスの再編」については、市民意見に
対する市・協議会の基本的な考え方（１０）をご参照くだ
さい。

15 東部
オレンヂゆずるバスは現在通り運航してほしい。
○彩都西駅へはバスがあるが今は歩いて２０分
○北千里駅へは現行と変わらず
○千里中央駅へは現行と変わらず。御堂筋線はこれを使
う。
○箕面萱野駅はＱモールに行きたい。オレンヂバスを利用
する。
○箕面駅へは？箕面のハイキングクラブは箕面駅集合が多
い。

「オレンジゆずるバスの再編」については、市民意見に対
する市・協議会の基本的な考え方（１０）をご参照くださ
い。
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（５）地域公共交通計画（素案）の方向性に対する市民意見（オレンジゆずるバス）
　　 オレンジゆずるバスに関すること　２３件

No. 地域 意見 市・協議会の考え方

16 東部

仕事上阪急箕面駅を利用している為、住宅から阪急箕面駅
に短時間で行ける事から大変助かっているが、う回する事
で時間が掛ると苦労致します。今まで通りで宜しくお願い
致します。
萱野中央新駅には、ゆずるバスの増便を期待致します。

【再掲】
○「箕面山麓線の廃止及び（仮）粟生・萱野線での代替」
については、市民意見に対する市・協議会の基本的な考え
方（４）をご参照ください。

○「オレンジゆずるバスの再編」については、市民意見に
対する市・協議会の基本的な考え方（１０）をご参照くだ
さい。

17 東部
○コミュニティバスは今のような長い距離をチンタラチン
タラ走るのではなく、各バスセンターを起点として主とし
て東西を走るバスとの連動で縦方向の小回りの利く走行を
考えるべし。

「オレンジゆずるバスの再編」については、市民意見に対
する市・協議会の基本的な考え方（１０）をご参照くださ
い。

18 中部
3）現行市立病院前を通る路線は、箕面中央線と白島線の市
立病院前経由の19番系統（箕面駅発千里中央行き）だけで
す。通勤者にとっては、阪急バス路線の方が良いのかと思
います。通院者は、コミュニティバスが担うという役割分
担になるのでしょうか。

市内各地域から公共施設へのアクセスについては、路線バ
スの再編の後に検討を進めるオレンジゆずるバスの再編の
中で検討してまいります。

19 西部
・改変路線はゆずるバスの路線とあわせて検討すべきでは
ないだろうか。

「オレンジゆずるバスの再編」については、市民意見に対
する市・協議会の基本的な考え方（１０）をご参照くださ
い。

20 西部
〇今回の箕面市地域公共交通計画（素案）のパブリックコ
メントは、路線バスの意見募集をしているが、オレンジゆ
ずるバスの再編はどうなるのか教えて欲しい。

「オレンジゆずるバスの再編」については、市民意見に対
する市・協議会の基本的な考え方（１０）をご参照くださ
い。

21 西部
〇オレンジゆずるバスの再編を検討する時は、もっと利用
者にとって利用しやすいバスとなるように抜本的な検討が
必要ではないでしょうか。

オレンジゆずるバスの位置付けの見直しについては、いた
だきましたご意見も参考にしながら、今後検討を進めてま
いります。

22 西部
１．現状認識と今後の生活様式の変化について
①今後箕面市でも２０２５年問題が目の前に迫っており、
団塊の世代が後期高齢を迎える。車を手放す人が多くな
り、その人たちは通勤に大阪市内に通うより、ほとんどが
箕面市周辺で日常を過ごすことが多くなる。
②コロナ禍の中、オンラインでの活動が増え、またベッド
タウンの箕面市から大阪市内への通勤というこれまでの行
動パターンが大きく変わることが予想される。
２．公共交通の利用の変化
計画では萱野中央を基点として、路線バスを走らせること
になっている。地下鉄の延伸で大阪市内への所要時間は短
くなるかもしれないが、大阪市内へよりも箕面市内での市
民の足の確保を考える必要がある。そのためには路線バス
だけでなく、いわゆるオレンジゆずるバスとの組み合わせ
を想定した計画が必要である。そしてその結果として、路
線バスを利用する人が増えることを期待します。
３　具体的な路線について
①山麓線のバスルート廃止と桜通りのバスルート増便につ
いて
　箕面市ではかつて、山麓部に東西に幅広い道路を作り、
狭い現在の桜通りの路線バスをそちらに移す計画だったと
聞いている。しかし、現実には箕面駅前から桜通りを通っ
て、新御堂に入り、千里中央行のバスが走っている。道路
拡幅ができず、現在でもバスがすれ違うときには、待機し
ている状況である。一方長年の懸案だった、箕面市の東西
を結ぶバス路線が山麓線を走ることになった。今回、この
広い道路のバス路線を廃止し、現在の桜通りに３ルートの
バスを走らせるという素案には納得できない。歩道が部分
的にしか整備されておらず、歩行者が安心して歩けないだ
けでなく、ますます渋滞を招くことが予想される。
②箕面の山麓部の交通
　如意谷住宅には社会的実験が計画されているが、ルミナ
スや青松園など、車を前提とした住宅開発された地域はい
ずれも南北にかなりの高低差があり、車をあきらめた高齢
者が、家に閉じこもることなく、市民として活動を続ける
ためには、移動の自由が保障されなくてはならない。
４，計画の策定の進め方について
そのための公共交通を整備は住民と一緒に計画すべきで、
今回の素案の後、各地域に入っていってどういう交通手段
とルートを想定すべきか問題提起しながら、市民参加で考
える検討会をたちあげてほしい。そうしてこそ、身近なバ
スとして市民に愛される交通機関になるのではないでしょ
うか？　以上

【再掲】
○箕面市内の路線バスについては、これまでも利用者が減
少傾向にあり、北大阪急行線の延伸や新型コロナウイルス
感染症の影響による生活様式の変容等によってさらなる利
用者の減少が見込まれる中で、持続可能な公共交通とする
ため、採算の確保を見極めつつ最大の利便性をめざすとい
う観点をふまえ計画策定を進めてまいります。

○「オレンジゆずるバスとの組み合わせを想定した計画が
必要」については、市民意見に対する市・協議会の基本的
な考え方（１０）をご参照ください。

○「市道箕面今宮線にバス路線を集中させることに反対」
については、市民意見に対する市・協議会の基本的な考え
方（５）をご参照ください。

○市道箕面今宮線の安全・円滑な交通の確保、周辺環境の
改善については、歩道の整備など、関係部局とも連携しな
がら対策を進めてまいります。

○如意谷や青松園地域等の山麓部について、路線バスやオ
レンジゆずるバス等により可能な限り移動手段を確保でき
るよう計画策定を進めてまいります。大型車両での運行が
困難な地域においては、将来的な技術進展が期待される小
型車両での運行なども視野に研究を進めてまいります。

○路線バスの再編については今後もパブリックコメント等
を通じて市民のみなさまからご意見をいただき計画策定を
進めるとともに、オレンジゆずるバスの再編の検討にあ
たっては、市民のみなさまにもご参加いただくことを検討
しております。また、ご要望に応じて出張説明会も開催い
たしますので、お問い合わせください。
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（５）地域公共交通計画（素案）の方向性に対する市民意見（オレンジゆずるバス）
　　 オレンジゆずるバスに関すること　２３件

No. 地域 意見 市・協議会の考え方

23 中部

この再編で唯一の箕面駅への路線バス19・20番が千里中央
からかやの中央まで区間廃止となるようです。（市立病院
前・船場北橋バス停利用）
このパブコメでは路線バスのみの検討となっていますの
で、オレンジバス、北急への乗りつぎについてふれられて
いません。バス利用者としては廃止後にオレンジバスの増
便が担保される事、乗りつぎによる料金割引があるのかが
とても気になるところです。他地方ですでにこの計画が実
施されているところもあり、地方自治体が運営するコミュ
ニティーバスの料金から乗り継ぎを引いて支払うとこもあ
るようです。他色々あるようです。それにしましても、阪
急バスとオレンジバスを使った場合440円ですね。北急の運
賃は分かっていませんが、それにしても高くなります。
パブコメ資料のP37に「箕面中央線は朝夕のラッシュ時は箕
面船場阪大前駅での折り返し運行とします。」とありま
す。きっと運賃とのかね合いから千里中央から乗りたい
方、千里中央に用事のある方もおられるはずです。かなり
の人数の方々が乗車されているバス路線です。選択肢をう
ばっていませんか。
確かに経営の事もあるかと思いますよ。それでもこれから
自動車依存率の高い箕面市が低減させていく最善策とは思
えません。又、運転免許返納に際して、交通手段が確保充
実していることが条件となるはずです。私は返納をしばら
く延期します。道路を含めての交通網が開発のみで車に依
存しなくても良い生活が出来る交通手段の整備の不確実さ
があったのではないでしょうか。
再度、市民生活を保証するバス路線を再考し、交通の遮断
なく往来出来る事をのぞみで検討いただけますことを願っ
ています。

【再掲】
○「千里中央駅への鉄道と並行する路線の存続」について
は、市民意見に対する市・協議会の基本的な考え方（１）
をご参照ください。

○「バスと鉄道の乗り継ぎに伴う運賃負担増加への対策」
については、市民意見に対する市・協議会の基本的な考え
方（７）をご参照ください。

○「オレンジゆずるバスの再編」については市民意見に対
する市・協議会の基本的な考え方（１０）をご参照くださ
い。
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1 西部

私は35年前に箕面市箕面に居住し始め、転勤族ながら歴代
市長・行政、在住の著名人・財界人が環境(自然や桜の木、
桜通りや桜並木の桜など)を大事にみどりのまちづくりを推
進・支援されておられることから、住みやすい市道箕面今
宮線に面した現住所に居を構えてからでも25年が経ち、桜
並木のある良好で落ち着いた街並みの一種低層住居専用地
域での安寧な生活を期待してきた。しかし、市道箕面今宮
線の交通量が年々増加し、特に白島2丁目交差点の拡幅以
降、主として路線バスによる騒音に悩まされ続け、中大型
車形のトラックの増加及び制限スピードを超える速度車両
の増加に、交通安全の確保に不安を感じ続けています。
その中で地域公共交通計画(素案)に示された路線バス再編案
について、利用者のアンケートからのみ策定され、バス路
線の道路状況及びバス路線周辺の住民の意見を鑑みずに作
成されたとのことから、以下の路線バス沿線の住民の意見
を真摯に受け取り、素案を見直し、修正して頂きたい。ま
た、問題低減の為の提言についても前向きに検討し、実施
可能なことから実施して頂きたい。

市道箕面今宮線の安全・円滑な交通の確保、周辺環境の改
善については、道路担当部局や警察などの関係者とも連携
しながら対策を進めてまいります。

（６）地域公共交通計画（素案）の方向性に対する市民意見（その他）
　　 その他の意見　６６件

No. 地域 意見 市・協議会の考え方

2 西部
1-2 また、市道箕面今宮線(箕面2丁目交差点から白島2丁目
交差点間)は第一種低層/第二種中高層住居専用地区内の主
要生活道路であり、道路幅は５．５メートル程度しかな
く、片側歩道でさえも全線にわたって設置できず（現状の
装備率は全線の20～30 ％程度）、片側０．５メートル幅の
路肩も確保出来ていない。二車線道路としては道路法構造
基準令不適格道路である。
大型路線バスの通行を許容できる道路ではありません。
（注：道路基準によると、二車線道路は片側２．７５メー
トルの車線幅及び０．５ メートル幅の路肩部の設置を義務
づけている。従って道路幅は最低でも６．５メートル必
要。)
本来は一種住居専用地域の良好な環境を維持し、地域内外
の必要最低限の交通の便を提供する生活道路であったはず
である。しかるに、バス利用者の利便性を優先し、公共交
通の御旗の下、路線バス路線が導入され、良好な住環境の
悪化に対し、沿線の住居専用地域の住民に我慢を強いてき
た。道路沿いの美しかった桜並木の一部はバスの通行障害
で伐採され、残った美しかった桜も自動車の通行量の増加
でその本数が減り、傷んでしまっています。(添付の写真に
桜の木の実情参照、枝が切り払われた無残な姿)
一方、桜通りに繋がる箕面4丁目の桜並木通りは、道路の交
差部に段差(ハンプ)の設置により自動車の通行抑制による安
全確保、住民の方々のお世話により、桜の木々は素晴らし
く良く保存され、大阪百景に選ばれているのとは対照的で
す。住民、車両による通行者と自然の調和のとれた共存の
例と言えます。
1-3 実際問題として、大型路線バス（車幅２．５メート
ル）の通行により次のような問題が生じており、交通事故
発生の危険性が非常に高い状況が３０数年来続いていま
す。
・大型バス同士のすれ違いは市道の特定の場所でしか出来
ない、なおかつ路肩部分への大幅なはみ出し。(添付の実情
写真参照)
・大型バスはすれ違いポイントまで急ぐ為、大幅な速度超
過(速度違反)での走行が頻発
・大型バスと小型乗用車とのすれ違い時も、車両が路肩部
分へはみ出し、歩行者の行き場が無い。（添付の実情の写
真参照）
・バス停でバスが停車中、後続車両は追い越すことが出来
ず長い車列の発生
・市道箕面今宮線の渋滞の主原因は大型路線バスの運行で
す
・大型路線バスの通行を見て、中大型貨物トラックが規制
標識を見逃し、市道に侵入してくる回数が増え、バス同様
に渋滞、事故リスクの増大を惹起している。

○道路整備等のまちづくりにあたっては、歩行者・自転
車・車両の安全な通行に十分配慮しつつ、周辺の景観や自
然と調和がとれたものとなるよう関係部局とも連携しなが
ら進めてまいります。

○市道箕面今宮線の安全・円滑な交通の確保については、
道路担当部局や警察などの関係者とも連携しながら対策を
進めてまいります。
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（６）地域公共交通計画（素案）の方向性に対する市民意見（その他）
　　 その他の意見　６６件

No. 地域 意見 市・協議会の考え方

3 西部

1-4 更に、沿線の住居専用地域(一種低層、二種中高層)にお
ける騒音レベルは、市の 過去3年間の測定結果では、環境
基準を超過、逸脱しています。
・昼間：６５～６６dB(道路に面する地域の環境基準：６０
Laeq)
・夜間：５８～６０dB(道路に面する地域の環境基準：５５
Laeq)
上記の騒音レベルは、自宅内に居て、路線バス等が通る
際、窓を開けていれば室内でラジオ/テレビの音が自動車騒
音で掻き消され聞こえないレベルです。騒音の主原因は路
線バスと通行自動車の制限速度以上の高速走行（50～
70km/hr）です。
なお、一般地域の住居専用地域での環境基準は昼/夜
50/45dBLaeqであり、市道に面する地域/住民は昼夜、特に
深夜/早朝はより著しい我慢を強いられています。

市道箕面今宮線の騒音や速度超過車両については、環境担
当部局や警察などの関係者とも連携しながら対策を進めて
まいります。

4 西部

2-2 地域住民の総意で安全の確保、騒音問題の改善より利
用者の利便性・公共交通をどうしても残したいならば、市
道を通る路線バス/箕面市コミュニティーバスの車体の大き
さを小さく制限する.小型自動車並みの車幅２．０メートル
以下とすべき。このことにより 道路交通の安全性・円滑性
は一部改善され、交通事故リスクの低減が期待でき 、周辺
住民にとっては安全性確保・騒音レベル低減と利便性との
バランスの限界かと考えます。交通死亡事故(過去に発生)や
重大事故と公共施設や学校への通学の便利性、バス料金お
よび子育て環境と安全等を天秤にかけ判断する必要がある
と思います。

バス車両の小型化等の対策については、ご意見も参考にし
ながら、当該区間の需要を見極めつつ、安全・円滑な交通
の確保や周辺環境の改善もふまえ検討を進めてまいりま
す。

5 西部
2-3 小型バスに変更の際は、低騒音のEVバス(電気バス)に
切り替え、道路沿線の住専地域の騒音の低減を図り、環境
基準を達成する。

電気バス等の新技術については、積極的に情報を収集し、
導入を検討してまいります。

6 西部

3：みどりまちづくりの推進
3-1 箕面市役所部長ブログ「箕面のまちづくりと鉄道」２
０１７年６月２３日付によれば、“ 計画的なまちづくりや
生活環境の保全を図るためには行政指導ではなく、条例に
より規制・誘導する必要があるとして昭和５２年に市独自
の条例（環境保全、まちづくり推進条例）を制定しまし
た。この市独自の条例により、人口密度規制や住宅地規模
の規制、道路、公園の設置基準など、他市にはない厳しい
基準を設けて、開発だけでなく小規模な建設行為も合わせ
て規制・誘導してきたことから、本市が大都市近郊にあり
ながら、良好な住環境を備えた「みどり豊かな住宅都市」
として発展”と述懐されています。今日、箕面市が住みた
い人気のある都市と広く認識されているのはこのような歴
史があってのこと思われます。前市長は「子育てしやすい
箕面」のイメージアップに、現市長は箕面出身でロマン
ティック街道(府道豊中亀岡線)の整備に尽力され、箕面の魅
力を一番良く理解されていると思います。
桜並木通りは地域住民と行政が共に話し合い、協力しあっ
た結果、現在の素晴らしい桜並木の景観を維持できている
具体例だと思います。
3-2 箕面今宮線（通称桜通り）についても、その道路構造
上の本質的な問題から当時の行政は市民税/府民税を使い、
府道9号箕面池田線（通称山麓線）を基準に適合した道路に
整備、提供し、交通を誘導、桜通りの負荷を下げ安全の確
保に努められて来たものと理解しています。
3-3 しかるに、近年、特に箕面グリーンロード開通に伴
う、白島２丁目交差点拡幅以来、桜通りの自動車通行量は
山麓線以上に増え、路線バスの車体サイズも幅２．５メー
トルへと大型化し、安全が損なわれ、騒音レベルも悪化、
環境基準を超過しています。山麓線整備時のねらいを思い
起こし、路線バスのルートを山麓編へ変更、交通を誘導、
桜通りを小型自動車用の道路に戻せば、大した投資・費用
も掛からず安全性は改善され、騒音レベルも下がるものと
思われます。

○市道箕面今宮線を運行する路線については、その沿線上
にお住まいの市民による需要も一定数見込まれることか
ら、バスを運行する案としています。

○市道箕面今宮線の安全・円滑な交通の確保、周辺環境の
改善については、道路担当部局や警察などの関係者とも連
携しながら対策を進めてまいります。
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（６）地域公共交通計画（素案）の方向性に対する市民意見（その他）
　　 その他の意見　６６件

No. 地域 意見 市・協議会の考え方

7 西部
(提言)
4：市道箕面今宮線の安全、騒音等環境改善についての提
言
4-1 現状歩道のない部分に少なくとも片側だけでも最低1か
ら1.5メートル幅の歩道を最優先で確保する。車体幅２．５
メートルの大型路線バスが通行しなくなれば、歩道の確保
はより容易になるはずです。白島2丁目交差点から西の常国
寺あたりまでが一番危険な状況。

市道箕面今宮線の歩道整備については、道路担当部局にお
いて整備可能な箇所から整備を進めています。

8 西部
4-2 箕面駅(箕面2丁目交差点)と白島2丁目交差点間の全区
間を低騒音/水浸透性タイプ の舗装に変更し、騒音レベル
を下げる。

いただきましたご意見については、道路担当部局にお伝え
いたします。

9 西部

4-3 自動車が制限速度を超える速度で走行出来難いような
次のような施策を実施する。
・交叉点毎に、横断歩道ごとに路面に段差（ハンプ）を設
置、カラー舗装をする。
路線バスも含め現状は昼間でも時速60から70km/hrで走行
する車両が多数ある。
・現在夜間点滅の信号機を常時点灯にする。
夜間23時以降点滅になると、大多数の自動車が50から
80km/hrの高速で走行しているのを目撃しており、交通事故
リスク大であり、何時悲惨な事故が起こるとも限らない。
白島２丁目交差点以東でスピードの出し過ぎによる複数回
の死亡交通事故が発生していることを忘れてはなりませ
ん。
・常設の自動速度取締り器を設置し、その抑制効果より減
速させる

いただきましたご意見については、道路担当部局及び警察
にお伝えいたします。

10 西部

4-4 箕面2丁目交差点、白島2丁目交差点の市道付近、主要
交差点にある小型の道路交通規制標識を大型に、信号機等
で覆い隠された規制標識の設置是正、そして道路標示にて
大型バス通行禁止、3トン以上の大型車両貨物車の通行禁止
をより明瞭に明示する。

(箕面北小学校交差点付近のバスと小型自動車のすれ違い状
況)
(写真)既成標識が歩行者信号機で覆い隠され、自動車運転手
からは目視確認出来ない状態
(写真)上部の枝が切り払われ放置された桜の木
箕面今宮線桜通りバス通りの今昔
(箕面市子供未来創造局 部長ブログ：2011年6月2日付「箕
面の今昔」より)

※写真添付あり

いただきましたご意見については、警察にお伝えいたしま
す。

11 東部

ようやく北急の延伸工事が終わるということで安堵として
いる。この工事のせいで，特に平日夕方に千里中央にバス
で向かう度に，渋滞によって20分～40分程度で遅延が恒常
的に発生し（特にコロナ禍以前），バスを利用するたびに
行政に対して非常に強い憤りを感じていた。

北大阪急行線の延伸工事にあたっては、周辺住民のみなさ
まにご迷惑をおかけし、申し訳ございません。
北大阪急行線の延伸により、箕面市内から新大阪・梅田・
なんばなど大阪都心に乗り換えなしでダイレクトアクセス
が可能となるなど、交通利便性の向上に寄与するものでご
ざいますので、ご理解賜りますようよろしくお願いいたし
ます。
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（６）地域公共交通計画（素案）の方向性に対する市民意見（その他）
　　 その他の意見　６６件

No. 地域 意見 市・協議会の考え方

12 東部

バス路線再編後の石橋線（92系統）について。石橋線が箕
面萱野新駅ロータリーを経由しないとする案に決定するま
での経緯も拝見したが，経由しない案が正解だと思う。現
状，朝夕の通勤通学状況を見ていても，萱野小学校前をま
たいで東西の利用する客がほとんどである。ただし，国道
171号線の北側を走る北大阪ネオポリス線（急行便）・彩都
線などから「白島」「萱野小学校前」から歩いて石橋線の
「萱野小学校前」に乗り換えるという通勤通学者の存在も
多数見受けられる（特に朝夕）。また，実際に石橋線から
箕面萱野駅に乗り換えるシミュレーションを何度かしてみ
たが，茨木→石橋向きなら，手前の「西宿」で降りた方が
早かった。こうした現状を踏まえて，新路線再編後に，バ
ス・バス間乗り換えのハブターミナル機能を「白島」から
「箕面萱野駅」に移転させるのであれば，国道171号線の北
側を走る路線（北大阪ネオポリス線・彩都線など）で箕面
萱野新駅から石橋線に乗り換える需要はあるので，乗り換
え経路のハード面でのまちづくり整備（荒天時でも移動に
耐えられるように，上屋を設置するとか）をお願いした
い。基本戦略の中にも想定されていることとだとは信じた
いが。

【再掲】
○石橋線の運行ルートについては、現在の利用実態や「萱
野小学校前」バス停での乗り換えによる速達性を検証した
うえで、現行ルートのままのルート案となっています。

○北大阪急行線の延伸にあたってのバスとバス、バスと鉄
道の乗り換え利便性の向上について、ハード面の整備も含
めて、関係部局と連携しながら計画策定を進めてまいりま
す。

13 東部

バスターミナルである「粟生団地」は，数年前の台風で上
屋の破損など待合設備が荒廃している。阪急バスでは，コ
ロナ禍による赤字で，設備を修繕できる予算がとれないと
きく。行政はこのような荒廃した状況を数年も無視し続け
ていたのはおかしい。こうしたバスターミナルの整備も並
行して進めていくべき。

粟生団地バス停上屋については、平成３０年の台風により
上屋骨組みが折れ、撤去したもので、復旧には一定以上の
費用が必要となります。これまでも運行事業者である阪急
バス（株）に要望してきました。同社は現在、コロナ禍に
伴う経営悪化の影響もあり、対応が遅れているとのことで
すが、利用者の多いバス停であるため、引き続き要望して
まいります。

14 東部
箕面市内には大阪北部の郡部（豊能町・能勢町）に至る広
域的幹線路線のハブターミナルがいくつも点在する。特に
箕面森町線は「中止々呂美」（余野・希望ヶ丘方面への東
能勢線・豊能町リレー便との乗り継ぎ）で「箕面森町地区
センター」（能勢電ときわ台駅・能勢町東部への豊能西
線・妙見口能勢線との乗り継ぎ）がある。各鉄道駅と同
様，箕面市の玄関口として，ターミナルの整備を進めてほ
しい。

いただきましたご意見は今後の検討の参考にさせていただ
きます。

15 東部
ハード面では，それぞれのバス停に椅子や上屋などの待合
施設の設備が，近隣他市町と比べて，疎かになっているま
まである（なぜかオレンジゆずるバスのバス停に限って
は，整備されているが）。積極的な整備をお願いしたい。

いただきましたご意見については、阪急バス（株）に共有
し、市としても改善を要望してまいります。

16 東部

神姫バスの高速バスが大阪～三田間で走るようになり，白
島付近でよく見かけるようになった。神姫バスに白島付近
に停車できないかと要望したことがあるが，他社の運行エ
リアに停車することは難しいように思う。新名神が開通し
て，高速バス路線網も変わってきているし，船場阪大前が
学生街として発展するようであれば，こうした超広域的な
視点でのバス路線の整備も必要ではないか。この大阪～三
田線を，白島付近で乗降できるように誘致してほしい。

現在策定に向けて検討を進めております地域公共交通計画
は、市民のみなさまの足である地域内の公共交通について
検討し位置付けを行う予定です。広域的な交通網について
は、ご意見も参考にしながら、大阪府や事業者などの関係
者と連携し、検討を進めてまいります。

17 東部

箕面トンネル方面に向かう路線の再編後の図を見ると，会
議資料では「豊能・亀岡方面」と書かれてたものが「豊能
町方面」に修正されている。15年ほど前，国交省や近隣市
町との協議で，箕面有料道路を利用したバス路線の拡充が
検討されていたなかで，北急線方面（千里中央，現在の計
画だと箕面萱野駅か）～豊能町余野～京都府亀岡市方面へ
の超広域的な視点でのバス路線の整備も検討されていたよ
うに思う。余野～亀岡のバス路線（京都交通）は2005年に
廃止されているが，車を使えば近いはずの距離が，バスや
鉄道ではとても遠い。このあたりについても改めて言及し
直していただきたい。

現在策定に向けて検討を進めております地域公共交通計画
は、市民のみなさまの足である地域内の公共交通について
検討し位置付けを行う予定です。広域的な交通網について
は、ご意見も参考にしながら、大阪府や事業者などの関係
者と連携し、検討を進めてまいります。

18 東部
箕面中央線は，阪急箕面線との交差で特に平日の夕方は20
分以上は恒常的に遅延しているように思う。何らかの対策
をお願いしたい。

いただきましたご意見については、阪急電鉄（株）や阪急
バス（株）、道路担当部局、警察などの関係者に情報共有
を行い、対策を検討してまいります。
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19 東部
箕面中央線と豊中市内線（北緑丘系統）は，平日の夕方に
新船場南橋→千里中央で，いつも渋滞し，20分以上は恒常
的に遅延する。また，粟生団地線の今宮周辺も，時間帯に
よっては恒常的に渋滞してバスは遅延している。路線網を
変更しない，変更するの案はそれぞれ理解をできるし，バ
スは数年前のダイヤ改正で渋滞による遅延にも余裕が持て
るように所要時分を変更しているようだが，こうしたバス
事業者の努力だけに留まらせずに，行政はこうした渋滞対
策を徹底的にすべきである。バス利用者にとってはとても
不利益でしかない。

北大阪急行線の延伸及びそれにあわせて実施するバス路線
の再編によって、交通手段の転換を図り、国道423号等の渋
滞の解消を目指しています。
また、箕面萱野駅周辺の渋滞を抑制するため、現在新しい
都市計画道路の整備を進めています。

20 西部

阪急バスは大阪府内や兵庫県内など幅広いエリアで運行し
ているが、箕面市内はバスの利用も多く儲かっているエリ
アなのでは。箕面市内で儲かっているのだから、簡単に路
線を廃止することなく、その儲かっている分をきちんと箕
面市内の路線に還元してほしい。

箕面市内の路線バスについては、これまでも利用者が減少
傾向にあり、北大阪急行線の延伸や新型コロナウイルス感
染症の影響による生活様式の変容等によってさらなる利用
者の減少が見込まれます。そのような中でも、採算の確保
を見極めつつ最大の利便性をめざすという観点をふまえ計
画策定を進めてまいります。
なお、いただきましたご意見については阪急バス（株）に
もお伝えします。

21 西部

②鉄道の延伸にかかる事業費が上がる中、市の費用負担の
もと実施する社会実験の財源などはきちんと検討されてい
るのか。

社会実験路線の費用負担の考え方については、その財源も
含めて現在検討を進めているところです。
可能な限り市の費用負担が縮減できるよう検討を進めてま
いります。

22 中部
④お買い物バスの運行
箕面市とマックスバリュー外院店がタイアップして、高齢
者を引きこもりにさせないために、お買い物バスを巡回さ
せる。青松園住宅街の中や、外院の里住宅街の中を運行す
れば、高齢者にとってはいい運動、気晴らしにもなると思
います。

バス路線がなく高齢化が進む地域の移動手段を確保するた
め、箕面市においても、特定の地域のみを巡回するデマン
ドバスなどの取り組みについて研究や情報収集を進めてい
るところです。
いただきましたご意見も参考にしながら、引き続き研究や
情報収集を進めてまいります。

23 西部

私には0歳の子がおり、車・自転車を持っていないため、よ
くバスに乗ってキューズモールや支援センターに行きま
す。
場所柄、92番しか乗りません。
そこで2点改善していただけると嬉しいです。
1.キューズモールを経由するバスがほしい。
萱野小学校前で降りて歩くのですが、もう少し近くまで行
けると助かります。
2.千里中央行きがほしい。
現状では萱野小学校前か芝西で乗り換えが必要です。
3.箕面市の阪急バス1日乗車券を作って欲しい。
2のように乗り換えが必要ならば、せめて割引があると負担
が減ります。
1、2については、桜井・半町・桜ヶ丘・百楽荘・瀬川エリ
アが同じような不便さを感じていると思います。
ぜひ検討いただければ幸いです。
よろしくお願いいたします。

【再掲】
○石橋線の運行ルートについては、現在の利用実態や「萱
野小学校前」バス停での乗り換えによる速達性を検証した
うえで、現行ルートのままのルート案となっています。

○「千里中央駅へのバス直通路線」については、市民意見
に対する市・協議会の基本的な考え方（１）をご参照くだ
さい。

○「１日乗車券の発行を含むバスとバスの乗り継ぎ割引」
については、市民意見に対する市・協議会の基本的な考え
方（７）をご参照ください。

24 西部
⑤マイカーの増加が交通を妨げているのでは？そのため、
マイカーの「利用時制限的制約」をする。例えば朝夕の
ラッシュタイムなど一定時間、マイカーは「必ず複数人数
を乗車」させ、この時間は「一人乗り」はマイナス切符を
切る。もちろん例外は必要。
マイカーだけを対象にするので、営業車、福祉車、行政関
係車などは除外。これは市民間のコミュニケーション関係
をも改善させるのでは？一見あまり効果がない施策のよう
だが、これからの数々の新施策に慣れるためにも経験した
方がいいかも…？

○北大阪急行線の延伸及びそれにあわせて実施するバス路
線の再編によって、交通手段の転換を図り、市内の渋滞の
解消を目指します。

○いただきましたご意見は、今後の検討の参考にさせてい
ただきます。

25 東部

路線バスの利用者が減少している要因は、高齢化で通勤で
の毎日の利用がなくなった。また東西の交通が不便で仕方
なく自動車を使用しています。

いただきましたご意見のとおり、箕面市内の路線バスにつ
いては、高齢化等により、これまでも利用者が減少傾向に
あり、今後もさらなる利用者の減少が見込まれます。
利用者の減少も考慮しながら、市内における円滑な東西移
動が実現できるよう計画策定を進めてまいります。
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26 東部
○歩道のない幅員6m以上の道路は小型バスにする。循環回
路とバス停の寄り付きは交通の流れを良くし時間調整も出
来る。宅配便などはごみ収集車のように２名乗車にする。
OTCシアトルバスは小型にして誰でも乗れる条件に変更させ
る。

路線バスの車両サイズは、当該路線の需要等に応じて決定
しています。なお、路線バスのような大型バスで通行がで
きない狭小な道路については、オレンジゆずるバスが補完
的に運行を行っています。

27 東部
○幅員6m未満の道路は一方通行とし、幅員4m未満の道路で
は許可証のない車は通行不可とする。

いただきましたご意見は警察にお伝えします。

28 東部
○郵便配達車は全て電動に変換し、一般バイクの電動車化
（補助金助成）も推進する。

市が郵便配達車の電動化に補助する予定はありません。

29 東部
○全ての河川は親水護岸にして桜並木のホコ天にする。旧
西国街道や勝尾寺登山道もホコ天（許可車は特定時間に限
定通行）。墓地付近ではカラス激増のゴミ漁り、ミニ農園
でのダニや蚊の発生、大人は犬連れで散歩し子供は家で
ゲームに熱中？

いただきましたご意見は河川担当部局及び道路担当部局に
お伝えします。

30 東部
○大きな池は水面上で太陽光発電をする。埋め立ては地下
を調整池（日常は駐車場）で地表は太陽光発電上屋付き植
物園。

いただきましたご意見は治水担当部局にお伝えします。

31 東部
○車道や歩道沿いのU字溝は全てにコンクリート又はグレー
チング蓋をして事故防止を目指す。特に狭い歩道は緊急を
要す。

いただきましたご意見は道路担当部局にお伝えします。

32 東部
○171号線の大型バス路線は茨木IN付近の渋滞を避け万博場
周道路経由にし、将来は場周の立体化で双方向通行にす
る。寄り付きのないバス停は廃止する。又、石橋の折返し
もループにする。中古車などのディーラは路上での積み下
ろし厳禁（違反者は業務停止）。展示車には太陽光発電の
上屋設置を義務付け

【再掲】
いただきましたご意見は今後の検討の参考にするととも
に、ご意見の内容は警察及び環境担当部局にお伝えしま
す。

33 東部
○全ての露天駐車を禁止し、太陽光発電上屋設置（補助金
助成）を義務付ける。又、沿道の看板やのぼり（旗）の全
てに課税

いただきましたご意見は環境担当部局及び景観担当部局に
お伝えします。

34 東部

○滝道ドライブウェイは登り一方通行の有料道路（池田市
五月丘並み）にする。勿論、トップシーズンは通行禁止。

箕面ドライブウェイの一方通行規制については、いただき
ましたご意見も参考にしながら検討を進めてまいります。
なお、有料道路化の予定はございません。

35 東部

○箕面TN通行料金を半額にし、池田市や茨木市を迂回せず
に北の箕面市との一体化を目指す。

箕面グリーンロードの料金割引については、引き続き社会
実験による割引の実施、及び、ネクスコ西日本への移管を
実現し、シームレスな料金体系となるようするよう大阪府
に対して働きかけてまいります。

36 東部
○自動車教習所を関電グランドに移転し、跡地は周辺狭小
道路住宅の代替地に適用し、南北の防災道路を新設する。

いただきましたご意見は都市計画担当部局にお伝えしま
す。

37 東部
○少子高齢社会では山麓での住宅建設は不要であり、船場
一帯の倉庫団地を住宅団地に放置するのではなく、第１
種・第２種住専を住居地域に変更する。パチンコやゲーム
センターへの放置は論外である。
（資料添付あり）

いただきましたご意見は都市計画担当部局にお伝えしま
す。

38 東部

民間の阪急バスが利益のない路線を廃止したいと考えるの
は想像にたやすいが、公共交通を担う民間業者なのだとい
うことを箕面市からもしっかり伝えて、市民の足を守って
くれる交渉を願う。

北大阪急行線の延伸にともなうバス路線再編により将来に
わたって持続可能な公共交通となるよう運行事業者と協
議・調整を進めてまいりますが、持続可能な公共交通の実
現には、公共交通を利用いただくなど、市民のみなさまの
ご理解、ご協力が不可欠です。
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39 東部

阪急不動産の造られた住宅だし、バスをもっと増やすべき
だと思う。１日に２回でも直通の箕面駅は必要だと思う。
間谷から大学がいなくなり後地に人が集まるような地元の
人の為に利用しやすく開放的に入口一ヶ所にはいで。

【再掲】
○「運行頻度の増便」については、市民意見に対する市・
協議会の基本的な考え方（８）をご参照ください。

○大阪大学箕面キャンパスの跡地活用については、いただ
きましたご意見を関係部局に共有いたします。

40 不明
○現在、千里中央方面からのバスは萱野小学校前⇒白島に
バス停はないが、新しくバス停を新設するのか？作るのな
らどこに作るのか？

バス路線の再編にあたって、箕面萱野駅から千里中央まで
の鉄道と並行するバス路線は廃止する予定であるため、当
該区間のバス停の新設予定はございません。

41 東部
ロ．現在、間谷住宅から徒歩なり自転車も大学後地内が通
行止めとなっており、モノレールも利用しずらくなってい
る。

いただきましたご意見は土地活用担当部局にお伝えしま
す。

42 東部
（記載なし） 引き続き計画の策定に努めてまいります。

43 東部

３．間谷住宅は、阪急不動産が開発した所なのに阪急バス
の利用が不便になることは困ります。
新しく便利になることはいいのですが、毎日の生活にしわ
よせがくることに大大反対です。
よろしくお願いします。

箕面市内の路線バスについては、これまでも利用者が減少
傾向にあり、北大阪急行線の延伸や新型コロナウイルス感
染症の影響による生活様式の変容等によってさらなる利用
者の減少が見込まれます。そのような中でも、採算の確保
を見極めつつ最大の利便性をめざすという観点をふまえ計
画策定を進めてまいります。

44 東部
・間谷住宅は年配者だけでなく、子育て世帯も増えてきて
いるため、交通の便を含め、子育てに優しいまちづくりを
望みます。

いただきましたご意見は、今後の検討の参考にさせていた
だきます。

45 東部
・大阪大学箕面キャンパス跡地についても、近辺の資産価
値の上がるような活用をお願いしたい。

いただきましたご意見は土地活用担当部局にお伝えしま
す。

46 東部

○箕面萱野駅のバス停は駅近辺の道路状況（新御堂筋と
R171の立体交差に近接等）ならびに箕面駅への所用時間の
１分であれ短縮の為にも、イオンの北側東西線に設置され
たい。

運行ルートやバスの停留所位置については、駅前広場の整
備などとあわせて検討を進めてまいります。
現在、降車場は国道423号沿い、乗車場はキューズモールセ
ンター棟南にバスロータリーを整備する予定です。

47 東部

○住宅開発の阪急さん、住民の足の確保の責任を。
いただきましたご意見は阪急バス（株）にお伝えいたしま
す。

48 東部
２．事業性向上は乗車向上策を推進する。
・朝夕は急行ダイヤを入れる。（粟生団地からは新駅まで
直行）
・鉄道会社と連携した推進策・キャンペーン
etc.→効果が少なければ運賃を改定

いただきましたご意見も参考にしながら、利用しやすいダ
イヤ設定や利用者増加に向けた利用促進策について、検討
を進めてまいります。

49 東部

３．阪急バスがダメなら他のバス事業会社を探す。

阪急バス（株）の運行では採算が確保できず路線が廃止と
なる場合については、他事業者による車両の小型化やデマ
ンド型への運行形態の変更なども視野に研究や情報収集を
進めてまいります。

50 東部

○間谷住宅では高齢化が進み、これから一層進むことにな
り、自動車の運転も不可能になる人が増加し、唯一の交通
機関はバスしかありません。間谷住宅の過疎化が進むので
はと危惧します。何卒熟慮くださいますようお願い致しま
す。折角地下鉄の新駅が出来るのに何の恩恵も受けず、利
用しにくいということはばかげています。

いただきましたご意見のとおり、箕面市内の路線バスにつ
いては、高齢化等により、これまでも利用者が減少傾向に
あり、今後もさらなる利用者の減少が見込まれます。
北大阪急行線の延伸にともなうバス路線再編により将来に
わたって持続可能な公共交通を目指してまいりますが、持
続可能な公共交通の実現には、公共交通を利用いただくな
ど、市民のみなさまのご理解、ご協力が不可欠です。
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51 東部

☆萱野地区はバス便（ゆずるバスも含め）非常に便利です
のにこちらの１時間に１本しかないバスを萱野・今宮（徒
歩で行ける地域）方面へ巡回させる必要はないでしょう。
☆その上パブリックコメントの会議も萱野では日曜昼間行
われる。あちらは反対が出るはずもない地区で、全く今回
の案をスムーズに決定させる意図ミエミエです。
☆阪急バスと粘って交渉して下さる様切にお願い致しま
す。

【再掲】
○「（仮）粟生・萱野線での代替に反対」については、市
民意見に対する市・協議会の基本的な考え方（４）をご参
照ください。

○パブリックコメントの実施に係る市民説明会について
は、北部・西部・中部・南東部・北東部の各地域で平日の
晩に開催しました。また、平日の晩では参加しづらい市民
の方のために、市内のどこからでもアクセスしやすい萱野
で日曜日にも説明会を開催しました。

○北大阪急行線の延伸にともなうバス路線再編により将来
にわたって持続可能な公共交通となるよう運行事業者と協
議・調整を進めてまいります。

52 中部

（素案）を一通り拝見しました。綿密な検討に敬意を呈し
ます。バス運転手の不足と労務費の増加が、バスの増便、
路線の維持・拡大を困難にしていることはよく分かりまし
た。しかし、市民の高齢化が進む中、特に坂道が多い箕面
市では、公共バスはますます重要になります。北大阪急行
が延伸されても、事情は何ら変わりません。この問題を解
決するには、自動運転バスを導入するのがよいと思うので
すが、素案には含まれていなかったように思い、このコメ
ントを提出します。自動車の自動運転技術は急速に進歩し
ています。完全自動運転には、まだ問題が残っています
が、低中速の路線バスの完全無人自動運行は、技術的に
は、すでに完成しているようです。複数の方式があるよう
です。コストも今後急速に低下すると思われます。自動運
転の利用を含まない中長期計画は、あり得ないと考えま
す。ぜひご検討ください。高齢者の自動車運転免許の維持
は困難になっています。公共バスは必須です。高齢者が自
動運転自家用車を利用できるようになるのは、まだ先にな
るでしょう。

自動運転等の新技術については、市においても研究・情報
収集を進めておりますが、安全性の課題や公道で運行する
ための法整備の課題などがあると認識しております。ただ
し、特定の地域内での実証実験等も増えてきていることか
ら、引き続き積極的に情報を収集し、箕面市内での導入の
可能性について検討してまいります。

53 中部

７） 箕面萱野駅周辺の交通渋滞が起こりにくいバス停の配
置と、進入・出発経路の検討をお願いします。乗り換えの
接続性や通路、要する時間（障碍者も含めて）にもよろし
くお願いします。
以上です。
意見を出すにあたり、自分の経験の他、以下の資料を参考
にしました。
市民説明会資料　
箕面市地域公共交通計画（素案）の方向性について　箕面
市、地域公共交通活性化協議会
事業環境について　阪急バス
図書館の本
阪急バス　BUSJAPAN HANDBOOK SERIES
市内循環バス（2010/9/1運行開始）　箕面市地域公共交通
活性化協議会 阪急バス
成功するコミュニティバス　中部地域公共交通研究会

箕面萱野駅周辺については、バス停の設置場所や進入・出
発経路なども含めて現在駅前広場の設計、検討を進めてい
ます。いただきましたご意見も参考にしながら、利用者に
とって利便性の高い駅前広場となるよう検討を進めてまい
ります。

54 東部

・北大阪急行延伸によるメリットが享受できない。これま
で通り千里中央行きのバスを利用することになり、粟生間
谷地域にも他地域と同様の利便性が生まれるようにして欲
しい。

箕面市内の路線バスについては、これまでも利用者が減少
傾向にあり、北大阪急行線の延伸や新型コロナウイルス感
染症の影響による生活様式の変容等によってさらなる利用
者の減少が見込まれます。各路線の検討にあたっては、採
算の確保を見極めつつ最大の利便性をめざすという観点を
ふまえ計画策定を進めてまいります。

55 東部

・山麓線ルートが達成・実現されないならモノレール新駅
建設を急いで欲しい。
☆この変更案が通るなら、市行政、市議会、市長の粟生間
谷地域への姿勢を疑う。

○「箕面山麓線の廃止」については、市民意見に対する
市・協議会の基本的な考え方（４）をご参照ください。

○いただきましたご意見は東部地域のまちづくり担当部局
にお伝えします。
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（６）地域公共交通計画（素案）の方向性に対する市民意見（その他）
　　 その他の意見　６６件

No. 地域 意見 市・協議会の考え方

56 東部

モノレール川合駅、都市計画道路、山の口川合地区のまち
づくりの進捗と合わせて総合的に判断できる様に説明会を
開催して欲しい。

現在策定を進めております地域公共交通計画は、市内全域
の公共交通網について位置づけるものであることから、特
定の地域のまちづくりとの関連性に限った説明会の開催は
予定しておりませんが、山の口川合地区のまちづくりなど
の説明会をご希望の場合は別途担当部局にご相談をお願い
します。

57 東部

・パブリックコメントについて、広報誌やホームページ記
載するだけではなく、事前に地元自治会等で説明会などを
行ったうえ意見を求めるようにしてほしい。

○パブリックコメント資料については、箕面市パブリック
コメント手続に関する指針に基づき公表を行いました。

○パブリックコメントの実施に係る市民説明会について
は、北部・西部・中部・南東部・北東部の各地域で平日の
晩に開催しました。また、平日の晩では参加しづらい市民
の方のために、市内のどこからでもアクセスしやすい萱野
で日曜日にも説明会を開催しました。

○新型コロナウイルス感染症感染拡大の影響による市民説
明会の開催可能時期を見極めたうえで、自治会長様あてに
パブリックコメントの実施と市民説明会の開催に係るお知
らせを発送し、加えて、市内の利用者の多い約20箇所のバ
ス停にパブリックコメントの実施と市民説明会の開催に係
るお知らせを掲示するなどの周知を行いました。

58 北部

⑫阪急バスは、本当によく工夫してくれていると思う。例
えば、千里中央から箕面森町行きバスは、途中の白鳥で乗
ることはできるが、降りることはできない。これは、近距
離の乗客と止々呂美以北の乗客の棲み分けに役だってお
り、箕面森町線に止々呂美以北の乗客が乗れないことを防
いでくれている。また、バスの座席も、近距離バスと違っ
て、箕面森町線のバスは座席数が多い。近距離バスの前列
は、1人席が左右2列だが、箕面森町線は2人席が左右2列に
なっている。その分、前部の通路スペースは狭くなるが、
箕面有料道路を通るので速度が出るので安全のためでもあ
り、また乗車時間が長くなるためでもあると思うが、素晴
らしい配慮だと思う。

いただきましたご意見については、阪急バス（株）にお伝
えするとともに、ルートやダイヤ・運賃に限らず様々な側
面から利用者のみなさまにとって利便性が高い公共交通と
なるよう計画策定を進めてまいります。
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60 東部
東部地区の格差拡大に懸念有り。今でも東西の行き来は不
便にもかかわらず、（特に本数も有るし、１時間に1本もな
い時間帯有り）北急延伸で千里中央の足も不便になるのは
（本数なし）は、どうかと思うし、北千里回りも不便であ
るし、バスの運賃は倍になっても、総額が増えれば「市民
が乗る足」ではない。「特別料金」はいくらにするのか？
勤め人も交通費が全額出来る訳はないし、「早くつける今
のバスが廃止」となれば、全くの「不便にしかならない。
「便利になるのは西部市民」だけで「東部市民」は人力を
見るしかない。いつも分かる様なHP作りをして欲しい。今
のHPは「赤字」しか見えないとマイナスしか見えない。
「東部市民」が得をする様な事はないのかと思うし、延伸
で「不便しか感じない」のは「失敗」しかないし、「格差
の大きい東部市民」に栓する案は反対だった。

○「バスとバス、バスと鉄道の乗継料金」については、市
民意見に対する市・協議会の基本的な考え方（７）をご参
照ください。

○市ホームページについては、すべての人にとって分かり
やすいものとなるよう、配色なども含めて運営に努めてま
いります。

61 中部

１．このような大事なことは各地区毎の代表者による説明
会を開催して頂きたい。

○パブリックコメント資料については、箕面市パブリック
コメント手続に関する指針に基づき公表を行いました。

○パブリックコメントの実施に係る市民説明会について
は、北部・西部・中部・南東部・北東部の各地域で平日の
晩に開催しました。また、平日の晩では参加しづらい市民
の方のために、市内のどこからでもアクセスしやすい萱野
で日曜日にも説明会を開催しました。

○新型コロナウイルス感染症感染拡大の影響による市民説
明会の開催可能時期を見極めたうえで、自治会長様あてに
パブリックコメントの実施と市民説明会の開催に係るお知
らせを発送し、加えて、市内の利用者の多い約20箇所のバ
ス停にパブリックコメントの実施と市民説明会の開催に係
るお知らせを掲示するなどの周知を行いました。

59 北部

最後に、今後、国道423号が綺麗に整備されて池田方面に出
やすくなれば、なお公共交通が往来しやすくなり、人が増
え人気が上がると思う。
今のネックは、北部から南部へ行くのに箕面有料道路以
外、舗装された走りやすい道がないことがある。箕面有料
道路は、有料でも渋滞なく速く楽に移動したい層に需要が
あるし、有料のままで良いと思うが、これに代わる運転し
やすい（バイパス的な走行しやすい）道路がない。そのた
め、危険物を積載した車が通れないため、ガソリンスタン
ドがないし、路線バス等の大型バスも通りにくいので、こ
れが解消できるバイパス的な道路ができれば、なお人が集
まると思う。
現在は、箕面市の区間は綺麗に舗装されているが、その先
の池田市が全く手つかずになっており秘境のようになって
いる。バス等が走行するには道路が狭すぎて、また崖が急
であるため乗客として怖い時がある。日頃の維持管理は、
機関委任事務として府が担当しているかと思うが、大幅な
改良となれば、国道なので国の管轄と思われる。池田市に
とっても、先につながる亀岡市にとっても意味あることな
ので、何とか綺麗に走りやすく整備して欲しい。
箕面市全城にバス網を作り、新駅を中心とした活性化を図
るのなら、まずハード面としてバスが走行しやすく、渋滞
が起きにくい道路が不可欠である。その点、川西能勢口駅
を拠点にバス網が発達している川西市のやり方が参考にな
ると思う。川西市の鴬台・萩原台・清和台等が発展したの
も、川西能勢口駅につながるバイパスができて、それに伴
いバス路線が発達したからと聞いている。川西市のバイパ
スを運行するバスは、朝タラッシュ時、3分間隔で運行して
いる。卵が先か鶏が先かの話になるが、これだけ便利にな
れば、人が増えると思う。それには、バイパスなみの走り
やすい道が必要だと思う。
以上よろしくご検討願います。最後まで読んでいただきあ
りがとうございました。

いただきましたご意見は、国道の整備や維持管理等を行っ
ている国道管理者や大阪府等関係機関にお伝えいたしま
す。
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No. 地域 意見 市・協議会の考え方

62 中部
２．資料２３頁のあいまいな表現は訂正して頂きたい。こ
れまでの説明では千里中央から箕面駅に急行バスがあるよ
うな表現であるが、急行バスは「如意谷線」に朝３本、夕
方４本あるのが実体である。

資料23ページに記載の急行便とは、箕面駅から千里中央駅
までを運行します白島線における急行便のことで、白島か
ら千里中央駅までノンストップの便がございます。

63 西部

箕面駅から千里中央行き20,19番線のバス路線（通称桜通を
通る）の危険性の解決について
状況と解決案：このバス路線（通称桜通り）は道幅が非常
に狭く、歩道はなく（一部の片側にはあるが、車椅子は通
れずすれ違うことすら出来ない）、対面通行なのに中央線
は全くなく、バスが対面通行することは著しく危険です。
それなのに、総合都市計画に含まれていないこの道路にバ
ス、タクシー、自家用車、ミニバイク、自転車などが集中
し、近隣住民、特に高齢者（杖や手押し車を使っている人
が多い）や子供たち（幼児を含む。すぐ近くに北小学校が
ある）や車椅子の人たちや妊婦さんたちの命を脅かしてい
ます。また、裏道として東西および南部方面からの通り抜
けの車が著しく多く、行楽シーズンのみならず日常的に交
通渋滞を起こしています。
以前は大型車両の通行は禁止されており、大型バスは通行
できませんでした。また、山麓線ができるまでの間だけ一
時的に「小型」バスを走らせるとの説明でした。しかし路
線が変更されることなく、バスは大型化され、極めて危険
なバス通りになっています。
昭和30年代から箕面川に新たに橋を渡し用地買収を続け
て、新稲方面から現在の萱野中央方面へ道路を通すべく工
事が進んでいましたが、途中に段差と柵が設けられ、車が
通行できなくなり、最近には、ついに道路拡幅計画も政治
的に廃止（中断）されました。
その結果、その地域の住民も含めて全ての自動車、バス、
ミニバイク、自転車、人がこのバス通りに集中し、地域住
民の命を脅かしています。
鉄道延伸後は、箕面駅、新稲、池田方面から箕面萱野駅に
向かう車がおそらくすべてこの道路に集中し、さらに事故
と渋滞を激増させ、今以上に高齢者や妊婦・子供・身障者
が住めない町になることが予想されます。
もしこの道にバスを通すのなら、
（1）一般車両の通行を原則全面禁止し、バス（小型）、タ
クシーだけの道路とする
（2）歩道と自転車レーンを設けて、車道は一方通行にし各
交差点ごとに一時停止を設ける
（3）南方面からこの道路への一般車両の進入・進出を全面
禁止し、また箕面駅方面からのバス（小型）・タクシー以
外の一般車両の進入・進出も禁止する
（4）東西線と萱野中央を結ぶ道路計画案を復活させて、本
来の計画道路にバスを通す。
などの措置が必要と考えます。是非、ご検討をお願いしま
す。
ここ数年、この道路に面した閑静な住宅地（元は桜通の名
の通り美しい桜並木の通りでした）からは、転出する家が
相次ぎ空き地化が進んでいます。
地下鉄延伸前に今の状況を解決しなければ、事故のさらな
る多発、交通渋滞の日常化が進みます。
何卒よろしく、解決をお願いします。

○バス車両の小型化については、当該区間の需要を見極め
つつ、安全・円滑な交通の確保や周辺環境の改善もふまえ
検討を進めてまいります。

○市道箕面今宮線については、現在歩道の整備・拡幅に向
けて設計を実施中です。安全・円滑な交通の確保について
は、引き続き道路担当部局とも連携しながら対策を進めて
まいります。

○その他いただきましたご意見は今後の検討の参考にさせ
ていただきます。
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65 中部
・説明会に於いて、道路状況の現状を訴える参加者が意見
した時、担当ではないとの返事だったのですが、バスルー
トと道路・交通状況は同時に考えないといけないものだと
思います。お互いに情報交換して進めてください。そし
て、次回説明会の時は、担当の局、課、室の方だけではな
く、少しでも交通、道路環境に携わっていれば、その方々
の出席も希望します。

パブリックコメントの実施や説明会の開催については、市
内の公共交通網に関することであるため、道路担当部局の
担当者の出席は考えておりませんが、道路担当部局とはい
ただきましたご意見を共有するなど連携して計画策定を進
めてまいります。

66 西部
①市の道路計画とバス路線等との総合的な計画が見えな
い。これまでに建設された道路は（ここ２０数年内に）い
くつかあるが、その道路をもっと活用することを考えない
と、市の財政の無駄であり、市民の納得が得られない。
②これまでの道路計画で一部道路が完成している所がある
ので、それを必ず使うことが最も重要である。→部分的に
道路々線が変ったにしても、出来上った道路を活用するこ
とが、財政的に負担を増やさないで可能。

道路整備については、必ずしもバス交通だけを前提とした
ものではなく、広く市民のみなさまの交通を円滑にするこ
とを目的として整備を行っています。バス路線の再編にあ
たっては、整備される道路の通行も含めて検討を進めます
が、仮にバスが通行しなかったとしても市民の円滑な移動
に寄与するものと考えています。

64 西部
１．現状認識と今後の生活様式の変化について
①今後箕面市でも２０２５年問題が目の前に迫っており、
団塊の世代が後期高齢を迎える。車を手放す人が多くな
り、その人たちは通勤に大阪市内に通うより、ほとんどが
箕面市周辺で日常を過ごすことが多くなる。
②コロナ禍の中、オンラインでの活動が増え、またベッド
タウンの箕面市から大阪市内への通勤というこれまでの行
動パターンが大きく変わることが予想される。
２．公共交通の利用の変化
計画では萱野中央を基点として、路線バスを走らせること
になっている。地下鉄の延伸で大阪市内への所要時間は短
くなるかもしれないが、大阪市内へよりも箕面市内での市
民の足の確保を考える必要がある。そのためには路線バス
だけでなく、いわゆるオレンジゆずるバスとの組み合わせ
を想定した計画が必要である。そしてその結果として、路
線バスを利用する人が増えることを期待します。
３　具体的な路線について
①山麓線のバスルート廃止と桜通りのバスルート増便につ
いて
　箕面市ではかつて、山麓部に東西に幅広い道路を作り、
狭い現在の桜通りの路線バスをそちらに移す計画だったと
聞いている。しかし、現実には箕面駅前から桜通りを通っ
て、新御堂に入り、千里中央行のバスが走っている。道路
拡幅ができず、現在でもバスがすれ違うときには、待機し
ている状況である。一方長年の懸案だった、箕面市の東西
を結ぶバス路線が山麓線を走ることになった。今回、この
広い道路のバス路線を廃止し、現在の桜通りに３ルートの
バスを走らせるという素案には納得できない。歩道が部分
的にしか整備されておらず、歩行者が安心して歩けないだ
けでなく、ますます渋滞を招くことが予想される。
②箕面の山麓部の交通
　如意谷住宅には社会的実験が計画されているが、ルミナ
スや青松園など、車を前提とした住宅開発された地域はい
ずれも南北にかなりの高低差があり、車をあきらめた高齢
者が、家に閉じこもることなく、市民として活動を続ける
ためには、移動の自由が保障されなくてはならない。
４，計画の策定の進め方について
そのための公共交通を整備は住民と一緒に計画すべきで、
今回の素案の後、各地域に入っていってどういう交通手段
とルートを想定すべきか問題提起しながら、市民参加で考
える検討会をたちあげてほしい。そうしてこそ、身近なバ
スとして市民に愛される交通機関になるのではないでしょ
うか？　以上

【再掲】
○箕面市内の路線バスについては、これまでも利用者が減
少傾向にあり、北大阪急行線の延伸や新型コロナウイルス
感染症の影響による生活様式の変容等によってさらなる利
用者の減少が見込まれる中で、持続可能な公共交通とする
ため、採算の確保を見極めつつ最大の利便性をめざすとい
う観点をふまえ計画策定を進めてまいります。

○「オレンジゆずるバスとの組み合わせを想定した計画が
必要」については、市民意見に対する市・協議会の基本的
な考え方（１０）をご参照ください。

○「市道箕面今宮線にバス路線を集中させることに反対」
については、市民意見に対する市・協議会の基本的な考え
方（５）をご参照ください。

○市道箕面今宮線の安全・円滑な交通の確保、周辺環境の
改善については、歩道の整備など、関係部局とも連携しな
がら対策を進めてまいります。

○如意谷や青松園地域等の山麓部について、路線バスやオ
レンジゆずるバス等により可能な限り移動手段を確保でき
るよう計画策定を進めてまいります。大型車両での運行が
困難な地域においては、将来的な技術進展が期待される小
型車両での運行なども視野に研究を進めてまいります。

○路線バスの再編については今後もパブリックコメント等
を通じて市民のみなさまからご意見をいただき計画策定を
進めるとともに、オレンジゆずるバスの再編の検討にあ
たっては、市民のみなさまにもご参加いただくことを検討
しております。また、ご要望に応じて出張説明会も開催い
たしますので、お問い合わせください。
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